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＜参考＞ 

１．国際勧告との関係 

 本標準は、２０００年６月に開催されたＩＴＵ－Ｔ ＳＧ１１会合において承認されたＩＴＵ－Ｔ勧告

Ｑ．１２３８．２をベースとし、地域網－サービス提供網間のＩＮ（インテリジェントネットワーク）イ

ンタフェースを定めたものである。 

 

２．上記国際勧告等に対する追加項目等 

2.1 オプション選択項目 

 無し 

 

2.2 ナショナルマター項目 

 無し 

 

2.3 その他 

(1) ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂとの関係 

 本標準とＴＴＣ標準ＪＴ－Ｑ１２３８．１－ｂはＴＴＣ標準ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂの後継標準であ

る。ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂはＩＴＵ標準Ｑ．１２２４、Ｑ．１２２５、Ｑ．１２２８、Ｑ．

１２９０をベースに規定されていたが、ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｑ１２３８．１－ｂ、ＪＴ－Ｑ１２３８．

２－ｂでは下記方針に従いＩＴＵ－Ｔ勧告Ｑ．１２３８．１、Ｑ．１２３８．２をベースに規定する。 

 

ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂ 
ＪＴ－Ｑ１２３８．１－ｂ、ＪＴ－Ｑ１２３８．２－ｂ

における規定方針 

第 1 編  総論 

        （TTC 特有規定） 

JT-Q1238.1-b、JT-Q1238.2-b の１章（本標準の範囲）に

て規定する。 

第 2 編  分散機能プレーン 

        （ITU-T Q.1224 対応） 

ITU-T CS-3 では Q.1224 の後継標準を作成せずに、

Q.1224 の規定内容を Q.1238.x 内で部分的に規定してい

る。このため、 ITU-T CS-3 の規定方針に従い、

JT-Q1238.1-b、JT-Q1238.2-b 内で必要箇所を規定する。

第 3 編  物理プレーン 

        （ITU-T Q.1225 対応） 

ITU-T CS-3 では Q.1225 の後継標準を作成せずに、

Q.1225 を参照している。このため、JT-Q1238.1-b、

JT-Q1238.2-b 内でも規定は行わず、JT-Q1228-b 第 3 編を

参照することとする。 

第 4 編  信号網接続用プロトコル 

        （ITU-T Q.1228 対応） 

ITU-T Q.1238.1、Q.1238.2 の章構成に基づき、必要箇所

を規定する。 

第 5 編  インテリジェントネットワーク 

        定義で使われた用語の用語解説 

        （ITU-T Q.1290 対応） 

ITU-T CS-3では、CS-2同様Q.1290を参照しているため、

JT-Q1238.1-b、 JT-Q1238.2-b 内でも規定は行わず、

JT-Q1228-b 第 5 編を参照することとする。 

付属資料 A  再開通知処理アプリケー 

            ション 

JT-Q1238.1-b の付属資料 3 にて規定する。 

 

(2) 本標準は、ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｑ．１２３８．２に対して、以下の項目を削除している。 

4 章 導入 
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6.3.5 節 理由値からＤＰへのマッピング 

6.3.8 節 トリガ種別とトリガ優先性 

6.4.1.1.1 節 サービス論理インスタンス相互動作の考慮事項 

6.4.1.2 節 分配とフィルタリング 

6.4.1.2.3 節 マルチポイント制御（ＭＰＣ）規則 

6.5.3.4.2.5 節 DisconnectLeg オペレーション 

6.5.3.4.2.6 節 ＣＳ対応ＦＳＭ「監視（Monitoring）」状態におけるユーザ相互動作 

6.5.3.4.2.9 節 「安定二者（Stable_2_Party）」及び「安定一者（Stable_1_Party）」コネクション 

ビュー動作原則 

6.5.3.4.3.6 節 「発側呼設定一者（Originating_1_Party_Setup）」呼セグメントコネクションビュー 

状態 

6.5.3.4.3.11 節 「安定多者（Stable_Multi_Party）」呼セグメントコネクションビュー状態 

6.5.3.5 節 ＣＶ構成と複合遷移の例 

6.5.3.7 節 ＣＶＳの概観 

6.6 節 アウトチャネル呼関連ユーザ相互動作 

8.1 節 ＳＳＦ管理エンティティ有限状態モデル（ＳＳＭＥ ＦＳＭ） 

8.2.2.3 節 状態ｄ：「ユーザ相互動作終了待ち（指示待ち）（Waiting for End of User Interaction (WFI)）」 

8.2.2.6 節 状態ｈ：「ユーザ相互動作終了待ち（監視中）（Waiting for End of User Interaction 

(Monitoring)）」 

8.2.2.7 節 状態ｉ：「暫定接続終了待ち（監視中）（Waiting for End of Temporary Connection 

(Monitoring)）」 

8.2.2.8 節 状態ｇ：「ファシリティイベント待ち（Waiting for Facility Event）」 

8.3 節 アシストＳＳＦ ＦＳＭ 

8.4 節 ハンドオフＳＳＦ ＦＳＭ 

9.3.1 節 状態報告ＦＳＭ 

9.3.2 節 サービスフィルタＦＳＭ 

9.3.4 節 トリガデータ管理ＦＳＭ 

9.3.5 節 リソース制御オブジェクト 

9.4.3.2.3 節 状態Ｃ２．３：「待ち合わせ（Queuing）」 

9.4.3.2.4 節 状態Ｃ２．４：「ファシリティ待ち（Waiting for Facility）」 

9.4.3.3.2 節 状態Ｃ３．２：「ユーザ相互動作（User Interaction）」 

9.4.3.4 節 状態Ｃ４：「非中断及びユーザ相互動作（Not Suspended and User Interaction）」 

9.4.4 節 アシストＳＳＦ対向ＦＳＭ 

9.4.5 節 ハンドオフＳＳＦ対向ＦＳＭ 

10 章 ＵＳＩ ＦＳＭ 

11.1 節 ActivateServiceFiltering 手順 

11.2.4 節 起動側エンティティ（ＳＳＦ） 

11.2.5 節 応答側エンティティ（ＳＣＦ） 

11.3 節 AnalysedInformation 手順 

11.4 節 AnalyseInformation 手順 

11.5 節 ApplyCharging 手順 

11.6 節 ApplyChargingReport 手順 

11.7 節 AssistRequestInstructions 手順 
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11.8 節 AuthorizeTermination 手順 

11.9 節 CallGap 手順 

11.10 節 CallInformationReport 手順 

11.11 節 CallInformationRequest 手順 

11.12 節 Cancel 手順 

11.13 節 CancelStatusReportRequest 手順 

11.14 節 CollectedInformation 手順 

11.15 節 CollectInformation 手順 

11.17 節 ConnectToResource 手順 

11.19 節 ContinueWithArgument 手順 

11.20 節 CreateCallSegmentAssociation 手順 

11.21 節 CreateOrRemoveTriggerData 手順 

11.24 節 DisconnectLeg 手順 

11.29 節 EventReportFacility 手順 

11.30 節 FacilitySelectedAndAvailable 手順 

11.31 節 FurnishChargingInformation 手順 

11.32 節 HoldCallInNetwork 手順 

11.34 節 InitiateCallAttempt 手順 

11.35 節 ManageTriggerData 手順 

11.37 節 MoveCallSegments 手順 

11.39 節 OAbandon 手順 

11.40 節 OAnswer 手順 

11.41 節 OCalledPartyBusy 手順 

11.42 節 ODisconnect 手順 

11.43 節 OMidCall 手順 

11.44 節 ONoAnswer 手順 

11.45 節 OriginationAttempt 手順 

11.46 節 OriginationAttemptAuthorized 手順 

11.47 節 OSuspended 手順 

11.48 節 Reconnect 手順 

11.50 節 ReportUTSI 手順 

11.51 節 RequestCurrentStatusReport 手順 

11.52 節 RequestEveryStatusChangeReport 手順 

11.53 節 RequestFirstStatusMatchReport 手順 

11.56 節 RequestReportFacilityEvent 手順 

11.57 節 RequestReportUTSI 手順 

11.58 節 ResetTimer 手順 

11.59 節 RouteSelectFailure 手順 

11.60 節 SelectFacility 手順 

11.61 節 SelectRoute 手順 

11.63 節 SendFacilityInformation 手順 

11.64 節 SendSTUI 手順 

11.65 節 ServiceFilteringResponse 手順 
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11.66 節 SetServiceProfile 手順 

11.67 節 SplitLeg 手順 

11.68 節 StatusReport 手順 

11.69 節 TAnswer 手順 

11.70 節 TBusy 手順 

11.71 節 TDisconnect 手順 

11.72 節 TerminationAttempt 手順 

11.73 節 TermAttemptAuthorized 手順 

11.74 節 TMidCall 手順 

11.75 節 TNoAnswer 手順 

11.76 節 TSuspended 手順 

12.1 節 AccessCode 

12.2 節 AChBillingChargingCharacteristics 

12.3 節 ActionIndicator 

12.4 節 ActionPerformed 

12.6 節 AlertingPattern 

12.8 節 AllRequests 

12.9 節 AllRequestsForCallSegment 

12.11 節 BackwardGVNS 

12.12 節 BcsmEventCorrelationID 

12.14 節 BCSMFailure 

12.17 節 CalledDirectoryNumber 

12.18 節 CalledFacilityGroup 

12.19 節 CalledFacilityGroupMember 

12.21 節 CalledPartySubaddress 

12.22 節 CallingFacilityGroup 

12.23 節 CallingFacilityGroupMember 

12.24 節 CallingGeodeticLocation 

12.25 節 CallingPartyBusinessGroupID 

12.29 節 CallProcessingOperationCorrelationID 

12.30 節 CallReference 

12.31 節 CallResult 

12.34 節 CallSegments 

12.35 節 CallSegmentToCancel 

12.37 節 Carrier 

12.39 節 CCSS 

12.40 節 CGEncountered 

12.41 節 ChargeNumber 

12.43 節 CNinfo 

12.44 節 Component 

12.45 節 ComponentCorrelationID 

12.46 節 ComponentType 

12.48 節 ControlType 
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12.50 節 CountersValue 

12.51 節 CreatedCallSegmentAssociation 

12.52 節 CreateOrRemove 

12.54 節 CutAndPaste 

12.55 節 DefaultFaultHandling 

12.56 節 DestinationNumberRoutingAddress 

12.59 節 DisplayInformation 

12.60 節 DPName 

12.61 節 DpSpecificCommonParameters 

12.67 節 FailureCause 

12.68 節 FCIBillingChargingCharacteristics 

12.69 節 FeatureCode 

12.70 節 FeatureRequestIndicator 

12.71 節 FilteredCallTreatment 

12.72 節 FilteringCharacteristics 

12.73 節 FilteringCriteria 

12.74 節 FilteringTimeOut 

12.75 節 ForcedRelease 

12.76 節 ForwardGVNS 

12.78 節 ForwardingCondition 

12.79 節 GapCriteria 

12.80 節 GapIndicators 

12.81 節 GapTreatment 

12.82 節 GenericName 

12.84 節 Holdcause 

12.85 節 HighlayerCompatibility 

12.87 節 InProfiles 

12.88 節 INServiceCompatibilityIndication 

12.89 節 INServiceCompatibilityResponse 

12.90 節 InvokeID 

12.91 節 IPAvailable 

12.92 節 IPSSPCapabilities 

12.94 節 LastEventIndicator 

12.97 節 Legs 

12.98 節 LegorCSID 

12.100 節 LegToBeReleased 

12.101 節 LegToBeSplit 

12.102 節 LocationNumber 

12.103 節 MaximumNumberOfCounters 

12.105 節 MonitorDuration 

12.107 節 NewCallSegment 

12.108 節 NewCallSegmentAssociation 

12.109 節 NoCharge 
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12.110 節 NotificationDuration 

12.111 節 NumberingPlan 

12.112 節 OneTriggerResult 

12.117 節 Prefix 

12.118 節 ProfileAndDP 

12.119 節 Profile 

12.122 節 RegistratorIdentifier 

12.124 節 ReleaseIndication 

12.125 節 ReportCondition 

12.126 節 RequestedInformationList 

12.127 節 RequestedInformationTypeList 

12.128 節 ResourceAddress 

12.129 節 ResourceID 

12.130 節 ResourceStatus 

12.131 節 ResponseCondition 

12.132 節 RouteList 

12.133 節 RouteingNumber 

12.136 節 SDSSinformation 

12.137 節 ServiceInteractionIndicators 

12.140 節 ServiceProfileIdentifier 

12.141 節 SeveralTriggerResult 

12.143 節 StartTime 

12.145 節 TargetCallSegmentAssociation 

12.146 節 TDPIdentifier 

12.148 節 TimerID 

12.149 節 TimerValue 

12.150 節 TimeToRelease 

12.151 節 TravellingClassMark 

12.152 節 TriggerData 

12.153 節 TriggerDPType 

12.154 節 TriggerStatus 

12.155 節 TriggerType 

12.156 節 TriggerDataIdentifier 

12.157 節 USIInformation 

12.158 節 USIMonitorMode 

12.159 節 USIServiceIndicator 

12.160 節 VPNIndicator 

13.1.1 節 CancelFailed 

13.1.3.1 節 ＳＣＦ→ＳＳＦ方向のオペレーション 

13.1.6 節 RequestedInfoError 

13.1.12.2 節 ＳＳＦ→ＳＣＦ方向のオペレーション 

13.1.13 節 UnknownResource 

15.1.1.1.1.2 節 アシスト／ハンドオフＳＳＦ ＦＳＭ関連メッセージ 
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付属資料Ａ ＩＮ能力セット３のコールパーティハンドリングのための SDL 図 

本標準は、地域網－サービス提供網間のＩＮ（ｲﾝﾃﾘｼﾞｪﾝﾄﾈｯﾄﾜｰｸ）インタフェースを標準化するために

必要な部分のみを規定したものであり、上記項目に関しては不必要であるため、本標準の範囲外とし

た。 

 

(3) 本標準は、ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｑ．１２３８．２に対して、以下の原則により削除を表している。 

    (a)  ＩＴＵ－Ｔで規定しているが本標準では規定しない章節については、目次及び本文中に 

         章節番号及び章節のタイトルのみを示し、＃で表示している。 

    (b)  ＩＴＵ－Ｔで規定しているが本標準では規定しない章節内の記述については、特に削除 

         を示す表示をつけることなく削除している。 

 

(4) 本標準は、ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｑ．１２３８．２に対して、地域網－サービス提供網間のＩＮ（ｲﾝﾃﾘｼﾞｪﾝ

ﾄﾈｯﾄﾜｰｸ）インタフェースを標準化するために必要な部分（ＩＮの一般的概念を含むＩＴＵ－Ｔ勧告能

力セット３からのダウンストリーム）及びＴＴＣ特有規定部分の記述から構成される。 

ＴＴＣ特有規定部分については、本文中において＊で表示する。但し、ＴＴＣにおける地域網－サー

ビス提供網間のＩＮ能力セット３標準では、ＩＴＵ－Ｔ能力セット３勧告の明確な誤り部分や能力セ

ット４以降で修正されている部分について、特に＊を付記することなく修正を行っている。 

 

(5) 本標準は、ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｑ．１２３８．２からダウンストリームした部分の図表番号付与方法につ

いて、ＩＴＵ－Ｔ勧告にて付与されている図番号、表番号をそのまま流用せず、原則として本標準各

章の章番号の下に章内通番を付与することとしている。 

 

ＩＴＵ－Ｔ 

勧告 

図表番号

付与方法
付与例 

ＴＴＣ標準 図表番号 

付与方法 
付与例 

Q.1238.2 

 

通番 FIGURE 3/Q.1238.2 第 3 章 章番号－章内通番 図 3-3/JT-Q1238.2-b 

(ITU-T Q.1238.2) 

 

(6) 本標準では、ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｑ．１２３８．２からダウンストリームした表におけるＴＴＣ特有規定

部分の表記原則を以下の通りとする。 

      － 行または列全体がＴＴＣ特有規定の場合、該当する行、列の表外にそれぞれ＊を記述している。 

      － 表中の特定のカラムがＴＴＣ特有規定の場合、該当するカラム内に＊を記述している。 

 

2.4 原勧告と章立ての構成比較表 
 上記国際勧告との章立て構成の相違を下表に示す。 

 

ＴＴＣ標準 

ＪＴ－Ｑ１２３８．２－ｂ 

ＩＴＵ－Ｔ勧告 

Ｑ．１２３８．２ 
備考 

  １章  本標準の範囲   １章  本標準の範囲 変更 

  ２章 標準参考文献   ２章 標準参考文献 部分削除／部分変更 

  ３章 略語   ３章 略語 部分削除／部分変更 

  ４章 導入   ４章 導入 削除 
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ＴＴＣ標準 

ＪＴ－Ｑ１２３８．２－ｂ 

ＩＴＵ－Ｔ勧告 

Ｑ．１２３８．２ 
備考 

  ５章 相互関係   ５章 相互関係 部分削除／部分変更 

  ６章 ＣＣＦ／ＳＳＦモデル   ６章 ＣＣＦ／ＳＳＦモデル 部分削除／部分変更 

  ７章 ＳＣＦモデル   ７章 ＳＣＦモデル 部分削除／部分変更 

  ８章  ＳＳＦ対応ＦＳＭ   ８章  ＳＳＦ対応ＦＳＭ 部分削除／部分変更 

  ９章  ＳＣＦ対応ＦＳＭ   ９章  ＳＣＦ対応ＦＳＭ 部分削除／部分変更 

１０章  ＵＳＩ ＦＳＭ １０章  ＵＳＩ ＦＳＭ 削除 

１１章  詳細オペレーション手順 １１章  詳細オペレーション手順 部分削除／部分変更 

１２章  パラメータ記述 １２章  パラメータ記述 部分削除／部分変更 

１３章  エラー １３章  エラー 部分削除／部分変更 

１４章  ＡＳＮ．１定義 １４章  ＡＳＮ．１定義 部分削除／部分変更 

１５章  ＴＣから想定される 

        サービス 

１５章  ＴＣから想定される 

        サービス 
部分削除／部分変更 

付属資料Ａ 

ＩＮ能力セット３のコールパーテ

ィハンドリングのためのＳＤＬ図 

付属資料Ａ 

ＩＮ能力セット３のコールパーテ

ィハンドリングのためのＳＤＬ図

削除 

付属資料Ｂ 

コールセグメント識別子（CSid）

の付与規則 

---------------------------------- 追加 

付属資料Ｃ 

ＳＲＦ関連コネクションビュー 
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１．本標準の範囲 ＊ 

 本標準において規定する「ＩＮ能力セット３」とは、信号網接続によるサービス提供形態（1.2 節参照）

によって各種サービス機能（1.3 節参照）をサポートするために必要な能力範囲を示す。このため、網内に

おける動作については本標準の範囲外とする。なお、本標準における「ＩＮ能力セット１」、「ＩＮ能力

セット２」とは、ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｑ１２１８－ｂおよびＴＴＣ標準ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂにて規定する

「能力セット１」、「能力セット２」をそれぞれ示す。 

 上記「ＩＮ能力セット３」を実現するために、本標準とＴＴＣ標準ＪＴ－Ｑ１２３８．１－ｂでは、Ｉ

ＴＵ－Ｔ勧告Ｑ．１２３ｘシリーズで網内インタフェースとして規定されているＳＳＦ－ＳＣＦインタフ

ェースを網間インタフェースとして適用している。本標準では、ＳＳＦ－ＳＣＦインタフェース特有のプ

ロトコル規定を提供するＩＴＵ－Ｔ勧告Ｑ．１２３８．２をベースに以下を規定する。 

    (1)  ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｑ．１２３８．２から必要箇所をダウンストリーム。 

    (2)  ＴＴＣ特有規定の追加。 

 なお、機能エンティティの一般的概念および、機能エンティティ間で規定されるインタフェース共通の

プロトコルについては、ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｑ１２３８．１－ｂを参照のこと。 

 

1.1 定義及び用語 

 ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｑ１２３８．１－ｂの 1.1 節を参照。 

 

1.2 信号網接続によるサービスの基本的考え方 

 ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｑ１２３８．１－ｂの 1.2 節を参照。 

 

1.3 信号網接続機能の定義 

 ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｑ１２３８．１－ｂの 1.3 節を参照。 

 

２．標準参考文献 

 本標準で参照される全ての参考文献は､ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｑ１２３８．１－ｂを参照のこと。 ＊ 

 

３．略語 

 略語は､ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｑ１２３８．１－ｂを参照のこと。 ＊ 

 

４．導入 ＃ 

５．相互関係 

5.1 ＳＳＦ－ＣＣＦ相互関係 

 呼／サービスの処理は、現在の呼処理基盤である既設のデジタル交換機の上に形成される。よって、呼

／サービスの処理は基本的な二者間の呼を処理する既存の呼制御機能の一般的なモデルを使ってなされ、

これにＩＮサービス論理の起動と管理のためにサービス交換機能が追加される。ＩＮサービス論理は一旦

起動されると、サービスデータ機能と結合した、サービス制御機能の制御下で実行される。分散した呼／

サービス処理の手段により、既存の呼制御機能は呼処理リソースの制御に加えて、呼の整合性の最終的な

責任を保持する。以下の呼／サービス処理の制約が適用される。 

 

(1) 呼制御とサービス交換機能は密接に結びついているので、ＳＳＦとＣＣＦ間の相互関係は標準化され

ていない。 

(2) 呼は、ディレクトリ番号や、ディレクトリ番号と伝達能力の組み合わせによりアドレス可能な網の外
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側にいる２人以上のエンドユーザ間、あるいは１人以上のエンドユーザと網の間に存在する。 

ＩＮ能力セット３では最大２人までのエンドユーザのみ存在可能である。 ＊ 

(3) 呼は、エンドユーザによって生成される。呼を補完するために、ＩＮ交換機によりサービスを提供さ

れるエンドユーザによってＩＮサービス論理が起動される。 

(4) 呼は、複数の交換機にまたがって存在するかも知れない。その場合、各交換機では呼の一部のみ制御

できる。呼処理は交換機間で機能的に分割されている。中継交換機のようなＩＮ交換機上で起動され

る呼のＩＮサービス論理は、各ＩＮ交換機毎に独立に管理される。 

(5) 既存の交換機は、基本的な二者間の呼を生成、保持する呼処理動作を統制する、２つの機能的に分離

した呼処理論理のセットを持つかのように見ることができる。この機能分割は、呼の発側と着側の間

で提供される。この機能分割は、ＩＮ交換機でも持つべきである。これにより、呼の発側（すなわち

発信者）で起動されたＩＮサービス論理は、呼の着側（すなわち着信者）で起動されたＩＮサービス

論理とは独立に管理されることが可能となる。 

(6) あるエンドユーザに対して、ＩＮでサポートされる複数のサービス論理インスタンスの同時動作を許

容することが望まれる。更に、網内における非ＩＮサービス論理が引き続き存在することも認めてい

る。サービスフィーチャ論理インスタンスメカニズムを、以下に示す。 

ⅰ) あるサービス要求に対して、どのサービス論理を起動するか決定する。このメカニズムは、ＩＮ

サポートあるいは非ＩＮサポートサービス論理のどちらが適切であるかを選択し、又この特定の

サービス要求に対して、その他のサービス論理の起動を制限する。 

ⅱ) ＩＮサポート、非ＩＮサポートサービス論理インスタンスの同時動作を規制する。 

ⅲ) ＩＮサポートサービス論理インスタンスの同時動作はシングルエンド、シングルポイント制御 ＊ 

に従うことを保証する。 ＊ 

(7) 分散処理方式と複雑さを増した呼／サービス処理では、呼を適切な動作で終了させたり、エンドユー

ザに対して適切な処理を可能とする、障害検出と回復のメカニズムが要求される。 

 

5.2 ＳＳＦ－ＳＣＦ相互関係 

 ＳＣＦ－ＳＳＦ相互関係は公衆網におけるＳＣＦとＳＳＦ間の通信のために用いられる。この相互関係

は、他の相互関係（例えば、ＳＣＦ－ＳＲＦ）との連係により、さまざまなサービスやサービスフィーチ

ャを提供する。 

ＳＣＦ－ＳＳＦ相互関係は、ＳＳＦがＳＣＦへ指示の要求を送信した結果として確立される。 

 

 ＳＣＦとＳＳＦ間の相互関係は､通常ＳＣＦからの要求により終了される。例えば保留中の監視要求が存

在しなくなった場合、もしくはエラーの場合にはＳＳＦから相互関係は終了されるかもしれない。 

 単一のＳＣＦインスタンスは同時に複数のＳＳＦインスタンスと相互関係を持つかもしれない。もし、

シングルポイント制御が適用されるならば､１つのＳＳＦインスタンスは、与えられたハーフコールインス

タンスに対して同時に１つのＳＣＦインスタンスとのみ相互関係を持つかもしれない。これは監視相互関

係ではなく、制御相互関係を示すことに注意。 

 

６．ＣＣＦ／ＳＳＦモデル 

6.1 導入 

 ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｑ１２３８．１－ｂで紹介されたＣＣＦ／ＳＳＦ ＦＥモデルとそのコンポーネント

の概観を以下に示す。 

 記述は、以下の「ＣＣＦ／ＳＳＦモデル － 発信者または着信者に関連する分離シングルエンドサー

ビス論理プログラムインスタンス」図を基にしている。 
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図６－１／ＪＴ－Ｑ１２３８．２－ｂ 

(ＩＴＵ－Ｔ Ｑ．１２３８．２) 

ＣＣＦ／ＳＳＦモデル―発信者または着信者に関連する分離シングルエンドサービス論理プログラムインスタンス 

 

ＳＣＦ 

機能 分割 

ＳＬＰＩ Ａ 

ＩＮローカルリソース 
データ管理 

ＩＮローカルリソースデータ 

非ＩＮフィーチャ管理 

ベアラ制御 

ＩＮ交換管理 

ＩＮ交換状態モデルインスタンス 
< ＩＮ－ＳＳＭ> 

< ＩＮ－ＳＳＭ イベント > 
< リソース制御 > 

< ＩＮＡＰ オペレーション >  

機能グループ／ 
エンティティ 

管理されるデータ 機能グループ 
本標準ではモデルのみを規定

し､機能内容は規定しない 
< ＸＸＸ >     認識される項目 

ベンダー特有となりうる 
相互動作 

ＳＬＰＩ Ｂ 

ＳＲＦ 

ＣＣＡＦ 

ＩＮローカルリソースデータ 

非ＩＮフィーチャ管理 

基本呼リソースデータ 

ＩＮ交換管理 

ＩＮ交換状態モデルインスタンス 
< ＩＮ－ＳＳＭ > 

< ＩＮ－ＳＳＭイベント > 
< リソース制御 > 

< ＩＮＡＰオペレーション>  

ＳＳＦ 

フィーチャ相互動作／呼管理 

基本呼管理 基本呼管理 

< ＤＰ処理 > 
< 基本呼イベント > 
< 基本呼トリガ > 

< ＤＰ処理 > 
< 基本呼イベント > 
< 基本呼トリガ > 

< ＢＣＳＭ > < ＢＣＳＭ > 

ＢＣＭ ＢＣＭ 

ＩＮローカルリソース 
データ管理 

基本呼リソースデータ管理 

基本呼リソースデータ 

ＳＳＦ 

ＣＣＦ ＣＣＦ 

ＣＣＡＦ 

ＳＲＦ 

フィーチャ相互動作／呼管理 

基本呼リソースデータ管理 
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 この機能モデルの目的は、 ＣＣＦ／ＳＳＦに関する呼のモデルの枠組みを提供することである。 

 呼処理と呼リソースのＣＣＦ／ＳＳＦモデルでの機能分割は、同じ呼の着信者に関連するシングルエン

ドサービス論理インスタンスから、発信者に関連するシングルエンドサービス論理インスタンスを分離す

るため機能する。即ち、「ハーフコール」モデルアプローチを提供する。 

本標準では機能分割される片側ハーフコールのみが動作する ＊ 

 

6.2 ＣＣＦ／ＳＳＦ機能モデルコンポーネント 

 ここで記述されるＣＣＦ／ＳＳＦ機能モデルの概観は、以下のコンポーネントを含む。 

－ 基本呼管理（ＢＣＭ） 

－ フィーチャ相互動作管理／呼管理（ＦＩＭ／ＣＭ） 

－ ＩＮ交換管理（ＩＮ－ＳＭ） 

 

さらに、以下のコンポーネント間の相互関係について記述されている。 

－ ＢＣＭとＩＮ－ＳＭ 

－ ＢＣＭとＦＩＭ／ＣＭ 

－ ＩＮ－ＳＭとＦＩＭ／ＣＭ 

－ ＦＩＭ／ＣＭと非ＩＮ ＦＭ 

 

以下の図は､ＣＣＦ／ＳＳＦモデルコンポーネントとそれに含まれるメッセージフローの概観を示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

図６－２／ＪＴ－Ｑ１２３８．２－ｂ 

（ＩＴＵ－Ｔ Ｑ．１２３８．２） 

コンポーネントと相互関係のＣＣＦ／ＳＳＦモデル 

基本呼管理 

非ＩＮイベント通知 

非ＩＮ制御要求 
基本呼管理 
イベント通知 

ＩＮイベント 
通知 

ＳＳＦ／ 
ＣＣＦ 

ＩＮＡＰ 
オペレーション 

基本呼管理要求 

ＩＮ制御要求 

ＩＮＡＰ 
オペレーション 

基本呼管理 

非ＩＮ 
フィーチャ管理 

ＩＮ交換管理 

フィーチャ相互動作管理 
／呼管理 

 

ＳＣＦ 



 

 － 5 － ＪＴ－Ｑ１２３８．２－ｂ 

6.2.1 基本呼管理（ＢＣＭ） 

 ＢＣＭは、ユーザへの通信路の確立や、それらの相互接続を行う基本呼／コネクション制御を組み込ん

だ、交換機の部分的な抽象概念を提供する。これは、ＩＮサービス論理インスタンスの起動につながる、

または動作中のＩＮサービス論理インスタンスへ通知すべき基本呼／コネクション制御イベントを検出す

る。又、ＢＣＭは基本呼／コネクション制御をサポートするのに必要なＣＣＦ／ＳＳＦリソースを管理す

る。 

ＢＣＭは、ＢＣＳＭとＤＰ処理も実行する。 

 ＤＰ処理は、ＦＩＭ／ＣＭと相互動作する、ＢＣＭのエンティティである。 

 ＳＳＦは呼に関するパラメータをＳＣＦから受信した場合､それに対応する呼情報が許容されるならば、

ＢＣＭはこれらのパラメータに置き換え、他の全ての呼情報はそのまま保持する。これは、全ての呼処理

関連メッセージに適用する。 

 

6.2.2 フィーチャ相互動作管理／呼管理（ＦＩＭ／ＣＭ） 

 フィーチャ相互動作／呼管理は、単一呼において、非ＩＮサービス論理インスタンスとＩＮサービス論

理インスタンスといった、複数の同時インスタンスをサポートするためのメカニズムを提供する。 

 特に、ＦＩＭ／ＣＭは複数のＩＮ、非ＩＮサービス論理インスタンスの起動を防止することもできる。

ＦＩＭ／ＣＭは、単一呼に関して、ＳＳＦ内部に対して統一された呼／サービス処理の外観図を提供する

ために、ＢＣＭやＩＮ－ＳＭとこれらの相互動作メカニズムを統合する。 

 

 ＦＩＭ／ＣＭは以下をサポートする。 

  － ＩＮサービス論理からの指示による非ＩＮサービス論理インスタンス起動の防止 

 

6.2.3 ＩＮ交換管理（ＩＮ－ＳＭ） 

 ＩＮ交換管理（ＩＮ－ＳＭ）は､ＩＮサービスフィーチャをユーザに提供中に、ＳＣＦと相互動作する。

これは、ＣＣＦ／ＳＳＦの呼／コネクション処理動作の外観図や、ＣＣＦ／ＳＳＦの能力とリソースへの

アクセスをＳＣＦに提供する。これは又、動作中のＩＮサービス論理インスタンスへ通知すべきＩＮの呼

／コネクション処理イベントを検出する。更にＩＮ－ＳＭは、ＩＮサービス論理インスタンスをサポート

するのに必要なＳＳＦリソースを管理する。ＩＮ－ＳＭは、以下に示すＦＩＭ／ＣＭと相互動作する。 

 上記「コンポーネントと相互関係のＣＣＦ／ＳＳＦモデル」図は、ＣＣＦ／ＳＳＦの単純化された概観

を示し､重要なコンポーネントと相互関係のみを描写している。主要な相互関係とは､（ＦＥＡＭを介した）

ＳＣＦとＩＮ－ＳＭ間、ＩＮ－ＳＭとＦＩＭ／ＣＭ間、及びＦＩＭ／ＣＭとＢＣＭ間のことを示している。

以下で説明される全ての相互関係で､ＳＣＦとＩＮ－ＳＭ間の相互関係のみが、ＣＣＦ／ＳＳＦの外部にあ

り、それ故､標準化の対象である。他の相互関係は､ＣＣＦ／ＳＳＦモデルの理解や説明のために存在する

と考える。 

 

6.2.4 ＣＣＦ／ＳＳＦモデルコンポーネント相互関係 

 上記「コンポーネントと相互関係のＣＣＦ／ＳＳＦモデル」図において、全ての相互関係は､コンポーネ

ント間のイベントの種別の点で識別される。概観を以下に示す。 

 

6.2.4.1 ＳＣＦとＩＮ－ＳＭ間の相互関係 

ＳＳＦオペレーション 

  － イベントが検出される呼／コネクションインスタンスの現状状態に加え、呼／コネクション処理

イベントを報告する、ＩＮ－ＳＭからＳＣＦへの（ＳＳＦ中のＦＥＡＭを介した）情報 
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ＳＣＦオペレーション 

  － 呼／サービスインスタンスの状態の操作を要求するＳＣＦからＩＮ－ＳＭへの（ＳＳＦ中のＦＥ

ＡＭを介した）情報 

 

6.2.4.2 ＩＮ－ＳＭとＦＩＭ／ＣＭ間の相互関係 

ＩＮイベント指示 

  － 呼処理中イベント、イベントが検出された呼の現状状態、及びＩＮサービス論理の新しいインス

タンスまたは存在する起動中のインスタンスにより扱われるべきイベントかどうかを報告する、

ＦＩＭ／ＣＭからＩＮ－ＳＭへの情報 

ＩＮ制御要求 

  － ＳＣＦから要求される呼／サービス処理機能を指示するＩＮ－ＳＭからＦＩＭ／ＣＭへの情報 

 

6.2.4.3 ＦＩＭ／ＣＭとＢＣＭ間の相互関係 

ＢＣＭイベント指示 

  － ＢＣＳＭイベント及びイベントが検出されたＢＣＳＭの現状状態を報告する、ＢＣＭからＦＩＭ

／ＣＭへの情報 

ＢＣＭ制御要求 

  － 呼／サービス処理に影響する１つあるいは複数のＢＣＳＭの操作を要求する、 ＦＩＭ／ＣＭから

ＢＣＭへの情報 

 

6.2.4.4 ＦＩＭ／ＣＭと非ＩＮ ＦＭ間の相互関係 

 ＩＮベースのサービスと非ＩＮ（例えば､交換機ベース）サービス間の相互動作を取り巻く相互関係。こ

の種のＩＮと非ＩＮ交換機ベースのサービス間のインタワークの例は、交換機ベースの呼のリダイレクテ

ィングサービスの起動のため、含まれるＢＣＳＭインスタンスが削除されるといった､ＩＮＡＰ接続

（Connect）オペレーションがＩＮ呼の不正終了という結果になるかもしれないような場合である。 

 

非ＩＮイベント指示  

  － ＦＩＭ／ＣＭから非ＩＮ ＦＭへの情報 

非ＩＮ制御要求  

  － 非ＩＮ ＦＭからＦＩＭ／ＣＭへの情報 

 

6.2.5 モデル動作の典型的シーケンス 

 本節では、主要なモデルコンポーネントの役割と相互関係を説明するＣＣＦ／ＳＳＦモデルでの、典型

的な一連の動作について記述する。この記述はなんらかの特定のインプリメントを示したり、あるいは、

反映したりすることを意図しているのではない。このシナリオは、ユーザへＩＮサービスフィーチャを提

供するために新しいＩＮ－ＳＳＭのインスタンスが起動されるときの例を示す。 

  1. ユーザは、呼の起動を要求するためにシグナリングインタフェース処理部を通してＣＣＦ／ＳＳ

Ｆと相互動作する。ＢＣＭは、ユーザのこの呼の確立、保持を要求する基本呼制御機能を示すＢ

ＣＳＭを生成する。 

  2. ユーザの呼起動中に、ユーザの呼と関連するＢＣＳＭでイベントが検出される。ＢＣＳＭ処理は、

ＤＰで中断する。 

  3. イベントが報告されなければならないかどうかを決めるため、ＢＣＭはＢＣＳＭ内のＤＰでイベ
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ントを処理する。（例えば、ＤＰが設定されていて、判断基準に合うかどうかを決定する。）そ

うであれば、イベントが検出された時点のＢＣＳＭ状態に従って、 ＦＩＭ／ＣＭへイベントを報

告するＢＣＳＭイベント指示を送出する。ＢＣＭがどのように処理し続けるのかという指示を必

要とするならば、ＢＣＳＭ処理は指示を受信するまでＤＰで留まる。そうでなければ、ＢＣＭは

通常のＢＣＳＭ処理を継続する。従って、３つのシナリオが有り得る。 

    － ＢＣＭはイベント報告されるべきではないと判断する。則ち、ＢＣＳＭ処理継続（例えば、

ＴＤＰが設定されていない）である。 

    － ＢＣＭはイベントが報告されるべきだが、後続の指示は必要ないと判断する。則ち、ＢＣＳ

Ｍ処理継続（例えば、ＥＤＰ－Ｎが設定される）である。 

    － ＢＣＭはイベントが報告されるべきであり、また、後続の指示が必要である（例えば、設定

されたＴＤＰ－Ｒ）と判断する。つまりＢＣＳＭ処理は中断のまま留まり、ＢＣＭは指示を

受信する前に次のイベントの検出を継続するかもしれない。（これらの引き続き検出したイ

ベントの操作は、この例では記述しない。） 

  4. ＦＩＭ／ＣＭは、ＩＮサービス論理インスタンスにより処理されるべきイベントであるか、ある

いは、非ＩＮサービス論理インスタンスにより処理されるべきイベントであるかを決定するため

のＢＣＭイベント指示を受信、処理する。さらに、イベントが、サービス論理インスタンスの新

しいインスタンスにより処理されるか、あるいは、存在する起動中のインスタンスにより処理さ

れるかを判断する。 

  5.a ＢＣＭイベントがＩＮサービス論理の新しいインスタンスにより処理されるべきである場合、Ｆ

ＩＭ／ＣＭは、イベントを報告するＩＮイベント指示をＩＮ－ＳＭへ送出する。イベント指示は、

イベントが検出されたＢＣＳＭ状態を報告し、およびＩＮサービス論理の新しいインスタンスが

起動されるべきであるということを指示する。ステップ６へ。 

  5.b ＢＣＭイベントが非ＩＮサービス論理の新しいインスタンスにより処理されるべきである場合、

ＦＩＭ／ＣＭは、イベントを報告する非ＩＮイベント指示を非ＩＮ ＦＭへ送出する。そのイベ

ント指示は、それが検出されたＢＣＳＭ状態を報告し、および、非ＩＮサービス論理の新しいイ

ンスタンスが起動されるべきであるということを指示する。非ＩＮ ＦＭが非ＩＮイベントを受

信し、処理し、適切な非ＩＮサービス論理インスタンスを起動する。サービスフィーチャを認識

するために必要なＦＩＭ／ＣＭへ非ＩＮ制御要求を送出することで、非ＩＮ ＦＭは、非ＩＮサ

ービス論理インスタンスを実行する。（たとえあるとしても、このような非ＩＮサービス論理イ

ンスタンスの後続するメッセージの操作をこの例では記述しない） 

  6. ＩＮ－ＳＭは、ＩＮイベント指示を受信し、処理する。ＩＮサービス論理インスタンスの新しい

インスタンスを起動すべきであれば、ＩＮ－ＳＭは、ＳＣＦ内のサービス論理プログラム（ＳＬ

Ｐ）にアクセス可能なように、ユーザの呼やコネクションの状態を表すためのＩＮ－ＳＳＭの新

しいインスタンスを生成する（例えば、コネクションポイント）。そして、ＳＳＦはＩＮ－ＳＳ

Ｍの現状状態の外観を提供するＩＮＡＰオペレーションを（ＦＥＡＭを介して）ＳＣＦへ送出す

る。 

  7. ＳＣＦは、ＳＳＦからＩＮＡＰオペレーションを受信、処理する。ＩＮサービス論理の新しいイ

ンスタンスを起動すべきであれば、ＳＣＦは要求されるサービスフィーチャを実現するＳＬＰイ

ンスタンス（ＳＬＰＩ）を起動する。ＳＬＰＩにはＩＮ－ＳＳＭの現状状態が提供される。ＳＣ

Ｆはサービスフィーチャを実現するのに適切なようにＩＮ－ＳＳＭの状態を操作するようＩＮ－

ＦＭに要求するため、ＩＮＡＰオペレーションをＳＳＦへ送出する。ＳＣＦからのＩＮＡＰオペ

レーションは、ＳＬＰＩに報告すべき一連のイベントをも指示するかもしれない。（即ち、この

特定のサービス論理インスタンスのために設定されるべき一連のＢＣＳＭ及びＩＮ－ＳＳＭ Ｅ
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ＤＰを指示する。） 

  8. ＩＮ－ＳＭは、（ＦＥＡＭを介して）ＳＣＦからのＩＮＡＰオペレーションを受信し、要求され

たＩＮ－ＳＳＭの状態を操作するようなＩＮＡＰオペレーションの処理を行う。そのためにＩＮ

－ＳＳＭはＦＩＭ／ＣＭへのＩＮ制御要求を生成する。さらに、（もしあるとすれば）この要求

で指示されるＩＮ－ＳＳＭイベントのため、ＩＮ－ＳＳＭが監視される。 

  9. ＦＩＭ／ＣＭは、ＩＮ制御要求を受信、処理し、さらに、他の起動中のサービス論理インスタン

スに基づいて有効であるかどうかを判断する。そして、実行すべき機能、及び、監視すべきＢＣ

ＳＭを通知するためにＢＣＭ制御要求をＢＣＭへ送出する。 

  10. ＢＣＭは、ＢＣＭ制御要求を受信、処理し、さらに、要求を満足するためＢＣＳＭを操作する。

ＢＣＳＭを操作する際に、適切なベアラ制御及びリソース制御機能を実行する。また、ＢＣＭは、

（もしあるとすれば）ＢＣＭ制御要求で指示されるＢＣＳＭイベントのため、ＢＣＳＭを監視す

る。 

  11. ＢＣＭはＢＣＳＭ内のＢＣＳＭイベントを検出したとき、ＦＩＭ／ＣＭへのＢＣＳＭイベント指

示を送出するため、ステップ３を繰り返す 

  12. ＦＩＭ／ＣＭは、イベントをどう処理するか決定するためにステップ４を繰り返す。この場合は、

起動中のＩＮサービス論理インスタンスためのイベントである。イベントが既存のＩＮサービス

論理インスタンスに対するものだと示しているＩＮイベント指示をＩＮ－ＳＭへ送出する。 

  13. ＩＮ－ＳＭは、以下に示す違いがあるが、ステップ６のようにＩＮイベント指示を受信、処理す

る。イベントが、現存するＩＮ－ＳＳＭインスタンスにより示されたように、現存するＩＮサー

ビス論理のインスタンスに対するものであれば、ユーザの接続状態を反映するために存在するＩ

Ｎ－ＳＳＭの状態を更新したり、ＳＳＦからのＩＮＡＰオペレーションでイベントや現状のＩＮ

－ＳＳＭ状態をＳＣＦに報告する。新しいＩＮ－ＳＳＭインスタンスの生成はない。 

  14. ＳＣＦは、以下に示す違いがあるが、ステップ７のようにＳＳＦからのＩＮＡＰオペレーション

を受信、処理する。イベントが、既存のＳＬＰＩでサポートされるように既存のＩＮサービス論

理のインスタンスに対するものであれば、ＳＬＰの新しいインスタンスは起動しない。そして、

ＳＬＰＩは、ＩＮ－ＳＳＭの状態の操作をＩＮ－ＳＭに要求し、また、もしあるならば、関連す

る次の一連のＥＤＰを指示するためのＩＮＡＰオペレーションをＳＣＦからＳＳＦへ送出するた

め、ステップ７の動作を繰り返す。 

  15. ステップ８から１４はＩＮサービス論理インスタンスが終了するまで繰り返される。ＩＮサービ

ス論理インスタンスは、ＳＬＰＩがＥＤＰにもはや必要でないとき、あるいは、ＳＳＦ／ＣＣＦ

処理がどのＥＤＰにも遭遇できないポイントまで進んでしまったとき終了する。 

 

 異なるコンポーネントについての詳細は､以下の節にて示される。 

 

6.3 基本呼管理（ＢＣＭ） 

 ＣＣＦ／ＳＳＦモデルでのＢＣＭコンポーネントの簡潔な説明はＴＴＣ標準ＪＴ－Ｑ１２３８．１－ｂ

で与えられる。 

 そこでは、ユーザへの通信路の確立や、それらの相互接続を行う基本呼／コネクション制御を組み込ん

だ、交換機の部分的な抽象概念を提供する。 

 以下に説明されるＢＣＭの特定の項目には、基本呼状態モデル（ＢＣＳＭ）、ＩＮサービス論理インス

タンスを起動させる基本呼／コネクションイベント、及び動作中のＩＮサービス論理インスタンスへ報告

すべき基本呼／コネクションイベントが含まれる。これらの項目の詳細は、以下に示される。 
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 ＢＣＭは、基本呼とコネクション制御をサポートするために、ＣＣＦ／ＳＳＦリソースを管理する。Ｂ

ＣＭは、また、発側／着側ＢＣＳＭとＤＰ処理を実装する。ＤＰ処理は､ＦＩＭ／ＣＭの説明で記述したよ

うに、ＦＩＭと相互動作を行うＢＣＭのエンティティである。 

 これらのハイレベルな項目の記述は以下に示される。 

 

6.3.1 ＢＣＳＭモデル 

 本標準では、ＢＣＳＭは、ユーザへの通信路の生成及び保守に要求されるＣＣＦ動作の高度なモデルを

提供する。このように、ＢＣＳＭはＣＣＦの基本呼／コネクション動作の１つのセットとみなされ、どの

ようにこれらの動作が基本呼／コネクションの処理（すなわち、ユーザのための通信路の生成や保守）と

相互に結合されるかを示している。 

 ＢＣＳＭの多くの側面は、ＩＮサービス論理インスタンスに対して対外的には見えない。しかしながら、

ＩＮ－ＳＭとＦＩＭ／ＣＭに反映されるＢＣＳＭの側面は、ＩＮサービス論理インスタンスから見ること

ができる。ＢＣＳＭのこれらの側面だけが、標準化の対象である。このように、ＢＣＳＭは本来、どのＢ

ＣＳＭの側面がＩＮサービス論理インスタンスに見えるか、又どのレベルの抽象概念と粒度が適当かを判

断するために分析されうる、ＣＣＦ動作の表現を提供する解釈ツールである。 

 ＢＣＳＭは、ＩＮサービス論理インスタンスが基本呼／コネクション制御能力と相互動作することを許

可された時、基本呼／コネクション処理のポイントと認識する。特にＢＣＳＭは、ＩＮサービス論理イン

スタンスを起動させる、又は動作中のＩＮサービス論理インスタンスへ報告すべき、基本呼／コネクショ

ンイベントを記述する枠組みを提供する。また、これらのイベントが検出された呼／コネクション処理の

ポイント、及び制御の転送が起こりえる基本呼／コネクション処理のポイントを記述するための枠組みも

提供する。 

 以下の図に、呼のポイント（ＰＩＣ）、検出ポイント（ＤＰ）、遷移、及びイベントを含む、ＢＣＳＭ

の記述が定義されているコンポーネントを示す。ＰＩＣは、ＩＮサービス論理インスタンスに意味のある、

１つ又はそれ以上の基本呼／コネクション状態に関連するＣＣＦ動作を示す。ＤＰは、非ＩＮからＩＮサ

ービス論理への制御の転送が起こりうる基本呼／コネクション処理のポイントを示す。遷移は、あるＰＩ

Ｃから他のＰＩＣへの、基本呼／コネクション処理の正常フローを示す。イベントは、ＰＩＣへ、又はＰ

ＩＣからの遷移を起こす。 
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（ＩＴＵ－Ｔ Ｑ．１２３８．２） 

ＢＣＳＭコンポーネント 

ＤＰ ｂ 

ＰＩＣ ｊ 

ＤＰ ａ 

ＰＩＣ ｉ 

イベントｍ 
： 

イベントｎ 

ＢＣＳＭ遷移 
 
 
出イベントは 
線で示す 
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6.3.2 ＢＣＳＭの説明 

 本節に記述されているＢＣＳＭは、ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｑ．１２０４付属資料ＡおよびＴＴＣ標準ＪＴ－Ｑ

１２２８－ｂのＢＣＳＭを拡張したものである。 

 ＣＣＦ／ＳＳＦモデルは、発側ＢＣＳＭと着側ＢＣＳＭとを含み､それぞれは機能的に分割されたＢＣＭ

によって管理される。 

 発側ＢＣＳＭと着側ＢＣＳＭそれぞれは、ＣＰＨを含むＩＮ呼能力のサポートに必要な拡張遷移を包含

する基本二者間呼の既存の交換処理をモデル化している。 

 以下の説明では、ＰＩＣはＴＴＣ標準ＪＴ－Ｑ９３１の概要的な呼状態と密接に関連している。これは、 

ＰＩＣとＴＴＣ標準ＪＴ－Ｑ９３１の呼状態間の関係の詳細で正式な定義は意図せず、ＰＩＣを理解する

際に使用する参照点のみを意図している。そのため、ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｑ９３１の呼状態が、以下で考慮

されていない状態を通過する可能性が多分にある。 

 

ＢＣＳＭ情報： 

 ＰＩＣを何回か通過する場合、１つの呼セッションの間に提供されるサービス間での独立を可能とする

ために、発（制御側）ユーザが解放するまでその呼に関するデータセットを保持し、呼処理がＰＩＣを通

過する時にソフトウェアリソースが一貫した状態に戻ると保証することが、それぞれのＰＩＣで必要であ

る。 

 ＢＣＳＭ情報は、適用されるシグナリングインタフェースの処理部に依存し、以下発側／着側ＢＣＳＭ

の記述には記載されない。問い合わせ（イニシャルＤＰ（InitialDP））において送られるかもしれない情報

は、ＩＮサービスが発側／着側ＢＣＳＭでトリガされ得る限り、保持されるべきであるというのが一般規

則である。より正確な規則とマッピングテーブルは、例えばＴＴＣ標準ＪＴ－Ｑ１６０１に用意されてい

る。 

 トリガ検出ポイントでＳＣＦに送信される情報は、ここで記述される情報のサブセットである。他の情

報はＰＩＣでの処理に使用されないか、下位の呼処理のためのみに使用され、このＰＩＣで利用可能かも

しれない。 

ＤＰの命名： 

 発側と着側とのハーフＢＣＳＭ間でのＤＰ名の一意性を維持するために､「発側－」または、「着側－」

というプレフィックスをＤＰ名個々に付けて発側と着側を特定する。 

 参照の容易さのために､それぞれのＰＩＣに対して、入りと出のイベントそれぞれによって、暗示された

ＢＣＳＭ遷移と関連するＤＰは、ＰＩＣ記述に沿って記載されている。 

ＢＣＳＭ遷移： 

 以下のＢＣＳＭ記述は、基本二者間呼を処理するときに発生する基本遷移のみを説明する。 

基本呼は、通信のみから成る二者間の呼を意味し、付加的なフィーチャは含まない（ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｑ

１２２８－ｂ第５編）。 

 ＰＩＣ入イベントは、通常､ＤＰの処理の後､ＳＳＦから受信した再開命令である。（ＤＰからＰＩＣへ

の「基本」遷移） 

 ＰＩＣ出イベントは、ＩＮによってサポートされたシグナリングインタフェースの処理部から受信した

イベント処理の結果である。（ＰＩＣからＤＰ／ＰＩＣへの「基本」遷移） 

 ＳＣＦ指示によって発生し、かつ、呼の基本展開を変更させるかもしれない遷移（ＤＰからＤＰ／ＰＩ

Ｃへの「拡張」遷移）は、ここでは、説明しない。 

 後の節で、発側ＢＣＳＭ、着側ＢＣＳＭそれぞれについて、ＢＣＳＭ遷移可能な完全なセットを記述す

る。（例えば､ＤＰからＤＰ／ＰＩＣへの「拡張」遷移） 



 

 － 11 － ＪＴ－Ｑ１２３８．２－ｂ 

 加えて､ＩＮによってサポートされる個々のシグナリングインタフェースの処理部に対して、シグナリン

グイベントとＢＣＳＭイベント間のマッピングが必要とされる。それは、ＩＮＡＰだけでなくＮＮＩ／Ｕ

ＮＩシグナリング処理部と同様に､マッピングはＩＮＡＰを含む。 

 ＢＣＳＭは汎用的なため､ＢＣＳＭはあるシグナリングの処理部に適用されないイベントを記述するか

もしれない。シグナリング処理部それぞれが､ＢＣＳＭにどのように適用されるか､理解し､記述することは

重要である。ＣＣＡＦ機能は明示的にモデル化されないことに注意。 
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6.3.2.1 発側ＢＣＳＭ 

 発側ＢＣＳＭは、発信者と関連するＢＣＳＭに対応する。 

 

 

図６－４／ＪＴ－Ｑ１２３８．２－ｂ＊ 

（ＩＴＵ－Ｔ Ｑ．１２３８．２） 

ＩＮ能力セット３の発側ＢＣＳＭ：遷移の基本セット 

凡例 ：ＴＤＰ－Ｒとして適用 
：遷移 
：呼のポイント ：ＥＤＰ－Ｒとして適用 
（ＰＩＣ） 
：非適用ＤＰ ：ＥＤＰ－Ｎとして適用 

 

 

 

 

 

 

発呼受付 
(Origination_Attempt) 

 

発呼分析完了 
(Origination_Attempt_Authorized) 

 
情報収集完了 

(Collected_Information) 

 
情報分析完了 

(Analysed_Information) 

 

発側－着側捕捉完了 
(O_Term_Seized) 

 

発側－応答 
(O_Answer) 

 
発側－中断 
(O_Suspend) 

 発側－再応答 
(O_Re-answer) 

 

 

 
発側－途中放棄 

(O_Abandon) 

発側－通信中信号 
(O_Mid_Call) 

発側－切断 
(O_Disconnect) 

 

発側－通信中信号 
(O_Mid_Call) 

 

発側－通信中信号 
(O_Mid_Call) 

 

発側－通信中信号 
(O_Mid_Call) 

発側－中断失敗 
(O_Suspend_Failure) 

発側－通信中失敗 
(O_Active_Failure) 

ルート失敗 
(Route_Failure) 

 

発側－無応答 
(O_No_Answer) 

 

発側－着信者話中 
(O_Called_Party_Busy) 

無効情報 
(Invalid_Information) 

収集失敗 
(Collect_Failure) 

 

発呼受付拒否 
(Origination_Attempt_Denied) 

 

ルート選択失敗 
(Route_Select_Failure) 

 

ルート分析失敗 
(Authorize_Route_Failure) 

発側－空き 
(O_Null) 

発呼分析 
(Authorize_Origination_ 

Attempt) 

発側－例外 
(O_Exception) 

情報収集 
(Collect_Information) 

情報分析 
(Analyse_Information) 

ルート選択 
(Select_Route) 

呼設定分析 
(Authorize_Call_Setup) 

呼送出 
(Send_Call) 

発側－呼出中 
(O_Alerting) 

発側－通信中 
(O_Active) 

発側－中断中 
(O_Suspended) 
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 以下の情報が、発側ＢＣＳＭの全てのＰＩＣで利用可能である。 

  － 発信者サービスクラス（ローカルに利用可能な場合、例えば発ユーザ種別情報を含む加入者識別

など） 

  － サービスキー（Service Key） － ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂ第５編参照。 ＊ 

  － その他呼情報（MiscCallInfo） － ＤＰ種別（要求）とＤＰ割当（加入者回線、または局ごと ＊ 

のシーケンスである。 ＊ 

  – 端末種別（Terminal Type） － ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂ第５編参照。ＳＣＦは、使用

する最も適切なユーザ相互動作の形式（例えばインバンドアナウンス）を決定するためにこれを

使用する。この情報は、発側の加入者線交換機でのみ得られる。 

  － ＩＳＤＮアクセス関連情報（ISDN Access Related Information） － ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｑ７６２ ＊ 

アクセス転送パラメータ参照。 ＊ 

  － 付加発番号（Additional Calling Party Number） － ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｑ７６２ 汎用番号情報 ＊ 

参照。 ＊ 

 上記の情報はシグナリングインタフェース処理部から、そして相対する着側ＢＣＳＭから受信される信

号情報に追加して適用される。信号情報は適用されるシグナリングインタフェース処理部（例えばＤＳＳ

１、アナログユーザ、旧式のトランク、Ｎｏ．７信号方式トランク、ＩＳＤＮユーザ部など）に依存する。 

 

 発側ＢＣＳＭの各ＰＩＣの説明は、以下に記述される。 

 

6.3.2.1.1 発側－空き（O_Null） 

入イベント： 

 以前の呼の切断や解放（ＤＰ：発側－切断（O_Disconnect）、ＤＰ：発側－途中放棄（O_Abandon））、

又は完了したＣＣＦ／ＳＳＦによる例外のデフォルト処理 

 

機能： 

 インタフェース（加入者線／トランク）が空きである（呼が存在しない、呼番号が存在しない、等）。

呼は監視状態にある。 

 

利用可能な情報： 

発呼受付（Origination_Attempt）イベントを検出した後に、ＣＣＦ／ＳＳＦは呼設定サービス要求プリ

ミティブ（例えば ＤＳＳ１の「呼設定」（SETUP）メッセージ、ＩＳＤＮユーザ部「アドレス」（IAM）

メッセージ）としてシグナリングインタフェース処理部から受信した信号情報に対応する呼の発側に

関連した利用可能な情報を持っていると想定される。もしＣＣＦ／ＳＳＦが発呼を認めないと判断す

れば、その理由も又通知される。前述の情報は発側ＢＣＳＭのすべてのＰＩＣにおける利用可能な情

報に追加して適用される。 

 

呼で既に起動されている交換機ベースのフィーチャに関連する任意の情報も利用可能である。 

 

出イベント： 

  － 呼設定サービス要求プリミティブ（例えば、オフフック、ＴＴＣ標準ＪＴ－Q９３１「呼設定」

（SETUP）メッセージ、ＩＳＤＮユーザ部「アドレス」（IAM）メッセージ）の受信によって発

呼を要求するための指示。 

このイベントは、呼処理が発呼受付（Origination_Attempt）ＤＰへ遷移する原因となる。 
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  － 以下の例外出イベントが、発側－空き（O_Null）ＰＩＣに適用可能である。もし呼が発側－空き

（O_Null）ＰＩＣ処理中にこれらの例外と遭遇した場合、これらはＤＰと一致しないため、この

ＰＩＣでは例外イベントを見ることが出来ない。 

 

該当するＴＴＣ標準ＪＴ－Ｑ９３１呼状態： ０、空 

 

注：発信者が呼の応答前に呼を放棄すると、すなわち発信者が切断すると、発側－途中放棄（O_Abandon）

イベントが起こる。例えば、このイベントは以下の１つからもたらされる。 

  － ＣＣＦ／ＳＳＦはフッキング検出タイマにより、非ＩＳＤＮ加入者線でサービス提供される発信

者からのオンフック指示を受信する。 

  － ＣＣＦ／ＳＳＦはサービス提供される発信者から、呼を解放するメッセージを受信する（例えば、

ＤＳＳ１インタフェースによって）。 

  － ＣＣＦ／ＳＳＦは切断指示を受信する（例えば、旧式なトランクから）。 

  － ＣＣＦ／ＳＳＦが「解放」（RELEASE）メッセージを受信する（例えば、Ｎｏ．７信号方式トラ

ンクから）。 

 

6.3.2.1.2 発呼分析（Authorize_Origination_Attempt） 

入イベント： 

発端末が認証を必要としているという指示が得られる。（ＤＰ：発呼受付（Origination_Attempt））。 

 

機能： 

  － 発端末の権利は発信者の識別とサービスプロファイルを使って検証されるべきである。与えられ

た特性（例えば伝達能力、加入者線の制限）のもとで呼を生起する話者の権限 / 能力が確認され

る。実行される認証の種別は異なった発リソース（例えば加入者線とトランクなど）のために変

化するかもしれない。 

  － このＰＩＣの間に要求されるかもしれない他の機能は記述されていない。 

 

利用可能な情報： 

 発呼分析完了（Origination_Attempt_Authorized）イベントを検出した後、ＣＣＦ／ＳＳＦは、発側－空

き（O_Null）ＰＩＣで発呼受付（Origination_Attempt） イベントを検出した後と同様の、呼の発側と

関連した利用可能な情報を持っていると想定される。 

  － 発側－空き（O_Null）ＰＩＣと同等の情報 

  － 認証結果 － ＣＣＦ／ＳＳＦが発呼の認証を拒否すると決定した場合、認証の失敗した理由も同

じく通知される。 

 

出ベント： 

  － 認証が成功であるという指示が受信される。発側ＢＣＳＭは情報収集（Collect_Information）ＰＩ

Ｃに遷移する。このイベントは 呼処理が発呼分析完了（Origination_Attempt_Authorized）ＤＰに

遷移する原因となる。 

  － 解放の指示や発信者の放棄の指示が受信された時、発側－途中放棄（O_Abandon）イベントが起

こる。このイベントは呼処理が発側－途中放棄（O_Abandon）ＤＰに遷移する原因となる。 

  － 発 呼 が 拒 否 さ れ る と い う 指 示 が 受 信 さ れ る 。 発 側 Ｂ Ｃ Ｓ Ｍ は 発 呼 受 付 拒 否

（Origination_Attempt_Denied）ＤＰに遷移する。 
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6.3.2.1.3 情報収集（Collect_Information） 

入イベント： 

検証された発呼に対する権利／能力の表示（ＤＰ：発呼分析完了（Origination_Attempt_Authorized））。 

 

機能： 

  － 最初の情報パッケージ／ダイヤル番号（例えば、サービスコード、プレフィックス、ダイヤルさ

れたアドレス番号）は、発側から収集される。情報は、収集完了を決定するため番号計画に従っ

て検査される。一括手順信号方式が使用される場合（例えば、一括手順信号を使用するＩＳＤＮ

ユーザ、入側Ｎｏ．７信号方式トランク）なら、これ以上の動作は要求されない。 

 

利用可能な情報： 

ＣＣＦ／ＳＳＦが情報収集の完了を決定した後、ＣＣＦ／ＳＳＦは呼の発側部に関連した以下の利用

可能な情報を持っていると想定される。 

  － 発側－空き（O_Null）ＰＩＣと同等の情報 

  － 収集情報（Collected Information）－ 呼設定サービス要求から得られる情報で、以下に例が記述

されている。 

収集情報（Collected Information）は、以下の１つもしくはそれ以上からなる。 

  － フィーチャアクティベーション（Feature activation） － ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｑ９３２ フィーチ

ャアクティベーション情報要素参照。あるフィーチャアクティベータを受信した後に有効な顧客

別番号計画（ＣＤＰ：Customized Dialing Plan）が決定するならば、番号計画に従って、引き続き

番号が収集されるべきである。あるフィーチャアクティベータを受信した後で有効なＣＤＰが決

定したならば、可変長の数字が収集されるべきであり、引き続き、フィーチャアクティベーショ

ン識別子と収集情報が知らされる。 

  － プレフィクス － ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂ第５編参照。 

  － 事業者アクセスコード（Carrier Access Code） － ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂ第５編参照。

発信者は、事業者アクセスコード（ＣＡＣ）をダイヤルしてもよい。 

  － 収集アドレス情報（Collected Address Information） － ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂ第５編

参照。 

 番号計画毎に使用可能。 

  － 収集数字（Collected Digits） － ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂ第５編参照。決まったフィー

チャアクティベーション、あるいはＣＤＰでアクセスコードがダイヤル化された後、有効な番号

計画が決まれば、通常の桁間タイミングを用いて可変長の番号が収集されるべきである。この場

合、これらの収集数字もこの時に知らされる。 

  － 契約者番号（Contractor Number） － ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂ第５編参照。これは、 ＊ 

発側トランク（網運用者特有）でＭＦ信号が使用されるとき、旧式トランクからのみ知らされ ＊ 

る。この場合、契約者番号は分割発呼パルス出力の第２段階で提供される。 ＊ 

  － 番号計画表示（Numbering Plan Indicator） － ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｑ７６２ 番号計画表示信号情

報参照。受信した情報は、ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｅ．１６４に準拠していることが期待される。 

 

出イベント： 

  － 発信者からの完全な初期情報パッケージ／ダイヤル番号が有効。（このイベントは、一括手順信

号の場合、既に提供されている。この場合は本ＰＩＣでの留保時間はない。） 
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 このイベントは呼処理が収集情報（Collected_Information）ＤＰに遷移する原因となる。 

  － 以下の例外出イベントが、本ＰＩＣに適用可能である。 

 収集失敗（Collect_Failure） － 収集失敗（Collect_Failure）イベントは収集タイムアウト

（CollectTimeout）、情報収集失敗（CollectInfoFailure）、無効情報（InvalidInformation）を包含し

ている。 

    － 収集タイムアウト（CollectTimeout）イベントは、通常の桁間タイマ満了までに、呼の処理に

充分な情報がＣＣＦ／ＳＳＦによって受信されなかったとき検出される。Ｎｏ．７信号方式

トランクでのこのイベントは、呼の処理に必要な情報を含まないＩＡＭに相当する。この場

合、これらはタイミング（タイミングはＩＳＵＰ分割発呼送信に関連するかもしれない）に

関係しないかもしれない。 

    － 情報収集失敗（CollectInfoFailure）イベントは、交換機リソースの不足（例えば、ディジット

レシーバが利用可能でない）から、ＣＣＦ／ＳＳＦが情報収集を実行できないとき検出され

る。 

    － 例えば、受信した情報が有効な番号計画に反するなど、発信者から受信した情報が利用可能

でない時、無効情報（InvalidInformation）イベントが生じる。 

    － 解放の指示や発信者の放棄の指示が受信された時、発側－途中放棄（O_Abandon）イベント

が起こる。このイベントは呼処理が発側－途中放棄（O_Abandon）ＤＰに遷移する原因とな

る。 

 

コメント：ダイヤル終了を決定するため、番号分析が要求される。しかしこの分析は、情報分析

（Analyse_Information）ＰＩＣで起動する残りの番号分析から分割できるようモデル化されてもよいと

想定できる。これらは、インプリメントを制限することを意図するものではない。しかし、交換機は

閉域番号計画のために記述された分割可能な外観図を、外部に提供すべきである。（注１） 

 

全桁の場合（例えばＩＳＤＮ一括発呼）、発呼分析完了（Origination_Attempt_Authorized）ＤＰで「呼

設定」（SETUP）メッセージを受信することで、ＢＣＳＭは発呼分析（Authorize_Origination_Attempt）

ＰＩＣの処理をせずに情報収集（Collect_Information）ＰＩＣを素通りして、情報収集完了

（Collected_Information）ＤＰに遷移する。 

発信者から初期情報のパッケージ／番号を受信したとき、ＢＣＳＭは情報収集完了

（Collected_Information）ＤＰへ遷移することに注意すること。－これは、呼処理の継続に充分な情報

を受信したときに生じる（例えば、ＩＳＤＮの場合のＭＦパルスの分割発呼送信の様な時）。 

 

注１：この分割された外観図は、異なるＤＰのサポートにより提供される。情報収集完了

（Collected_Information）ＤＰは数字収集の後に使用され、情報分析完了（Analysed_Information）ＤＰ

は残りの番号分析の後に使用される。 

 

該当するＴＴＣ標準ＪＴ－Ｑ９３１の呼状態：１．発呼および２．分割発呼（オプション） 

 

6.3.2.1.4 情報分析（Analyse_Information） 

入イベント： 

発信者からの完結した初期情報パッケージ／ダイヤル番号が有効（ＤＰ：情報収集完了

（Collected_Information））。 
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機能： 

ルーチングアドレスと呼種別（例えば、加入者線交換機の呼、中継交換機の呼、国際交換機の呼）を

決定する番号計画に従って、解析かつ／または翻訳される情報。 

 

このＰＩＣの処理の結果は、ルーチングアドレスの決定である。 

1) 着番号のみ（着番号はＳＳＦにより提供される） 

 

利用可能な情報： 

ＣＣＦ／ＳＳＦが情報を解析したと判断した後、ＣＣＦ／ＳＳＦは呼の発側に関連した、以下の利用

可能な情報を持っていると想定される。 

  － 発側－空き（O_Null）ＰＩＣと同等の情報 

  － 収集情報（Collected Information）の分析結果（Analysis Results） － 以下に例が記述されている。 

 

分析結果（Analysis Results）は、例えば以下の１つもしくはそれ以上からなる。 

  － 着番号（Called Party Number） 

  － 番号計画表示（Numbering Plan Indicator） － ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｑ７６２ 番号計画表示信号情

報参照 

  － 収集情報（Collected Information） － フィーチャアクティベーション（Feature Activation）、プ

レフィックス（Prefix）、事業者アクセスコード（Carrier Access Code）、収集アドレス情報／番号

（Collected Address Information / Digits）など情報収集（Collect_Information）ＰＩＣの記述と同様 

  － 契約者番号（Contractor Number） ＊ 

 

出イベント： 

  － ルーチングアドレスとアドレス種別が有効。このイベントは呼処理が情報分析完了

（Analysed_Information）ＤＰに遷移する原因となる。 

  － 以下の例外出イベントが、このＰＩＣに適用可能である：無効情報（Invalid_Information） 

 無効情報（Invalid_Information）イベントは、発信者から受信した情報が利用可能ではなく、かつ、

その呼に引き続き処理（例えば、誤った番号をダイヤルした場合に呼がアナウンスへルーチング

される）ができないときに起こる。例えば、受信した情報が有効な番号計画に反するなど。 

  － 解放の指示や発信者の放棄の指示が受信されたとき、発側－途中放棄（O_Abandon）イベントが

起こる。このイベントは呼処理が発側－途中放棄（O_Abandon）ＤＰへ遷移する原因となる。 

 

コメント：ルーチングアドレスは、このような場合でも、最終物理ルートが既に決定してしまった事

を意味しているわけではない（例えば、代表回線群がまだ検索されていない、まだディレクトリ番号

が物理ポートアドレスに変換されていない）。 

 

該当するＴＴＣ標準ＪＴ－Ｑ９３１の呼状態：該当なし 

 

6.3.2.1.5 ルート選択（Select_Route） 

入イベント： 

  － ルーチングアドレス及び呼種別が有効（ＤＰ：情報分析完了（Analysed_Information））。 

 

機能： 
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  － ルーチングアドレス及び呼種別が翻訳される。次のルートが選択される。これは、ディレクトリ

番号の物理ポートアドレスへの変換等を含むかもしれない。リソースグループ（例えば、代表回

線群、トランクグループ）の中にある個々の回線リソースは選択されない。単一の（グループで

ない）リソースが選択される場合もある（例えば、アナログ加入者線インタフェースの場合）。 

  － リソースグループ（例えばマルチラインハントグループ）の中から特定の着リソースは選択され

ない。 

 

これら上記の状態に遭遇しなかった場合、網のどこでルートがビジーかにより、以下のいずれかの動

作をとる。 

  － 全てのトランクグループ（私設及び公衆）が試行され、どのルートも利用不可だった場合、ルー

ト選択失敗（Route_Select_Failure）イベントが検出される。 

  － 他の交換機でルートビジーが検出された場合、この状態の通知がＮｏ．７信号方式の信号で受信

されることがある。この場合、ルート選択失敗（Route_Select_Failure）イベントが検出される。 

 

利用可能な情報： 

ＣＣＦ／ＳＳＦがルートの選択を決定した後、ＣＣＦ／ＳＳＦは呼の発側と関連づけられる、以下の

利用可能な情報を持っていると想定される。 

  － 発側－空き（O_Null）ＰＩＣと同等の情報 

  － 分析結果（Analysis Results） － 情報分析（Analyze_Information）ＰＩＣの記述を参照。 

  － ルーチング情報（Routing Information） － ある呼に対して指定された１つ以上のルート（ＳＣ

Ｆか、ＣＣＦ／ＳＳＦに記憶された情報部によって指定される）があるとき、ＣＣＦ／ＳＳＦは

この呼に対してどのルートが試行され、次にどちらのルートを選択するかを記憶している。 

 

出イベント： 

  － ルート選択完了（Route Selected）イベント 

  － ルート選択不可（例えば、適切なルートが決定できない）、あるいは着信者へ呼を着信させるこ

とができないこという着側ＢＣＳＭからの通知（例えば網輻輳）。このイベントは呼処理がルー

ト選択失敗（Route_Select_Failure）ＤＰへ遷移する原因となる。 

  － 発信者が呼を放棄する。（ＤＰ：発側－途中放棄（O_Abandon）） 

 

6.3.2.1.6 呼設定分析（Authorize_Call_Setup） 

入イベント： 

ルート選択完了（Route Selected）イベント。 

 

機能： 

この呼の発呼者に与えられた権限が確認される。 

 

利用可能な情報： 

ＣＣＦ／ＳＳＦが呼設定の許可を決定した後、ＣＣＦ／ＳＳＦは記載されている制限内で、呼の発側

と関連した、以下の利用可能な情報を持っていると想定される。 

  － 発側－空き（O_Null）ＰＩＣと同等の情報 

  － 分析結果（Analysis Results） － 情報分析（Analyse_Information）ＰＩＣの記述参照 

  － ルーチング情報（Routing Information） － ルート選択（Select_Route）ＰＩＣの記述参照 
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出イベント： 

  － 呼設定分析完了（Call Setup Authorized）イベント。呼設定分析完了（Call Setup Authorized）イベ

ントは、呼を生起する権利が確認されたときに起こる。 

  － 解放の指示や発信者の放棄の指示が受信されたとき、発側－途中放棄（O_Abandon）イベントが

起こる。このイベントは呼処理が発側－途中放棄（O_Abandon）ＤＰへ遷移する原因となる。 

  － 分析失敗（Authorization Failure）イベントは、発呼の権利が否認されたときに起こる。このイベン

トはＢＣＳＭ遷移がルート分析失敗（Authorize_Route_Failure）ＤＰへ遷移する原因となる。 

 

6.3.2.1.7 呼送出（Send_Call） 

入イベント： 

呼設定分析完了（Call Setup Authorized）イベント。 

 

機能： 

ＣＣＦ／ＳＳＦは着側に指定された着番号（Called Party ID）に対する呼設定要求表示を送信する。 

着側に渡されるかもしれない情報は例えば以下である。契約者番号（Contractor Number）、発番号 ＊ 

（Calling Party ID）、発ユーザ種別（Calling Party Category）（サービスクラスの情報あるいはＩＳＤ

Ｎユーザ部発回線情報のパラメータにより決定される）、伝達能力（Bearer Capability）、着番号（Called 

Party ID）、発サブアドレス（Calling Party Subaddress）、着サブアドレス（Called Party Subaddress）、

回線番号（Circuit Code）。このＰＩＣによりモデル化された処理に使用されない他のフィーチャ情報

（例えば転送電話､代表、ビジネスグループ情報）もまた着側に渡されるかもしれない。 

 

このＰＩＣモデルによる処理の機能例： 

ＩＳＤＮ発信者にＣＣＦ／ＳＳＦは「呼設定受付」（CALL PROC）メッセージを返送する。非ＩＳ

ＤＮ回線、旧式のトランクには処理は適用されない。 

 

利用可能な情報： 

ＣＣＦ／ＳＳＦは呼が（着側に）届いたと判断した後、ＣＣＦ／ＳＳＦは呼の発側と関連した以下の

利用可能な情報を持っていると想定される。 

 

  － 発側－空き（O_Null）ＰＩＣと同等の情報 

  － 分析結果（Analysis Results） － 情報分析（Analyse_Information）ＰＩＣの記述を参照 

  － ルーチング情報（Routing Information） － ルート選択（Select_Route）ＰＩＣの記述を参照 

  － フィーチャアクティベーション情報 － 以下の記述を参照 

 サービスフィーチャ要求が発信者から受信される。例えばフッキング、ＩＳＤＮフィーチャアク

ティベータ、ＤＴＭＦが提供するコントロールコード。 

 

出イベント： 

  － 以下のいずれかの場合、ルート失敗のイベントが検出される。 

    ⅰ) ルートビジーを示す着側－話中（T_Busy）イベントの通知 

    ⅱ) ルートビジーを示す着呼拒否（Call Rejected）イベント（ルートが加入者交換機以外の交換機

でビジーである事が判明した時受信される）が着側から受信される。 
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このイベントは呼処理がルート選択失敗（Route_Select_Failure）ＤＰ、発側－着信者話中

（O_Called_Party_Busy）ＤＰ（例えばユーザ話中、加入者不在（到達不可））、発側－無応答

（O_No_Answer）ＤＰあるいは発側－例外（O_Exception））へ遷移する原因となる。 

  － 着側－応答（T_Answer）イベントの通知が着側から受け取られる時、発側－応答（O_Answer）イ

ベントが起こる。このイベントは呼処理が発側－応答（O_Answer）ＤＰに遷移する原因となる。 

  － 呼が受け入れられたというイベント通知が着側から受け取られる時、あるいは特定の異常なケー

スが起こる（例えば呼がＩＳＤＮインタフェースに要求されそしてユーザ設備が応答しなかった

が、しかし呼出音が適用されるという表示が着側から発信者まで送られ、そして結果として呼び

出し音が発信者に送られてしまう。）時に発側－着側捕捉完了（O_Term_Seized）イベントが起こ

る。このイベントは呼処理が発側－着側捕捉完了（O_Trem_Seized）ＤＰに遷移する原因となる。 

例えば、ＩＳＤＮで呼が「呼設定」（SETUP）メッセージでインタフェースを要求され、そして

呼設定タイマＴ３０３が起動される時、このある特定の異常なケースは起こる。もしＴ３０３が

満了し、応答が受け取られないなら、交換機は「呼設定」（SETUP）メッセージを再送し、Ｔ３

０３を再起動し、そして発信者にインバンドのリングバックを送る。発側－着側捕捉完了

（O_Term_Seized）イベントが起こる時、その扱いは発信者のアクセスタイプに依存する。 

  － サービスフィーチャ要求イベントは発信者から検出される。例えばフッキング、ＩＳＤＮフィー

チャアクティベータ、ＤＴＭＦで提供されるコントロールコード。このイベントは呼処理が発側

－通信中信号（O_Mid_Call）ＤＰに遷移する原因となる。 

追加動作は非ＩＳＤＮ回線では適用されない。 

ＩＳＤＮインタフェースからの発呼である時、発信者もまた「呼出」（ALERTing）メッセージあるい

は、特定の条件下において、「インバンド信号あるいは適当なパターンが利用可能」を設定した経過

識別子を含む「経過表示」（PROGress）メッセージを受信する。 

Ｎｏ．７信号方式トランクの場合、「アドレス完了」（ACM）メッセージが送信される。これらの場

合、呼出音は、適用可能であったなら、着側交換機の発側から送られている。 

  － 発側－無応答（O_No_Answer）イベントはＩＮイベントあるいはシグナリングイベントである。

それは発側－無応答（O_No_Answer）トリガが割り当てられて検出された時、あるいはＢＣＳＭ

イベント報告要求（RequestReportBCSMEvent）によって要求された時にだけ起こりうる。もし発

側－無応答（O_No_Answer）タイマが満了する、あるいは発側－応答（O_Answer）イベントが検

出される前に着側－無応答（T_No_Answer）イベント通知が検出される（すなわち着信者の応答

以前に）なら、ＣＣＦ／ＳＳＦはそのイベントをＳＣＦに報告する。 

  － ユーザ話中を示す着側－話中（T_Busy）イベントの通知が着側から受信される時、発側－着信者

話中（O_Called_Party_Busy）イベントは起こる（例えばネットワークが決定したユーザ話中、到

達不可ユーザ）。ユーザ話中（すなわちユーザが決定したユーザ話中）を示す着呼拒否（Call 

Rejected）イベントの通知が呼の着側から受信される時にもこのイベントが起こる。 

非ＩＳＤＮ回線、旧式のトランクの発信であるならば、もし着側から話中通知を受信し、要求さ

れたイベントが無い場合、ビジートーンが供給される。 

これらの話中イベントの他に、着呼拒否状態が同じく発側－着信者話中（O_Called_Party_Busy）

イベントとして取り扱われる。 

この場合、着側は解放される。 

 

  － 解放の指示や発信者の放棄の指示が受信された時、発側－途中放棄（O_Abandon）イベントが起

こる。このイベントは呼処理が発側－途中放棄（O_Abandon）ＤＰに遷移する原因となる。 
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6.3.2.1.8 発側－呼出中（O_Alerting） 

入イベント： 

発側－着側捕捉完了（O_Term_Seized）イベント（ＤＰ:発側－着側捕捉完了（O_Term_Seized））。 

 

機能： 

  － 着信者からの応答待ち。この時点で、発信者は（着側交換機からの）インバンドの呼出音を受信

する。 

例えばＩＳＤＮインタフェースからの発呼の場合、発信者は「呼出」（ALERTing）メッセージを

受信する、あるいは特定の条件の下で「インバンド信号あるいは適当なパターンが利用可能」を

設定した経過識別子を含む「経過表示」（PROGress）メッセージを受信する。 

  － 呼経過表示イベントを着側から受信するかもしれない。これは呼経過表示が逆方向に送られると

いう結果になるかもしれない。例えば、「呼経過」（CPG）がＮｏ．７信号方式トランク上で送

信される（発信者のアクセスがＮｏ．７信号方式トランクの場合）あるいは、「呼出」（ALERTing）

か「経過表示」（PROGress）メッセージがＩＳＤＮインタフェース上で送信される（発信者のア

クセスがＩＳＤＮインタフェースの場合）。 

 

利用可能な情報： 

ＣＣＦ／ＳＳＦがこのＰＩＣにある時、ＣＣＦ／ＳＳＦは呼の発側と関連した以下の利用可能な情報

を持っていると想定される。 

  － 発側－空き（O_Null）ＰＩＣと同等の情報 

  － 分析結果（Analysis Results） － 情報分析（Analyse_Information）ＰＩＣの記述を参照 

  － ルーチング情報（Routing Information） － ルート選択（Select_Route）ＰＩＣの記述を参照 

  － フィーチャアクティベーション情報 － 以下の記述を参照 

サービスフィーチャ要求が発信者から受信される。例えばフッキング、ＩＳＤＮフィーチャアク

ティベータ、ＤＴＭＦが提供するコントロールコード。 

 

出イベント： 

  － 着側－応答（T_Answer）イベント表示を着側より受信した時（例えば着信者のオフフック、ＴＴ

Ｃ標準ＪＴ－Ｑ９３１「応答」（Connect）メッセージを受信、ＩＳＤＮユーザ部「応答」（ANM）

メッセージを受信）、発側－応答（O_Answer）イベントが発生する。このイベントは呼処理が発

側－応答（O_Answer）ＤＰへ遷移する原因となる。発側－応答（O_Answer）イベントが発生する

時、適用される処理は呼送出（Send_Call）ＰＩＣに規定されている。 

  － サービスフィーチャ要求イベントは発信者から検出される。例えばフッキング、ＩＳＤＮフィー

チャアクティベータ、ＤＴＭＦで提供されるコントロールコード。このイベントの検出は呼処理

が発側－通信中信号（O_Mid_Call）ＤＰへ遷移する原因となる。 

このイベントは呼処理がルート選択失敗（Route_Select_Failure）ＤＰ、発側－着信者話中

（O_Called_Party_Busy）ＤＰ（例えばユーザ話中、加入者不在（到達不可））、発側－無応答

（O_No_Answer）ＤＰあるいは発側－例外（O_Exception））へ遷移する原因となる。 

  － このＰＩＣからの発側－無応答（O_No_Answer）イベントは呼送出（Send_Call）ＰＩＣからの出

イベントとして定義される発側－無応答（O_No_Answer）イベントと同じである。 

  － このＰＩＣから、発側－着信者話中（O_Called_Party_Busy）イベントが起こるのは以下のいずれ

かの場合である 

    ⅰ) ユーザ話中を示す着呼拒否（Call Rejected）イベントが受信される。 
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    ⅱ) 話中を示さない着呼拒否（Call Rejected）イベントの通知が着側から受信される（呼送信

（Send_Call）ＰＩＣで定義される様に）。 

加えて、ＩＳＤＮユーザへの呼に対して、「呼設定」（SETUP）メッセージが送出され「呼出」

（ALERTing）メッセージが受信された（すなわち着側が着側－呼出中（T_Alerting）ＰＩＣにあ

る）後、ＩＳＤＮユーザは呼を拒否しても良い。この着呼拒否（Call Rejected）イベントは発側で

発側－着信者話中（O_Called_Party_Busy）イベントとして取り扱われる（ＤＰ:発側－着信者話中

（O_Called_Party_Busy））。 

  － 解放の指示や発信者の放棄の指示が受信された時、発側－途中放棄（O_Abandon）イベントが起

こる。このイベントは呼処理が発側－途中放棄（O_Abandon）ＤＰに遷移する原因となる。 

 

6.3.2.1.9 発側－通信中（O_Active） 

入イベント： 

着信者が呼を受け付け、応答した旨の着側ＢＣＳＭからの通知（ＤＰ：発側－応答（O_Answer））。 

 

機能： 

このＰＩＣにおいて、いくつかのプロセスが開始されるかもしれない。例えば 

  － 発信者と着信者間のコネクションを確立する。課金データのメッセージが収集されているかもし

れない。呼は監視状態にある。 

  － 着信者は保留にされ、サービス論理により通信中フェーズに戻るかもしれない。 

 

利用可能な情報： 

ＣＣＦ／ＳＳＦが、着側ＢＣＳＭから呼の応答が完了したという通知を一旦受信すると、ＣＣＦ／Ｓ

ＳＦは、発側と関連した以下の利用可能な情報を持っていると想定される。 

  － 発側－呼出中（O_Alerting）ＰＩＣと同等の情報 

  － フィーチャアクティベーション（Feature Activation） － 話者からのサービスあるいはフィーチ

ャ要求 

 

出イベント： 

  － 話者から受信されたサービス／サービスフィーチャ要求（例えば、ＤＴＭＦで提供されるコント

ロールコード、フッキング、ＩＳＤＮフィーチャアクティベータ、発信者からのＴＴＣ標準ＪＴ

－Ｑ９３２「保留」（HOLD）あるいは「保留解除」（RETRIEVE）メッセージ）。このイベント

の検出は呼処理が発側－通信中信号（O_Mid_Call）に遷移する原因となる。 

  － 着側ＢＣＳＭ経由で着信者（非ＩＳＤＮ加入者）から受信した切断通知。このイベントは呼処理

が発側－中断（O_Suspend）ＤＰに遷移する原因となる。切断タイミングはこのＢＣＳＭの遷移と

関係する。 

  － 発信者、あるいは着信者（ＩＳＤＮ）から受信された切断通知。このイベントは呼処理が発側－

切断（O_Disconnect）ＤＰに遷移する原因となる。 

  － コネクション失敗が生じた時（発側－例外（O_Exception）） 

 

コメント： 

  － 発信者が発側－応答（O_Answer）ＤＰで保留している間に呼を途中放棄するなら、発側－途中放

棄（O_Abandon）への遷移が起こるべきである。 

  － 切断処理とタイミングは、ＤＳＳ１インタフェースの発呼とアナログ加入者線インタフェースの
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発呼の場合とでは異なる。例、ＩＳＤＮ網内におけるＩＳＤＮ回線からの解放要求は直接発側－

切断（O_Disconnect）ＤＰに遷移する。 

 

該当するＴＴＣ標準ＪＴ－Ｑ９３１の呼状態：１０．通信中 

 

該当するＴＴＣ標準ＪＴ－Ｑ９３１の切断への呼状態： 

  １１．切断要求、１２．切断通知、１９．解放要求 

 

6.3.2.1.10 発側－中断中（O_Suspended） 

入イベント： 

着信者が切断した場合（例えばオンフック）、中断通知を着側ＢＣＳＭから受信する（ＤＰ：発側－

中断（O_Suspend））。 

 

機能： 

  － 発信者と着信者間のコネクションは保持され、入網コネクションに依存し、適当な逆方向信号が

生起される。 

    － 切断通知を着側ＢＣＳＭから受信する場合、このＰＩＣはただちに他の動作なしに発側－切

断（O_Disconnect）ＤＰへ遷移する。 

    － 再応答通知を着側ＢＣＳＭから受信する場合、発信者と着信者は再接続される。 

    － このＰＩＣ間で要求されうる他のフィーチャについては本ＩＮ能力セットＢＣＳＭでは記述

しない。 

  － 着信者はサービス論理により保持され、そして通信中フェーズへ遷移するかもしれない。 

 

利用可能な情報： 

ＣＣＦ／ＳＳＦは呼の発側に関連する、以下の利用可能な情報を持つことが想定される。 

  － 発側－通信中（O_Active）ＰＩＣと同等の情報 

 

出イベント： 

  － 着信者へのコネクションが再開される。発側ＢＣＳＭは発側－通信中（O_Active）ＰＩＣへ遷移

する。このイベントは呼処理が発側－再応答（O_Re-answer）ＤＰへ遷移する原因となる。 

  － サービスフィーチャ要求が発信者から受信される。例えばフッキング、ＤＴＭＦが提供するコン

トロールコード、ファシリティのＩＳＤＮフィーチャアクティベータ。このイベントの検出は呼

処理が発側－通信中信号（O_Mid_Call）ＤＰへ遷移する原因となる。 

  － 切断通知が発信者から受信される。 

このイベントは呼処理が発側－切断（O_Disconnect）ＤＰへ遷移する原因となる。 

  － 切断通知が着信者から受信される。 

このイベントは呼処理が発側－切断（O_Disconnect）ＤＰへ遷移する原因となる。 

  － 再応答要求待ちタイマ満了の通知を着側ＢＣＳＭから受信する。このイベントは呼処理が発側－

切断（O_Disconnect）ＤＰへ遷移する原因となる。 

  － 発側－通信中信号（O_Mid_Call）でのトリガが適当な期間起動されない（ＤＰ：発側－切断

（O_Disconnect））。 

  － 発信者再接続タイマ満了の通知を受信する。（発側－例外（O_Exception）） 

  － 例外イベントに遭遇する。（発側－例外（O_Exception）） 
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注１－ 呼保持タイマが存在するかもしれない。切断の扱いとタイミングは、呼再接続、呼再開、呼保持

で異なる。 

 

注２－ 出コネクションの解放後、発信者は別の呼を開始するかもしれない。 

 

6.3.2.1.11 発側－例外（O_Exception） 

入イベント： 

（前述の各ＰＩＣで記述されている）例外状態と遭遇した。 

 

機能： 

例外状態のデフォルト処理が提供される。これは以下に示すように、リソースが不適切に割り付けら

れたままにならないことを保証するのに必要な、一般的な動作を包含する。 

  － ＳＳＦとＳＣＦ間になんらかの相互関係が存在する場合、相互関係を終了して、全ての留保中の

呼処理指示を完結できないことを通知（注１）するために、ＳＣＦにエラー情報を送信する。 

  － ＣＣＦ／ＳＳＦは、新たな呼に対して加入者線、トランク及び他のリソースが利用できるように、

ＣＣＦ／ＳＳＦ内のリソースの解放を確実に行うため、各ベンダが個々に持つ特有手順を利用す

べきである。 

注１：コネクションビュー状態に従って、これは、相互関係を終了するためのアボートプロトコ

ル手順を介して（すなわちＴＣトランザクションを終了する）、もしくは適切な理由を含むエン

ティティ解放完了（EntityReleased）オペレーションの送信を介して、物理プレーンで処理される

べきである。両ケースにおいて、これは、対応するエンティティ（レグもしくはＣＳ）上の全て

の留保中のオペレーションを完結できないことを通知する。 

 

利用可能な情報： 

例外状態が発生したことをＣＣＦ／ＳＳＦが一旦決定すると、ＣＣＦ／ＳＳＦには、ＰＩＣ内で例外

が発生した時と同様の利用可能な情報を備えていると想定される。 

 

出イベント： 

ＣＣＦ／ＳＳＦによる例外状態のデフォルト処理が完了する。（発側－空き（O_Null）ＰＩＣにＢＣ

ＳＭ遷移） 
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6.3.2.2 着側ＢＣＳＭ 

着側ＢＣＳＭは、着信者と関連するＢＣＳＭに対応する。 
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（ＩＴＵ－Ｔ Ｑ．１２３８．２） 

ＩＮ能力セット３の着側ＢＣＳＭ：遷移の基本セット 

凡例 
 ：ＴＤＰ－Ｒとして適用 

 ：遷移 
 ：呼のポイント ：ＥＤＰ－Ｒとして適用 
 （ＰＩＣ） 
 ：非適用ＤＰ ：ＥＤＰ－Ｎとして適用 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

着呼受付拒否 
（Termination_ 

Attempt_Denied） 

着呼受付 
（Termination_Attempt） 

着側－途中放棄 
（T_Abandon） 

着呼分析完了 
（Termination_ 

Attempt_Authorized） 着側－話中 
（T_Busy） 

着側－無応答 
（T_No_Answer） 

ファシリティ選択完了
および利用可能 
（Facility_Selected_and_ 

Available） 

着呼設定完了 
（Call_Accepted） 

着側－応答 
（T_Answer） 

着側－中断 
（T_Suspend） 

着側－通信中 
信号 
（T_Mid_Call） 

着側－切断 
（T_Disconnect） 

着側－再応答 
（T_Re-answer） 

Ｎｏ．７信号 
方式失敗 

（SS7_Failure） 
着呼設定失敗 

（Presentation_Failure） 

着呼拒否 
（Call_Rejected） 

着側－通信中失敗 
（T_Active_Failure） 

着側－中断失敗 
（T_Suspend_Failure） 

着呼設定実行 
（Present_Call） 

着側－呼出中 
（T_Alerting） 

着側－空き 
（T_Null） 

着側－例外 
（T_Exception） 

着呼分析 
（Authorize_Termination_Attempt） 

ファシリティ選択 
（Select_Facility） 

着側－中断中 
（T_Suspended） 

着側－通信中 
（T_Active） 
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 以下の情報が、着側ＢＣＳＭの全てのＰＩＣで利用可能である。 

  － 発側ＢＣＳＭに関連する情報と同様の情報が利用可能であると想定される。発側ＢＣＳＭの全て

のＰＩＣにおいて、利用可能な情報が定義されている節を参照。 

  － 着信者サービスクラス（ローカルに利用可能な場合、例えば着ユーザ種別情報を含む加入者識別

など） 

  － 着信者端末種別 － ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂ第５編「端末種別」を参照。ＳＣＦは、

使用する最も適切なユーザ相互動作の形式（例えばインバンドアナウンス）を決定するためにこ

れを使用する。この情報は、着側の加入者線交換機でのみ得られる。 

 上記の情報はシグナリングインタフェース処理部から、そして相対する発側ＢＣＳＭから受信される信

号情報に追加して適用される。信号情報は適用されるシグナリングインタフェース処理部（ＤＳＳ１、ア

ナログユーザ、旧式のトランク、Ｎｏ．７信号方式トランク、ＩＳＤＮユーザ部など）に依存する。着側

ＢＣＳＭの各ＰＩＣの説明は、以下に記述される。 

 

6.3.2.2.1 着側－空き（T_Null） 

入イベント： 

以前の呼の切断や解放（ＤＰ：着側－切断（T_Disconnect）、ＤＰ：着側－途中放棄（T_Abandon））、

又は完了したＣＣＦ／ＳＳＦによる例外のデフォルト処理。 

 

機能： 

インタフェース（加入者線／トランク）が空きである（呼が存在しない、呼番号が存在しない、等）。

呼は監視状態にある。 

 

利用可能な情報： 

一旦ＣＣＦ／ＳＳＦが着呼受付（Termination_Attempt）イベントを検出すると、ＣＣＦ／ＳＳＦは呼

設定サービス要求プリミティブ（例えばＤＳＳ１の「呼設定」（SETUP）メッセージ、ＩＳＤＮユー

ザ部の「アドレス」（IAM）メッセージ）から得られるシグナリングインタフェース処理部から受信

した信号情報に対応する呼の発側に関連した利用可能な情報を持っていると想定される。 

前述の情報は着側ＢＣＳＭのすべてのＰＩＣにおける利用可能な情報に追加して適用される。 

 

注： 呼送出（Send_Call）ＰＩＣと同等の発側に関連する情報は、利用可能であると想定される。－この情

報は発側から受信される。すなわち相対する発側ＢＣＳＭ。 

呼で既に起動されている交換機ベースのフィーチャに関連する任意の情報も利用可能である。 

 

出イベント： 

  － 発側ＢＣＳＭから受信する入呼の指示。 

このイベントは呼処理が着呼受付（Termination_Attempt）ＤＰへ遷移する原因となる。 

  － 以下の例外出イベントがこのＰＩＣに適用可能である（着側－途中放棄（T_Abandon））。もし

呼がＰＩＣ処理中に着側－途中放棄（T_Abandon）と遭遇した場合、対応するＤＰが存在しない

ため、このＰＩＣでは例外イベントを見ることが出来ない。 

 

該当するＴＴＣ標準ＪＴ－Ｑ９３１呼状態：０．空き 

 

注： 呼の応答前に発側から呼の切断指示を受信すると、すなわち発信者が切断すると、着側－途中放棄
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（T_Abandon）イベントが起こる。例えば、このイベントは以下の１つからもたらされる。 

 

  － ＣＣＦ／ＳＳＦは、フッキング検出タイマにより、非ＩＳＤＮ加入者線でサービス提供される発

信者からのオンフック指示を受信する。 

  － ＣＣＦ／ＳＳＦは、ＩＳＤＮインタフェースにより、サービス提供される発信者から、呼を解放

するメッセージを受信する。 

  － ＣＣＦ／ＳＳＦは旧式のトランクから切断指示を受信する。 

  － ＣＣＦ／ＳＳＦは、Ｎｏ．７信号方式トランクから「解放」（RELEASE）メッセージを受信する。 

 

6.3.2.2.2 着呼分析（Authorize_Termination_Attempt） 

入イベント： 

着呼受付（Termination_Attempt）イベント。（ＤＰ：着呼受付（Termination_Attempt）） 

 

機能： 

着側アクセス（例えばＤＮやトランクグループ）へ、この呼をルーチングする権限を確認する。例え

ば加入者線への入アクセス制限や伝達能力の適性。 

 

利用可能な情報： 

ＣＣＦ／ＳＳＦは着側－空き（T_Null）ＰＩＣにおいて着呼受付（Termination_Attempt）イベントが検

出される時と同様に、着呼分析完了（Termination_Attempt_Authorized）イベントが検出された後、呼

の着側と関連した利用可能な情報を持っていると想定される。 

  － 着側－空き（T_Null）ＰＩＣと同等の情報 

  － 認証結果 － ＣＣＦ／ＳＳＦが着呼の認証を拒否すると決定した場合、認証の失敗した理由も

同じく通知される。 

 

出イベント： 

  － 着呼分析完了（Termination_Attempt_Authorized）イベント。このイベントは交換機が着側アクセス

へ呼を着信させるための権限を確認する時に発生する。このイベントは、呼処理が着呼分析完了

（Termination_Attempt_Authorized）ＤＰへ遷移する原因となる。 

  － 着呼受付拒否（Termination_Attempt_Denied）イベントは、着信者への呼のルートの権限が拒否さ

れた時に発生する。これは着呼受付拒否（Termination_Attempt_Denied）ＤＰへＢＣＳＭ遷移する

原因となる。 

  － 着側－途中放棄（T_Abandon）イベントは、解放、もしくは発信者途中放棄の指示を呼の発側か

ら受信した時に発生する。 

このイベントは、呼処理が着側－途中放棄（T_Abandon）ＤＰへ遷移する原因となる。 

 

 

6.3.2.2.3 ファシリティ選択（Select_Facility） 

入イベント： 

着 呼 分 析 完 了 （ Termination_Attempt_Authorized ） イ ベ ン ト （ Ｄ Ｐ ： 着 呼 分 析 完 了

（Termination_Attempt_Authorized））もしくはＮｏ．７信号方式失敗が、再受付により起こる。 

 

機能： 
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着側アクセスの、話中／空き状態が決定される。 

  － 非ＩＳＤＮ加入者線に対して、もし加入者線がすでに既存の呼と関連づけられているなら、加入

者線は網決定のユーザ話中として処理される。 

  － （非共有ＤＮ／ＣＴ上の）ＩＳＤＮインタフェースを終端する呼に対して、網決定のユーザ話中

は１つもしくはそれ以上の以下のコンディションの検出である。 

    － インタフェースビジー：呼のためにＢチャネルが利用不可能。 

    － 呼番号ビジー：呼が提供可能である着側のＤＮ／ＣＴにおいて、利用可能な空きの呼番号が

存在しない。 

    － 通常のトランク、Ｎｏ．７信号方式をサポートするトランクに対して、ビジーは、トランク

グループ内の全てのトランクがビジーであることを示す。 

 

利用可能な情報： 

ファシリティ選択完了および利用可能（Facility_Selected_and_Available）イベントが検出された場合、

以下の情報が呼の着側に関連し利用可能であると想定される。 

  － 着側－空き（T_Null）ＰＩＣと同等の情報。 

 

出イベント： 

  － ファシリティ選択完了および利用可能（Facility_Selected_and_Available）イベント：このイベント

は着側アクセスがビジーでない場合に起きる（すなわち、空きのファシリティ（例えば、Ｂチャ

ネル、トランク）が存在する）。このイベントは呼処理がファシリティ選択完了および利用可能

（Facility_Selected_and_Available）ＤＰへ遷移する原因となる。 

  － （上述したような）着側アクセスがビジーの場合に、着側－話中（T_Busy）イベントが起こる。

着側－話中（T_Busy）イベントはまた、カスタマのビジーキーによりビジーとして設定された不

適当なアナログ加入者線の結果、もしくは保守の結果として検出されるかもしれない。（ＤＰ：

着側－話中（T_Busy）） 

イベント通知はイベント理由（理由値）に依存して、呼処理が着側－話中（T_Busy）ＤＰへ遷移

する原因となる。 

 

着側－話中（T_Busy）検出後、もしＩＮサービス論理が呼に不用であり、かつ交換機ベースのフ

ィーチャが適用されないならば、ビジーの種類（例えば、ユーザ、網）を示す着側－話中（T_Busy）

イベントの通知は発側へ送信される。もし着側のフィーチャが着側－話中イベントとして動作せ

ずイベントを変更するならば、イベントは発側ＢＣＳＭまで送信されない。 

 

  － 解放もしくは発信者途中放棄の通知を呼の発側から受信する場合、着側－途中放棄（T_Abandon）

イベントは起こる。 

このイベントは呼処理が着側－途中放棄（T_Abandon）ＤＰへ遷移する原因となる。 

 

6.3.2.2.4 着呼設定実行（Present_Call） 

入イベント： 

ファシリティ選択完了および利用可能（Facility_Selected_and_Available）イベント。（ＤＰ：ファシリ

ティ選択完了および利用可能（Facility_Selected_and_Available）） 

 

機能： 
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着側リソースが入呼（例えば、加入者線捕捉、ＪＴ－Ｑ９３１「呼設定」（SETUP）メッセージ、Ｉ

ＳＤＮユーザ部「アドレス」（IAM）メッセージ）により通知される。アナログ加入者線の場合、呼

出音が提供される。 

 

利用可能な情報： 

着呼設定完了（Call_Accepted）イベントが検出された時、次の情報が呼の着側に関連し、利用可能で

あると想定される。 

  － 着側－空き（T_Null）ＰＩＣと同等の情報 

  － 呼接続に関連する情報 － この情報は呼がエンドエンドのＮｏ．７信号方式かどうか、そして

発側アクセスがＩＳＤＮか非ＩＳＤＮかを含む。 

 

出イベント： 

  － 着信者が呼び出される（例えば、呼出音、ＪＴ－Ｑ９３１「呼出」（ALERTING）メッセージ、

ＩＳＤＮユーザ部「アドレス完了」（ACM）メッセージ）。 

このイベントは呼処理が着呼設定完了（Call_Accepted）ＤＰへ遷移する原因となる。 

  － 着信者が呼を受け付け、応答した（例えば、着信者がオフフック、ＪＴ－Ｑ９３１「応答」

（CONNECT）メッセージ受信、ＩＳＤＮユーザ部「応答」（ANM）メッセージ受信。）。 

このイベントは呼処理が着側－応答（T_Answer）ＤＰへ遷移する原因となる。 

  － 着信者が無応答タイマ満了前に応答しない場合、もしくはＩＳＤＮユーザが明示的な無応答通知

をもって呼を拒否した場合、着側－無応答（T_No_Answer）イベントが起こる。着側－無応答

（T_No_Answe）イベントの通知が発側ＢＣＳＭへ送信される。イベント通知の受信は、イベント

理由（理由値）に依存して、呼処理が着側－無応答（T_No_Answer）ＤＰへ遷移する原因となる。 

  － 解放の通知もしくは発信者途中放棄の通知を呼の発側から受信した場合、着側－途中放棄イベン

トが起こる。 

このイベントは呼処理が着側－途中放棄（T_Abandon）ＤＰへ遷移する原因となる。 

  － もし呼が着側－話中（ T_Busy ）イベントにより提供できなければ、着呼設定失敗

（Presentation_Failure）例外イベントが発生するかもしれない。 

  － もし呼が、ＩＳＤＮユーザの話中、話中の理由を伴うＩＳＤＮユーザ部の「解放」（RELEASE）

メッセージ、加入者状態まで到達できない等により提供できない場合、着側－話中（T_Busy）イ

ベントが起こる。このイベントは発側へ通知される（呼送出（Send_Call）ＰＩＣ）。このイベン

ト通知は、イベント理由（理由値）に依存して、呼処理が着側－話中（T_Busy）ＤＰへ遷移する

原因となる。 

さもなければ、このイベントは呼処理が着側－例外（T_Exception）へ遷移する原因となる。 

 

該当するＴＴＣ標準ＪＴ－Ｑ９３１の呼状態：６．着呼 

 

6.3.2.2.5 着側－呼出中（T_Alerting） 

入イベント： 

着信者が入呼により呼び出されている。（ＤＰ：着呼設定完了（Call_Accepted）） 

 

機能： 

着信者が呼び出されている場合、通知が発側ＢＣＳＭへ送信される。呼設定の処理（リンギング、可

聴音送出）が継続される。着信者により呼が応答されるのを待つ。 
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利用可能な情報： 

一旦着信者が入呼により呼び出されると、ＣＣＦ／ＳＳＦは呼の着側に関連した利用可能な、以下の

情報を持つと想定される： 

  － 着呼設定実行（Present_Call）ＰＩＣと同等の情報。 

 

出イベント： 

  － 着信者が呼を受け付け、応答した（例えば着信者によるオフフック、ＪＴ－Ｑ９３１「応答」

（CONNECT）メッセージ受信、ＩＳＤＮユーザ部「応答」（ANM）メッセージ受信）。 

このイベントは呼処理が着側－応答（T_Answer）ＤＰへ遷移する原因となる。 

  － 次の例外出イベントがこのＰＩＣに適用可能である。着呼拒否、着側－無応答（T_No_Answer）、

着側－話中（T_Busy）、着側－途中放棄（T_Abandon）。 

    － 呼び出し中にＩＳＤＮユーザが呼を拒否した場合、着呼拒否例外イベントが発生するかもし

れない。 

    － 着信者が無応答タイマ満了前に応答しない場合、もしくはＩＳＤＮユーザが明示的な無応答

通知をもって呼を拒否した場合、着側－無応答（T_No_Answer）イベントが起こる。着側－

無応答（T_No_Answe）イベントの通知が発側ＢＣＳＭへ送信される。イベント通知の受信は、

イベント理由（理由値）に依存して、呼処理が着側－無応答（T_No_Answe）ＤＰへ遷移する

原因となる。 

    － 例えば、ＩＳＤＮユーザ話中検出、話中によるＩＳＤＮユーザ部「解放」（RELEASE）メッ

セージ、加入者まで到達しなかった等の理由により呼が提供されない時に着側－話中

（T_Busy）イベントが起こる。このイベントは呼処理が着側－話中（T_Busy）ＤＰへ遷移す

る原因となる。またこのイベントは発側へ通知される（呼出中（Alearting）ＰＩＣ）。イベ

ントは、イベント理由（理由値）に依存して、呼処理が着側－無応答（T_No_Answer）ＤＰ

へ遷移する原因となる。 

さもなければ、このイベントは呼処理が着側－例外（T_Exception）へ遷移する原因となる。 

    － 解放の通知や発信者途中放棄の通知を呼の発側から受信した場合、着側－途中放棄

（T_Abandon）イベントが起こる。このイベントは呼処理が着側－途中放棄（T_Abandon）Ｄ

Ｐに遷移する原因となる。 

 

コメント： 

Ｎｏ．７信号方式トランクグループへ終端する場合、「アドレス完了」（ACM）メッセージの受信に

よりこのＰＩＣに遷移する。 

 

該当するＴＴＣ標準ＪＴ－Ｑ９３１の呼状態：７．呼出中、８．応答要求 

 

6.3.2.2.6 着側－通信中（T_Active） 

入イベント： 

着信者が呼を受け付け、応答した（例えば着信者によるオフフック、ＪＴ－Ｑ９３１「応答」

（CONNECT）メッセージ受信、ＩＳＤＮユーザ部「応答」（ANM）メッセージ受信）。（ＤＰ：着

側－応答（T_Answer）） 

 

機能： 
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このＰＩＣにおいて、いくつかのプロセスが開始されるかもしれない。例えば、 

  － 着信者が呼を受け付け、応答したという通知が発側ＢＣＳＭへ送信される。発信者と着信者間の

コネクションを確立する。呼は監視状態にある。 

  － 着信者は保留にされ、サービス論理により通信中フェーズに戻るかもしれない。 

 

利用可能な情報： 

一旦着信者により呼が受け付けられ応答されると、以下の情報は利用可能であり着側に関連している

と想定される。 

  － 着側－呼出中（T_Alerting）ＰＩＣと同等の情報 

  － フィーチャアクティベーション（Feature Activation） －以下の記述を参照。 

サービスフィーチャ要求が話者から受信される（例えば、フッキング、ＩＳＤＮフィーチャアク

ティベータ、（着信者のみに対する）ＪＴ－Ｑ９３２「保留」（HOLD）もしくは「保留解除」

（RETRIEVE）メッセージ） 

 

出イベント： 

  － 話者から受信されたサービス／サービスフィーチャ要求（例えば、ＤＴＭＦで提供されるコント

ロールコード、フッキング、ＩＳＤＮフィーチャアクティベータ、着信者からのＴＴＣ標準ＪＴ

－Ｑ９３２「保留」（HOLD）あるいは「保留解除」（RETRIEVE）メッセージ）。このイベント

の検出は呼処理が着側－通信中信号（T_Mid_Call）に遷移する原因となる。 

  － 着信者（非ＩＳＤＮ加入者）から受信した切断通知（例えば、オンフック、ＪＴ－Ｑ９３１「切

断」（DISCONNECT）メッセージ、Ｎｏ．７信号方式「解放」（RELEASE）メッセージ）。この

イベントは呼処理が着側－中断（T_Suspend）ＤＰに遷移する原因となる。 

  － 発側ＢＣＳＭ経由で発信者、あるいは着信者（ＩＳＤＮ加入者）から受信された切断通知。この

イベントは呼処理が着側－切断（T_Disconnect）ＤＰに遷移する原因となる。 

  － コネクション失敗が生じた時（着側－例外（T_Exception）） 

 

コメント： 

  － 発信者が着側－応答（T_Answer）ＤＰで保留している間に呼を途中放棄するなら、着側－途中放

棄（T_Abandon）への遷移が起こるべきである。 

  － 切断タイミングを適用するとき、切断通知と処理は非同期である。 

 

該当するＴＴＣ標準ＪＴ－Ｑ９３１の呼状態：１０．通信中 

 

着側－切断（T_Disconnect）に該当するＴＴＣ標準ＪＴ－Ｑ９３１の呼状態： 

１１．切断要求、１２．切断通知、１９．解放要求 

 

6.3.2.2.7 着側－中断中（T_Suspended） 

入イベント： 

着信者が切断（例えばオンフック）した出網から、通知を受信する。（ＤＰ：着側－中断（T_Suspend）） 

 

機能： 

呼に関連する物理リソースは接続を続ける。 

  － 受信した通知に従い、以下が適用される。 
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  － 中断通知が発側ＢＣＳＭに送信される。 

  － Ｎｏ．７信号方式をサポートするトランクもしくはＩＳＤＮインタフェースについて、着信者か

ら切断通知（例えば、ＪＴ－Ｑ９３１「切断」（DISCONNECT）メッセージやＮｏ．７信号方式

「解放」（RELEASE）メッセージ）を受信する場合、このＰＩＣはただちに他の動作なしに着側

－切断（T_Disconnect）ＤＰへ遷移する。 

  － 次のケースにおいて、タイマが開始し、呼は着信者からの再応答要求を待つ。 

    1) Ｎｏ．７信号方式をサポートするトランクについて、網が起動した中断メッセージを受信す

る場合。 

    2) アナログインタフェースについて、オンフックを検出する場合。 

もしタイマが満了する前に再応答要求（例えば、オフフックやＮｏ．７信号方式「再開」（RESUME）

メッセージ）を着信者から受信する場合、発信者と着信者は再接続される。 

 

  注－呼再開タイマと呼保留タイマの両方が、このＰＩＣに存在するかもしれない。ＩＮインプリメン

テ－ションは両状態に対し１つのタイマを利用するかもしれない。 

 

利用可能な情報： 

着側－中断中（T_Suspended）ＰＩＣにおいては、ＣＣＦ／ＳＳＦは呼の着側に関連する、以下の利用

可能な情報を持つことが想定される。 

  － 着側－通信中（Ｔ_Active）ＰＩＣと同等の情報 

 

出イベント： 

  － タイマ満了前に着信者再応答もしくは再開メッセージが受信される。着側ＢＣＳＭは着側－通信

中（T_Active）ＰＩＣに遷移する。このイベントは呼処理が着側－再応答（T_Re-answer）ＤＰへ

遷移する原因となる。 

  － タイマ満了。このイベントは呼処理が着側－切断（T_Disconnect）ＤＰへ遷移する原因となる。 

  － 切断通知が着信者から受信される。このイベントは呼処理が着側－切断（T_Disconnect）ＤＰへ遷

移する原因となる。 

  － 切断通知が発信者から受信される。このイベントは呼処理が着側－切断（T_Disconnect）ＤＰへ遷

移する原因となる。 

  － 例外イベントに遭遇する。（着側－例外（T_Exception）） 

 

 

6.3.2.2.8 着側－例外（T_Exception） 

入イベント： 

（前述の各ＰＩＣで記述されている）例外状態と遭遇した。 

 

機能： 

例外状態の通知が発側ＢＣＳＭに送信される。例外状態のデフォルト処理が提供される。これは以下

に示すように、リソースが不適切に割り付けられたままにならないことを保証するのに必要な、一般

的な動作を包含する。 

  － ＳＳＦとＳＣＦ間になんらかの相互関係が存在する場合、相互関係を終了して、全ての留保中の

呼処理指示を完結できないことを通知（注１）するために、ＳＣＦにエラー情報を送信する。 

  － ＣＣＦ／ＳＳＦは、新たな呼に対して加入者線、トランク及び他のリソースが利用できるように、



 

 － 33 － ＪＴ－Ｑ１２３８．２－ｂ 

ＣＣＦ／ＳＳＦ内のリソースの解放を確実に行うため、各ベンダが個々に持つ特有手順を利用す

べきである。 

 

    注１：コネクションビュー状態に従って、これは、相互関係を終了するためのアボートプロトコ

ル手順を介して（すなわちＴＣトランザクションを終了する）、もしくは適切な理由を含む

エンティティ解放完了（EntityReleased）オペレーションの送信を介して、物理プレーンで処

理されるべきである。両ケースにおいて、これは、対応するエンティティ（レグもしくはＣ

Ｓ）上の全ての留保中のオペレーションを完結できないことを通知する。 

 

利用可能な情報： 

例外状態が発生したことをＣＣＦ／ＳＳＦが一旦決定すると、ＣＣＦ／ＳＳＦには、ＰＩＣ内で例外

が発生した時と同様の利用可能な情報を備えていると想定される。 

 

出イベント： 

ＣＣＦ／ＳＳＦによる例外状態のデフォルト処理が完了する。（着側－空き（T_Null）ＰＩＣにＢＣ

ＳＭ遷移） 
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6.3.3 ＩＮ能力セット３呼モデルにおけるＢＣＳＭ再開ポイントとＢＣＳＭ遷移 

6.3.3.1 発側ＢＣＳＭ：発側ＢＣＳＭ遷移の詳細なセット 

 

 

図６－６／ＪＴ－Ｑ１２３８．２－ｂ＊ 

（ＩＴＵ－Ｔ Ｑ．１２３８．２） 

発側ＢＣＳＭ遷移の詳細なセット 

基本呼遷移 

基本呼を越えるＩＮ遷移 

再開ポイント（ＰＩＣ） 

呼のポイント（ＰＩＣ） 
検出ポイント（本標準で 
非適用のものは、網掛け 
で示す） 

 

発呼受付 
(Origination_Attempt) 

発呼分析完了 
(Origination_Attempt_Authorized) 

 
情報収集完了 

(Collected_Information) 

情報分析完了
(Analysed_Information) 

 
発側－着側捕捉完了 

(O_Term_Seized) 

発側－応答 
(O_Answer) 

 

発側－中断 
(O_Suspend) 

 
発側－再応答 

(O_Re-answer) 

 

発側－途中放棄 
(O_Abandon) 

発側－通信中信号 
(O_Mid_Call) 

発側－切断 
(O_Disconnect) 

 

発側－通信中信号 
(O_Mid_Call) 

 

発側－通信中信号 
(O_Mid_Call) 

 

発側－通信中信号 
(O_Mid_Call) 

発側－中断失敗 
(O_Suspend_Failure) 

ルートビジー 
(Route_Busy) 

発側－通信中失敗 
(O_Active_Failure) 

発側－無応答 
(O_No_Answer) 

発側－着信者話中 
(O_Called_Party_Busy) 

無効情報 
(Invalid_Information) 

収集失敗 
(Collect_Failure) 

 

発呼受付拒否 
(Origination_Attempt_Denied) 

 

ルート選択失敗 
(Route_Select_Failure) 

 

ルート分析失敗 
(Authorize_Route_Failure) 

発側－空き 
(O_Null) 

発呼分析 
(Authorize_Origination_ 

Attempt) 

発側－例外 
(O_Exception) 

情報収集 
(Collect_Information) 

情報分析 
(Analyse_Information) 

ルート選択 
(Select_Route) 

呼設定分析 
(Authorize_Call_Setup) 

呼送出 
(Send_Call) 

発側－呼出中 
(O_Alerting) 

発側－通信中 
(O_Active) 

発側－中断中 
(O_Suspended) 

 

 

 

 

 

 

 

ルート失敗 
(Route_Failure) 
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 下の表と上図は、発側呼モデルに対する可能なＢＣＳＭ遷移の完全なセットを記述したものである。 

 発側ＢＣＳＭ遷移の特性を表の第３列に記述する。 

 

基本： 

基本遷移とは、基本呼の一般的な処理、すなわちニ者間の呼を示す。基本呼処理はＰＩＣおよびＤＰのシ

ーケンスにおいて再開を行う。 

 

拡張： 

基本呼処理は、ＳＣＦ指示（例えば呼解放（ReleaseCall）（例えば、早期に決定された「話中」理由））

もしくはＣＣＦ呼制御指示を受け、基本呼でのＰＩＣおよびＤＰへのシーケンス以外へ遷移する。 

 

表６－１／ＪＴ－Ｑ１２３８．２－ｂ＊ 

（ＩＴＵ－Ｔ Ｑ．１２３８．２） 

ＩＮ能力セット３に対する発側ＢＣＳＭ遷移の完全なセット 

 

発側ＢＣＳＭ：ＤＰからＤＰ／ＰＩＣへの遷移 

遷移元 遷移先 ＢＣＳＭ遷移

の特性 

発呼受付（Origination_Attempt）ＤＰ 発呼分析（Authorize_Origination_Attempt）ＰＩＣ 基本 

発呼受付拒否（Origination_Attempt_Denied）ＤＰ 発側－例外（O_Exception）ＰＩＣ 基本 

情報収集（Collect_Information）ＰＩＣ 基本 発呼分析完了（Orig._Attempt_Authorized）ＤＰ 

情報分析（Analyse_Information）ＰＩＣ 拡張 

情報収集完了（Collected_Information）ＤＰ 情報分析（Analyse_Information）ＰＩＣ 基本 

情報分析（Analyse_Information）ＰＩＣ 拡張 情報分析完了（Analysed_Information）ＤＰ 

ルート選択（Select_Route）ＰＩＣ 基本 

ルート分析失敗（Authorize_Route_Failure）ＤＰ 発側－例外（O_Exception）ＰＩＣ 基本 

発側－着側捕捉完了（O_Term_Seized）ＤＰ 発側－呼出中（O_Alerting）ＰＩＣ 基本 

ルート選択失敗（Route_Select_Failure）ＤＰ 発側－例外（O_Exception）ＰＩＣ 基本 

情報分析（Analyse_Information）ＰＩＣ 拡張 発側－着信者話中（O_Called_Party_Busy）ＤＰ 

発側－例外（O_Exception）ＰＩＣ 基本 

情報分析（Analyse_Information）ＰＩＣ 拡張 発側－無応答（O_No_Answer）ＤＰ 

発側－例外（O_Exception）ＰＩＣ 基本 

発側－応答（O_Answer）ＤＰ 発側－通信中（O_Active）ＰＩＣ 基本 

発側－中断（O_Suspend）ＤＰ 発側－中断中（O_Suspended）ＰＩＣ 基本 

発側－再応答（O_Re-answer）ＤＰ 発側－通信中（O_Active）ＰＩＣ 基本 

発側－通信中信号（O_Mid_Call）ＤＰ 

（呼送出（Send_Call）ＰＩＣ） 

呼送出（Send_Call）ＰＩＣ 基本 

発側－通信中信号（O_Mid_Call）ＤＰ 

（発側－呼出中（O_Alerting）ＰＩＣ） 

発側－呼出中（O_Alerting）ＰＩＣ 基本 

発側－通信中信号（O_Mid_Call）ＤＰ 

（発側－通信中（O_Active）ＰＩＣ） 

発側－通信中（O_Active）ＰＩＣ 基本 
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発側－通信中信号（O_Mid_Call）ＤＰ 

（発側－中断中（O_Suspended）ＰＩＣ） 

発側－中断中（O_Suspended）ＰＩＣ 基本 

発側－切断（O_Disconnect）ＤＰ 発側－空き（O_Null）ＰＩＣ 基本 

発側－途中放棄（O_Abandon）ＤＰ 発側－空き（O_Null）ＰＩＣ 基本 

 

発側ＢＣＳＭ：ＰＩＣからＰＩＣ／ＤＰへの遷移 

遷移元 遷移先 ＢＣＳＭ遷移

の特性 

発側－空き（O_Null）ＰＩＣ 発呼受付（Originaiton_Attempt）ＤＰ 基本 

発呼分析完了（Origination_Attempt_Authorized）ＤＰ 基本 

発呼受付拒否（Origination_Attempt_Denied）ＤＰ 基本 

発側－途中放棄（O_Abandon）ＤＰ 基本 

発呼分析（Authorize_Origination_Attempt）ＰＩＣ 

発側－例外（O_Exception）ＰＩＣ 基本 

情報収集完了（Collected_Information）ＤＰ 基本 

発側－途中放棄（O_Abandon）ＤＰ 基本 

情報収集（Collect_Information）ＰＩＣ 

発側－例外（O_Exception）ＰＩＣ 基本 

情報分析完了（Analysed_Information）ＤＰ 基本 

発側－途中放棄（O_Abandon）ＤＰ 基本 

情報分析（Analyse_Information）ＰＩＣ 

発側－例外（O_Exception）ＰＩＣ 基本 

呼設定分析（Authorize_Call_Setup）ＰＩＣ 基本 

ルート選択失敗（Route_Select_Failure）ＤＰ 基本 

発側－途中放棄（O_Abandon）ＤＰ 基本 

ルート選択（Select_Route）ＰＩＣ 

発側－例外（O_Exception）ＰＩＣ 基本 

呼送出（Send_Call）ＰＩＣ 基本 

ルート分析失敗（Authorize_Route_Failure）ＤＰ 基本 

発側－途中放棄（O_Abandon）ＤＰ 基本 

呼設定分析（Authorize_Call_Setup）ＰＩＣ 

発側－例外（O_Exception）ＰＩＣ 基本 

発側－着側捕捉完了（O_Term_Seized）ＤＰ 基本 

発側－通信中信号（O_Mid_Call）ＤＰ（呼送出

（Send_Call）ＰＩＣ） 

基本 

発側－着信者話中（O_Called_Party_Busy）ＤＰ 基本 

発側－応答（O_Answer）ＤＰ 基本 

発側－無応答（O_No_Answer）ＤＰ 基本 

ルート選択（Select_Route）ＰＩＣ 基本 

発側－途中放棄（O_Abandon）ＤＰ 基本 

呼送出（Send_Call）ＰＩＣ 

発側－例外（O_Exception）ＰＩＣ 基本 

ルート選択失敗（Route_Select_Failure）ＤＰ 基本 

発側－通信中信号（O_Mid_Call）ＤＰ 基本 

発側－応答（O_Answer）ＤＰ 基本 

発側－無応答（O_No_Answer）ＤＰ 基本 

発側－着信者話中（O_Called_Party_Busy）ＤＰ 基本 

発側－呼出中（O_Alerting）ＰＩＣ 

発側－途中放棄（O_Abandon）ＤＰ 基本 
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 発側－例外（O_Exception）ＰＩＣ 基本 

発側－通信中信号（O_Mid_Call）ＤＰ 基本 

発側－切断（O_Disconnect）ＤＰ 基本 

発側－中断（O_Suspend）ＤＰ 基本 

発側－通信中（O_Active）ＰＩＣ 

発側－例外（O_Exception）ＰＩＣ 基本 

発側－再応答（O_Re-answer）ＤＰ 基本 

発側－通信中信号（O_Mid_Call）ＤＰ（発側－中断

中（O_Suspended）ＰＩＣ） 

基本 

発側－切断（O_Disconnect）ＤＰ 基本 

発側－中断中（O_Suspended）ＰＩＣ 

発側－例外（O_Exception）ＰＩＣ 基本 

発側－例外（O_Exception） 発側－空き（O_Null）ＰＩＣ 基本 
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6.3.3.2 着側ＢＣＳＭ：着側ＢＣＳＭ遷移の詳細なセット 

 

基本呼遷移 

基本呼を越えるＩＮ遷移 

再開ポイント（ＰＩＣ） 

呼のポイント（ＰＩＣ） 
検出ポイント（本標準で 
非適用のものは、網掛け 
で示す） 

図６－７／ＪＴ－Ｑ１２３８．２－ｂ＊

（ＩＴＵ－Ｔ Ｑ．１２３８．２） 

着側ＢＣＳＭ遷移の詳細なセット 

着側－切断 
（T_Disconnect） 

着側－空き 
（T_Null） 

着側－例外 
（T_Exception） 

着呼分析 
（Authorize_Termination_Attempt） 

ファシリティ選択 
（Select_Facility） 

着呼設定実行 
（Present_Call） 

着側－呼出中 
（T_Alerting） 

着側－中断中 
（T_Suspended） 

着側－通信中 
（T_Active） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

着呼受付拒否 
（Termination_ 

Attempt_Denied） 

着呼受付 
（Termination_ 

Attempt） 

着側－途中放棄 
（T_Abandon） 

着呼分析完了 
（Termination_Attempt_ 

Authorized） 
着側－話中 
（T_Busy） 

着側－無応答 
（T_No_Answer） 

ファシリティ選択完了 
および利用可能 
（Facility_Selected_ 

and_Available） 

着呼設定完了 
（Call_Accepted） 

着側－応答 
（T_Answer） 

着側－中断 
（T_Suspend） 

着側－通信中信号 
（T_Mid_Call） 

着側－再応答 
（T_Re-answer） 

Ｎｏ．７信号 
方式失敗 

（SS7_Failure） 

着呼設定失敗 
（Presentation_ 

Failure） 

着呼拒否 
（Call_Rejected） 

着側－通信中失敗 
（T_Active_Failure） 

着側－中断失敗 
（T_Suspend_Failure） 



 

 － 39 － ＪＴ－Ｑ１２３８．２－ｂ 

 下の表と上図は、着側呼モデルに対する可能なＢＣＳＭ遷移の完全なセットを記述したものである。 

 着側ＢＣＳＭ遷移の特性を表の第３列に記述する。 

 

基本： 

基本呼処理は、ＤＰのシーケンスにおいて再開を行う。 

 

拡張： 

基本呼処理は、ＳＣＦ指示、もしくはＣＣＦ制御指示を受け、基本呼でのＰＩＣおよびＤＰへのシーケン

ス以外へ遷移する。 

 

表６－２／ＪＴ－Ｑ１２３８．２－ｂ＊ 

（ＩＴＵ－Ｔ Ｑ．１２３８．２） 

ＩＮ能力セット３における着側ＢＣＳＭ遷移の完全なセット 

 

着側ＢＣＳＭ：ＤＰからＤＰ／ＰＩＣへの遷移 

遷移元 遷移先 ＢＣＳＭ遷移の

特性 

着呼受付（Termination_Attempt）ＤＰ 着呼分析（Authorize_Termination_Attempt）ＰＩＣ 基本 

着呼受付拒否（Termination_Attempt_Denied）ＤＰ 着側－例外（T_Exception）ＰＩＣ 基本 

ファシリティ選択（Select_Facility）ＰＩＣ 基本 着呼分析完了（Termination_Attempt_Authorized） 

ＤＰ 着呼設定実行（Present_Call）ＰＩＣ（注１） 拡張 

フ ァ シ リ テ ィ 選 択 完 了 お よ び 利 用 可 能

（Facility_Selected_and_Available）ＤＰ 

着呼設定実行（Present_Call）ＰＩＣ 基本／拡張 

呼設定完了（Call_Accepted）ＤＰ 着側－呼出中（T_Alerting）ＰＩＣ 基本 

着呼設定実行（Present_Call）ＰＩＣ（注１） 拡張 着側－話中（T_Busy）ＤＰ 

着側－例外（T_Exception）ＰＩＣ 基本 

着呼設定実行（Present_Call）ＰＩＣ（注１） 拡張 着側－無応答（T_No_Answer）ＤＰ 

着側－例外（T_Exception）ＰＩＣ 基本 

着側－応答（T_Answer）ＤＰ 着側－通信中（T_Active）ＰＩＣ 基本 

着側－中断（T_Suspend）ＤＰ 着側－中断中（T_Suspended）ＰＩＣ 基本 

着側－再応答（T_Re-answer）ＤＰ 着側－通信中（T_Active）ＰＩＣ 基本 

着側－通信中信号（T_Mid_Call）ＤＰ 着側－通信中（T_Active）ＰＩＣ 基本 

着側－切断（T_Disconnect）ＤＰ 着側－空き（T_Null）ＰＩＣ 基本 

着側－途中放棄（T_Abandon）ＤＰ 着側－空き（T_Null）ＰＩＣ 基本 

 

注１：接続（Connect）オペレーションが受信されると、着側ＢＣＳＭは指示されたＤＰの１つにおいて中

断されるかもしれない。着側ＢＣＳＭは着呼設定実行（Present_Call）ＰＩＣへ遷移する。 
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着側ＢＣＳＭ：ＰＩＣからＰＩＣ／ＤＰへの遷移 

遷移元 遷移先 ＢＣＳＭ遷移の

特性 

着側－空き（T_Null）ＰＩＣ 着呼受付（Termination_Attempt）ＤＰ 基本 

着呼分析完了（Term_Attempt_Authorized）ＤＰ 基本 

着呼受付拒否（Termination_Attempt_Denied）ＤＰ 基本 

着側－途中放棄（T_Abandon）ＤＰ 基本 

着呼分析（Authorize_Termination_Attempt）ＰＩＣ 

着側－例外（T_Exception）ＰＩＣ 基本 

フ ァ シ リ テ ィ 選 択 完 了 お よ び 利 用 可 能

（Facility_Selected_and_Available）ＤＰ 

基本 

着側－話中（T_Busy）ＤＰ 基本 

ファシリティ選択（Select_Facility）ＰＩＣ 

着側－途中放棄（T_Abandon）ＤＰ 基本 

着側－無応答（T_No_Answer）ＤＰ 基本 

着側－応答（T_Answer）ＤＰ 基本 

着呼設定完了（Call_Accepted）ＤＰ 基本 

着側－呼出中（T_Alerting）ＰＩＣ 基本 

ファシリティ選択（Select_Facility）ＰＩＣ 基本 

着側－途中放棄（T_Abandon）ＤＰ 基本 

着側－話中（T_Busy）ＤＰ 基本 

着呼設定実行（Present_Call）ＰＩＣ 

着側－例外（T_Exception）ＰＩＣ 基本 

着側－応答（T_Answer）ＤＰ 基本 

着側－無応答（T_No_Answer）ＤＰ 基本 

着側－途中放棄（T_Abandon）ＤＰ 基本 

着側－話中（T_Busy）ＤＰ 基本 

着側－呼出中（T_Alerting）ＰＩＣ 

着側－例外（T_Exception）ＰＩＣ 基本 

着側－通信中信号（T_Mid_Call）ＤＰ 基本 

着側－切断（T_Disconnect）ＤＰ 基本 

着側－中断（T_Suspend）ＤＰ 基本 

着側－通信中（T_Active）ＰＩＣ 

着側－例外（T_Exception）ＰＩＣ 基本 

着側－再応答（T_Re-answer）ＤＰ 基本 

着側－切断（T_Disconnect）ＤＰ 基本 

着側－中断中（T_Suspended）ＰＩＣ 

着側－例外（T_Exception）ＰＩＣ 基本 

着側－例外（T_Exception） 着側－空き（T_Null）ＰＩＣ 基本 
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6.3.4 ＩＮ能力セット３呼モデルのＢＣＳＭ表示 

6.3.4.1 基本プリミティブ信号インタフェースモデル 

6.3.4.1.1 概説 

 基本プリミティブインタフェースモデル（ＢＰＩＭ）が提供される。適用される抽象シグナリングプリ

ミティブは、例えばＣＣＦ／ＳＳＦに対するシグナリングイベントに関連したＣＳＣＶ状態遷移などの本

文に現れる。ＳＳＦ＿ＣＣＦ ＢＰＩＭは、適用される抽象シグナリングプリミティブインタフェースと、

適用される外部シグナリングプロトコルへの可能なマッピングの記述を可能にする。 

 ＢＣＳＭは基本二者間呼の既存交換処理のモデル化がサポートされ、呼の発側及び着側の間の機能的分

離を反映しなければならない。ＳＳＦ＿ＣＣＦ ＢＰＩＭは発側ＢＣＳＭを持つハーフコール（ＳＳＦ＿

ＣＣＦ＿Ａ）と着側ＢＣＳＭを持つハーフコール（ＳＳＦ＿ＣＣＦ＿Ｂ）を含む。 

 このようにして、発側ＢＣＳＭと着側ＢＣＳＭ間のインタワークの全機能が提供される。 

 ＢＣＳＭは汎用的であるため、特定のアクセス処理部には適用されないイベントを記述しているかもし

れない（例えばアナログ信号システム）。 

 ＳＳＦ＿ＣＣＦ汎用プリミティブインタフェースモデルは以下の異なる種別のインタフェースをサポー

トする。 

  － 他のＣＣＦ／ＣＣＡＦへ／からのシグナリング制御インタフェース（SigCon）（ＮＮＩ／ＵＮＩ

（例えばＩＳＵＰ／ＤＳＳ１）） 

  － ハーフコール間のＢＣＳＭ間インタフェース（ＩＢＩ） 

  － 標準化されたＩＮＡＰメッセージへ／からのＩＮＡＰインタフェース（オペレーション） 

 シグナリング制御インタフェース（SigCon）は異なる外部信号終端プロトコルへマッピング可能な汎用

的なインタフェースを提供する（例えば、アナログ、ＩＳＵＰ，Ｂ－ＩＳＵＰ、ＤＳＳ１など）。 

 ２つのハーフコール間のＢＣＳＭ間コミュニケーションには、抽象汎用プリミティブ信号を運ぶ交換機

内部のＩＢＩが適用される。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

発側ＳＣＦ制御 
エージェント 

（O_SCF CONTROL 
Agent） 

着側ＳＣＦ制御 
エージェント 

（T_SCF CONTROL 
Agent） 

 
発側ＢＣＳＭ 
（O_BCSM） 

 
着側ＢＣＳＭ 
（T_BCSM） 

発側信号制御 
エージェント 
（O_SIGNAL 

 CONTROL Agent） 

着側信号制御 
エージェント 
（T_SIGNAL 

 CONTROL Agent） 

ＳＳＦ＿ＣＣＦ＿Ａ ＳＳＦ＿ＣＣＦ＿Ｂ 

Ｓ
Ｃ
Ｆ 

Ｓ
Ｃ
Ｆ 

Ｕ
Ｎ
Ｉ
／
Ｎ
Ｎ
Ｉ 

Ｕ
Ｎ
Ｉ
／
Ｎ
Ｎ
Ｉ 

ＩＢＩ 

ｋ 

ｌ 

ｏ ｐ 

ｅ 

ｆ 

ｑ ｒ 

ｍ 

ｎ 

ｉ 

ｊ 

ｇ ｈ ｄ ｃ 

ａ 

ｂ 

発側ハーフ 着側ハーフ 
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（ＩＴＵ－Ｔ Ｑ．１２３８．２） 

ＳＳＦ＿ＣＣＦ基本汎用プリミティブインタフェースモデル 
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6.3.4.1.2 プリミティブ信号定義 

 抽象シグナリングインタフェースはＩＴＵ－Ｔ勧告Ｑ．７１に記述されている。ＵＵＩ／ＮＮＩインタ

フェースをサポートする抽象シグナリングプリミティブは以下で記述される。ＩＮＡＰインタフェースを

サポートするＳＣＦ－ＳＳＦ間抽象シグナリングプリミティブはここではこれ以上記述されないが、１１

章で定義される対応するＩＮＡＰオペレーションにマッピングされる。 

 

6.3.4.1.2.1 抽象シグナリングプリミティブ及びサービスの記述 

 抽象シグナリングプリミティブはＢＣＳＭインスタンス間のコミュニケーション及び適用されるアクセ

ス制御部（例えばＩＳＵＰ）のシグナリング制御インタフェースで使用される。類似のプリミティブは、

ＢＣＳＭ間インタフェース（ＩＢＩ）によるＢＣＳＭ間コミュニケーションにも使用される。 

 これらのプリミティブは標準の規則を使用して、以下に記述される抽象サービスのセットから発生する

が、ＩＢＩ上でも同様に使用されるように拡張される（「プリミティブ規則」図参照）。 

 

呼設定（Setup） 

 呼設定（Setup）サービスは、呼コネクションの確立を要求するために使用される。これは、確認される

サービスである。すなわち、呼設定（Setup）プリミティブ応答確認がコネクションが確立されたことを確

認するために使用される。 

 コネクションの確立の要求はユーザから生成できる。 

 

解放（Release） 

 解放（Release）サービスはユーザがコネクションから切断された、接続できない、及び呼コネクション

の切断を要求されたことを通知するために使用される。これは確認されないサービスである。 

 

呼経過（CallProgress） 

 呼経過（CallProgress）サービスは、状態及び／または網を渡る他の呼情報の種別を通知するために使用

される。情報の種別が示される（例えば「表示無し」「呼出中」など）。これは確認されないサービスで

ある。 

 

6.3.4.1.3 抽象プリミティブ信号規則 
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（ＩＴＵ－Ｔ Ｑ．１２３８．２） 

プリミティブ規則 

 
ＳＳＦ＿ＣＣＦ 

 
Ａ 

 
ＳＳＦ＿ＣＣＦ 

 
Ｂ 

X.Req.Ind (X 要求表示) 

X.Resp.Conf (X 応答確認) 

X.Resp.Conf (X 応答確認) 

X.Req.Ind (X 要求表示) 

X.Ind (X 表示) 

X.Conf (X 確認) 

X.Resp (X 応答) 

X.Req (X 要求) 

X.Req (X 要求) 

X.Resp (X 応答) 

X.Conf (X 確認) 

X.Ind (X 表示) 
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プリミティブサービス種別： 

確認されるサービス 

 例：呼設定要求メッセージの応答としてのＢ話者の応答メッセージ（例、ＩＳＵＰでの応

答（ANM）、接続（CON）） 

確認されないサービス 

 例：Ｂ話者が呼び出されると、発信者に通知するために逆方向に送出される、呼出メッセ

ージ（例、ＩＳＵＰでのアドレス完了（ACM）（加入者空き）あるいは呼経過（CPG）（呼

出）） 

 

6.3.4.2 ユーザ・発側ＢＣＳＭ加入者線信号通知（カテゴリ１） 

定義：以下の通知は、発信者のとる可能な動作に対する網の認識とともに、網のとる動作に対する発信者

の認識の表現を含んでいる。これらの通知は、ユーザ（すなわち発信者）と呼を発信している加入者線交

換機の間のものである。これらは、ユーザ（発側呼モデル）の動作が発側呼モデル（ユーザ）にいかにし

て影響を与えるのかについての定義を含む。これらの通知は、加入者線信号（例：ＤＳＳ１、アナログ）

およびその他の使用可能な情報から導かれる。以下の図はこれらの通知を示している。 

 

 通知のリスト： 

  (1) 呼設定を開始するという通知が、ユーザから発側ＢＣＳＭに送られる。 

 （例：「呼設定」（SETUP）） 

  (2) 網が発呼出来ないことを示す通知が、発側ＢＣＳＭからユーザに送られる。 

 （例：「解放完了」（RELEASE COMPLETE）） 

  (3) 発呼通知を確認応答したという通知が、発側ＢＣＳＭからユーザに送られる。 

 （例：「呼設定確認」（SETUP ACKNOWLEDGE）） 

  (4) ユーザが呼（ダイヤリング）情報を発側ＢＣＳＭに送る。 

 （例：「付加情報」（INFORMATION）） 

  (5) 呼情報の送信を終了させるための通知が、発側ＢＣＳＭからユーザに送られる。 

 （例：「呼設定受付」（CALL PROCEEDING）） 

  (6) 呼情報の送信終了時に、通知がユーザから発側ＢＣＳＭに送られる。 

  (7) ユーザは、呼が網の他の通信環境にルーチングされたことを通知される。 

 （例：「経過表示」（PROGRESS）） 

  (8) 着信者が呼び出されている時に、通知が、発側ＢＣＳＭからユーザに送られる。 

 （例：「呼出」（ALERTING）） 

  (9) 呼が受け付けられた時に、通知が、発側ＢＣＳＭからユーザに送られる。 

  (10) ユーザは呼が受け付けられたことを確認応答する。 

  (11) 発側ＢＣＳＭは、着信者が話中状態のため呼を受け付けることが出来ないという通知を、ユーザ

に送る。 

  (12) 発側ＢＣＳＭは、着信者が無応答状態のため呼を受け付けることが出来ないという通知を、ユー

ザに送る。 

  (13) 呼を終了するというユーザからの通知が、発側ＢＣＳＭにより受け取られる。 

  (14) 発側ＢＣＳＭは、呼が切断されたことをユーザに表示する。 

  (15) ユーザは、呼が切断されたことを発側ＢＣＳＭに対して確認応答する。 

  (16) 着信者方向へのコネクションが中断された時に、通知が、ユーザに送られる。 

  (17) 着信者方向へのコネクションが再接続された時に、通知が、ユーザに送られる。 
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ＢＣＳＭ遷移 

カテゴリ１通知 

呼のポイント（ＰＩＣ） 

検出ポイント（本標準で 
非適用のものは、網掛け 
で示す） 

(1) 

図６－１０／ＪＴ－Ｑ１２３８．２－ｂ＊ 
（ＩＴＵ－Ｔ Ｑ．１２３８．２） 

ＩＮ能力セット３ ＢＣＳＭカテゴリ１に対するユーザ・発側ＢＣＳＭ加入者線信号通知 
 

発側－空き 
(O_Null) 

 

発呼受付 
(Origination_Attempt)ＤＰ 

発呼分析 
(Authorize_Origination_ 

Attempt) 

発側－例外 
(O_Exception) 

 

発呼分析完了 
(Origination_Attempt_Authorized)ＤＰ 

情報収集 
(Collect_Information) 

 
情報収集完了 

(Collected_Information)ＤＰ 

情報分析 
(Analyse_Information) 

 

情報分析完了 
(Analysed_Information)ＤＰ 

ルート選択 
(Select_Route) 

呼設定分析 
(Authorize_Call_Setup) 

呼送出 
(Send_Call) 

 

発側－着側捕捉完了 
(O_Term_Seized) 

ＤＰ 

発側－呼出中 
(O_Alerting) 

 

発側－応答 
(O_Answer)ＤＰ 

発側－通信中 
(O_Active) 

発側－中断 
(O_Suspend)ＤＰ 

発側－中断中 
(O_Suspended) 

 
発側－再応答 

(O_Re-answer)ＤＰ 

 

 

 

発側－途中放棄 
(O_Abandon)ＤＰ 

発側－通信中信号 
(O_Mid_Call)ＤＰ 

発側－切断 
(O_Disconnect)ＤＰ 

 
発側－通信中信号 

(O_Mid_Call)ＤＰ 

 

発側－通信中信号 
(O_Mid_Call)ＤＰ 

 

発側－通信中信号 
(O_Mid_Call)ＤＰ 

発側－中断失敗 
(O_Suspend_Failure) 

ルートビジー 
(Route_Busy) 

発側－通信中失敗 
(O_Active_Failure) 

ルート失敗 
(Route_Failure) 

 

発側－無応答 
(O_No_Answer)ＤＰ 

 

発側－着信者話中 
(O_Called_Party_Busy)ＤＰ 

無効情報 
(Invalid_Information) 

収集失敗 
(Collect_Failure) 

 

発呼受付拒否 
(Origination_Attempt_Denied) 

ＤＰ 

 

ルート選択失敗 
(Route_Select_Failure)ＤＰ 

 

ルート分析失敗 
(Authorize_Route_Failure)ＤＰ 

(2) 

(3) 

(4) 

(5) 

(6) 

(7) 

(8) 

(9) 

(10) 

(11) 

(12) 

(13) 

(14) 
(15) 

(16) 

(17) 
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  注－上図において、ＤＰ上で終端するものとして示されている通知は、 

交換機によって受け取られるのであり、ＩＮ ＤＰ処理の一部ではない。 

 

6.3.4.3 着側ＢＣＳＭ・ユーザ加入者線信号通知（カテゴリ２） 

定義：以下の通知は、着信者のとる可能な動作に対する網の認識とともに、網のとる動作に対する着信者

の認識の表現を含んでいる。これらの通知は、呼を着信する加入者線交換機とユーザ（すなわち着信者）

との間のものである。これらは、着側呼モデル（ユーザ）の動作がユーザ（着側呼モデル）にいかにして

影響を与えるのかについての定義を含む。これらの通知は、加入者線信号（例：ＤＳＳ１、アナログ）お

よびその他の使用可能な情報から導かれる。以下の図はこれらの通知を示している。 

 

通知のリスト： 

  (1) 空きファシリティへの呼を着信するための通知が、着側ＢＣＳＭからユーザに送られる。 

 （例：「呼設定」（SETUP）） 

  (2) ユーザが呼を受け付けることが出来ないことを示す通知が、ユーザから着側ＢＣＳＭに送られる。 

 （例：「解放完了」（RELEASE COMPLETE）） 

  (3) ユーザが全ての呼の特性の適合性を決定した時に、通知が、ユーザから着側ＢＣＳＭに送られる。 

 （例：「呼設定確認」（SETUP ACKNOWLEDGE）） 

  (4) 着側ＢＣＳＭが残りの呼情報をユーザに送る。 

 （例：「付加情報」（INFORMATION）） 

  (5) 十分な呼情報を送信したことの通知が、着側ＢＣＳＭからユーザに送られる。 

  (6) 十分な呼情報を受信したことの通知が、ユーザから発側ＢＣＳＭに送られる。 

 （例：「呼設定受付」（CALL PROCEEDING）） 

  (7) ユーザは、呼び出されていることを示す通知を着側ＢＣＳＭへ送信する。 

 （例：「呼出」（ALERTING）） 

  (8) 入呼を受け付けたことの通知が、ユーザから着側ＢＣＳＭに送られる。 

 （例：「応答」（CONNECT）） 

  (9) 呼が接続されたことの確認応答のための通知が、着側ＢＣＳＭからユーザに送られる。 

  (10)ユーザが呼を中断したという通知が、ユーザから着側ＢＣＳＭへ送られる。 

  (11)ユーザが呼を再開したという通知が、ユーザから着側ＢＣＳＭへ送られる。 

  (12) 発信者がオンフックにしたことの通知が、着側ＢＣＳＭからユーザに送られる。 

  (13) 呼を終了するというユーザからの通知が、着側ＢＣＳＭにより受け取られる。 

  (14) 着側ＢＣＳＭは、呼が切断されたことをユーザに表示する。 

  (15) ユーザは、呼が切断されたことを着側ＢＣＳＭに対して確認応答する。 
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ＢＣＳＭ遷移 

カテゴリ２通知 

呼のポイント（ＰＩＣ） 

検出ポイント（本標準で 
非適用のものは、網掛け 
で示す） 

図６－１１／ＪＴ－Ｑ１２３８．２－ｂ＊ 

（ＩＴＵ－Ｔ Ｑ．１２３８．２） 

ＩＮ能力セット３ ＢＣＳＭカテゴリ２に対

する着側ＢＣＳＭ・ユーザ加入者線信号 

着側－空き 
（T_Null） 

着側－例外 
（T_Exception） 

着呼分析 
（Authorize_Termination_Attempt） 

ファシリティ選択 
（Select_Facility） 

着呼設定実行 
（Present_Call） 

着側－呼出中 
（T_Alerting） 

着側－中断中 
（T_Suspended） 

着側－通信中 
（T_Active） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

着呼受付拒否 
（Termination_ 

Attempt_Denied）ＤＰ 

着呼受付 
（Termination_ 
Attempt）ＤＰ 

 着側－途中放棄 
（T_Abandon）ＤＰ 

着呼分析完了 
（Termination_Attemp

t_Authorized）ＤＰ 着側－話中 
（T_Busy）ＤＰ 

着側－無応答 
（T_No_Answer）ＤＰ 

ファシリティ選択完了
および利用可能 

（Facility_Selected_andAv
ailable）ＤＰ 

着呼設定完了 
（Call_Accepted）ＤＰ 

着側－応答 
（T_Answer）ＤＰ 

 着側－中断 
（T_Suspend） 

ＤＰ 

 着側－通信中信号 
（T_Mid_Call）ＤＰ 

 着側－切断 
（T_Disconnect） 

ＤＰ 

 着側－再応答 
（T_Re-answer） 

ＤＰ 

Ｎｏ．７信号 
方式失敗 

（SS7_Failure） 着呼設定失敗 
（Presentation_ 

Failure） 

着呼拒否 
（Call_Rejected） 

着側－通信中失敗 
（T_Active_Failure） 

着側－中断失敗 
（T_Suspend_Failure） 

(1) 

(2) 
注 1 

(1) 

(2) 

(3) 

注 2 

(4) 

(5) 

(6) 

(7) 

(8) 

(9) 

(12) 

(14) 

(15) 

(10) 
(11) 

着呼不許可 
（Termination_Denied） 

(13) 



 

 － 47 － ＪＴ－Ｑ１２３８．２－ｂ 

 

 注 1－ ファシリティ選択（Select_Facility）における表示（１）と（２）は、交換機－ＣＰＥ間でＢチャ

ネルネゴシエーションが行われる場合を表す。 

 注 2－ 着呼設定実行（Present_Call）ＰＩＣにおける表示（１）と（２）は、Ｂチャネルネゴシエーショ

ンが行われない場合を表す。 

 注－ 上図において、ＤＰ上で終端するものとして示されている通知は、交換機によって受け取られる

のであり、ＩＮ ＤＰ処理の一部ではない。 

 

6.3.4.4 加入者線交換機内ＢＣＳＭ通知（カテゴリ３） 

 以下の図は、ＣＣＦ／ＳＳＦモデルに示されるような、基本二者間呼に対するＣＣＦ／ＳＳＦにおける

２つの呼セグメント間の関連を図示している。それは、発側ＢＣＳＭと着側ＢＣＳＭ間の通知のフローを

示している。図中には、発側－例外（O_Exception）もしくは着側－例外（T_Exception）で発生するかもし

れないものを除き、全ての可能な通知が示されている。これらの通知は、明示的な情報フローへマッピン

グされるかもしれないことに注意すべきである。 

  (1) 発呼の権限が確認され、利用可能なルートが識別された後、着側ＢＣＳＭを起動する。発側ＢＣ

ＳＭは呼送出（Send_Call）ＰＩＣにある。発側ＢＣＭは次の手順のために着側ＢＣＭへ呼の送信

を試みる。 

  (3) 着側加入者線もしくはトランクがビジーであるという通知が、着側ＢＣＳＭから発側ＢＣＳＭへ

送信される。（これは、もし加入者線へ終端するのであれば、発側ＢＣＳＭにおいて、呼送出

（Send_Call）ＰＩＣから発側－着信者話中（O_Called_Party_Busy）へＢＣＳＭ遷移する原因とな

る。もしトランクへ終端するのであれば、この通知は、発側ＢＣＳＭにおいて、呼送出（Send_Call）

ＰＩＣからルート選択（Select_Route）ＰＩＣへＢＣＳＭ遷移する原因となる。） 

  (4) 着側加入者線もしくはトランクがビジーであるという通知が、着側ＢＣＳＭから発側ＢＣＳＭへ

送信される。（これは、発側ＢＣＳＭにおいて、発側－呼出中（O_Alerting）ＤＰから発側－着信

者話中（O_Called_Party_Busy）ＤＰへＢＣＳＭ遷移する原因となる。） 

  (5) 呼が提供できないという通知が着側ＢＣＳＭから発側ＢＣＳＭへ送信される。（これは、呼送出

（ Send_Call ） Ｐ Ｉ Ｃ か ら ル ー ト 選 択 （ Select_Route ） Ｐ Ｉ Ｃ 、 発 側 － 着 信 者 話 中

（O_Called_Party_Busy）ＤＰ、発側－無応答（O_No_Answer）ＤＰへ遷移する原因となる。） 

  (6) ＩＳＤＮ能力の着信者が呼を受け付け、ただちに応答された（すなわち「応答」（CONNect）メ

ッセージ）状態へのＢＣＳＭ遷移したという通知が着側ＢＣＳＭから発側ＢＣＳＭへ送信される。

（これは、発側ＢＣＳＭにおいて、呼送出（Send_Call）ＰＩＣが発側－応答（O_Answer）ＰＩＣ

へＢＣＳＭ遷移する原因となる。） 

  (7) 着信者が呼び出されているという通知が、着側ＢＣＳＭから発側ＢＣＳＭへ送信される。（これ

は、発側ＢＣＳＭが呼送出（Send_Call）ＰＩＣから発側－呼出中（O_Alerting）ＰＩＣに遷移し、

呼出の通知を発信者へ送信する準備をする原因となる。） 

  (8) 着信者が呼を拒否したという通知が、着側ＢＣＳＭから発側ＢＣＳＭへ送信される。（これは話

中理由と共に発側ＢＣＳＭへ通知され、発側ＢＣＳＭが発側－呼出中（O_Alerting）ＰＩＣからル

ート選択（Select_Route）ＰＩＣ、もしくは発側－着信者話中（O_Called_Party_Busy）ＤＰへ遷移

する原因となる。） 

  (9) 着信者が特定の時間内に応答しなかったという通知が、着側ＢＣＳＭから発側ＢＣＳＭへ送信さ

れる。（これは、発側ＢＣＳＭにおいて、発側－呼出中（O_Alerting）ＰＩＣから発側－無応答

（O_No_Answer）ＤＰへＢＣＳＭ遷移する原因となる。） 

  (10) 着信者が特定の時間内に応答しなかったという通知が、着側ＢＣＳＭから発側ＢＣＳＭへ送信さ
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れる。（これは、発側ＢＣＳＭにおいて、呼送出（Send_Call）ＰＩＣから発側－無応答（O_No_Answer）

ＤＰへＢＣＳＭ遷移する原因となる。） 

  (11) 着信者が呼を受け付け、応答したという通知が、着側ＢＣＳＭから発側ＢＣＳＭへ送信される。

（これは、発側ＢＣＳＭにおいて、発側－呼出中（O_Alerting）ＰＩＣから発側－応答（O_Answer）

ＤＰへＢＣＳＭ遷移する原因となる。） 

  (12) 着信者が呼を受け付け、応答したという通知が、着側ＢＣＳＭから発側ＢＣＳＭへ送信される。

（これは、発側ＢＣＳＭにおいて、呼送出（Send_Call）ＰＩＣから発側－応答（O_Answer）ＤＰ

へＢＣＳＭ遷移する原因となる。） 

  (13) （例えばオンフックにより）着信者が切断したという通知が、着側ＢＣＳＭから発側ＢＣＳＭへ

送信される。（これは、発側ＢＣＳＭにおいて、発側－通信中（O_Active）ＰＩＣが発側－中断

（O_Suspend）ＤＰへＢＣＳＭ遷移する原因となる。） 

  (14) タイマ満了前に着信者の再応答が受信されたという通知が、着側ＢＣＳＭから発側ＢＣＳＭへ送

信される。（これは、発側ＢＣＳＭにおいて、発側－中断中（O_Suspended）ＰＩＣから発側－再

応答（O_Re-answer）ＤＰへＢＣＳＭ遷移する原因となる。） 

  (15) 着側ＢＣＳＭが着側－通信中（T_Active）ＰＩＣにある間に発信者が切断したという通知が、発

側ＢＣＳＭから着側ＢＣＳＭへ送信される。（これは、着側ＢＣＳＭにおいて、着側－通信中

（T_Active）ＰＩＣから着側－切断（T_Disconnect）ＤＰへＢＣＳＭ遷移する原因となる。） 

  (16) 着側ＢＣＳＭが着側－中断中（T_Suspended）ＰＩＣにある間に発信者が切断したという通知が、

発側ＢＣＳＭから着側ＢＣＳＭへ送信される。（これは、着側ＢＣＳＭにおいて、着側－中断中

（T_Suspended）ＰＩＣから着側－切断（T_Disconnect）ＤＰへＢＣＳＭ遷移する原因となる。） 

  (17) 着信者が切断したという通知が、着側ＢＣＳＭから発側ＢＣＳＭへ送信される。（これは、発側

ＢＣＳＭにおいて、発側－中断中（O_Suspended）ＰＩＣから発側－切断（O_Disconnect）ＤＰへ

ＢＣＳＭ遷移する原因となる。） 

  (18) 発信者が切断したという通知が、着側ＢＣＳＭ（着側－切断（T_Disconnect）ＤＰ）から発側Ｂ

ＣＳＭへ送信される。（これは、発側ＢＣＳＭにおいて、発側－通信中（O_Active）ＰＩＣから

発側－切断（O_Disconnect）ＤＰへＢＣＳＭ遷移する原因となる。） 

  (19) 発信者が途中放棄したという通知が、発側ＢＣＳＭから着側ＢＣＳＭへ送信される。（これは、

着呼分析（Authorize_Termination_Attempt）ＰＩＣ、ファシリティ選択（Select_Facility）ＰＩＣ、

着呼設定実行（Present_Call）ＰＩＣもしくは着側－呼出中（T_Alerting）ＰＩＣから着側－途中放

棄（T_Abandon）ＤＰへＢＣＳＭ遷移する原因となる。） 

 

  注－ 通知（１５）（１７）は互いに排他的である。 

  － これらの通知は、交換機内に対してのものである。 

  － 通知は、ＳＲＦのモデルを含まない。 

  － ＤＰにより送信される通知は、ＤＰが通信中でありＳＣＦが応答するかどうかに依り影響される

かもしれない。 
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発側－空き 
（O_Null） 

着側－空き 

（T_Null） 

発側－例外 

（O_Exception） 
着側－例外 

（T_Exception） 

発呼分析 

（Authorize_Origination_Attempt） 

情報収集 

（Collected_Information） 

情報分析 

（Analyse_Information） 

ルート選択 

（Select_Route） 

呼設定分析 

（Authorize_Call_Setup） 

呼送出 

（Send_Call） 

発側－呼出中 

（O_Alerting） 

発側－通信中 

（O_Active） 

発側－中断中 

（O_Suspended） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
着呼分析 

（Authorize_Termination_Attempt） 

ファシリティ選択 
（Select_Facility） 

着呼設定実行 
（Present_Call） 

着側－呼出中 
（T_Alerting） 

着側－通信中 
（T_Active） 

着側－中断中 
（T_Suspended）  

 

 

 

 

 

発側－途中放棄 
（O_Abandon） 

ＤＰ 発呼受付 
（Origination_Attempt 

）ＤＰ 

発呼受付拒否 
（Origination_Attempt_Denied） 

ＤＰ 

発呼分析完了 
（Origination_Attempt_Authorized） 

ＤＰ 

情報収集完了 
（Collected_Information） 

ＤＰ 

情報分析完了 
（Analysed_Information） 

ＤＰ 

発側－通信中信号 
（O_Mid_Call） 

ＤＰ 

発側－通信中信号 
（O_Mid_Call） 

ＤＰ 

発側－通信中信号 
（O_Mid_Call） 

ＤＰ 

発側－切断 
（O_Disconnect） 

ＤＰ 

発側－通信中信号 
（O_Mid_Call） 

ＤＰ 

ルート選択失敗 
（Route_Select_Failure）

ＤＰ 

ルート分析失敗 
（Authorize_Route_Failure） 

ＤＰ 

発側－着信者話中 
（O_Called_Party_Busy）

ＤＰ 

発側－無応答 
（O_No_Answer） 

ＤＰ 

発側－着側捕捉完了 
（O_Term_Seized） 

ＤＰ 

発側－応答 
（O_Answer） 

ＤＰ 

発側－中断 
（O_Suspend） 

ＤＰ 

発側－再応答 
（O_Re-answer） 

ＤＰ 

着側－途中放棄 
（T_Abandon） 

ＤＰ 
着呼受付 

（Termination_Attempt） 
ＤＰ 

.着呼分析完了 
（Termination_Attempt_Aut

horized）ＤＰ 

着呼受付拒否 
（Termination_Attempt_Denied） 

ＤＰ 

着側－話中 
（T_Busy） 

ＤＰ 

ファシリティ選択完了および利用可能 
（Facility_Selected_and_Available） 

ＤＰ 

着呼設定完了 
（Call_Accepted） 

ＤＰ 
着側－無応答 

（T_No_Answer） 
ＤＰ 

着側－応答 
（T_Answer） 

ＤＰ 

着側－再応答 
（T_Re-answer） 

ＤＰ 
着側－中断 

（T_Suspend） 
ＤＰ 

着側－通信中信号 
（T_Mid_Call） 

ＤＰ 
 

着側－切断 
（T_Disconnect） 

ＤＰ 

(1) 
 

(3) 

(5) 

(7) 

(6) 
(8) 

(9) 

(10) 

(11) 
(12) 

(18) 

(15) 

(17) 

(16) 

(19) 

ＢＣＳＭ遷移 

通知 

呼のポイント（ＰＩＣ） 

検出ポイント（本標準で非適用の

ものは、網掛けで示す） 

図６－１２／ＪＴ－Ｑ１２３８．２－ｂ＊ 

（ＩＴＵ－Ｔ Ｑ．１２３８．２） 

加入者線交換機内ＢＣＳＭ通知（カテゴリ３） 

(14) 

無効情報 
（Invalid information） 

収集失敗 
（Collect_Failure） 

ルートビジー 
（Route_Busy） 

ルート失敗 
（Route_Failure）

発側－通信中失敗 
（O_Active_Failure） 

発側－中断失敗 
（O_Suspend_Failure）

着呼不許可 
（Termination_Denied）

呼設定失敗 
（Presentation_Failure）

着呼拒否 
（Call_Rejected）

ＳＳ７失敗 
（SS7_Failure） 

着側－通信中失敗 
（T_Active_Failure） 

着側－中断失敗 
（T_Suspend_Failure） 

(4) 

(13) 
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6.3.5 理由値からＤＰへのマッピング ＃ 

6.3.6 ＢＣＳＭ検出ポイント 

 ある基本呼イベントおよび接続イベントはＩＮサービス論理インスタンスに見えるかもしれない。ＤＰ

は、これらのイベントが検出される呼処理中のポイントである。ＢＣＳＭに対するＤＰは 6.3.1 節「ＢＣＳ

Ｍモデル」で規定されている。 

 ＤＰに遭遇したことをＩＮサービス論理インスタンスに対して通知し、場合によってはそれ以降の呼処

理に対してＩＮサービス論理インスタンスが関与することを許すために、ＤＰは設定されうる。もしＤＰ

が設定されていなければ、ＣＣＦ／ＳＳＦはＳＣＦを巻き込むことなしに呼処理を継続する。ＤＰは、以

下の４つの属性で特徴付けられる。 

a) 設定／解除メカニズム － ＤＰの設定をするメカニズム。ＤＰは静的にもしくは動的に設定で

きる。ＤＰは、ＳＳＦにより静的に設定される。静的に設定されたＤＰは、ＳＳＦにより明示的

に解除されるまで存続する。ＤＰは、呼対応ＩＮサービス制御相互関係のコンテキストの中で、

ＳＣＦにより動的に設定される。 

以下のＤＰ解除規則が動的に設定されたＤＰに対して適用される。 

    － 設定されたＥＤＰに遭遇した場合は、それは解除される。 

    － 関連レグの解放を生じるＥＤＰに遭遇した場合は、そのレグに関する全ＥＤＰが解除される。 

    － 呼が解放された場合は、その呼に関する全ＥＤＰが解除される。 

  b) 判断基準 － ＤＰを設定する条件に加えて、ＳＣＦに対してＤＰに遭遇したことを通知するた

めに満たされるべき条件。 

  c) 相互関係 － 設定されたＤＰに遭遇し、ＤＰ判断基準が満たされた場合、ＳＳＦは相互関係を

介して情報フローを提供してよい。 

    i) この相互関係が、呼／サービス論理処理の目的のためにＣＣＦ／ＳＳＦとＳＣＦの間にある

場合、これはＩＮサービス相互関係とみなされる。この相互関係には２つの種類がある。 

      － ＳＣＦが相互関係を介して呼処理に関与できる場合は、制御相互関係 

      － ＳＣＦが相互関係を介して呼処理に関与できない場合は、監視相互関係 

ＩＮサービス相互関係に関しては、ＤＰ（ＴＤＰ－Ｒ）に遭遇した時にＳＳＦからＳＣＦへ

送信される情報は、新たな制御相互関係を開始する。この新たな制御相互関係は、既存の監

視相互関係のコンテキスト内に存在するかもしれない。 

  d) 呼処理中断 － 設定されたＤＰに遭遇し、ＩＮサービス相互関係に対するＤＰ判断基準が満た

された場合、ＳＣＦが以降の呼制御に関与することを許すためにＳＳＦは呼処理を中断してよい。

呼が中断された場合、ＳＳＦはＳＣＦに対して指示を要求し応答を待つ。呼が中断されない場合、

ＳＳＦはＳＣＦに対してＤＰに遭遇したことを通知する情報フローを送り、応答を待たない。こ

の属性は、ＤＰを設定するのと同じメカニズムで設定される。 

 

 以上の属性に基づき、３種類のＤＰが規定される。そのＤＰの種別は ＊ 

  1) トリガ検出ポイント－要求（ＴＤＰ－Ｒ） 

  2) イベント検出ポイント－要求（ＥＤＰ－Ｒ） 

  3) イベント検出ポイント－通知（ＥＤＰ－Ｎ） 

である。 

 上記ＤＰ種別は、以下の表に示すＤＰ属性値で定義される。 

 ＢＣＳＭ ＤＰは、これらのＤＰ種別のどれでもよい。各ＤＰ種別に対するＤＰ処理は、6.4.1 節「ＤＰ

処理」で記述され、「例：各ＤＰ種別に対するＤＰ処理」図に示されている。 
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表６－３／ＪＴ－Ｑ１２３８．２－ｂ＊ 

（ＩＴＵ－Ｔ Ｑ．１２３８．２） 

ＢＣＳＭ ＤＰ種別 

 

ＤＰ種別 設定 

メカニズム 

判断基準 ＩＮサービス 

相互関係 

中断 サービスフィーチャ例 

TDP-R 静的 ＤＰ特有 制御相互関係を開始す

る 

あり 全部 

EDP-R 動的 なし 既存の制御相互関係の

コンテキスト内 

あり 呼分配、呼再ルーチン

グ分配 

EDP-N 動的 なし 既存の制御もしくは監

視相互関係のコンテキ

スト内 

なし あらゆるサービスフィ

ーチャに対する課金、

呼のロギング、呼の待

ち合わせ 

 

 

6.3.7 ＤＰ判断基準 

6.3.6 節「ＢＣＳＭ検出ポイント」で述べたように、ＤＰ判断基準とは、ＳＣＦに対してＤＰに遭遇した

ことを通知するために満たされるべき条件のことである。これらの判断基準は、効果の範囲の観点からト

リガカテゴリによって規定されるように、ＤＰに割り当てられる。 

以下のカテゴリが、ある与えられたＤＰに対して適用可能なＤＰトリガカテゴリである。 

  － 加入者線毎 

 この種別のトリガカテゴリは、各加入者線に適用される。例えば、ユーザＡが発呼する場合、Ｓ

ＣＦ処理が起動される。このトリガは、ユーザＡに対して特有であるといえる。 

  － 交換機毎（局毎） 

 この種別のトリガカテゴリは交換機つまり局全体に適用される。交換システムで生成されたあら

ゆる呼がこのトリガに従う。例えば、登録済みフリーフォン番号にアクセスする呼はどれも検出

され、ＳＣＦ処理が起動される。 

 

 以下の判断基準が、ある与えられたＤＰに対して適用可能な、ＤＰトリガ判断基準である。 

  － トリガ割当済み（他の判断基準に無条件／条件付き） 

  － 特定数字列 

 

 上に列挙したＤＰ判断基準に関してはＴＤＰにのみ適用されることに注意すべきである。イベント検出

ポイント（ＥＤＰ）に対するＤＰ判断基準は、ＢＣＳＭイベント報告要求（RequestReportBCSMEvent）に

より提示される。さらに、ある与えられたＤＰに対しては、１つ以上のＤＰ判断基準が適用できることに

注意すべきである。 

 ある与えられたＴＤＰに対して適用可能なＤＰ判断基準は、以下のように定義される。 

  1) トリガ割当済み（注）（他の判断基準に無条件／条件付き） － 加入者線毎もしくは交換機毎

に割り当てられたＴＤＰの設定／解除状態の表示 

 

注－ あるＤＰが常に条件付きになることはありうる。 
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トリガ割当済み判断基準は、単独に、あるいはＴＤＰに対する他の判断基準と共に用いられる。

あるＴＤＰにおいて、トリガ割当済み判断基準が無条件の場合は、これは単独で用いられる。（Ｔ

ＤＰに遭遇したことをＳＣＦに通知する前に、そのＴＤＰでは他のＤＰ判断条件は満たされる必

要はない。）あるＴＤＰにおいて、トリガ割当済み判断基準が条件付きの場合は、これはそのＴ

ＤＰにおける他の判断基準との組み合わせで用いられる。（ＴＤＰに遭遇したことをＳＣＦに通

知する前に、組み合わせ中の他の全てのＤＰが、満たされる必要がある。）全てのＤＰに適用さ

れる。（全ＤＰがＴＤＰとして提供できる。） 

 

  2) 特定数字列 － 可変長の番号が収集されなければならない番号計画において、収集された数字

列に対して一致すべき数字列。これは、０個もしくはそれ以上の桁数の数字列となりうる（例：

「オフフック遅延」で検出）。 

数字列は、番号計画の構造に整合していなければならず、管理可能でなければならない。例えば、

網提供者はＩＴＵ－Ｔ勧告Ｅ．１６４番号計画もしくは他の適切な番号計画の構造に整合する桁

数Ｎに対して、最初のＮ桁を規定する。 

収集された数字列は、一括手順送信を用いるＩＳＤＮインタフェースによりサービスを受ける話

者に対しては発呼受付（Origination_Attempt）ＤＰにおいて、非ＩＳＤＮ回線によりサービスを受

ける話者に対しては情報収集完了（Collected_Information）ＤＰにおいて使用可能である。収集さ

れた数字列は（十分な桁数の数字が収集されたかどうかを決定することを除いては）、情報分析

（Analyse_Information）ＰＩＣまで分析されないため、この判断基準は、情報分析完了

（Analysed_Information）ＤＰおよびそれ以降のＤＰに対して適用できる。 

本標準では情報分析完了（Analysed_Information）ＤＰにのみ適用する。 ＊ 

    － 収集された数字列は、Ｎｏ．７信号方式トランクに対するＩＳＵＰ信号を通じて発呼分析完

了（Origination_Attempt_Authorized）ＤＰで使用可能である。 

ＴＤＰに対するＤＰ判断基準の割り当ては、そのＤＰで使用できる情報に依存している。 

 

 以下の２つの表は、発呼分析完了（Origination_Attempt_Authorized）ＤＰ、情報分析完了 ＊ 

（Analysed_Information）ＤＰおよび着呼分析完了（Termination_Attempt_Authorized）ＤＰについての ＊ 

ＤＰ判断基準の適用性を示している。 ＊ 

 表の項目は、 

・加入者毎 

・交換機毎 

のどちらでもよい。 
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表６－４／ＪＴ－Ｑ１２３８．２－ｂ＊ 

（ＩＴＵ－Ｔ Ｑ．１２３８．２） 

発側ＤＰ判断基準 

 発側ＤＰ 

ＤＰ判断基準 発呼分析完了 

（Origination_Attempt_Authorized） 

情報分析完了

（Analysed_Information） 

 特定数字列（注） － ○ 

 トリガ割当済み ○ ○ 

            ○：適用可能      －：適用不可 

  注－ 特定の桁数の受信数字の分析を必要とするトリガ。分析は、受信数字の全桁もしくは受信情報

の最初の桁から数えてあらかじめ定義された桁数分の数字に基づき行われる。 

 

 

表６－５／ＪＴ－Ｑ１２３８．２－ｂ＊ 

（ＩＴＵ－Ｔ Ｑ．１２３８．２） 

着側ＤＰ判断基準 

 着側ＤＰ 

ＤＰ判断基準 着呼分析完了 

（Termination_Attempt_Authorized） 

トリガ割当済み ○ 

特定数字列（注） － 

            ○：適用可能      －：適用不可 

 

  注－ 特定の桁数の受信数字の分析を必要とするトリガ。分析は、受信数字の全桁もしくは受信情報

の最初の桁から数えてあらかじめ定義された桁数分の数字に基づき行われる。 

 

 検出ポイントに対して、判断基準に「○」印がつけられている場合は、ＤＰに遭遇するまで、トリガ判

断基準に関連する、判断基準に特有な情報が利用可能でありつづける必要があることを示す。例えば、情

報分析完了（Analysed_Information）ＤＰにおける条件付きＴＤＰは、ＴＤＰに遭遇したことをＳＣＦが通

知される前に、特定数字列判断基準を必要とするかもしれない。 

 

6.3.8 トリガ種別とトリガ優先性 ＃ 

6.4 フィーチャ相互動作管理（ＦＩＭ）／呼管理（ＣＭ）機能 

 提供される機能およびサービス論理プログラムインスタンスに関する、ＣＣＦ／ＳＳＦモデル内のＦＩ

Ｍ／ＣＭコンポーネントの簡潔な記述を以下に示す。 

 ＦＩＭ機能： 

  a) ＦＩＭは、あるＤＰにおいてどのサービス論理プログラムインスタンスが起動されるべきかを決

定するサービス論理プログラムインスタンス選択メカニズムを提供する。このメカニズムは、適

切なＩＮサービス論理プログラムインスタンスか、非ＩＮサービス論理プログラムインスタンス

かを選択すべきであり、そして、その特定のＤＰで、他のサービス論理インスタンスを起動しな

いようにするかもしれない。 

  b) ＦＩＭは、呼／コネクションの制御を行う、ＩＮと非ＩＮサービス論理インスタンスの同時実行

を常には許容しないかもしれない。この制限を実現する静的と動的との両方のメカニズムがある。
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静的メカニズムは、サービス管理機能（例：サービス提供機能を介して）を含むかもしれない。

動的メカニズムはより複雑なＦＩＭ能力を含むかもしれない。ＩＮ能力セット３に対しては、最

も簡単なメカニズムが実装されるべきである。 

  c) 同一ハーフコールセグメント内で動作している異なるＳＣＦから同時に起動しているサービス論

理インスタンスがあった場合、そのサービス論理インスタンスの相互動作は、簡単で制限された

それらサービス論理インスタンスの相互動作をサポートするメカニズムをＦＩＭは提供すべきで

ある。 

 

ＣＭ機能： 

コネクション制御ＩＮ－ＳＳＭは、あるＳＣＦに、１つの二者間呼セグメントまたは、関連するペアの

呼セグメントの抽象的概観を提供する。ＳＣＦは、複数のＢＣＳＭによってサポートされる複数の通信パ

スとコネクションを制御する。これら様々な呼セグメントの要素の管理全てが、ＣＣＦ／ＳＳＦモデル内

のＣＭコンポーネントによって提供される。 

ＣＭはＢＣＭとＩＮ－ＳＭと相互動作して、 

  a) 複数のＢＣＳＭ間のあるＩＮコネクション制御ＩＮ－ＳＳＭに対するイベント報告の調整する。

（例：フッキングやＤＴＭＦの＃または＊ＸＸのような同一イベントが同時に複数のＢＣＳＭで

検出されたイベント報告、または、一方からはフッキング、他方からは切断のような、異なるイ

ベントが同時に複数のＢＣＳＭで検出されたイベント報告） 

  b) あるＩＮコネクション制御ＩＮ－ＳＳＭに対する複数のＢＣＳＭ間のＢＣＳＭ処理の中断と再開

の調整する。（例：ＢＣＭが以降にどのように処理を行うかの指示を必要とするあるイベントを

ＢＣＳＭで検出したとき、そのＩＮコネクション制御ＩＮ－ＳＳＭに対する全てのＢＣＳＭ処理

は中断される必要があるかもしれない。） 

  c) ＩＮコネクション制御ＩＮ－ＳＳＭに対する規則の適用とその制限を行う。（例：いつそしてい

かにＳＣＦがレグを操作できるか、２つの呼セグメントペアを関連づけるか、関連する呼セグメ

ントを結合させるかという規則や制限。） 

これら様々な要素の全体的な管理は、ＣＣＦ／ＳＳＦモデル内のＣＭおよびＦＩＭコンポーネントによ

って提供されており、次節で示す、ＤＰ処理に含まれている。 

 

6.4.1 ＤＰ処理 

 ＤＰ処理は、以下を含む。 

  － ＤＰ判断基準が満たされたかどうかの決定（本節参照） 

  － ＩＮおよび非ＩＮサービス論理の新しいインスタンスを起動するときのサービス論理インスタン

ス相互動作の扱い（6.4.1.1 節「ＦＩＭメカニズム」を参照） 

  － および、１つもしくはそれ以上のＳＣＦに対して送るメッセージの形成（本節および 6.2.3 節「 ＊ 

ＩＮ交換管理（ＩＮ－ＳＭ）」のオペレーション手順の項目内のイニシャルＤＰ（InitialDP） ＊ 

とＢＣＳＭイベント報告（EventReportBCSM）を参照） ＊ 

 

 単一相互関係のコンテキスト内のＤＰ処理と、ＤＰ処理とコンポーネント（ＦＩＭおよびＢＣＳＭ）の

関係を以下の図に示す。 
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     ＣＣＦ                ＳＳＦ               ＳＣＦ   

           ＢＣＭ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図６－１３／ＪＴ－Ｑ１２３８．２－ｂ＊ 

（ＩＴＵ－Ｔ Ｑ．１２３８．２） 

例：各ＤＰ種別に対するＤＰ処理 

ＤＰ  検出ポイント 

ＴＤＰ トリガ検出ポイント 

ＥＤＰ イベント検出ポイント 

Ｒ／Ｎ 要求／通知 

ＰＩＣ 呼のポイント 

注－ 本例においては、指示応答とＥＤＰに対する要求は一緒に示されている。これらは独立の情報フ

ローであり、必ずしも全ての場合において一緒に送られるのではない。 

基本呼処理機能 

（ＢＣＳＭ ＰＩＣ） 

ＤＰ処理 

トリガ 

判断基準 

  ＦＩＭ 

－トラヒック管理 

－フィーチャ 

 相互動作 

－メッセージ形成 

サービス 

論理 

ＤＰ 

ＤＰ 

ＤＰ未設定 

ＤＰ 

再開 

ＤＰ ＴＤＰ－Ｒ 

ＢＣＳＭ ＰＩＣ 

指示応答と 

ＥＤＰ－Ｒ 

の要求(注) 

 指示の実行と 

ＥＤＰ－Ｒの設定 
ＩＮＩＴ－ＰＩＣ 

ＤＰ 

ＤＰ 

ＤＰ－Ｒ 

設定 

ＤＰ－Ｒ 

設定あり ＥＤＰ－Ｒ 

イベント 

指示要求 

指示応答と 

ＥＤＰ－Ｎ 

の要求(注) 

 指示の実行と 

ＥＤＰ－Ｎの設定 ＤＰ－Ｎ 

設定 
ＢＣＳＭ ＰＩＣ 

ＩＮＩＴ－ＰＩＣ 

ＤＰ 

ＤＰ 

再開 

ＤＰ－Ｎ 

設定あり ＥＤＰ－Ｎ 
イベント 

通知 

トリガ 

指示要求 
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6.4.1.1 ＦＩＭメカニズム 

ＦＩＭは、優先制御メカニズムと排他制御メカニズムとを含む。優先制御メカニズムはＩＮと非ＩＮの

サービス論理インスタンスの呼び出しを管理する。排他制御メカニズムは、既存のＩＮサービス論理イン

スタンスがまだ起動中であるとき、新たなＩＮサービス論理インスタンスを呼び出すことを管理する。こ

れらのメカニズムは、以下に説明する。 

  a) 優先制御 

 前提は、ＤＰはＴＤＰとＥＤＰの両方で設定されるかもしれないということと、あるＤＰは複

数の判断基準で設定されるかもしれなく、その複数の判断基準それぞれは、ＩＮサービス論理の

異なるインスタンスの起動に対するものであるということである。これらの前提は、本標準で明

らかにしたＩＮ能力セット３の制約に従うものであり、ＤＰ判断基準を処理する際に用いられる

べき優先制御の一連の規則の基盤を形成する。これらの規則を以下に示す。 

    i) 設定されたＤＰに対する判断基準を処理する際の、ＤＰ－Ｒ以前のＤＰ－Ｎに対す処理判断

基準 

    ii) ＤＰ－ＮまたはＤＰ－Ｒに対する判断基準を処理する際のＴＤＰ以前のＥＤＰに対する処理

判断基準 

    iii) ＥＤＰまたはＴＤＰに対する判断基準を処理する際のＩＮサービス論理と、非ＩＮサービス

論理に対する規則を処理する判断基準で、その規則はＩＮと非ＩＮサービス論理にサービス

の優先順位に基づいた処理を可能にさせるものである。 

    iv) ＩＮまたは非ＩＮサービス論理に対する判断基準を処理する際の管理上の手順を通じて設定

された優先順位に基づく処理判断基準 

これら規則の適用により、以下の順番の処理順がつけられるかもしれない。そして、それぞれの

レベルでの複数のサービス論理インスタンスの優先順位に従う。 

    － ＩＮサービス論理インスタンスに対するＥＤＰ－Ｎ 

ある制御または監視相互関係が既存のあるＩＮサービス論理プログラムインスタンスに対す

るＳＣＦとともに存在する。ＤＰで検出されたイベントは既存の相互関係のコンテキストで

ＳＣＦに報告され、そして次のＤＰ判断基準が直ちに処理される。ＳＣＦからは応答はない。 

    － 非ＩＮサービス論理インスタンスに対するＥＤＰ－Ｎ 

 ＥＤＰはＣＣＦ／ＳＳＦの中で既存の非ＩＮサービス論理プログラムインスタンスに対し

て存在する。そのＤＰで検出されたイベントは非ＩＮフィーチャ管理に報告され、そして次

のＤＰ判断基準が直ちに処理される。非ＩＮフィーチャ管理からの応答はない。 

    － ＩＮサービス論理インスタンスに対するＥＤＰ－Ｒ 

 既存のＩＮサービス論理プログラムインスタンスに対してＳＣＦとの制御相互関係が存在

する。ＤＰで検出されたイベントは既存の制御相互関係のコンテキストに従ってＳＣＦに報

告される。呼処理は中断され、ＳＣＦからの応答を待つ。 

    － 非ＩＮサービス論理インスタンスに対するＥＤＰ－Ｒ 

 ＥＤＰは既存のＣＣＦ／ＳＳＦ内の非ＩＮサービス論理プログラムインスタンスに対して

存在する。ＤＰで検出されたイベントは非ＩＮフィーチャ管理に報告される。呼処理は中断

され、非ＩＮフィーチャ管理からの応答を待つ。 

    － ＩＮサービス論理インスタンスに対するＴＤＰ－Ｒ 

 ＤＰで検出されたイベントは新しい制御相互関係を介してＳＣＦに報告される。呼処理は

中断され、ＳＣＦからの応答を待つ。 

    － 非ＩＮサービス論理インスタンスに対するＴＤＰ－Ｒ 

 ＴＤＰがＣＣＦ／ＳＳＦ内の非ＩＮサービス論理プログラムインスタンスのために存在す

る。ＤＰで検出されたイベントは非ＩＮフィーチャ管理に報告される。呼処理は中断され、
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非ＩＮフィーチャ管理からの応答を待つ。 

 

 応答を待ち、そして呼処理が中断されたポイント（即ち、判断基準が遭遇し、そしてイベント

が報告されたＤＰ）から継続されるべきであるということを応答が示すケースに対しては、それ

から残っているＤＰ判断基準が処理されるべきである。もし、応答が新しい呼のポイントで呼処

理を継続すべきであることを示す場合には、中断のポイントでいかなるＤＰ判断基準が残ってい

ようとも、その場合、その残ったＤＰ判断基準は処理されない。 

 

b) 排他制御  

 既存のＩＮサービス論理インスタンスが既に起動中であるとき、新しいＩＮサービス論理イン ＊ 

スタンスの排他制御を管理する明示的なメカニズムは本標準には存在しない。しかしながら、 ＊ 

ＩＮ能力セット３に対する暗黙的な排他制御メカニズムは存在する。それは同時には、ただ一 ＊ 

つのＩＮサービス論理インスタンスだけが同一呼セグメントを制御する（即ち、ＣＣＦ／ＳＳ ＊ 

Ｆへ応答を送信する）規則である。これらの規則が同時に複数のＩＮサービス論理インスタン ＊ 

スが同一の呼セグメントを制御することを排除しているが、他のＩＮサービス論理インスタン ＊ 

スから制御されているある呼セグメント内で検出されたイベントの報告を複数のＩＮサービス ＊ 

論理インスタンスが受信することを排除してはいない。加えて、上記 6.4.4 節 a)でサービス論理 ＊ 

インスタンスに対するＤＰ判断基準を処理するための優先規則を説明している。これらの規則 ＊ 

により、より低い優先レベルのサービス論理インスタンスは起動されないかもしれず、以前の ＊ 

サービス論理インスタンスの性質に依存していることを明らかにしている。これは、同一ＤＰ ＊ 

での複数のサービス論理インスタンスに対するＤＰ判断基準がこの排他制御を実現させるよう ＊ 

に順位づけられ得ることを意味する。 ＊ 

 

6.4.1.1.1 サービス論理インスタンス相互動作の考慮事項 ＃ 

6.4.1.2 分配とフィルタリング ＃ 

6.4.1.2.1 一般的規則 

 ＤＰは、同一の呼セグメントアソシエーション（ＣＳＡ）に対してＴＤＰかつ／またはＥＤＰとして設

定されうるので、ＢＣＭは、ＤＰ判断基準処理の間、以下の一連の規則を適用すべきである。 

 

  規則１：いかなるＤＰにおいても、特定のトリガ条件は、サービス論理プログラムインスタンス（Ｓ

ＬＰＩ）を一度にひとつだけ起動できる。 

 

 制御相互関係は、呼セグメントアソシエーションにおける少なくとも１つの呼セグメントに対して、１

つ以上のＥＤＰ－Ｒが設定されている限り存続する。設定されたＥＤＰ－Ｒがもはやない場合や、呼が切

断された場合は、制御相互関係は終了する。制御相互関係がある間は、ＥＤＰはＳＣＦにより動的に解除

されたり、またＥＤＰに遭遇してＳＣＦに報告する際、または呼が解放されたときに、ＳＳＦによって解

除される。 

 制御相互関係は、設定されたＥＤＰ－Ｒがもはやなく、１つ以上のＥＤＰ－Ｎが設定されている場合に、

監視相互関係に変化する。設定されたＥＤＰ－Ｎがもはやない場合や、呼が解放された場合は、監視相互

関係は終了する。監視相互関係のある間は、ＥＤＰ－Ｎは、ＥＤＰに遭遇してＳＣＦに報告する際、また

は呼が解放されたときに、ＳＳＦによって解除される。 

注）呼処理中、無限に再トリガリングされることも起こりうる。以下に例を示す。 
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1) ユーザが５５５－１１１１をダイヤル。 

2) 情報分析完了（Analysed_Information）ＤＰはＴＤＰ－Ｒとして設定されており、その判断基準は

５５５－１１１１。 

3) ＳＣＦは、ルーチング対地アドレス（DestinationRoutingAddress）に５５５－１１１１を設定した

接続（Connect）オペレーションを返送。 

4) 呼処理は情報分析完了（ Analyse_Information ）ＰＩＣにて再開され、情報分析完了

（Analysed_Information）ＤＰにて再びトリガ検出される。これで効果的に無限ループが生じる。 

  

 この無限ループは、ＤＰからの応答により、ＢＣＳＭの中で呼が１つ前のポイントへ戻る時に起こりう

ることを注意しなければならない。ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｑ．１２２９に再トリガリング回避方法の詳細が記述

されている。 

 

6.4.1.2.2 シングルポイント制御（ＳＰＣ）規則 

  規則１：いかなるＤＰにおいても、通知（ＥＤＰ－Ｎ）の処理は要求（ＥＤＰ－ＲとＴＤＰ－Ｒ）の

処理よりも優先順位が高い。いくつかの通知が存在する場合は、全ての通知が処理された時

にＥＤＰ－ＲとＴＤＰ－Ｒが処理される。 

 

以上は、以下のＳＤＬ図に示してある。 

 シングルポイント制御は、制御相互関係内には１つのみサービス論理が存在することを保証する。 

 また、シングルポイント制御は、呼セグメントアソシエーション内で保証されるのみである。 

 

6.4.1.2.3 マルチポイント制御（ＭＰＣ）規則 ＃ 
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6.4.1.3 シングルポイント制御におけるＴＤＰ／ＥＤＰ処理シナリオ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図６－１４／ＪＴ－Ｑ１２３８．２－ｂ＊ 

（ＩＴＵ－Ｔ Ｑ．１２３８．２） 

シングルポイント制御における検出ポイント処理 

 

状態及びＦＩＭへ

のまたはＦＩＭか
らのメッセージを

含む 

再開 

Ｃ 

ＥＤＰ－Ｎ 

Ａ 

タイムアウト

かエラー 

ＩＮＩＴ－ＰＩＣ 
 発側－空き 

ＩＮＩＴ－ＰＩＣ 
 発側－空き 

無 

有 
ＩＮＩＴ－ＰＩＣ 

ＰＩＣで呼の再設定 

ＳＬＰより 

無 
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再開 
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  要求 
（中断する） 

 判断基準 
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有 

例えばいくつか

のＳＬＰに通知 

応答 

処理 

再開 

ＴＤＰ－Ｒ 

再開 
ＣＣＦ／ 
ＢＣＳＭへ 

処理 

解放 

処理 
ＪＴ－Ｑ１２３８ 
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 上記規則の帰結として、シングルポイント制御を保証するために、ＢＣＭはＴＤＰ／ＥＤＰ処理のいく

つかの組み合わせをサポートすべきである。これらの組み合わせは、生じてはならない４つの誤った組み

合わせと共に以下の表に規定される。 

 これらの組み合わせは、１つの呼セグメントアソシエーションの中で適用される。 

 

表６－６／ＪＴ－Ｑ１２３８．２－ｂ＊ 

（ＩＴＵ－Ｔ Ｑ．１２３８．２） 

シングルポイント制御における検出ポイント処理の組み合わせ 

シナリオ ＴＤＰ種別 ＥＤＰ種別 既存の相互関係 処理 

 1 未設定 未設定 任意  継続 

 2 ＴＤＰ－Ｒ 未設定 なし  ＤＰ要求起動 

 3.a ＴＤＰ－Ｒ 未設定 制御  継続（ＴＤＰを無視） 

 3.b ＴＤＰ－Ｒ 未設定 監視  ＤＰ要求起動 

 5.a 未設定 ＥＤＰ－Ｒ 制御  もし１つ以上の設定済みＥＤＰが残って 

 いれば引き続きＤＰ要求、もし最後の設 

 定済みＥＤＰであればＤＰ要求の終了 

 5.b 未設定 ＥＤＰ－Ｒ 監視  誤りのケース － 継続（ＥＤＰを無視） 

 6 未設定 ＥＤＰ－Ｎ 制御か監視  もし１つ以上の設定済みＥＤＰが残って 

 いれば引き続きＤＰ通知、もし最後の設 

 定済みＥＤＰであればＤＰ通知の終了 

 7 未設定 ＥＤＰ－Ｒ／Ｎ なし  誤りのケース － 継続（ＥＤＰを無視） 

 11.a ＴＤＰ－Ｒ ＥＤＰ－Ｎ 制御  処理ａとｂ： 

 ａ）ＥＤＰについては、引き続きＤＰ通知 

   シナリオ６のように処理 

 ｂ）ＴＤＰを無視 

 11.b ＴＤＰ－Ｒ ＥＤＰ－Ｎ 監視  処理ａとｂ 

 ａ）ＥＤＰは、シナリオ６のように処理 

 ｂ）ＴＤＰは、ＤＰ要求起動 

   シナリオ３ｂのように処理 

 

 

 

 

 

 12 ＴＤＰ－Ｒ ＥＤＰ－Ｒ／Ｎ なし  誤りのケース － ＥＤＰを無視し、 

 ＴＤＰをシナリオ２のように処理 

 13.a ＴＤＰ－Ｒ ＥＤＰ－Ｒ 制御  ＥＤＰをシナリオ５ａのように処理。 

 もし本ＥＤＰが前に確立された制御相互 

 関係の最後のものであるならば、ＴＤＰ 

 を後で処理する。 

 それ以外の場合はＴＤＰを無視する。 

 13.b ＴＤＰ－Ｒ ＥＤＰ－Ｒ 監視  誤りのケース － ＥＤＰを無視し、 

 ＴＤＰをシナリオ３．ｂのように処理 

ａ 

ＳＳＦ 

ＳＣＦ ＳＣＦ 

ｂ 
ＥＤＰ ＴＤＰ 
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6.4.1.4 暗黙のＥＤＰ解除規則 

暗黙のＥＤＰ解除規則を、発側ＢＣＳＭと着側ＢＣＳＭについてそれぞれ下表に記述する。それぞれの

表は、各ＥＤＰに遭遇したことによってどのＥＤＰ（監視モード（monitorMode）（透過（transparent）、

通知し継続（notifyAndContinue）、要求（request））は関係無い）が解除される（つまり監視モード（monitorMode）

が透過（transparent）に設定される）かを示している。 

監視モード（monitorMode）が「要求（request）」に設定されているＥＤＰ（ＥＤＰ－Ｒ）に遭遇すると

き、いかなる暗黙のＥＤＰ解除もそのＥＤＰの報告や「ＣＳ対応ＦＳＭ」の「指示待ち（Waiting for 

Instructions）」状態への遷移（すでに「指示待ち（Waiting for Instructions）」状態であれば遷移しない）の

前に行わなければならない。 

１つ以上のＢＣＳＭインスタンスが１つの呼セグメントの中に存在し、その少なくとも１つのＢＣＳＭ

が発側－応答（O_Answer）ＤＰ／着側－応答（T_Answer）ＤＰに遭遇しているならば、発信者解放は、発

側－切断（O_Disconnect）ＤＰ／着側－切断（T_Disconnect）ＤＰイベントとして検出しなければならない。 

 

表６－７／ＪＴ－Ｑ１２３８．２－ｂ＊ 

（ＩＴＵ－Ｔ Ｑ．１２３８．２） 

発側ＢＣＳＭ：暗黙のＥＤＰ解除 

注：凡例／注を参照のこと 

解除される 

ＥＤＰ 

5 6 7 9 

制御 

レグ 

9 

受動 

レグ 

10 

遭遇した 

ＥＤＰ 

      

5 ＃ ＃ ＃  ＃  

6 ＃ ＃ ＃  ＃  

7 Ｘ Ｘ ＃   Ｘ 

（注） 

9 

制御レグ 

   ＃  ＃ 

9 

受動レグ 

＃ ＃ ＃  ＃  

10    ＃  ＃ 
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表６－８／ＪＴ－Ｑ１２３８．２－ｂ＊ 

（ＩＴＵ－Ｔ Ｑ．１２３８．２） 

着側ＢＣＳＭ：暗黙のＥＤＰ解除 

解除される 

ＥＤＰ 

13 14 15 17 

制御 

レグ 

17 

受動 

レグ 

18 26 

遭遇した 

ＥＤＰ 

       

13 ＃ ＃ ＃ ＃   ＃ 

14 ＃ ＃ ＃ ＃   ＃ 

15 Ｘ Ｘ ＃   Ｘ 

（注） 

 

17 

制御レグ 

＃ ＃ ＃ ＃   ＃ 

17 

受動レグ 

    ＃ ＃  

18     ＃ ＃  

26       ＃ 

凡例: 

＃ - ＩＮ能力セット１（１９９７）にてＳＳＦによって明示的に解除されるＥＤＰを表す。 

     （例えば、レグが解放される、ＥＤＰに遭遇する） 

Ｘ - ＩＮ能力セット３にて暗黙に解除されるＥＤＰを表す。 

 

注：発側／着側－途中放棄（O/T_Abandon）ＤＰは、他に設定されているＤＰがなければ解除される。こ

れにより相互関係は終了する。 

ＥＤＰのキー: 

ＥＤＰ５ – 発側－着信者話中（O_Called_Party_Busy） 

ＥＤＰ６ – 発側－無応答（O_No_Answer） 

ＥＤＰ７ – 発側－応答（O_Answer） 

ＥＤＰ９ – 発側－切断（O_Disconnect） 

ＥＤＰ１０ – 発側－途中放棄（O_Abandon） 

ＥＤＰ１３ – 着側－話中（T_Busy） 

ＥＤＰ１４ – 着側－無応答（T_No_Answer） 

ＥＤＰ１５ – 着側－応答（T_Answer） 

ＥＤＰ１７ – 着側－切断（T_Disconnect） 

ＥＤＰ１８ – 着側－途中放棄（T_Abandon） 

ＥＤＰ２６ – ファシリティ選択完了および利用可能（Facility_Selected_and_Available） 
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6.5 ＩＮ交換管理（ＩＮ－ＳＭ） 

 ＩＮ－ＳＭの簡単な説明はＴＴＣ標準ＪＴ－Ｑ１２３８．１－ｂに書かれている。 

 ＩＮ－ＳＭは、ＩＮ呼／コネクション状態の見地からＣＣＦ／ＳＳＦ ＩＮ呼／コネクション処理を説明

するＩＮ交換状態モデル（ＩＮ－ＳＳＭ）を中心としている。オブジェクト指向技術がＩＮ－ＳＳＭを説明

するのに用いられ、付属資料Ｂ／ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｑ．１２０４で概要を示されている概念や原則を基にして

いる。 

 ＩＮ－ＳＭは、ＩＮコールパーティハンドリング能力をサポートする。 

 次の節で説明されているＩＮ－ＳＭについては、ＩＮ－ＳＭコールパーティハンドリング能力やＩＮ－Ｓ

ＳＭ、起動中のＩＮサービス論理インスタンスへ報告され得るＩＮ－ＳＳＭイベント、およびＳＳＦリソー

ス制御を含む。これらのハイレベルな説明がなされる。 

 

6.5.1 ＩＮ交換状態モデル（ＩＮ－ＳＳＭ） 

 ＩＮ－ＳＳＭは、ＩＮ呼／コネクション状態の見地からＣＣＦ／ＳＳＦ ＩＮ呼／コネクション処理のオ

ブジェクト指向有限状態機構を説明する。 

 ＩＮ－ＳＳＭは、概観の範囲やＳＣＦへ提供するＣＣＦ／ＳＳＦ動作の制御を説明する枠組みを提供する。

ＩＮ－ＳＳＭがどの程度ＳＣＦにとって可視的であるかは、ＣＣＦ／ＳＳＦとＳＣＦとの間で識別されるＩ

ＮＡＰオペレーションにより定義されている。11 章および 12 章におけるオペレーション手順記述および関

連するオペレーション・パラメータ記述を参照。 

 ＩＮ呼／コネクション状態は、ＳＣＦに対して可視的なＣＣＦ／ＳＳＦオブジェクトのセットを定義して

いるＩＮ－ＳＳＭの観点から説明され得る。 

 ＩＮ－ＳＳＭインスタンスそれぞれは、ＳＣＦに対して制限的に開放される範囲とＣＣＦ／ＳＳＦ ＩＮ

呼／コネクション処理への影響力を提供する。この制限的に開放される範囲と影響力は、ＩＮ－ＳＳＭを構

成するオブジェクトによって定義される。これらのオブジェクトは、ＳＣＦにとってアクセス可能なＣＣＦ

／ＳＳＦリソースを抽象化したものである。 

 ＩＮ－ＳＳＭの様々なタイプが存在し得、それぞれのタイプはそれを構成するオブジェクトによって定義

される。例えば、ある呼セグメントアソシエーションＩＮ－ＳＳＭは、交換や伝送リソースを抽象化したオ

ブジェクトを含むかもしれない。 

 ＩＮ－ＳＳＭの他のタイプが他のタイプのリソースにアクセスするために存在するかもしれないが、この

節では焦点をそのような呼セグメントアソシエーションＩＮ－ＳＳＭに当てる。 

 また、ある特定のＩＮ－ＳＳＭタイプの様々なサブタイプも存在し得、そのサブタイプそれぞれはＩＮ－

ＳＳＭタイプに含まれるオブジェクトのサブセットや、オブジェクトの使用に際しての制限やオブジェクト

全てのセットで定義されている。 

 ＩＮ－ＳＳＭサブタイプが定義されている特定のＩＮ能力セットと連携することが予想される。 

 ＩＮコネクション制御を要求するＩＮサービス論理インスタンスが呼び出されたとき、（８章に詳細な記

述のある）サービス交換機能管理エンティティ制御（ＳＳＭＥ－制御）によってある呼セグメントアソシエ

ーション（ＣＳＡ）インスタンスが生成される。それはまた、ＤＰ判断基準を満たしたＢＣＳＭにおけるＴ

ＤＰに遭遇した結果により生成される。ＳＣＦがＳＳＦに対して、ＩＮサービス論理インスタンスが完了し

た、または、ＣＳＡが終了されるべきであるという情報を通知したときに、あるＣＳＡインスタンスは終了

される。ＳＳＦもまた、ＣＳＡ終了を開始できる。（例：エラーか、異常条件の間） 

 ＩＮ能力セット３でのＣＳＡオブジェクトで表されるＣＣＦ／ＳＳＦ呼処理の特性は以下で説明される。

これらの特性はＣＳＡオブジェクトに関連する属性と機能を意味し、ＩＮ能力セット３で定義される呼処理

メッセージ／パラメータに反映される。 
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a）ＩＮ呼セグメントアソシエーションはＳＣＦに、ＣＣＦ／ＳＳＦの機能的に分離した部分により

管理される呼の分離した部分の抽象的な概観を提供する。このある呼の分離部分は、「ハーフコ

ール」または「呼セグメント」と呼ばれる。（下図参照） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図６－１５／ＪＴ－Ｑ１２３８．２－ｂ 

（ＩＴＵ－Ｔ Ｑ．１２３８．２） 

ＣＣＦ／ＳＳＦ間二者通話における呼セグメント 

 

 

 この「ハーフコール」という用語は物理的リソース（例：レグとコネクションポイントで表されたコネク

ションと伝送リソース）や呼の分離された部分に含まれる処理（例：ＢＣＳＭでモデル化された基本呼処理）

を示すために使用される。 

 ＳＣＦは、呼セグメントに直接アクセスを行うのではなく、呼セグメントアソシエーションにより提供さ

れる呼セグメントの抽象的に表現されたものにアクセスを行う。 

 ＩＮでは、呼セグメントアソシエーションを介したアクセスは、ある１つの一者または二者間あるい ＊ 

は特殊リソースへの暫定接続の呼セグメント、あるいは一組の関連呼セグメントに制限される（下図 ＊ 

参照）。 ＊ 

 一組の関連呼セグメントは、ＣＣＦ／ＳＳＦによって関連づけられる複数の呼セグメントであり、組とし

て操作される（例：１つの呼セグメントにそれらを併合する）。 

 ＩＮ能力セット３では、複数の暫定接続回線を設定する場合にのみ、複数の呼セグメントを ＊ 

関連づけることができる。 ＊ 

 関連呼セグメントがＣＳＡを介してどの程度ＳＣＦにとって可視的であるかは、ＣＶＣＳ状態の限られた

数によって表されるいくつかの呼セグメントによって定義される。 

 

呼ｾｸﾞﾒﾝﾄ 呼ｾｸﾞﾒﾝﾄ 

機能的分離 

ＳＳＦ／ＣＣＦ 

呼ｾｸﾞﾒﾝﾄ 呼ｾｸﾞﾒﾝﾄ 

ＳＣＦ 

ＳＳＦ／ＣＣＦ 

ＩＮ－ＳＳＭ（「ハーフコール」セグメントの抽象的概観） 



 － 65 － ＪＴ－Ｑ１２３８．２－ｂ 

 

図６－１６／ＪＴ－Ｑ１２３８．２－ｂ＊ 

（ＩＴＵ－Ｔ Ｑ．１２３８．２） 

関連呼セグメント 

 

 
呼ｾｸﾞﾒﾝﾄ 呼ｾｸﾞﾒﾝﾄ 

関連呼セグメント 

ＳＳＦ／ＣＣＦ 

ＩＮ－ＳＳＭ（「ハーフコール」セグメントの抽象的概観） 

呼ｾｸﾞﾒﾝﾄ 呼ｾｸﾞﾒﾝﾄ 

ＳＣＦ 

ＳＳＦ／ＣＣＦ 

呼ｾｸﾞﾒﾝﾄ 

Ｂ Ａ 

呼ｾｸﾞﾒﾝﾄ 

ＳＲＦ 

ＳＲＦ 

ＳＲＦ 
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a) ある呼セグメントアソシエーションは、あるＳＣＦに単一の二者間または特殊リソースへの暫定 ＊ 

  接続の呼セグメント、あるいは一組の（１つ以上の）関連呼セグメントの抽象的な概観を提供す ＊ 

  る。 ＊ 

     ＣＳＡは、そのＳＣＦに必要な呼セグメントあるいは関連呼セグメントの組のプロパティ（例：

コネクションや呼処理側面）を表し、ＳＣＦによって操作され得るオブジェクト（即ち、仮想リソ

ース）に関しての見地からこれらのプロパティを記述する。コネクション制御では、これらのオブ

ジェクトは、レグとコネクションポイントを含む。 

 本節で定義され、コネクションビュー（ＣＶ）モデルで記述されているように、コネクションの

コンテキストという点では、ＩＮ能力セット１のコネクション制御ＩＮ－ＳＳＭと、呼セグメント

アソシエーション（ＣＳＡ）は同一のものであることに注意すること。 

 

 呼セグメントの概念は、「シングルエンドサービスフィーチャ」と「シングルポイント制御」の定義がい

かに分散機能プレーンに適用できるかということを説明するのに用いることができる。 

 ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｑ．１２３１で説明されているように「シングルエンドサービスフィーチャ」は、以下の

点から説明される。 

－ 呼に関するサービスフィーチャを実現するサービス論理インスタンスの制御範囲 

－ 同一呼における他のシングルエンドサービス論理インスタンスに関するサービス論理インスタン

ス相互動作 

 シングルエンドサービス論理インスタンスの制御の範囲は、制御相互関係を介してＳＣＦにアクセス可能

なＣＣＦ／ＳＳＦにおける分離された「ハーフコール」（即ち、呼セグメント）に制限される。これを二者

間呼に対して図示したのが、以下の図であり、互いの呼セグメントが関係するＢＣＳＭを示す。 

 これらのシナリオ全ては、発側ＢＣＳＭとそれを補完する着側ＢＣＳＭとの間の機能的分離によって、「ハ

ーフコール」はそれらを補完する「ハーフコール」と切り放すことができるという仮定に基づいている。 

 シングルエンドサービス論理インスタンスは、ＣＣＦ／ＳＳＦ内で切り放された「ハーフコール」（また

は関連「ハーフコール」）の処理に直接影響するだけである。 

 他の「ハーフコール」は、ある「ハーフコール」から他の「ハーフコール」への情報伝搬（即ち、発側と

着側のＢＣＳＭ間、または異なるＣＣＦ／ＳＳＦでのＢＣＳＭ間）を介して間接的に影響するだけである。 

 このように、複数のシングルエンドサービス論理インスタンス（「ハーフコール」に対して１つ）は、「ハ

ーフコール」間の通信によって他の呼からそれぞれ切り放され、単一の呼で同時に動作するかもしれない。

同一ＣＣＦ／ＳＳＦ内の発側ＢＣＳＭと着側ＢＣＳＭ間の通信は、ＢＣＳＭ記述の節の中で記述されている。

異なるＣＣＦ／ＳＳＦにおけるＢＣＳＭ間の通信は、現存の交換機間のシグナリングと同一であると想定し

ている。 

 分散機能プレーンへ適用する「シングルポイント制御」は、以下の通りである。 

a) ＣＣＦ／ＳＳＦ内の切り放された「ハーフコール」は、任意の時点において１つのＳＣＦのみから

影響され得る。 

b) １つのＳＣＦが、ＣＣＦ／ＳＳＦにおける切り放された「ハーフコール」に影響を与えている間、

以下のことが可能でなければならない。 

－ ＣＣＦ／ＳＳＦから同一のＳＣＦまたは異なるＳＣＦへＤＰ報告を送信する。 

－ 制御ＳＣＦとＣＣＦ／ＳＳＦ間の制御関係を終了、または制御相互関係から監視相互関係へ

変更させる。そして、ＣＣＦ／ＳＳＦと他のＳＣＦ間の制御相互関係を始める。 

 

 



 － 67 － ＪＴ－Ｑ１２３８．２－ｂ 

図６－１７／ＪＴ－Ｑ１２３８．２－ｂ 

（ＩＴＵ－Ｔ Ｑ．１２３８．２） 

二者間呼のシングルエンド制御 

 

 

ＳＳＦ／ＣＣＦ ＳＳＦ／ＣＣＦ 

発側ハーフコールセグ

メントでのＢＣＳＭ 

  

Ｂ 

ＳＣＦ 

制御相互関係 

[ＩＮ－ＳＳＭで代表される発側呼セグメントへのアクセスを提供する] 

Ａ 
着側 

ＢＣＳＭ 

発側 

ＢＣＳＭ 

発側 

ＢＣＳＭ 

着側 

ＢＣＳＭ 
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6.5.2 コネクションビューモデル 

 本節では、コネクションビューモデルを記述し、ＣＳＡとＣＳとのコネクションビュー状態の一覧を定義

し、許容されるＣＳＣＶ間の遷移を示す。 

 コネクションビューアプローチは、コネクションビュー（ＣＶ）モデルに基づいている。ＣＶ処理は、既

存の呼／コネクション処理能力に関与できる能力をＳＣＦへ提供する。ＣＶ処理は、呼／コネクション処理

リソースの処理能力をサポートする、これらリソースの一般的表現を提供することにより、それを実行する。 

 以下の図に示すように、ＣＣＦ／ＳＳＦの中のＣＶ処理は、内部呼処理イベントや内部呼処理リソース状

態をＳＣＦが理解できるような情報へ翻訳すること、加えてＳＣＦ指示をＣＣＦ／ＳＳＦ内部呼処理が理解

できるようなオペレーションへ翻訳することとして見ることができる。 
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（ＩＴＵ－Ｔ Ｑ．１２３８．２） 

コネクションビュー（ＣＶ）処理モデル 

ＳＣＦ 

ＣＶ指示 ＣＶ状態及び 

イベント情報 

ＳＳＦ 

コネクションビュー処理 

ＢＣＳＭ処理 

ＢＣＳＭ制御 

オペレーション 

ＢＣＳＭ状態及び 

イベント情報 

基礎となる 

呼処理 

接続関連制御 

オペレーション 
接続関連状態及び 

イベント情報 
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6.5.2.1 コネクションビューオブジェクト 

 ＣＣＦ／ＳＳＦ呼処理とＣＶ処理リソースは以下に示すＣＶオブジェクトのセットで表される。 

・ 呼セグメントアソシエーション（ＣＳＡ） 

・ 呼セグメント（ＣＳ） 

・ レグ 

・ コネクションポイント（ＣＰ） 

・ ＢＣＳＭ 

 ＣＶは、インプリメントに非依存であり、リソースの物理的な詳細や技術的な複雑さを隠蔽することで、

サービス論理に必要とされるこれらリソースの本質的な特性のみを表現している、呼／コネクション処理リ

ソースの抽象概念すなわち概観を提供している。ＣＶは「接続関連」コンテキスト及び「呼処理」コンテキ

ストの視点からこれらの特性を反映している。「呼処理」コンテキストのオブジェクトはある話者の基本的

二者間呼に対する相互関係を管理し、「接続関連」コンテキスト内のオブジェクトは二者間呼を管理する。 

 「呼処理」コンテキストは、ＣＳの中のレグを設定したり保持するために必要とされる基本呼処理の状態

を反映している。呼処理コンテキストでは、一種類のオブジェクトしか明確に定義されない。そしてそれは

ＢＣＳＭである。ＢＣＳＭは、ＣＳから発信者へとＣＳから着信者への通信パスを確立し、保持するために

必要とされる基本呼処理を表す。 

 「接続関連」コンテキストはＣＳの状態あるいは関連する複数のＣＳ状態を反映し、ＣＳの中のレグのセ

ットとコネクションポイント（ＣＰ）に対するそれぞれのレグの相互関係を含んでいる。接続関連コンテキ

ストのオブジェクトの種類はレグ、ＣＰ、呼セグメント（ＣＳ）、関連する複数のＣＳ（ＣＳＡ）である。

以下の図は接続関連コンテキストにおけるオブジェクト相互関係を図示した例を示している。 

 

 

図６－１９／ＪＴ－Ｑ１２３８．２－ｂ 

（ＩＴＵ－Ｔ Ｑ．１２３８．２） 

コネクションビューオブジェクト 

 

 この図が示すように、呼セグメントアソシエーション（ＣＳＡ）オブジェクトは、１つ以上の呼セグメン

 

ＣＳＡ 

レグ ＣＰ ＣＳ 

図式表示 

オブジェクト相互関係の例 
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ト（ＣＳ）を含んでいる。それぞれのＣＳオブジェクトは、レグオブジェクトが接続されているかもしれな

い１つのコネクションポイント（ＣＰ）オブジェクトを含んでいる。その状態により、これらのオブジェク

トはそれぞれに、明示的な特性や暗黙の特性を持つ。その詳細を以下に記述する。 

 

6.5.2.1.1 呼セグメントアソシエーションオブジェクト 

 ＣＳＡオブジェクトは、ＩＮ制御コンテキスト内で関連づけられた１つ以上のＣＳを含んでいる。 

 ＩＮコネクション制御を要求するＩＮサービス論理インスタンスが起動されたとき、ある呼セグメントア

ソシエーション（ＣＳＡ）インスタンスが生成される。それは、ＤＰ判断基準を満たしたＢＣＳＭにおける

ＴＤＰに遭遇した結果により生成される。 

 ＳＣＦがＳＳＦに対して、ＩＮサービス論理インスタンスが完了したときか、または、ＣＳＡが終了され

るべきであるという情報を通知したときに、あるＣＳＡインスタンスは終了される。ＳＳＦもまた、ＳＣＦ

とのＩＮサービス相互関係が終了される時に、ＣＳＡ終了を開始できる。（例：待っている報告が無いか、

エラーか、異常条件の間） 

 

6.5.2.1.2 呼セグメントオブジェクト 

 呼セグメント（ＣＳ）オブジェクトは、１つのコネクションポイントと接続された複数のレグを含む。 

 ＩＮサービス論理は、コネクションビューオブジェクト上で動作するオペレーションを介して、ＣＳの操

作を要求するかもしれない。ＩＮサービストリガリングによって、「初期呼セグメント」が生成される。 

 

6.5.2.1.3 レグオブジェクト 

 レグオブジェクトは、実際のまたは仮想のエンドユーザに向かう通信パスを表す。 

 レグ：あるアドレス可能なエンティティ（例えば、ユーザ）に向かう通信パスを表している呼処理状態モ

デル内の表現（ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂ第５編参照） 

 レグは、制御レグとしてまたは受動レグとして指定できる。 

 

・制御レグは、加入者線交換機のローカルアクセスインタフェースや、中継交換機のリモーリモートアク

セスインタフェース（例えば、発側呼セグメント内の入り側の加入者線やトランク、着側呼セグメント

内の出側の加入者線やトランク）を表すレグである。エンドユーザの信号の結果として、またエンドユ

ーザの代わりとして（例えば、加入者線上の個人ベースのトリガ）ＩＮサービス論理プログラムインス

タンスが起動される対象となるレグである。１つのＣＳＡの中には、「結合（Joined）」状態か「待ち

（Pending）」状態であるただ１つの制御レグしかない。制御レグによりサポートされたエンドユーザか

ら、受動レグによりサポートされたエンドユーザへの制御権の移行は実現不可能である。 

・受動レグは、他のハーフコールに向けられている。 

呼セグメントアソシエーション内の、制御レグ以外のすべてのレグを指す。 

 

注：制御レグは加入者線やトランクのインタフェースを表している。コネクションビュー状態遷移の例は、

これら２つのタイプの制御レグを操作する上での制限を表している。 

 

 レグの状態は以下の４つに分類される。 

・「結合（Joined）」状態は、レグがコネクションポイントと結合し存在していることを示す。 

・（制御レグに対する）「共有（Shared）」状態は、制御レグが当該ＣＳ内ではなく関連するＣＳ内に

存在していることを示す。その結果、「共有（Shared）」状態の制御レグに接続されている如何なる

受動レグも保留状態にある。 
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・「待ち（Pending）」状態は、当該レグが呼設定状態（つまり、その呼がまだ安定状態でない）もしく

は、呼解放の段階にあることを示す。 

・（制御レグに対する）「網代理（Surrogate）」状態は、当該レグが外部の相手話者というよりむしろ

仮想的な話者（例えば、網もしくは呼の転送元である話者）への通話路をサポートしていることを示

す。この「網代理（Surrogate）」状態は呼（接続ではない）における「第３者」の関与を意味する。

それは課金の権限を有するかもしれない。 

 

 ＳＬＰＩのために、レグはＩＮ呼セグメントアソシエーション内で一意に識別可能である。 

 ＩＮにおいて、以下のことが可能である。 

ａ） レグに関連した基本呼処理フローへ影響を及ぼすこと（例えば、信号イベントを生成し、当該イ

ベントに対し適切な基本呼処理を継続する）。 

ｂ） 発呼または着呼により呼セグメントアソシエーションに受動レグを加えること。呼解放により（１

つ以上の）レグを削除すること。 

ｃ） レグ間のコネクションを確立すること。 

ｄ） 同一の呼セグメントアソシエーション内で、あるコネクションポイントから別のコネクションポ

イントにレグを移動すること（例えば、あるコネクションポイントからレグを分離して、別のコ

ネクションポイントへ結合する）。同一ＣＳＡ内において、ある呼セグメントから別の呼セグメ

ントへレグを移動することが可能である。 

 

6.5.2.1.4 コネクションポイントオブジェクト 

 コネクションポイントは、２つのレグ間の接合機能、複製機能、併合機能、コネクションポイントを通し

た情報フローの方向性を示す２つ以上のレグ間の情報分配機能（例えば、コネクションポイントは複数のレ

グまたはＳＲＦリソースから情報を受信し、他のレグに当該情報を分配することができる）を表す。コネク

ションポイントは同等の伝達サービスによりサポートされているレグを相互接続し、回線モード／音声と回

線モード／３．１ｋＨｚオーディオ間のインタワークをサポートする。 

 １つの呼セグメントアソシエーション内には、１つ以上のコネクションポイントが存在しうる。それぞれ

のコネクションポイントは、ＣＳＡによって表される呼セグメントと関係づけられる。１つの呼セグメント

アソシエーション内では、２つのコネクションポイントを１つのコネクションポイントに併合することがで

き、それによって対応する呼セグメントが併合される。最終的に、コネクションポイントとそれに接続され

ているレグを同時に解放することができ、それによって対応する呼セグメントが解放される。 

 

6.5.2.2 ＣＳコネクションビュー状態に対するＢＣＳＭの関係 

 以下の図は、呼処理オブジェクト（ＢＣＳＭ）に対するＣＳコネクションビュー状態を構成する接続関連

オブジェクトの関係をハイレベルな表現で示す。 
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（ＩＴＵ－Ｔ Ｑ．１２３８．２） 

ＣＳコネクションビュー状態オブジェクト及びそれらとＢＣＳＭの関係 

 

 ＣＳコネクションビュー状態は制御レグと１つ以上の受動レグ（用語の定義については後述の内容を参

照）間の接続性を示す。 

 １つのＢＣＳＭは、二者間呼を設定し維持するための発側呼処理または着側呼処理をモデル化している。 

 ＣＳコネクションビュー状態（ＣＳＣＶ）におけるそれぞれの受動レグに対して１つのＢＣＳＭインスタ

ンスが存在する。 

 ＣＳＣＶにおけるＣＳ内に受動レグが存在しない場合には、ＢＣＳＭインスタンスは当該ＣＳ内の制御レ

グに属する。 

 （「結合（Joined）」状態の）制御レグのみが存在する呼セグメントには、レグ管理のためにＢＣＳＭイ

ンスタンス（呼処理コンテキスト）が割り当てられる。制御レグに設定された「ＢＣＳＭ種別」属性は、割

り当てられるべきＢＣＳＭ種別（発側または着側）を反映するために使用される。ＣＰＨオペレーションに

よるＳＣＦからの要求でＣＳ内に１つのレグが残る場合、対応するＣＳ対応ＦＳＭは「指示待ち（Waiting for 

Instructions）」状態に遷移する。 

 制御レグが受動レグに再接続され（例えば、呼セグメント併合（MergeCallSegments）あるいは接続（Connect）

オペレーション）、かつＢＣＳＭインスタンスが同じ種別である時には、もはや制御レグにはＢＣＳＭイン

スタンスは接続されない。制御レグに接続されていたＢＣＳＭインスタンスに設定されたＤＰと他の保留中

の報告は、受動レグに接続されるＢＣＳＭインスタンスに転送される。 

 

6.5.3 コネクションビュー状態遷移 

6.5.3.1 序論 

 プロトコルの観点から見ると、コネクションビューオブジェクトは、標準化された３つのＣＳＡコネクシ

ョンビュー（ＣＳＡＣＶ）のセット及び、標準化された複数のＣＳコネクションビュー（ＣＳＣＶ）のセッ

トを生成するために結合されている。プロトコルは、ＣＳＡ及びＣＳコネクションビュー状態により表され

るＣＳＡ及びＣＳをそれぞれ制御する。同一のあるいは異なるＣＳＣＶ状態を表すＣＳは、適当なＣＳＡＣ

Ｖ状態によって表現されるＣＳＡオブジェクトの中に関連づけられるかもしれない。ＣＳＡの中にあるＣＳ

の数は２つに制限されるわけではないことに注意すること。 

接続関連 

オブジェクト 

ＣＰ 

ＣＳＡ 

ＣＳ 

レグ 

ＢＣＳＭ 
その他 

呼処理 

オブジェクト 

ＣＳ 

ＣＳＡ 

ＣＳ 

ＣＰ 

＝ ＣＳアソシエーション 

＝ 呼セグメント 

＝ コネクションポイント 
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 ＳＳＭＥ－制御はＣＳＡインスタンスの生成を制御するために機能拡張されている。 

 以下、ＳＳＭＥ－制御の手順と遷移に関する記述の後に、ＣＳＡの手順と遷移を示す。さらにＣＳの手順

と遷移について詳細に記述する。 

 

6.5.3.2 ＳＳＭＥ－制御 

6.5.3.2.1 序論 

 ＳＳＭＥ－制御はＣＳＡインスタンスの生成を制御するために機能拡張されている。 

 ＣＳＡインスタンスは以下の場合に生成される。 

・ サービストリガリングが起動されなければならないと決定されたとき。 

 

6.5.3.2.2 ＳＳＭＥ制御の状態遷移表 

 ＣＰＨ処理に関するＳＳＭＥ－制御の状態遷移は以下の表に記述される。 

 

表６－９／ＪＴ－Ｑ１２３８．２－ｂ＊ 

（ＩＴＵ－Ｔ Ｑ．１２３８．２） 

ＳＳＭＥ－制御の状態遷移表 

イベント 動作 

ＦＩＭから受信したトリガリング 

 

ＣＳＡ処理インスタンスの生成（csa1 信号）、ＣＳＡＩＤの割

り当て、ルーチングテーブルの更新及び新たに生成されたＣＳ

Ａへのシグナリングコントローラ呼番号の関連付け 

 

6.5.3.3 呼セグメントアソシエーションコネクションビュー（ＣＳＡＣＶ）の状態遷移 

6.5.3.3.1 序論 

 本節では、各状態に対する呼セグメントアソシエーションコネクションビュー（ＣＳＡＣＶ）処理につい

てプロトコルの観点から記述し、新たなＣＳＡＣＶ状態の生成やＣＳＡＣＶ状態の削除、あるＣＳＡＣＶ状

態から別のＣＳＡＣＶ状態への遷移を引き起こすイベントやＳＣＦオペレーションの例を示す。ＣＳＡＣＶ

状態間の状態遷移は、エンドユーザの動作（例えばオフフックや切断）や交換機の処理（交換機ベースのフ

ィーチャ）によって、もしくはＳＣＦオペレーション処理の結果として起こる。 

 

6.5.3.3.2 呼セグメントアソシエーション（ＣＳＡ）の機能手順 

6.5.3.3.2.1 ＣＳＡＣＶでのＲＲＢＥオペレーション受信に関するＢＣＳＭイベントの蓄積 

 ま だ 対 応 す る 受 動 レ グ が 存 在 し な い レ グ Ｉ Ｄ を 伴 う Ｂ Ｃ Ｓ Ｍ イ ベ ン ト 報 告 要 求

（RequestReportBCSMEvent）（ＲＲＢＥ）オペレーションがＣＳＡＣＶによって受信された場合、「設定さ

れるべき」ＢＣＳＭイベントはＣＳＡレベルで蓄積されなければならない。 

 新たなレグＩＤ（「生成対象レグＩＤ（legToBeCreated）」）に対するＲＲＢＥ設定要求のみ許容・蓄積

されるべきである。 

 ＳＣＦからのＥＤＰ設定要求は１つ以上のＲＲＢＥオペレーションによって行われるかもしれない。同一

のレグＩＤに対して蓄積すべき全てのＲＲＢＥ設定要求はＳＳＦによって積み上げられる。 

 あるオペレーション（例えば接続（Connect））により、ＢＣＳＭイベントが蓄積されているレグＩＤと等

しいレグＩＤを持つ新たな受動レグを生成する場合、蓄積されていたＢＣＳＭイベントは取り出され、既存

のＣＳインスタンスへ転送されなければならない。 

 あるレグＩＤに対するＲＲＢＥ設定要求が既に蓄積されている間に、ＲＲＢＥにて当該レグＩＤとは異な

る認識できないレグＩＤへのＢＣＳＭイベント設定が要求された場合、「認識不可ＩＤ（UnknownLegID）」
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エラーとして処理されなければならない。 

 ＲＲＢＥによって、認識できないレグＩＤに対するＤＰ解除が１つでも要求された場合、「認識不可ＩＤ

（UnknownLegID）」エラーとして処理される。 

 蓄積されたＲＲＢＥ設定要求はＣＳＡレベルで保持される。蓄積されていたＲＲＢＥ設定要求は、当該Ｃ

ＳＡが削除される時、もしくは、対応するレグＩＤを持つ新たなレグがオペレーションによって生成される

時に消去される。 

 

6.5.3.3.3 呼セグメントアソシエーション（ＣＳＡ）の状態遷移図 

 ＣＳＡの状態遷移図は下記の図に示される。 

 注：以下の図は例を示すものであり、起こりうる全ての遷移を示しているわけではない。 
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（ＩＴＵ－Ｔ Ｑ．１２３８．２） 

ＣＳＡＣＶ状態遷移図 

 

 ＣＳＡＣＶ状態遷移図で示される状態を以下に示す。 

空き（Null）： 

状態「空き（Null）」は、呼セグメントを１つも含まない呼セグメントアソシエーションが生成さ

れたときの状態を表す。 

１セグメント（One Segment）： 

この状態は１つの呼セグメントを含む呼セグメントアソシエーションを表す。 

複数セグメント（Multi Segment）： 

この状態は複数の呼セグメントを含む呼セグメントアソシエーションを表す。 ＊ 

 

 ＣＳＡＣＶ状態遷移図は以下の遷移を含む。 

csa1：呼セグメントアソシエーション生成 

csa2：呼セグメントアソシエーション削除（呼解放（ReleaseCall）） 

csa3：ＦＩＭからのトリガリングイベント（例：呼設定表示（Setup.Ind）、呼設定要求表示（Setup.Req.Ind）） 

csa4：呼解放（ReleaseCall） 

空き（Null） 

１セグメント（One Segment） 

複数セグメント（Multi Segment） 

csa1 

csa2 

csa2 

csa4 

csa3 

csa6 csa7 

csa8 
csa2 



 － 75 － ＪＴ－Ｑ１２３８．２－ｂ 

csa6：暫定接続起動（InitiateTemporaryConnections） ＊ 

csa7：呼解放（ReleaseCall）、呼セグメント併合（MergeCallSegments） 

csa8：呼セグメント併合（MergeCallSegments）、レグ移動（MoveLeg）、呼解放（ReleaseCall） 

 

6.5.3.3.4 呼セグメントアソシエーション（ＣＳＡ）の状態遷移表 

 ＣＰＨ処理に関する呼セグメントアソシエーション（ＣＳＡ）の状態遷移は以下の表に記述される。 

 呼セグメントアソシエーション（ＣＳＡ）の状態遷移表で使用される信号を以下に示す。 

 レグロケーション設定（SetLegLocation）信号はレグの位置、すなわち、当該信号内で指定されたレグ識

別子がどの呼セグメントに属するのかを設定しなければならない。 

 インポートレグ（ImportLeg）信号は、（別のＣＳから自ＣＳへ通信パスを移動する過程において）ＣＳ内

の通信パスを移動するために起動しなければならない。この信号は、レグ識別子で指定された既存のレグを

自ＣＳへ加えなければならない。受動レグの場合には、自ＣＳ内のレグ数を１加算し、そのレグベクトルを

付加しなければならない。制御レグの場合には、レグ状態を「共有（Shared）」から「結合（Joined）」へ

変更しなければならない。 

 エクスポートレグ（ExportLeg）信号は、レグ識別子で指定されたレグを自ＣＳから取り除かなければなら

ないが、このとき当該レグを解放してはならない。受動レグの場合には、自ＣＳ内のレグ数を１減算し、そ

の状態ベクトルを取り除かなければならない。制御レグの場合には、レグ状態を「共有（Shared）」に変更

しなければならない。 
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表６－１０／ＪＴ／Ｑ１２３８．２－ｂ＊ 

（ＩＴＵ－Ｔ Ｑ１２３８．２） 

呼セグメントアソシエーション（ＣＳＡＣＶ）の状態遷移表 

ＣＳＡＣＶ状態 

イベント 
空き（Null） 

１セグメント 

（One Segment） 

複数セグメント 

（Multi Segment） 

 

呼セグメント併合 

（MergeCallSegments） 

オペレーション 

－ オペレーション廃棄及

びエラー送出（タスク拒

否（TaskRefused）） 

－ 同じ状態に留まる 

－ オペレーション廃棄及

びエラー送出（タスク拒

否（TaskRefused）） 

－ 同じ状態に留まる 

－ 呼セグメント併合 

（MergeCallSegments） 

アーギュメントをチェ

ック 

－ ソースＣＳからターゲッ

トＣＳへ全レグを移動 

－ ソースＣＳを削除 

－ ＣＳ数が１つより多い

ときは「複数セグメント

（Multi Segment）」に留

まり、１つのときには

「１セグメント（One 

Segment）」に遷移 

 

レグ移動（MoveLeg） 

オペレーション 

－ オペレーション廃棄及

びエラー送出（タスク拒

否（TaskRefused）） 

－ 同じ状態に留まる 

－ オペレーション廃棄及

びエラー送出（タスク拒

否（TaskRefused）） 

－ 同じ状態に留まる 

－ レグ移動（MoveLeg） 

アーギュメントをチェ

ック 

－ 現在のＣＳからエクス

ポートレグ（ExportLeg）  

－ ターゲットＣＳにイン

ポートレグ（ImportLeg） 

－ 同じ状態に留まる 

 

暫定接続確立（Initiate- 

TemporaryConnections） 

オペレーション 

－ オペレーション廃棄及

びエラー送出（タスク拒

否（TaskRefused） 

－ 同じ状態に留まる 

－ 暫定接続確立（Initiate- 

TemporaryConnections ）

アーギュメントをチェ

ック 

－ 呼セグメント処理イン

スタンスの生成 

－ 「複数セグメント（Multi 

Segment）」へ遷移 

－ オペレーション廃棄及

びエラー送出（タスク拒

否（TaskRefused） 

－ 同じ状態に留まる 

＊ 

 

6.5.3.4 呼セグメントコネクションビュー（ＣＳＣＶ）の状態遷移 

6.5.3.4.1 序論 

 本節では、各状態に対する呼セグメントアソシエーションコネクションビュー（ＣＳＡＣＶ）処理につい

てプロトコルの観点から記述し、新たなＣＳＡＣＶ状態の生成やＣＳＡＣＶ状態の削除、あるＣＳＡＣＶ状

態から別のＣＳＡＣＶ状態への遷移を引き起こすイベントやＳＣＦオペレーションの例を示す。ＣＳＡＣＶ

状態間の状態遷移は、エンドユーザの動作（例えばオフフックや切断）や交換機の処理（交換機ベースのフ

ィーチャ）によって、もしくはＳＣＦオペレーション処理の結果として起こる。 

 ユーザ相互動作に関する遷移イベントは本能力セットの範囲外であることに注意すること。但し、発着 ＊ 
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同時ユーザ相互動作については、本標準の付属資料 C に参考情報として示す。 ＊ 

 本節の最後に示されるＣＳＣＶ状態遷移図の前の表「ＤＰイベントに対するＣＳＣＶ状態遷移」では、遷

移イベントの概要を簡潔に示している。 

 状態遷移図は起こりうる全ての遷移を網羅するものではなく、単に概要を示すことを意図したものである。 

 

 ＩＮ起動による遷移はＣＳＣＶ状態への影響の仕方によって以下のように分類されるであろう。 

1. ＢＣＳＭのみの遷移：ＣＳＣＶ状態の明確な変化を伴わずにＢＣＳＭが状態変化する（あるいは通

常の処理を継続する）ときに生じる。ＢＣＳＭ要求の処理中に、非ＩＮ処理（例えば、交換機ベー

スのスクリーニングフィーチャ）を通してＣＳＣＶ状態が暗黙的に変化するかもしれないことに注

意すること。 

2. ＳＣＦ要求による接続状態の変化：ＳＣＦが明確に接続状態の変化を要求するときに生じる。本要

求は、ＣＳＣＶ状態遷移をもたらす場合もあるし、もたらさない場合もある。 

 

 本節では、以下の点から各ＣＳＣＶ状態について記述する。 

a. ＢＣＳＭとの相互関係：このＣＳＣＶ状態と関連する呼のポイント（ＰＩＣ）とＤＰのリストを示

す。「転送中（Forward）」や「転送完了（Transfer）」といったＣＳＣＶ状態における曖昧さを避

けるために、ＰＩＣは受動レグ（すなわち、レグｐ１もしくはレグｐ２）にのみ関連づけられるこ

とに注意すること。ＣＳＣＶ状態へのＤＰとイベントのマッピングについては、本節において詳細

に示される。 

b. 入イベント：このＣＳＣＶ状態に関する呼処理やＣＶ処理を起動させるイベントである。 

c. 出イベント：このＣＶＣＳ状態に関する呼処理やＣＶ処理の正常終了を表すイベントである。本項

目では、まずコールパーティハンドリングへのＣＳＣＶ状態アプローチに関連するＳＳＦイベント

（すなわち、ＴＤＰ、ＥＤＰ及びＢＣＳＭイベント）の要約を示す。ＣＳＣＶ状態遷移をもたらす

ＳＣＦ応答のリストがこれに次いで示される。 
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（ＩＴＵ－Ｔ Ｑ．１２３８．２） 

呼セグメントコネクションビュー（ＣＳＣＶ）状態 

空き（Null） 

着側ＢＣＳＭ 

網代理 
(Surrogate) 

安定一者（Stable_1_Party） 

結合 
(Joined) 

または 

発側ＢＣＳＭ 発側ＢＣＳＭ 着側ＢＣＳＭ 

結合 
(Joined) 

一者（1_Party） 

または 

発側呼設定（Originating_Setup）

発側ＢＣＳＭ 

結合 
(Joined) 

待ち 
(Pending) 

着側呼設定（Terminating_Setup）

着側ＢＣＳＭ 

待ち 
(Pending) 

結合 
(Joined) 

発側ＢＣＳＭ 

結合 
(Joined) 

安定二者（Stable_2_Party）

結合 
(Joined) 

または 

着側ＢＣＳＭ 

着側ＢＣＳＭ 

網代理 
(Surrogate) 

転送完了（Transfer）

発側ＢＣＳＭ 

結合 
(Joined) 

結合 
(Joined) 

着側ＢＣＳＭ 

網代理 
(Surrogate) 

転送中（Forward） 

発側ＢＣＳＭ 

待ち 
(Pending) 

結合 
(Joined) 

共有 
(Shared) 

保留（On_Hold） 

発側ＢＣＳＭ 

結合 
(Joined) 
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 上図はＣＶ処理によりサポートされるＣＳＣＶ状態を示している。 

 

 以下の節では、ＢＣＳＭとＣＳＣＶ状態との間の相互関係およびＣＳＣＶ状態間の遷移イベントを含め、

これらコネクションビュー状態（ＣＳＣＶ状態）の詳細を記述する。 

 

ＣＳＣＶ状態の定義： 

空き（Null）： 

この状態は、呼処理が活性化していない状態を示し、コネクションポイントに接続されている制

御レグ、受動レグは存在しない。 

発側呼設定（Originating_Setup）： 

この状態は、結合（Joined）状態の制御レグ及び、発側ＢＣＳＭが関連付けられた待ち（Pending）

状態の受動レグを持つ呼セグメントインスタンスを示す（例えば、呼設定段階にある発側二者間

呼）。 

着側呼設定（Terminating_Setup）： 

この状態は、待ち（Pending）状態の制御レグと着側ＢＣＳＭが関連付けられた結合（Joined）状

態の受動レグを持つ呼セグメントインスタンスを示す（例えば、呼設定段階にある着側二者間呼）。 

安定二者（Stable_2_Party）： 

この状態は安定二者間呼を示し、制御ユーザの観点から見ると、発側呼か着側呼の何れかである。

この状態は、結合（Joined）状態の制御レグ及び、発側ＢＣＳＭまたは着側ＢＣＳＭが関連付け

られた結合（Joined）状態の受動レグを持つ。 

一者（1_Party）： 

この状態は、結合（Joined）状態の制御レグを持つ一者呼を示す。受動レグは存在しない。ＣＰ

に接続されている受動レグが存在しないため、発側ＢＣＳＭもしくは着側ＢＣＳＭは制御レグに

関連付けられている。 

安定一者（Stable_1_Party）： 

この状態は安定段階にある一者呼を示し、網代理（Surrogate）状態の制御レグ及び、発側ＢＣＳ

Ｍまたは着側ＢＣＳＭが関連付けられた結合（Joined）状態の受動レグを持つ。 

転送中（Forward）： 

この状態は転送呼を示し、網代理（Surrogate）状態の制御レグ、着側ＢＣＳＭが関連づけられた

結合（Joined）状態の受動レグ、発側ＢＣＳＭが関連付けられた待ち（Pending）状態の受動レグ

を持つ。 

転送完了（Transfer）： 

この状態は転送完了呼を示し、網代理（Surrogate）状態の制御レグ及び、着側ＢＣＳＭと発側Ｂ

ＣＳＭがそれぞれ関連付けられた２つの結合（Joined）状態の受動レグを持つ。受動レグ間の呼

は安定段階にある。 

保留（On_Hold）： 

この状態は保留呼を示し、共有（Shared）状態の制御レグ及び、発側ＢＣＳＭが関連付けられた

１つの結合（Joined）状態の受動レグを持つ。制御ユーザは遠隔の話者を保留状態とし、別の呼

セグメントインスタンス内に存在している。 
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6.5.3.4.2 呼セグメント（ＣＳ）の機能手順 

6.5.3.4.2.1 ＢＣＳＭ種別表示 

 「ＢＣＳＭ種別」属性は、制御レグが生成された時に当該制御レグに割り当てられなければならない。こ

れは、制御レグが発側ＢＣＳＭ、着側ＢＣＳＭの何れに属するのか、すなわち、呼トリガリングが発生した

ＢＣＳＭの種別を表すためのものである。 

 制御レグがＣＳ内に残っている場合、「ＢＣＳＭ種別」属性によりどちらのＢＣＳＭが適用されるべきか

決定されなければならない。レグの状態すなわち設定されたＥＤＰ及び保留中の課金イベント通知

（EventNotificationCharging）は、ＢＣＳＭインスタンス生成後も同一レグに適用される。後者については、

生成されたＢＣＳＭ種別に関して、ＳＬＰによって必要とされるＥＤＰかつ／または報告が当該レグに設定

されていなければ、例えばＢＣＳＭイベント報告要求（RequestReportBCSMEvent）オペレーションを用いて

明示的な設定を行う必要がある。 

 ＳＣＦにおけるＳＬＰ設計と矛盾を生じないためには、発側ＢＣＳＭから着側ＢＣＳＭへのイベントのマ

ッピングまたはその逆が起こってはならない。呼処理を中断すべきＤＰは、レグの観点から見た実際の呼状

態に基づいて、関連するＢＣＳＭインスタンスにおいて選択されなければならないことをこれは意味する。 

 

6.5.3.4.2.2 イベント処理に関するＢＣＳＭ間の優先規則 

 コールパーティハンドリングの場合、複数のＢＣＳＭ上で同一イベント（例えば、ユーザ途中放棄）を検

出する事が可能である。しかしながら、要求されたイベントの報告はＳＣＦ内のＳＬＰＩに対して一度しか

行ってはならない。 

 

6.5.3.4.2.2.1 イベント検出規則 

 制御レグ上でシグナリングされたＣＣＦ／ＳＳＦ内イベントの検出に関するＢＣＳＭ間の優先規則を以

下に示す。 

 以下のケースが適用される。 

1. 制御レグ上でシグナリングされたイベントは、当該イベントが適用される特定の受動レグを示さず、

次のイベント検出規則が適用される。 

a) ＣＳＡが複数の呼セグメント（ＣＳ）を含んでいる場合、制御レグ上でシグナリングされたイ

ベントは「結合（Joined）」または「待ち（Pending）」状態の制御レグを持つＣＳにおいての

み検出されなければならない。 

 全てのケースにおいて、イベントは以下のイベント報告規則に従って一度だけＳＣＦへ報告される。 

 

6.5.3.4.2.2.2 イベント報告規則 

 制御レグ上でシグナリングされたイベントをＳＣＦへ報告する際は、下記ＢＣＳＭ間の優先規則が適用さ

れなければならない。 

1. イベントは、（ＣＰを介して）制御レグに接続されている受動レグ数に依らず一度のみＳＣＦへ報

告されなければならない。 

2. 制御レグの「ＢＣＳＭ種別」属性は、制御レグが発側ＢＣＳＭと着側ＢＣＳＭのどちらに属するの

かを示す。「ＢＣＳＭ種別」属性は、ＣＳ（すなわち、ＣＳＡ内の最初のＣＳ）が生成される際の

トリガまたはイベントが発生したＢＣＳＭの種別を表すために設定される。 

・制御レグが発側ＢＣＳＭに属するならば、発側イベントとして報告される。 

・制御レグが着側ＢＣＳＭに属するならば、着側イベントとして報告される。 
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6.5.3.4.2.3 「ＢＣＳＭ種別」属性に基づく発側／着側ＢＣＳＭの生成 

 制御レグ（レグ状態「結合（Joined）」）のみが残ったＣＳには、当該レグを監視するためにＢＣＳＭイ

ンスタンスが割り当てられる。制御レグに設定された「ＢＣＳＭ種別」属性は、割り当てるＢＣＳＭの種別

（発側または着側）を表すために用いられる。 

 制御レグが受動レグに接続されるとき、制御レグと受動レグに同一のＢＣＳＭ種別が適用されるならば、

ＢＣＳＭインスタンスは制御レグに接続されてはならない。受動レグが呼セグメントへ移動（インポート）

される（例えば、呼セグメント併合（MergeCallSegments）オペレーション）場合には、制御レグに接続され

ていたＢＣＳＭインスタンスは消滅する。新たな受動レグがＣＳ内に生成されるならば（例えば、接続

（Connect）オペレーション）、既存のＢＣＳＭインスタンスは当該受動レグに接続される。 

 レグ移動（MoveLeg）または呼セグメント併合（MergeCallSegments）オペレーションの実行による受動レ

グのエクスポートは、発側ＢＣＳＭが発側－応答（O_Answer）ＤＰにある場合にのみ実行されうる。 ＊ 

 

6.5.3.4.2.4 呼／コネクションの解放 

 解放イベント処理の一般規則： 

a) レグ上の解放イベントに関連するＤＰ（例えば、発側／着側－切断（O/T_Disconnect）、発側－着

信者話中（O_Called_Party_Busy）、着側－話中（T_Busy）、発側／着側－無応答（O/T_No_Answer））

がＳＣＦへ報告される時、レグＩＤ（legID）の値およびＢＣＳＭインスタンスに対する当該レグＩ

Ｄのポインタは、現在のＤＰから呼処理が再開されるまで保持される。 

b) ＣＳ内の結合（Joined）レグ上で解放が発生した場合、レグ状態は次の通り変更される。制御レグ：

「結合（Joined）」から「網代理（Surrogate）」、受動レグ：「結合（Joined）」から「待ち（Pending）」。 

c) ＣＳ内の最後の結合（Joined）レグ上で解放が発生した場合、ＣＳＣＶ状態の遷移を伴わずにレグ

状態が変更され、呼処理の再開を契機に当該ＣＳは削除される。 

注意：これは例えば、網代理（Surrogate）状態の制御レグを持つ「発側呼設定（Originating_Setup）」

や「一者（1_Party）」、２つの待ち（Pending）レグを持つ「着側呼設定（Terminating_Setup）」

といった過渡的なＣＳＣＶ状態の存在を示唆している。 

d) 制御レグに対する解放イベントの報告に続く（継続（Continue）オペレーションを用いた）再開指

示は、解放イベントの伝播、呼セグメント内の受動レグの解放、呼セグメントの削除を引き起こす。 

e) 受動レグに対する解放イベントの報告に続く（継続（Continue）オペレーションを用いた）再開指

示は、当該受動レグを呼セグメントから削除し、解放イベントの伝播を引き起こす。 

 

 呼とコネクションの解放時に実行される動作を図解するための例を以下に示す。 
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例１：両方の呼セグメントが（通信中状態の発側ＢＣＳＭと着側ＢＣＳＭを伴った）「安定二者

（Stable_2_Party）」状態にある正常呼において、話者Ａからの呼／コネクションの解放が発生するケ

ースを以下の図に示す。 
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(ＩＴＵ－Ｔ Ｑ．１２３８．２) 

例１：「安定二者（Stable_2_Party）」状態における話者Ａからの呼／コネクションの解放 

 

解説 
1 ：解放表示(Release.Ind)(A から) 
2a：DP 発側－切断(O_Disconnect)検出 
3 ：リモート着側 BCSM への解放要求 

表示(Release.Req.Ind) 
4 ：発側 BCSM インスタンス削除 
5a：DP 着側－切断(T_Disconnect)検出 
6 ：解放要求(Release.Req)(Ｂへの) 
7 ：着側 BCSM インスタンス削除 

CSCV 状態 
(発側 BCSM 状態) 

安定二者(Stable_2_Party) 
(PIC 発側－通信中 

(O_Active)) 

安定一者(Stable_1_Party) 
 

(DP 発側－切断(O_Disconnect)) 

CS インスタンス削除 
(発側 BCSM インスタンス削除) 

2a 

4 

1 

3 

CS2：安定二者
(Stable_2_Party) 

CS1：安定二者 
(Stable_2_Party) 

p 
結合 Ｂ 

4 

2a 1 6 

5a 

7 

3 

発側 BCSM 着側 BCSM 
 

Ａ 

CSCV 状態 
(着側 BCSM 状態) 

安定二者(Stable_2_Party) 
(PIC 着側－通信中) 

(T_Active)) 

一者(1_Party) 
 

(DP 着側－切断(T_Disconnect)) 

5a 

3 

6 

CS インスタンス削除 
(着側 BCSM インスタンス削除) 

7 

c 
結合 

p 
結合 

c 
結合 
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例２：両方の呼セグメントが（通信中状態の発側ＢＣＳＭと着側ＢＣＳＭを伴った）「安定二者

（Stable_2_Party）」状態にある正常呼において、話者Ｂからの呼／コネクションの解放が発生するケ

ースを以下の図に示す。 
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(ＩＴＵ－Ｔ Ｑ．１２３８．２) 

例２：「安定二者（Stable_2_Party）」状態における話者Ｂからの呼／コネクションの解放 

解説 
1 ：B からの解放表示(Release.Ind) 
2a：DP 着側－切断(T_Disconnect)検出 
3 ：リモート発側 BCSM への解放要求

表示(Release.Req.Ind) 
4 ：着側 BCSM インスタンス削除 
5a：DP 発側－切断(O_Disconnect)検出 
6 ：A への解放要求(Release.Req) 
7 ：発側 BCSM インスタンス削除 

CS2：CSCV 状態 
（発側 BCSM 状態） 

安定二者(Stable_2_Party) 
(PIC 発側－通信中 

(O_Active)) 

発側呼設定 
(Originating_Setup) 

(DP 発側－切断(O_Disconnect)) 

CS インスタンス削除 
(発側 BCSM インスタンス削除) 

5a 

7 

3 

6 

CS2：安定二者
(Stable_2_Party) 

p 
結合 

c 
結合 

CS1：安定二者
(Stable_2_Party) 

c 
結合 

p 
結合 Ｂ 

7 

5a 6 1 

2a 

4 

3 

発側 BCSM 着側 BCSM 
 

Ａ 

CS1：CSCV 状態 
(着側 BCSM 状態) 

安定二者(Stable_2_Party) 
(PIC 着側－通信中) 

(T_Active)) 

着側呼設定 
(Terminating_Setup) 

(DP 着側－切断(T_Disconnect)) 

2a 

1 

3 

CS インスタンス削除 
(着側 BCSM インスタンス削除) 

4 
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例３：呼セグメントが「安定二者（Stable_2_Party）」状態と「転送中（Forward）」状態にある転送呼にお

いて、話者Ａからの呼／コネクションの解放が発生するケースを以下の図に示す。 
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(ＩＴＵ－Ｔ Ｑ．１２３８．２) 

例３：「安定二者（Stable_2_Party）」状態と「転送中（Forward）」状態における 

話者Ａからの呼／コネクションの解放 

 

解説 
1 ：Ａからの解放表示(Release.Ind) 
2a：DP 発側－切断(O_Disconnect)

検出(c) 
3 ：リモートの着側 BCSM1 への解

放要求表示(Release.Req.Ind) 
4 ：発側 BCSM1 インスタンス削除
5a：DP 着側－切断(T_Disconnect)

検出(p1) 
6 ：p1 レグ上の解放要求 

(Release.Req)（転送） 
7 ：着側 BCSM1 インスタンス p1

レグ削除 
8 ：p2 レグへの解放表示 

(Release.Ind)（転送されたもの）
9 ：発側 BCSM2 インスタンス p2

レグ削除 

CS1：CSCV 状態 
（発側 BCSM 状態） 

安定二者(Stable_2_Party) 
(PIC 発側－通信中 

(O_Active)) 

安定一者(Stable_1_Party) 
(DP 発側－切断
(O_Disconnect)) 

CS インスタンス削除 
(発側 BCSM1 インスタンス削除) 

2a 

4 

1 

3 

CS2：転送中 
(Forward) 

c 
網代理 

CS1：安定二者
(Stable_2_Party) 

c 
結合 

p 
結合 Ａ 

7 

5a 

6 

8 

発側 BCSM2 

1 

4 

2a 

3 

着側 BCSM1 発側 BCSM1 
 

Ｃ CS2：CSCV 状態 
(発側 BCSM2/着側 BCSM1 状態) 

転送中(Forward) 
(PIC 着側－通信中 

(T_Active)) 

 
CS インスタンス削除 

5a 

3 

p1 
結合 

p2 待ち 

～ 9 
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例４：呼セグメントが「安定二者（Stable_2_Party）」状態と「転送完了（Transfer）」状態にある転送呼に

おいて、話者Ａからの呼／コネクションの解放が発生するケースを以下の図に示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図６－２６／ＪＴ－Ｑ１２３８．２－ｂ＊ 

(ＩＴＵ－Ｔ Ｑ．１２３８．２) 

例４：「安定二者（Stable_2_Party）」状態と「転送完了（Transfer）」状態における 

話者Ａからの呼／コネクションの解放 

 

概説 
1 ：Ａからの解放表示(Release.Ind) 
2a：DP 発側－切断(O_Disconnect)検出(c) 
3 ：リモートの着側 BCSM1 へ解放要求

表示(Release.Req.Ind) 
4 ：発側 BCSM1 インスタンス削除 
5a：DP 着側－切断(T_Disconnect)(p1) 
6 ：p1 レグ上の解放要求(Release.Req) 
（転送） 

7 ：着側 BCSM1 インスタンス削除 
8 ：p2 レグへの解放表示(Release.Ind) 
（転送されたもの） 

9 ：リモートの着側 BCSM2 への解放要
求表示(Release.Req.Ind) 

10：発側 BCSM2 インスタンス削除 
11a：DP 着側－切断(T_Disconnect)検出(p)
12：C への解放要求(Release.Req)送信 
13：着側 BCSM2 インスタンス削除 

着側 BCSM1 発側 BCSM1 
 

CS2：転送完了 
(Transfer) 

p1 
c 

網代理 

CS1：安定二者
(Stable_2_Party) 

c 
結合

p 
結合 Ａ 

2a 

12 

4 

3 

7 

5a 

6 

8 

10 

発側 BCSM2 

c 
結合 

p 
結合 

Ｃ 

着側 BCSM2 

11a 

13 

9 

CS3：安定二者
(Stable_2_Party) 

1 

結合 

p2 結合 
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例４（続き）：呼セグメントが「安定二者（Stable_2_Party）」状態と「転送完了（Transfer）」状態にある

転送呼において、話者Ａからの呼／コネクションの解放が発生するケースのＣＳＣＶ状態遷移を以下

の図に示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図６－２７／ＪＴ－Ｑ１２３８．２－ｂ＊ 

(ＩＴＵ－Ｔ Ｑ．１２３８．２) 

例４（続き）：「安定二者（Stable_2_party）」状態と「転送完了（Transfer）」状態における 

話者Ａからの呼／コネクションの解放 

 

 

CS1：CSCV 状態 
（発側 BCSM1） 

安定二者(Stable_2_Party) 
(PIC 発側－通信中 

(O_Active)) 

安定一者(Stable_1_Party) 
(DP 発側－切断 レグ c 

(O_Disconnect c-leg)) 

CS1 インスタンス削除 
(発側 BCSM1 インスタンス削除) 

2a 

4 3 

CS3：CSCV 状態 
(着側 BCSM2 状態) 

安定二者(Stable_2_Party) 
(PIC 着側－通信中 

(T_Active)) 
 

一者(1_Party) 
(DP 着側－切断 レグ p 

(T_Disconnect p-leg)) 

11a 

3 

12 

CS2：CSCV 状態 
（着側BCSM1 及び発側BCSM2）

転送完了(Transfer) 
(PIC 着側－通信中 

(T_Active)) 

安定一者(Stable_1_Party) 
(DP 着側－切断 レグ p1 

(T_Disconnect p1-leg) ) 

CS2 インスタンス削除 
(発側 BCSM2 インスタンス削除) 

5a 

10 

1 

安定一者(Stable_1_Party) 
（着側 BCSM1 インスタンス 
削除及びイベント転送実行） 

8 7 

6 

9 

13 

CS3 インスタンス削除 
(着側 BCSM2 インスタンス削除) 

9 
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6.5.3.4.2.5 DisconnectLeg オペレーション ＃ 

6.5.3.4.2.6 ＣＳ対応ＦＳＭ「監視中（Monitoring）」状態におけるユーザ相互動作 ＃ 

6.5.3.4.2.7 ＣＰＨオペレーションに対する呼セグメント及び関連するＢＣＳＭ状態 

 下記の原則は、ＣＰＨオペレーションに対する呼セグメント及び関連するＢＣＳＭ状態に適用される。 

1. 「指示待ち（Waiting for Instructions）」状態において受信し処理されたＣＰＨオペレーションは、

当該ＣＰＨオペレーションにより「空き（Idle）」状態へ遷移する場合を除き、「指示待ち（Waiging 

for Instructions）」状態の変化を引き起こしてはならない。 

2. すべてのＣＰＨオペレーションシーケンスは、状態を「監視（Monitoring）」に変化させるオペレ

ーションによって終了されなければならない。 

 

6.5.3.4.2.8 「転送中（Forward）」及び「転送完了（Transfer）」コネクションビュー動作原則 

 「着側呼設定（Terminating_Setup）」からオペレーションを受信した場合（例えば、呼転送サービス）、

「転送中（Forward）」及び「転送完了（Transfer）」状態のコネクションビューは以下のように動作する。

ある話者（レグ）から受信した信号イベントは、他の話者に中継されなければならない。 

 転送完了（Transfer）ＣＳＣＶ状態への遷移は下記を経由して行われる。 

a）「着側呼設定（Terminating_Setup）」→「転送中（Forward）」→「転送完了（Transfer）」、例えば

ユーザ起動転送呼の場合。 

着側話者における呼転送（着側ＢＣＳＭでの指示） 

このＣＳＣＶ状態では、第一話者に接続されている受動レグは着側ＢＣＳＭに関連付けられ、転送

先話者へ接続されている受動レグは発側ＢＣＳＭに関連付けられる。転送先のレグから受信した呼

設定応答確認（Setup.Resp.Conf）、呼経過要求表示（CallProgress.Req.Ind）は、最初に生成されたレ

グ（「入側」レグ）へ中継される。 

解放要求表示（Release.Req.Ind）は第一話者へ転送される。 

注：シグナリングの観点から見ると、相互動作は１つのＳＬＰＩからの見え方のみ考慮されているが、それ

は呼に関する十分な視界を持っていることが仮定されている。呼が様々な見え方をする複数ＳＬＰＩの

場合のシグナリングインタワークについては取り扱われていない。 

 

6.5.3.4.2.9 「安定二者（Stable_2_Party）」及び「安定一者（Stable_1_Party）」コネクションビュー ＃ 

動作原則 ＃ 

6.5.3.4.3 呼セグメントコネクションビュー（ＣＳＣＶ）状態の記述 

 

 以下の各ＣＳＣＶ状態遷移の記述と 11 章の詳細オペレーション手順の記述との間に相違があった場合は、

オペレーション手順の記述が優先されなければならない。 

 

 

6.5.3.4.3.1 「空き（Null）」呼セグメントコネクションビュー状態 

 「空き（Null）」ＣＳＣＶは呼処理が活性化していない状態を示す。 

 コネクションポイントに接続されている制御レグ、受動レグは存在しない。 

 「空き（Null）」ＣＳＣＶ状態の特性を以下に示す。 

 

ａ）ＢＣＳＭとの関係： 

「空き（Null）」ＣＳＣＶ状態は発側－空き（O_Null）または着側－空き（T_Null）における呼処理

と関連する。 
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ＣＳＣＶ状態「空き（Null）」には、次のＢＣＳＭのＰＩＣとＤＰが含まれる。 

発側ＢＣＳＭ：  ＤＰ：なし  ＰＩＣ：発側－空き（O_Null） 

着側ＢＣＳＭ：  ＤＰ：なし  ＰＩＣ：着側－空き（T_Null） 

 

 

ｂ）入イベント： 

発側－空き（O_Null）または着側－空き（T_Null）の呼処理中、すなわちＩＮトリガリングが発生す

る前（ＳＣＦにイニシャルＤＰ（InitialDP）オペレーションを送信する前）。 

 

ｃ）出イベント： 

 

ＣＳＣＶ状態に関連するＳＳＦイベントの要約：発呼受付（Origination_Attempt） 

ⅰ）「発側呼設定（Originating_Setup）」ＣＳＣＶ状態への遷移： 

  －  信号制御部から発側ＢＣＳＭで受信した有効な呼設定表示（Setup.Ind）信号の処理。 

ⅱ）「着側呼設定（Terminating_Setup）」ＣＳＣＶ状態への遷移： 

  －  リモートの発側ＢＣＳＭから着側ＢＣＳＭで受信した有効な呼設定要求表示（Setup.Req.Ind）

信号の処理。 

iii）「ＳＲＦコネクション設定」ＣＳＣＶ状態への遷移（付属資料Ｃ参照）： ＊ 

  －  ＳＣＦからの有効な暫定接続起動（InitiateTemporaryConnections）オペレーションの処理。 ＊ 

 

 

6.5.3.4.3.2 「発側呼設定（Originating_Setup）」呼セグメントコネクションビュー状態 

 「発側呼設定（Originating_Setup）」ＣＳＣＶ状態は呼設定段階にある発側二者間呼を示す。 

 この呼セグメントインスタンスは、「結合（Joined）」状態の制御レグと、発側ＢＣＳＭが関連付けられ

た「待ち（Pending）」状態の受動レグを持つ。 

 「発側呼設定（Originating_Setup）」ＣＳＣＶ状態の特性を以下に示す。 

 

ａ）ＢＣＳＭとの関係： 

制御レグ = ｃ： 

レグ状態 = 結合（Joined） 

受動レグ = ｐ： 

レグ状態 = 待ち（Pending） 
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ＣＳＣＶ状態「発側呼設定（Originating_Setup）」には、次のＢＣＳＭのＰＩＣとＤＰが含まれる。 

発側ＢＣＳＭ： 

  ＤＰ  ：レグｃに対する発呼受付（Origination_Attempt）ＤＰ、 

          レグｃに対する発呼分析完了（Origination_Attempt_Authorized）ＤＰ、 

          レグｃに対する発呼受付拒否（Origination_Attempt_Denied）ＤＰ、 

          レグｃに対する情報収集完了（Collected_Infomaion）ＤＰ、 

          レグｃに対する情報分析完了（Analysed_Infomaion）ＤＰ、 

          レグｃに対する発側－通信中信号（呼送出）（O_Mid_Call (Send_Call)）ＤＰ、 

          レグｐに対するルート選択失敗（Route_Select_Failure）ＤＰ、 

          レグｐに対するルート分析失敗（Authorize_Route_Failure）ＤＰ、 

          レグｐに対する発側－着信者話中（O_Called_Party_Busy）ＤＰ、 

          レグｐに対する発側－無応答（O_No_Answer）ＤＰ、 

          レグｃに対する発側－途中放棄（O_Abandon）ＤＰ、 

          レグｐに対する発側－切断（O_Disconnect）ＤＰ 

  ＰＩＣ：発呼分析（Authorize_Origination_Attempt）、情報収集（Collect_Infomaion）、 

          情報分析（Analyse_Infomaion）、ルート選択（Select_Route） 

          呼設定分析（Authorize_Call_Setup）、呼送出（Send_Call） 

 

 

ｂ）入イベント： 

・「発側－空き（O_Null）」で記述される発呼受付（Origination_Attempt）イベントの検出。 

・「安定二者（Stable_2_Party）」ＣＳＣＶ状態の出イベント参照のこと。 

・「一者（1_Party）」ＣＳＣＶ状態の出イベント参照のこと。 

 

ｃ）出イベント： 

 

ＣＳＣＶ状態に関連するＳＳＦイベントの要約： 

発側ＢＣＳＭ： 

  ＤＰ  ：レグｃに対する発呼受付（Origination_Attempt）ＤＰ、 

          レグｃに対する発呼分析完了（Origination_Attempt_Authorized）ＤＰ、 

          レグｃに対する発呼受付拒否（Origination_Attempt_Denied）ＤＰ、 

          レグｃに対する情報収集完了（Collected_Infomaion）ＤＰ、 

          レグｃに対する情報分析完了（Analysed_Infomaion）ＤＰ、 

          レグｃに対する発側－通信中信号（呼送出）（O_Mid_Call (Send_Call)）ＤＰ、 

          レグｐに対する発側－着側捕捉完了（O_Term_Seized）ＤＰ、 

          レグｐに対する発側－応答（O_Answer）ＤＰ、 ＊ 

          レグｐに対するルート選択失敗（Route_Select_Failure）ＤＰ、 

          レグｐに対するルート分析失敗（Authorize_Route_Failure）ＤＰ、 

          レグｐに対する発側－着信者話中（O_Called_Party_Busy）ＤＰ、 

          レグｐに対する発側－無応答（O_No_Answer）ＤＰ、 

          レグｃに対する発側－途中放棄（O_Abandon）ＤＰ 
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「発側呼設定（Originating_Setup）」ＣＳＣＶ状態からの直接の遷移： 

ⅰ）「安定二者（Stable_2_Party）」ＣＳＣＶ状態への遷移 

－  発側ＢＣＳＭにおいてレグｐに対する発側－着側捕捉完了（O_Term_Seized）ＤＰの検出（発

側－呼出中（O_Alerting）ＰＩＣの記述を参照）。 

もし、そのようなＤＰに遭遇しないならば、本遷移はレグｐに対する発側－応答（O_Answer）

ＤＰで検出される（直接応答に関する発側－通信中（O_Active）ＰＩＣの記述を参照）。 

ⅱ）「発側呼設定（Originating_Setup）」ＣＳＣＶ状態の削除（ＣＳインスタンスの削除） 

－  「発側呼設定（Originating_Setup）」ＣＳＣＶ状態において報告が許容される任意のＤＰの応

答として、ＳＣＦから受信した有効な呼解放（ReleaseCall）オペレーションの処理。 

－  レグｐに対する発側－着信者話中（O_Called_Party_Busy）ＤＰ、レグｐに対する発側－無応答

（O_No_Answer）ＤＰの応答として、ＳＣＦから受信した有効な継続（Continue）オペレーシ

ョンの処理（注１） 

注１：ＣＳ内の最後の結合（Joined）レグｃ上で解放イベントが検出されたとき、ＣＳＣＶ状態の

遷移を伴わずにレグ状態が（「結合（Joined）」から「網代理（Surrogate）」に）変更され、

ＣＳは呼処理再開により削除される。 

ⅲ）「発側呼設定（Originating_Setup）」ＣＳＣＶ状態への遷移 

－  注：本ＣＳＣＶ状態の定義を構成する全ての有効なＤＰとＰＩＣについては、本ＣＳＣＶ状態

内に留まる。 

 

6.5.3.4.3.3 「着側呼設定（Terminating_Setup）」呼セグメントコネクションビュー状態 

 「着側呼設定（Terminating_Setup）」ＣＳＣＶ状態は呼設定段階にある着側二者間呼を示す。 

 本状態は、「待ち（Pending）」状態の制御レグおよび着側ＢＣＳＭが関連付けられた「結合（Joined）」

状態の受動レグを持つ呼セグメントインスタンスを表す。 

 「着側呼設定（Terminating_Setup）」ＣＳＣＶ状態の特性を以下に示す。 

 

ａ）ＢＣＳＭとの関係： 

制御レグ = ｃ： 

レグ状態 = 待ち（Pending） 

受動レグ = ｐ： 

レグ状態 = 結合（Joined） 

ＣＳＣＶ状態「着側呼設定（Terminating_Setup）」には、次のＢＣＳＭのＰＩＣとＤＰが含まれる。 

着側ＢＣＳＭ： 

  ＤＰ  ：レグｐに対する着呼受付（Termination_Attempt）ＤＰ、 

          レグｐに対する着呼分析完了（Termination_Attempt_Authorized）ＤＰ、 

          レグｐに対する着呼受付拒否（Termination_Attempt_Denied）ＤＰ、 

          レグｃに対するファシリティ選択完了および利用可能 

          （Facility_Selected_and_Available）ＤＰ、 

          レグｃに対する着側－話中（T_Busy）ＤＰ、 

          レグｃに対する着側－無応答（T_No_Answer）ＤＰ、 

          レグｐに対する着側－途中放棄（T_Abandon）ＤＰ、 

          レグｃに対する着側－切断（T_Disconnect）ＤＰ ＊ 

  ＰＩＣ：着呼分析（Authorize_Termination_Attempt）、ファシリティ選択（Select_Facility）、 

          着呼設定実行（Present_Call） 
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ｂ）入イベント： 

・「着側－空き（T_Null）」で記述される着呼受付（Termination_Attempt）イベントの検出。 

・「安定二者（Stable_2_Party）」ＣＳＣＶ状態の出イベント参照のこと。 

 

ｃ）出イベント： 

 

ＣＳＣＶ状態に関連するＳＳＦイベントの要約： 

着側ＢＣＳＭ： 

  ＤＰ：  レグｐに対する着呼受付（Termination_Attempt）ＤＰ、 

          レグｐに対する着呼分析完了（Termination_Attempt_Authorized）ＤＰ、 

          レグｐに対する着呼受付拒否（Termination_Attempt_Denied）ＤＰ、 

          レグｃに対するファシリティ選択完了および利用可能 

          （Facility_Selected_and_Available）ＤＰ、 

          レグｃに対する着側－話中（T_Busy）ＤＰ、 

          レグｃに対する着側－無応答（T_No_Answer）ＤＰ、 

          レグｃに対する着呼設定完了（Call_Accepted）ＤＰ、 ＊ 

          レグｃに対する着側－応答（T_Answer）ＤＰ、 ＊ 

          レグｐに対する着側－途中放棄（T_Abandon）ＤＰ 

 

 

「着側呼設定（Terminating_Setup）」ＣＳＣＶ状態からの直接の遷移： 

ⅰ）「着側呼設定（Terminating_Setup）」ＣＳＣＶ状態の削除（ＣＳインスタンスの削除） 

－  「着側呼設定（Terminating_Setup）」ＣＳＣＶ状態において報告が許容される任意のＤＰの応

答として、ＳＣＦから受信した有効な呼解放（ReleaseCall）オペレーションの処理。 

－  レグｃに対する着側－話中（T_Busy）ＤＰ、レグｃに対する着側－無応答（T_No_Answer）Ｄ

Ｐの応答として、ＳＣＦから受信した有効な継続（Continue）オペレーションの処理（注１）。 

注１：ＣＳ内の最後の結合（Joined）レグｐ上で解放イベントが検出されたとき、ＣＳＣＶ状態の

遷移を伴わずにレグ状態が（「結合（Joined）」から「待ち（Pending）」に）変更され、Ｃ

Ｓは呼処理再開により削除される。 

ⅱ）「安定二者（Stable_2_Party）」ＣＳＣＶ状態への遷移 

－  （着側－呼出中（T_Alerting）ＰＩＣに記述される）着呼設定完了（Call_Accepted）ＤＰや、

直接応答の場合の（着側－通信中（T_Active）ＰＩＣに記述される）着側－応答（T_Answer）

ＤＰの検出。 

ⅲ）「転送中（Forward）」ＣＳＣＶ状態への遷移 

－  「着側呼設定（Terminating_Setup）」ＣＳＣＶ状態において報告されるＤＰの応答として、Ｓ

ＣＦから受信した有効な接続（Connect）オペレーションの処理。 

ⅳ）「着側呼設定（Terminating_Setup）」ＣＳＣＶ状態への遷移 

－  注：本ＣＳＣＶ状態の定義を構成する全ての有効なＤＰとＰＩＣについては、本ＣＳＣＶ状態

内に留まる。 

 

6.5.3.4.3.4 「安定二者（Stable_2_Party）」呼セグメントコネクションビュー状態 

 「安定二者（Stable_2_Party）」ＣＳＣＶ状態は安定状態もしくは解放中の二者間呼を示し、制御ユーザの
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見地から見た発側呼あるいは着側呼の何れかを表している。本ＣＳＣＶ状態は、「結合（Joined）」状態の

制御レグと、発側ＢＣＳＭまたは着側ＢＣＳＭが関連付けられた「結合（Joined）」状態の受動レグを持つ。 

 「安定二者（Stable_2_Party）」ＣＳＣＶ状態の特性を以下に示す。 

 

ａ）ＢＣＳＭとの関係： 

制御レグ = ｃ： 

レグ状態 = 結合（Joined） 

受動レグ = ｐ： 

レグ状態 = 結合（Joined） 

 

ＣＳＣＶ状態「安定二者（Stable_2_Party）」には、次のＢＣＳＭのＰＩＣとＤＰが含まれる。 

発側ＢＣＳＭ： 

  ＤＰレグｐ：発側－着側捕捉完了（O_Term_Seized）ＤＰ、発側－応答（O_Answer）ＤＰ、 

              発側－通信中信号（O_Mid_Call）ＤＰ（「発側－通信中（O_Active）」）、 

              発側－通信中信号（O_Mid_Call）ＤＰ（「発側－中断中（O_Suspended）」）、 

              発側－中断（O_Suspend）ＤＰ、発側－再応答（O_Re-answer）ＤＰ 

  ＤＰレグｃ：発側－通信中信号（O_Mid_Call）ＤＰ（「発側－呼出中（O_Alerting）」）、 

              発側－通信中信号（O_Mid_Call）ＤＰ（「発側－通信中（O_Active）」）、 

              発側－通信中信号（O_Mid_Call）ＤＰ（「発側－中断中（O_Suspended）」）、 

  ＰＩＣ    ：発側－呼出中（O_Alerting）、発側－通信中（O_Active）、 

              発側－中断中（O_Suspended） 

着側ＢＣＳＭ： 

  ＤＰレグｃ：着呼設定完了（Call_Accepted）ＤＰ、発側－応答（T_Answer）ＤＰ、 

              着側－中断（T_Suspend）ＤＰ、着側－再応答（T_Re-answer）ＤＰ、 

              着側－通信中信号（T_Mid_Call）ＤＰ「発側－通信中（T_Active）」 

  ＤＰレグｐ：着側－通信中信号（T_Mid_Call）ＤＰ「発側－通信中（T_Active）」 

  ＰＩＣ    ：着側－呼出中（T_Alerting）、着側－通信中（T_Active）、 

              着側－中断中（Ｔ_Suspended） 

 

 

ｂ）入イベント： 

ＣＳＣＶ状態の出イベント参照のこと。 

・「発側呼設定（Originating_Setup）」 

・「着側呼設定（Terminating_Setup）」 

・「保留（On_Hold）」 

・「一者（1_Party）」 

 

ｃ）出イベント： 
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ＣＳＣＶ状態に関連するＳＳＦイベントの要約： 

発側ＢＣＳＭ： 

    レグｃに対する発側－通信中信号（O_Mid_Call）ＤＰ（「発側－呼出中（O_Alerting）」）、 

    レグｃ／レグｐに対する発側－通信中信号（O_Mid_Call）ＤＰ（「発側－通信中（O_Active）」）、 

    レグｃ／レグｐに対する発側－通信中信号（O_Mid_Call）ＤＰ（「発側－中断中(O_Suspended)」）、 

    レグｃに対する発側－途中放棄（O_Abandon）ＤＰ、 

    レグｐに対する発側－応答（O_Answer）ＤＰ、 

    レグｐに対する発側－中断（O_Suspend）ＤＰ、 

    レグｐに対する発側－再応答（O_Re-answer）ＤＰ、 

    レグｃ／レグｐに対する発側－切断（O_Disconnect）ＤＰ、 

    レグｐに対する発側－無応答（O_No_Answer）ＤＰの検出、 ＊ 

    レグｐに対する発側－着信者話中（O_Called_Party_Busy）ＤＰ、 ＊ 

    レグｐに対するルート選択失敗（Route_Select_Failure）ＤＰ ＊ 

着側ＢＣＳＭ： 

    レグｃ／レグｐに対する着側－通信中信号（T_Mid_Call）ＤＰ（「着側－通信中（T_Active）」）、 

    レグｃに対する着側－応答（T_Answer）ＤＰ、 

    レグｃに対する着側－中断（Ｔ_Suspend）ＤＰ、 

    レグｃに対する着側－再応答（T_Re-answer）ＤＰ、 

    レグｐに対する着側－途中放棄（T_Abandon）ＤＰ、 

    レグｃ／レグｐに対する着側－切断（T_Disconnect）ＤＰ、 

    レグｃに対する着側－無応答（T_No_Answer）ＤＰ、 ＊ 

    レグｃに対する着側－話中（T_Busy）ＤＰ ＊ 

 

 

「安定二者（Stable_2_Party）」ＣＳＣＶ状態からの直接の遷移： 

ⅰ）「安定二者（Stable_2_Party）」ＣＳＣＶ状態の削除（ＣＳインスタンスの削除） 

－  以下の応答としてＳＣＦから受信した有効な呼解放（ReleaseCall）オペレーションの処理。 

・レグｐに対する発側－応答（O_Answer）ＤＰ 

ⅱ）「発側呼設定（Originating_Setup）」ＣＳＣＶ状態への遷移 

－  遠隔の着側ＢＣＳＭから解放要求表示（Release.Req.Ind）信号イベントを受信したときに発側

ＢＣＳＭによって送信されるレグｐに対する発側－切断（O_Disconnect）ＤＰの検出。 

－  遠隔の着側ＢＣＳＭからの解放要求表示（Release.Req.Ind）信号イベント、または、無応答タ

イマのタイムアウトを受信したときに発側ＢＣＳＭによって送信されるレグｐに対する発側

－無応答（O_No_Answer）ＤＰの検出。 

－  遠隔の着側ＢＣＳＭから解放要求表示（Release.Req.Ind）信号イベントを受信したときに発側

ＢＣＳＭによって送信されるレグｐに対する発側－着信者話中（O_Called_Party_Busy）ＤＰの

検出。 

－  発側－呼出中（O_Alerting）ＰＩＣからルート選択（Select_Route）ＰＩＣへの遷移イベント「ル

ート失敗（ Route_Failure ）」を発生させる解放イベントによるルート選択失敗

（Route_Select_Failure）ＤＰの検出。 

iii）「着側呼設定（Terminating_Setup）ＣＳＣＶ状態への遷移 

－  着側ＢＣＳＭから送信されたレグｃに対する着側－無応答（T_No_Answer）ＤＰの検出（解放

表示（Release.Ind）信号イベントの受信あるいは無応答タイマのタイムアウトによる）。 
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－  着側ＢＣＳＭから送出されたレグｃに対する着側－話中（T_Busy）ＤＰの検出。 

－  着側ＢＣＳＭから送出されたレグ c に対する着側－切断（T_Disconnect）の検出。 ＊ 

iv）「一者（1_Party）」ＣＳＣＶ状態への遷移 

－  以下の応答としてＳＣＦから受信した有効なレグ移動（MoveLeg）オペレーションによるエク

スポートレグ（ｐ）の処理。 

・発側ＢＣＳＭ：レグｐに対する発側－応答（O_Answer）ＤＰ 

－  着側ＢＣＳＭから送出されたレグｐに対する着側－切断（T_Disconnect）ＤＰの検出。 

－  着側ＢＣＳＭから送出されたレグｐに対する着側－途中放棄（T_Abandon）ＤＰの検出。 

v）「保留（On_Hold）」ＣＳＣＶ状態への遷移 

－  以下の応答としてＳＣＦから受信した有効なレグ移動（MoveLeg）オペレーションによるエク

スポートレグ（ｃ）の処理。 

・発側ＢＣＳＭ：レグｐに対する発側－応答（O_Answer）ＤＰ 

vi）「安定二者（Stable_2_Party）」ＣＳＣＶ状態への遷移 

－  注：本ＣＳＣＶ状態の定義を構成する全ての有効なＤＰとＰＩＣについては、本ＣＳＣＶ状態

内に留まる。 

vii）「安定一者（Stable_1_Party）」ＣＳＣＶ状態への遷移 

－  発側ＢＣＳＭから送出されたレグｃに対する発側－切断（O_Disconnect）ＤＰの検出。 

－  発側ＢＣＳＭから送出されたレグｃに対する発側－途中放棄（O_Abandon）ＤＰの検出。 

 

6.5.3.4.3.5 「一者（1_Party）」呼セグメントコネクションビュー状態 

 「一者（1_Party）」ＣＳＣＶ状態は「結合（Joined）」状態の制御レグのみを持ち、受動レグを持たない

一者呼を示す。ＣＰに接続された受動レグが存在しないため、発側ＢＣＳＭあるいは着側ＢＣＳＭが制御レ

グに関連付けられる。 

 「一者（1_Party）」ＣＳＣＶ状態の特性を以下に示す。 

 

ａ）ＢＣＳＭとの関係： 

制御レグ = ｃ： 

レグ状態 = 結合（Joined） 

 

ＣＳＣＶ状態「一者（1_Party）」には、次のＢＣＳＭのＰＩＣとＤＰが含まれる。 

発側ＢＣＳＭ： 

  ＤＰレグｃ：発側－切断（O_Disconnect）ＤＰ 

  ＤＰレグｐ：発側－応答（O_Answer）ＤＰ ＊ 

  ＰＩＣ    ：なし ＊ 

着側ＢＣＳＭ： 

  ＤＰレグｃ：なし ＊ 

  ＤＰレグｐ：着側－途中放棄（T_Abandon）、着側－切断（T_Disconnect）ＤＰ 

  ＰＩＣ    ：なし ＊ 

注１：発側ＢＣＳＭの場合、レグｃは発信者（「入」レグ）を表し、着側ＢＣＳＭの場合は着信者 

      （「出」レグ）を表す。 

 

 

ｂ）入イベント： 
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ＣＳＣＶ状態の出イベント参照のこと。 

・「安定二者（Stable_2_Party）」 

・「制御レグ側ＳＲＦコネクション」（付属資料Ｃ参照） ＊ 

 

ｃ）出イベント： 

 

ＣＳＣＶ状態に関連するＳＳＦイベントの要約： 

発側ＢＣＳＭ： 

    レグｃに対する発側－切断（O_Disconnet）ＤＰ 

着側ＢＣＳＭ： ＊ 

    なし ＊ 

 

 

「一者（1_Party）」ＣＳＣＶ状態からの直接の遷移： 

ⅰ）「一者（1_Party）」ＣＳＣＶ状態の削除（ＣＳインスタンスの削除 注１参照） 

－  発側ＢＣＳＭから送信されたレグｃに対する発側－切断（O_Disconnect）ＤＰの検出（注１参

照）。 

－  ＳＣＦから受信した有効な呼解放（ReleaseCall）オペレーションの処理。 

注１：ＣＳ内の最後の結合（Joined）レグｃ上で解放イベントが検出されたとき、ＣＳＣＶ状態の

遷移を伴わずにレグ状態が（「結合（Joined）」から「網代理（Surrogate）」に）変更され、

ＣＳは呼処理再開により削除される。 

iii）「安定二者（Stable_2_Party）」ＣＳＣＶ状態への遷移 

－  ＳＣＦから受信した有効な（ターゲットＣＳとしての）呼セグメント併合（MergeCallSegments）

オペレーションによるレグｐに対するインポートレグの処理。 

iv）「発側呼設定（Originating_Setup）」ＣＳＣＶ状態への遷移 

－  発側－応答（O_Answer）ＤＰの応答として、ＳＣＦから受信した有効な接続（Connect） ＊ 

オペレーションの処理。 

 

6.5.3.4.3.6 「発側呼設定一者（Originating_1_Party_Setup）」呼セグメントコネクションビュー状態 ＃ 

6.5.3.4.3.7 「安定一者（Stable_1_Party）」呼セグメントコネクションビュー状態 

 「安定一者（Stable_1_Party）」ＣＳＣＶ状態は「網代理（Surrogate）」状態の制御レグと、発側ＢＣＳＭ

または着側ＢＣＳＭが関連づけられた「結合（Joined）」状態の受動レグを持つ一者呼を示し、安定状態も

しくは解放段階にある。 

 「安定一者（Stable_1_Party）」ＣＳＣＶ状態の特性を以下に示す。 

 

ａ）ＢＣＳＭとの関係： 

制御レグ = ｃ： 

レグ状態 = 網代理（Surrogate） 

受動レグ = ｐ１： 

レグ状態 = 結合（Joined） 
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ＣＳＣＶ状態「安定一者（Stable_1_Party）」には、次のＢＣＳＭのＰＩＣとＤＰが含まれる。 

発側ＢＣＳＭ： 

  ＤＰレグｃ：発側－途中放棄（O_Abandon）ＤＰ、発側－切断（O_Disconnect）ＤＰ ＊ 

  ＰＩＣ    ：なし ＊ 

着側ＢＣＳＭ： 

  ＤＰレグｐ：着側－途中放棄（T_Abandon）ＤＰ、着側－切断（T_Disconnect）ＤＰ ＊ 

  ＰＩＣ    ：なし ＊ 

 

ｂ）入イベント： 

ＣＳＣＶ状態の出イベント参照のこと。 

・「転送完了（Transfer）」 

・「安定二者（Stable_2_Party）」 

 

ｃ）出イベント： 

 

ＣＳＣＶ状態に関連するＳＳＦイベントの要約： 

発側ＢＣＳＭ：なし ＊ 

着側ＢＣＳＭ：なし ＊ 

 

「安定一者（Stable_1_Party）」ＣＳＣＶ状態からの直接の遷移： 

ⅰ）「安定一者（Stable_1_Party）」ＣＳＣＶ状態の削除（ＣＳインスタンスの削除） 

－  ＣＳ内の最後の結合（Joined）レグｐ上における解放イベントの検出（注１）。 ＊ 

注１：ＣＳ内の最後の結合（Joined）レグｐ上で解放イベントが検出されたとき、ＣＳＣＶ状態の

遷移を伴わずにレグ状態が（「結合（Joined）」から「待ち（Pending）」に）変更され、Ｃ

Ｓは呼処理再開により削除される。 

 

6.5.3.4.3.8 「転送中（Forward）」」呼セグメントコネクションビュー状態 

 「転送中（Forward）」ＣＳＣＶ状態は転送中の呼を示す。最初の受動レグ（レグｐ１）に対する呼処理

は安定であるが、２番目の受動レグ（レグｐ２）に対する呼処理は発側呼設定段階もしくは解放段階にある。 

 この状態は、「網代理（Surrogate）」の制御レグ、着側ＢＣＳＭが関連付けられた「結合（Joined）」の

受動レグ、発側ＢＣＳＭが関連付けられた「待ち（Pending）」の受動レグを持つ。 

 制御レグに対するレグ状態「網代理（Surrogate）」は、転送された受動レグ（レグｐ２）に対する課金関

係を示すこと、また「転送中（Forward）」ＣＳＣＶ状態では、受動レグは２つに限定されることに注意す

ること。 

 「転送中（Forward）」ＣＳＣＶ状態の特性を以下に示す。 

 

ａ）ＢＣＳＭとの関係： 

制御レグ = ｃ： 

レグ状態 = 網代理（Surrogate） 

受動レグ = ｐ１： 

レグ状態 = 結合（Joined） 

受動レグ = ｐ２： 

レグ状態 = 待ち（Pending） 
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ＣＳＣＶ状態「転送中（Forward）」には、次のＢＣＳＭのＰＩＣとＤＰが含まれる。 

着側ＢＣＳＭ（レグｐ１）： 

  ＤＰ：  レグｐ１に対する着側－途中放棄（T_Abandon）ＤＰ、 

          レグｐ１に対する着側－切断（T_Disconnect）ＤＰ 

  ＰＩＣ：着呼設定実行（Present_Call） 

発側ＢＣＳＭ（レグｐ２）「転送中レグ」： 

  ＤＰ：  レグｐ２に対する発呼受付（Origination_Attempt）ＤＰ、 

          レグｐ２に対する発呼分析完了（Origination_Attempt_Authorized）ＤＰ、 

          レグｐ２に対する発呼受付拒否（Origination_Attempt_Denied）ＤＰ、 

          レグｐ２に対する情報収集完了（Collected_Infomaion）ＤＰ、 

          レグｐ２に対する情報分析完了（Analysed_Infomaion）ＤＰ、 

          レグｐ２に対するルート選択失敗（Route_Select_Failure）ＤＰ、 

          レグｐ２に対するルート分析失敗（Authorize_Route_Failure）ＤＰ、 

          レグｐ２に対する発側－着信者話中（O_Called_Party_Busy）ＤＰ、 

          レグｐ２に対する発側－無応答（O_No_Answer）ＤＰ、 

          レグｐ２に対する発側－切断（O_Disconnect）ＤＰ 

  ＰＩＣ：発側－空き（O_Null）、発呼分析（Authorize_Origination_Attempt）、 

          情報収集（Collect_Infomaion）、情報分析（Analyse_Infomaion）、 

          ルート選択（Select_Route）、呼設定分析（Authorize_Call_Setup）、 

          呼送出（Send_Call） 

 

ｂ）入イベント： 

以下のＣＳＣＶ状態の出イベントを参照のこと。 

・「着側呼設定（Terminating_Setup）」 

・「転送完了（Transfer）」 

 

ｃ）出イベント： 

ＣＳＣＶ状態に関連するＳＳＦイベントの要約： 

発側ＢＣＳＭ： 

    レグｐ２に対する発呼受付（Origination_Attempt）ＤＰ、 

    レグｐ２に対する発呼分析完了（Origination_Attempt_Authorized）ＤＰ、 

    レグｐ２に対する発呼受付拒否（Origination_Attempt_Denied）ＤＰ、 

    レグｐ２に対する情報収集完了（Collected_Infomaion）ＤＰ、 ＊ 

    レグｐ２に対する情報分析完了（Analysed_Infomaion）ＤＰ、 

    レグｐ２に対するルート選択失敗（Route_Select_Failure）ＤＰ、 

    レグｐ２に対するルート分析失敗（Authorize_Route_Failure）ＤＰ、 

    レグｐ２に対する発側－着信者話中（O_Called_Party_Busy）ＤＰ、 

    レグｐ２に対する発側－無応答（O_No_Answer）ＤＰ、 

    レグｐ２に対する発側－着側捕捉完了（O_Term_Seized）ＤＰ、 ＊ 

    レグｐ２に対する発側－応答（O_Answer）ＤＰ、 ＊ 

着側ＢＣＳＭ： 

    レグｐ１に対する着側－途中放棄（T_Abandon）ＤＰ、 

    レグｐ１に対する着側－切断（T_Disconnect）ＤＰ 
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「転送中（Forward）」ＣＳＣＶ状態からの直接の遷移： 

ⅰ）「転送中（Forward）」ＣＳＣＶ状態の削除（ＣＳインスタンスの削除、注１参照） 

－  レグｐ２に対する発側－着信者話中（O_Called_Party_Busy）ＤＰ、レグｐ２に対する発側－無

応答（O_No_Answer）ＤＰの応答として、ＳＣＦから受信した有効な継続（Continue）オペレ

ーションの処理。 

－  着側ＢＣＳＭと関連付けられたレグｐ１に対する着側－切断（T_Disconnect）ＤＰ、 ＊ 

または、着側－途中放棄（T_Abandon）ＤＰの検出（注１）。 ＊ 

－  レグｐ２に対する発側－着信者話中（O_Called_Party_Busy）ＤＰ、レグｐ２に対する発側－無

応答（O_No_Answer）ＤＰの応答として、ＳＣＦから受信した有効な呼解放（ReleaseCall）の

処理。 

注１：ＣＳ内の最後の結合（Joined）レグｐ上で解放イベントが検出されたとき、ＣＳＣＶ状態の

遷移を伴わずにレグ状態が（「結合（Joined）」から「待ち（Pending）」に）変更され、Ｃ

Ｓは呼処理再開により削除される。 

ⅱ）「転送完了（Transfer）」ＣＳＣＶ状態への遷移 

－  発側ＢＣＳＭから送信されたレグｐ２に対する発側－着側捕捉完了（O_Term_Seized）ＤＰの

検出。 

もし、そのようなメッセージを受信しないならば、本遷移は応答メッセージ受信時にレグｐ２

に対する発側－応答（O_Answer）ＤＰで検出される（直接応答の場合）。 

ⅲ）「転送中（Forward）」ＣＳＣＶ状態への遷移 

－  レグｐ２に対する発側－着信者話中（O_Called_Party_Busy）ＤＰ、レグｐ２に対する発側－無

応答（O_No_Answer）ＤＰの応答として、ＳＣＦから受信した有効な接続（Connect）オペレ

ーションの処理。 

本オペレーションは、以前に送信された接続（Connect）オペレーションの情報をいくつか上書

きする。 

－  注：本ＣＳＣＶ状態の定義を構成する全ての有効なＤＰとＰＩＣについては、本ＣＳＣＶ状態

内に留まる。 

 

6.5.3.4.3.9 「転送完了（Transfer）」呼セグメントコネクションビュー状態 

 「転送完了（Transfer）」ＣＳＣＶ状態は転送完了呼を示す。 

 この状態は、「網代理（Surrogate）」制御レグと、発側ＢＣＳＭまたは着側ＢＣＳＭが関連付けられた２

つの「結合（Joined）」受動レグを持つ転送完了呼を示す。受動レグ間の呼は安定段階にある。制御レグに

対するレグ状態「網代理（Surrogate）」は、呼の転送が完了した後の受動レグ間の課金関係を示すことに注

意すること。 

 「転送完了（Transfer）」ＣＳＣＶ状態の特性を以下に示す。 

 

ａ）ＢＣＳＭとの関係： 

制御レグ = ｃ： 

レグ状態 = 網代理（Surrogate） 

受動レグ = ｐ１およびｐ２： 

レグ状態 = 結合（Joined） 
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ＣＳＣＶ状態「転送完了（Transfer）」には、次のＢＣＳＭのＰＩＣとＤＰが含まれる。 

着側ＢＣＳＭ（レグｐ１）： 

  ＤＰ   ：レグｐ１に対する着側－通信中信号（T_Mid_Call）ＤＰ（「着側－通信中（T_Active）」） 

  ＰＩＣ ：着側－呼出中（T_Alerting）、着側－通信中（T_Active） 

発側ＢＣＳＭ（レグｐ２）「転送完了レグ」： 

  ＤＰ   ：レグｐ２に対する発側－着側捕捉完了（O_Term_Seized）ＤＰ、 

           レグｐ２に対する発側－応答（O_Answer）ＤＰ、 

           レグｐ２に対する発側－中断（O_Suspend）ＤＰ、 

           レグｐ２に対する発側－再応答（O_Re-answer）ＤＰ、 

           レグｐ２に対する発側－通信中信号（O_Mid_Call）ＤＰ（「発側－通信中（O_Active）」）、 

           レグｐ２に対する発側－通信中信号（O_Mid_Call）ＤＰ（「発側－中断中 

           （O_Suspended）」） 

  ＰＩＣ  ：発側－呼出中（O_Alerting）、発側－通信中（O_Active）、発側－中断中（O_Suspended） 

 

ｂ）入イベント： 

以下のＣＳＣＶ状態の出イベントを参照のこと。 

・「転送中（Forward）」 

 

ｃ）出イベント： 

 

ＣＳＣＶ状態に関連するＳＳＦイベントの要約： 

発側ＢＣＳＭ： 

    レグｐ２に対するルート選択失敗（Route_Select_Failure）ＤＰ、 ＊ 

    レグｐ２に対する発側－着信者話中（O_Called_Party_Busy）ＤＰ、 

    レグｐ２に対する発側－無応答（O_No_Answer）ＤＰ、 

    レグｐ２に対する発側－応答（O_Answer）ＤＰ、 

    レグｐ２に対する発側－中断（O_Suspend）ＤＰ、 

    レグｐ２に対する発側－再応答（O_Re-answer）ＤＰ 

    レグｐ２に対する発側－切断（O_Disconnect）ＤＰ、 

    レグｐ２に対する発側－通信中信号（O_Mid_Call）ＤＰ（「発側－通信中（O_Active）」）、 

    レグｐ２に対する発側－通信中信号（O_Mid_Call）ＤＰ（「発側－中断中 

    （O_Suspended）」） 

着側ＢＣＳＭ： 

    レグｐ１に対する着側－通信中信号（T_Mid_Call）ＤＰ（「着側－通信中（T_Active）」） 

    レグｐ１に対する着側－途中放棄（T_Abandon）ＤＰ、 

    レグｐ１に対する着側－切断（T_Disconnect）ＤＰ 

 

「転送完了（Transfer）」ＣＳＣＶ状態からの直接の遷移： 

ⅰ）「転送完了（Transfer）」ＣＳＣＶ状態の削除（ＣＳインスタンスの削除） 

－  「転送完了（Transfer）」ＣＳＣＶ状態において報告が許容される任意のＤＰの応答として、

ＳＣＦから受信した有効な呼解放（ReleaseCall）オペレーションの処理。 

ⅱ）「転送中（Forward）」ＣＳＣＶ状態への遷移 

－  発側ＢＣＳＭから送信されたレグｐ２に対する発側－切断（O_Disconnect）ＤＰの検出 
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－  無応答タイマの満了またはリモートの着側ＢＣＳＭからの解放イベントの受信により、発側Ｂ

ＣＳＭから送信されたレグｐ２に対する発側－無応答（O_No_Answer）ＤＰの検出。 

－  発側ＢＣＳＭから送信されたレグｐ２に対する発側－着信者話中（O_Called_Party_Busy）ＤＰ

の検出。 

－  発側ＢＣＳＭから送信されたレグｐ２に対するルート選択失敗（Route_Select_Failure） ＊ 

ＤＰの検出。 ＊ 

ⅲ）「転送完了（Transfer）」ＣＳＣＶ状態への遷移 

－  注：本ＣＳＣＶ状態の定義を構成する全ての有効なＤＰとＰＩＣについては、本ＣＳＣＶ状態

内に留まる。 

ⅳ）「安定一者（Stable_1_Party）」ＣＳＣＶ状態への遷移 

－  リモートの発側ＢＣＳＭからの解放要求表示（Release.Req.Ind）信号イベント受信によるレグ

ｐ１に対する着側－切断（T_Disconnect）ＤＰの検出。 

－  リモートの発側ＢＣＳＭからの解放要求表示（Release.Req.Ind）信号イベント受信による ＊ 

レグｐ１に対する着側－途中放棄（T_Abandon）ＤＰの検出。 ＊ 

 

6.5.3.4.3.10 「保留（On_Hold）」呼セグメントコネクションビュー状態 

 「保留（On_Hold）」ＣＳＣＶ状態は保留された呼を示し、「共有（Shared）」状態の制御レグと、発側

ＢＣＳＭが関連付けられた１つの「結合（Joined）」状態の受動レグを持つ。制御ユーザはリモートの話者

を保留状態とし、他の呼セグメントインスタンス内に存在している。 

 「保留（On_Hold）」ＣＳＣＶ状態の特性を以下に示す。 

 

ａ）ＢＣＳＭとの関係： 

制御レグ = ｃ： 

レグ状態 = 共有（Shared） 

受動レグ = ｐ： 

レグ状態 = 結合（Joined） 

ＣＳＣＶ状態「保留（On_Hold）」には、次のＢＣＳＭのＰＩＣとＤＰが含まれる。 

発側ＢＣＳＭ（レグｐ「保留レグ」）： 

  ＤＰ  ：レグｐに対する発側－応答（O_Answer）ＤＰ 

          レグｐに対する発側－切断（O_Disconnect）ＤＰ 

  ＰＩＣ：なし ＊ 

 

ｂ）入イベント： 

ＣＳＣＶ状態の出イベント参照のこと。 

・「安定二者（Stable_2_Party）」 

・「受動レグ側ＳＲＦコネクション」（付属資料Ｃ参照） ＊ 

 

ｃ）出イベント： 

ＣＳＣＶ状態に関連するＳＳＦイベントの要約： 

発側ＢＣＳＭ： 

    レグｐに対する発側－切断（O_Disconnect）ＤＰ 

 

「保留（On_Hold）」ＣＳＣＶ状態からの直接の遷移： 
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ⅰ）「保留（On_Hold）」ＣＳＣＶ状態の削除（ＣＳインスタンスの削除） 

－  レグｐに対する発側－応答（O_Answer）ＤＰの応答として、ＳＣＦから受信した有効な ＊ 

呼解放（ReleaseCall）オペレーションの処理。 ＊ 

－  レグｐに対する発側－切断（O_Disconnect）ＤＰの検出（注１） 

－  レグｐに対する発側－応答（O_Answer）ＤＰの応答として、ＳＣＦから受信した有効な（ソー

スＣＳとしての）呼セグメント併合（MergeCallSegments）オペレーションによるエクスポート

レグ（ｐ）の処理（注２）。 

注１：ＣＳ内の最後の結合（Joined）レグｐ上で解放イベントが検出されたとき、ＣＳＣＶ状態の

遷移を伴わずにレグ状態が（「結合（Joined）」から「待ち（Pending）」に）変更され、Ｃ

Ｓは呼処理再開により削除される。 

注２：ＣＳ内で最後の結合状態の p レグで（ソースＣＳとしての）呼セグメント併合

（MergeCallSegments）オペレーションが実行されたとき、ＣＳは削除される。 

ⅱ）「安定二者（Stable_2_Party）」ＣＳＣＶ状態への遷移 

－  発側－応答（O_Answer）ＤＰの応答として、ＳＣＦから受信した有効な（ターゲットＣＳとし

ての）呼セグメント併合（MergeCallSegments）オペレーションによるインポートレグ（ｃ）の

処理。 

 

6.5.3.4.3.11 「安定多者（Stable_Multi_Party）」呼セグメントコネクションビュー状態 ＃ 

6.5.3.5 ＣＶ構成と複合遷移の例 ＃ 
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6.5.3.6 ＣＳＣＶ状態へのＤＰイベント遷移の概観 

 次の表とＣＳＣＶ状態図はＤＰイベントに対するＣＳＣＶ状態遷移の概観を提供する。 

 

表６－１１／ＪＴ－Ｑ１２３８．２－ｂ＊ 

（ＩＴＵ－Ｔ Ｑ．１２３８．２） 

ＤＰイベントに対するＣＳＣＶ状態遷移 

注１： 発側ＢＣＳＭの場合、ＳＣＦ内のＳＬＰＩは発側－応答（O_Answer）ＤＰの報告によって「安定二者（Stable_2_Party）」へのＣＳ遷移を認識する。本ＤＰ通知

を受信する前に、ＳＣＦがＣＰＨオペレーションを送信する場合、当該オペレーションはエラーとして処理される。 

注２： 着側ＢＣＳＭの場合、ＳＣＦ内のＳＬＰＩは着側－応答（T_Answer）ＤＰの報告によって「安定二者（Stable_2_Party）」へのＣＳ遷移を認識する。 

注３： サービス実行のための適切なコネクションビューを保証するために、ＳＣＦ内のＳＬＰＩはＤＰの設定とＤＰ報告によって自身が管理するＣＳＣＶ状態を更新

する。 

注４： ＤＰがＥＤＰとして設定されるならば、当該ＤＰはＳＣＦへ報告される。呼処理が中断されない場合、これに続いて当該ＣＳは直ちに削除される。その他の場

合（ＤＰがＥＤＰ－Ｒとして設定されている場合）は、中断された呼処理の再開を契機に当該ＣＳは削除される。 

以下の表で使用される略語： 

ＮＡ ＝ 非適用 
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CSCV 状態          è 

 

DP イベントの検出  ê 

 発側呼設定 

 (Originating_ 

  Setup) 

 安定一者 

 (Stable_1_Party) 

 着側呼設定 

 (Terminating_ 

  Setup) 

 一者 

 (1_Party) 

 安定二者 

 (Stable_2_Party) 

 転送中 

 (Forward) 

 転送完了 

 (Transfer) 

 保留 

 (On_Hold) 

レグ c／レグ p に対する 

発呼受付 DP 

(Origination_Attempt DP) 

(レグ p は呼転送のための 

 接続(Connect)による) 

                    ＊ 

レグ c： 

  発側呼設定 

   (Originating_ 

   Setup) 

レグ p： 

  NA 

NA NA NA NA レグ p2： 

  転送中 

  (Forward) 

その他： 

  NA 

            ＊ 

NA NA 

レグ c／レグ p に対する 

発呼受付拒否 DP 

(Origination_Attempt_ 

 Denied DP) 

(レグ p は呼転送のための 

 接続(Connect)による) 

レグ c： 

  発側呼設定 

   (Originating_ 

   Setup) 

レグ p： 

  NA 

NA NA NA NA レグ p2： 

  転送中 

  (Forward) 

その他： 

  NA 

NA NA 

レグ c／レグ p に対する 

発呼分析完了 DP  

(Origination_Attempt_ 

 Authorized DP) 

(レグ p は呼転送のための 

 接続(Connect)による) 

レグ c： 

  発側呼設定 

   (Originating_ 

   Setup) 

レグ p： 

  NA 

NA NA NA NA レグ p2： 

  転送中 

  (Forward) 

その他： 

  NA 

NA NA 

レグ c／レグ p に対する 

情報収集完了 DP 

(Collected_Information DP) 

(レグ p は呼転送のための 

 接続(Connect)による) 

レグ c： 

  発側呼設定 

   (Originating_ 

   Setup) 

レグ p： 

  NA 

NA NA NA NA レグ p2： 

  転送中 

  (Forward) 

その他： 

  NA 

NA NA 
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CSCV 状態          è 

 

DP イベントの検出  ê 

 発側呼設定 

 (Originating_ 

  Setup) 

 安定一者 

 (Stable_1_Party) 

 着側呼設定 

 (Terminating_ 

  Setup) 

 一者 

 (1_Party) 

 安定二者 

 (Stable_2_Party) 

 転送中 

 (Forward) 

 転送完了 

 (Transfer) 

 保留 

 (On_Hold) 

レグ c／レグ p に対する 

情報分析完了 DP 

(Analysed_Information DP) 

(レグ p は呼転送のための 

 接続(Connect)による) 

レグ c： 

  発側呼設定 

   (Originating_ 

   Setup) 

レグ p： 

  NA 

NA NA NA NA レグ p2： 

  転送中 

  (Forward) 

その他： 

  NA 

NA NA 

レグ p に対する 

発側－着側捕捉完了 DP 

(O_Term_Seized DP) 

安定二者 

(Stable_2_Party) 

NA NA NA NA レグ p2： 

  転送完了 

  (Transfer) 

レグ p1： 

  NA 

NA          ＊ 

 

NA 

レグ p に対する 

ルート選択失敗 DP 

(Route_Select_Failure DP) 

発側呼設定 

(Originating_ 

 Setup) 

NA NA NA 発側呼設定 

(Originating_ 

 Setup) 

レグ p2： 

  転送中 

  (Forward) 

レグ p1： 

  NA 

レグ p2： 

  転送中 

  (Forward) 

レグ p1： 

  NA 

            ＊ 

NA 

レグ p に対する 

ルート分析失敗 DP 

(Authorize_Route_Failure  

 DP) 

発側呼設定 

(Originating_ 

 Setup) 

NA NA NA NA レグ p2： 

  転送中 

  (Forward) 

レグ p1： 

  NA 

NA NA 
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CSCV 状態          è 

 

DP イベントの検出  ê 

 発側呼設定 

 (Originating_ 

  Setup) 

 安定一者 

 (Stable_1_Party) 

 着側呼設定 

 (Terminating_ 

  Setup) 

 一者 

 (1_Party) 

 安定二者 

 (Stable_2_Party) 

 転送中 

 (Forward) 

 転送完了 

 (Transfer) 

 保留 

 (On_Hold) 

レグ p に対する 

発側－着信者話中 DP 

(O_Called_Party_Busy DP) 

発側呼設定 

(Originating_ 

 Setup) 

NA          ＊ NA NA 発側呼設定 

(Originating_ 

 Setup) 

レグ p2： 

  転送中 

  (Forward) 

レグ p1： 

  NA 

レグ p2： 

  転送中 

   (Forward) 

レグ p1： 

  NA 

NA          ＊ 

レグ p に対する 

発側－無応答 DP 

(O_No_Answer) 

発側呼設定 

(Originating_ 

 Setup) 

NA          ＊ NA NA 発側呼設定 

(Originating_ 

 Setup) 

レグ p2： 

  転送中 

  (Forward) 

レグ p1： 

  NA 

レグ p2： 

  転送中 

   (Forward) 

レグ p1： 

  NA 

NA          ＊ 

レグ p に対する 

発側－応答 DP 

(O_Answer DP) 

安定二者 

(Stable_2_Party) 

NA          ＊ NA NA 安定二者 

(Stable_2_Party) 

レグ p2： 

  転送完了 

  (Transfer) 

レグ p1： 

  NA 

            ＊ 

レグ p2： 

  転送完了 

   (Transfer) 

レグ p1： 

  NA 

NA          ＊ 

レグ p に対する 

発側－中断 DP 

(O_Suspend DP) 

NA NA          ＊ NA NA 安定二者 

(Stable_2_Party) 

NA レグ p2： 

  転送完了 

  (Transfer) 

レグ p1： 

  NA 

NA          ＊ 
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CSCV 状態          è 

 

DP イベントの検出  ê 

 発側呼設定 

 (Originating_ 

  Setup) 

 安定一者 

 (Stable_1_Party) 

 着側呼設定 

 (Terminating_ 

  Setup) 

 一者 

 (1_Party) 

 安定二者 

 (Stable_2_Party) 

 転送中 

 (Forward) 

 転送完了 

 (Transfer) 

 保留 

 (On_Hold) 

レグ p に対する 

発側－再応答 DP 

(O_Re-answer DP) 

NA NA          ＊ NA NA 安定二者 

(Stable_2_Party) 

NA レグ p2： 

  転送完了 

  (Transfer) 

レグ p1： 

  NA 

NA          ＊ 

レグ c に対する 

発側－通信中信号 DP 

{呼送出 PIC} 

(O_Mid_Call DP  

{Send_Call PIC}) 

発側呼設定 

(Originating_ 

 Setup) 

NA NA NA NA NA NA NA 

レグ c に対する 

発側－通信中信号 DP 

{発側－呼出中 PIC} 

(O_Mid_Call DP  

{O_Alerting PIC}) 

NA NA          ＊ NA NA          ＊ 安定二者 

(Stable_2_Party) 

NA NA NA          ＊ 

レグ c／レグ p に対する 

発側－通信中信号 DP 

{発側－通信中 PIC} 

(O_Mid_Call DP  

{O_Active PIC}) 

NA NA          ＊ NA NA 安定二者 

(Stable_2_Party) 

NA レグ p2： 

  転送完了 

  (Transfer) 

その他： 

  NA 

NA          ＊ 

レグ c／レグ p に対する 

発側－通信中信号 DP 

{発側－中断中 PIC} 

(O_Mid_Call DP  

{O_Suspended PIC}) 

NA NA          ＊ NA NA 安定二者 

(Stable_2_Party) 

NA レグ p2： 

  転送完了 

  (Transfer) 

その他： 

  NA 

NA          ＊ 
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CSCV 状態          è 

 

DP イベントの検出  ê 

 発側呼設定 

 (Originating_ 

  Setup) 

 安定一者 

 (Stable_1_Party) 

 着側呼設定 

 (Terminating_ 

  Setup) 

 一者 

 (1_Party) 

 安定二者 

 (Stable_2_Party) 

 転送中 

 (Forward) 

 転送完了 

 (Transfer) 

 保留 

 (On_Hold) 

レグ c／レグ p に対する 

発側－切断 DP 

(O_Disconnect DP) 

NA NA          ＊ NA レグ c： 

  CS インスタン 

  ス削除   注 4 

レグ p： 

  NA 

レグ p： 

  発側呼設定 

  (Originating_ 

   Setup) 

レグ c： 

  安定一者 

 (Stable_1_Party) 

NA          ＊ レグ p2： 

  転送中 

  (Forward) 

その他： 

  NA 

レグ p： 

  CS インスタン 

  ス削除   注 4 

レグ c： 

  NA 

レグ c に対する 

発側－途中放棄 DP 

(O_Abandon DP) 

CS インスタンス 

削除       注 4 

NA NA NA          ＊ 安定一者 

(Stable_1_Party) 

NA NA NA 

         

         

レグ p に対する 

着呼受付 DP 

(Termination_Attempt DP) 

NA NA 着側呼設定 

(Terminating_ 

 Setup) 

NA NA NA NA NA 

レグ p に対する 

着呼分析完了 DP 

(Termination_Attempt_ 

 Authorized DP) 

NA NA 着側呼設定 

(Terminating_ 

 Setup) 

NA NA NA NA NA 

レグ p に対する 

着呼受付拒否 DP 

(Termination_Attempt_ 

 Denied DP) 

NA NA 着側呼設定 

(Terminating_ 

 Setup) 

NA NA NA NA NA 
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CSCV 状態          è 

 

DP イベントの検出  ê 

 発側呼設定 

 (Originating_ 

  Setup) 

 安定一者 

 (Stable_1_Party) 

 着側呼設定 

 (Terminating_ 

  Setup) 

 一者 

 (1_Party) 

 安定二者 

 (Stable_2_Party) 

 転送中 

 (Forward) 

 転送完了 

 (Transfer) 

 保留 

 (On_Hold) 

レグ c に対する 

ファシリティ選択完了 

及び利用可能 DP 

(Facility_Selected_and_ 

 Available DP) 

NA NA 着側呼設定 

(Terminating_ 

 Setup) 

NA NA NA NA NA 

レグ c に対する 

着呼設定完了 DP 

(Call_Accepted DP) 

NA NA 安定二者 

(Stable_2_Party) 

NA NA NA NA NA 

レグ c に対する 

着側－話中 DP 

(T_Busy DP) 

NA NA 着側呼設定 

(Terminating_ 

 Setup) 

NA          ＊ 着側呼設定 

(Terminating_ 

 Setup) 

NA NA NA 

レグ c に対する 

着側－無応答 DP 

(T_No_Answer DP) 

NA NA 着側呼設定 

(Terminating_ 

 Setup) 

NA          ＊ 着側呼設定 

(Terminating_ 

 Setup) 

NA NA NA 

レグ c に対する 

着側－応答 DP 

(T_Answer DP) 

NA NA 安定二者 

(Stable_2_Party) 

NA          ＊ 安定二者 

(Stable_2_Party) 

NA NA NA          ＊ 

レグ c に対する 

着側－中断 DP 

(T_Suspend DP) 

NA NA NA NA          ＊ 安定二者 

(Stable_2_Party) 

NA NA NA          ＊ 

レグ c に対する 

着側－再応答 DP 

(T_Re-answer DP) 

NA NA NA NA          ＊ 安定二者 

(Stable_2_Party) 

NA NA NA          ＊ 
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CSCV 状態          è 

 

DP イベントの検出  ê 

 発側呼設定 

 (Originating_ 

  Setup) 

 安定一者 

 (Stable_1_Party) 

 着側呼設定 

 (Terminating_ 

  Setup) 

 一者 

 (1_Party) 

 安定二者 

 (Stable_2_Party) 

 転送中 

 (Forward) 

 転送完了 

 (Transfer) 

 保留 

 (On_Hold) 

レグ c／レグ p に対する 

着側－通信中信号 DP 

{着側－通信中} 

(T_Mid_Call DP  

{T_Active}) 

NA NA          ＊ NA NA          ＊ 安定二者 

(Stable_2_Party) 

NA          ＊ レグ p1： 

  転送完了 

  (Transfer) 

その他： 

  NA 

NA          ＊ 

レグ c／レグ p に対する 

着側－切断 DP 

(T_Disconnect DP) 

NA NA          

＊ 

NA NA          ＊ レグ p： 

  一者(1_Party) 

レグ c： 

  着側呼設定 

  (Terminating_ 

   Setup) 

            ＊ 

レグ p1： 

  CS インスタン 

  ス削除   注 4 

その他： 

  NA 

レグ p1： 

  安定一者 

 (Stable_1_Party) 

その他： 

  NA 

NA          ＊ 

レグ p に対する 

着側－途中放棄 

(T_Abandon DP) 

NA NA          ＊ CS インスタンス 

削除       注 4 

NA 一者(1_Party) レグ p1： 

  CS インスタン 

  ス削除   注 4 

その他： 

  NA 

レグ p1： 

  安定一者 

 (Stable_1_Party) 

その他： 

  NA 

            ＊ 

NA          ＊ 
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空き（Null） 

着側ＢＣＳＭ 

網代理 
(Surrogate) 

安定一者（Stable_1_Party） 

結合 
(Joined) 

または 

発側ＢＣＳＭ 

発側ＢＣＳＭ 着側ＢＣＳＭ 

結合 
(Joined) 

一者（1_Party） 

または 

発側呼設定（Originating_Setup）

発側ＢＣＳＭ 

結合 
(Joined) 

待ち 
(Pending) 

着側呼設定（Terminating_Setup）

着側ＢＣＳＭ 

待ち 
(Pending) 

結合 
(Joined) 

発側ＢＣＳＭ 

結合 
(Joined) 

安定二者（Stable_2_Party）

結合 
(Joined) 

または 

着側ＢＣＳＭ 

着側ＢＣＳＭ 

網代理 
(Surrogate) 

転送完了（Transfer）

発側ＢＣＳＭ 

結合 
(Joined) 

結合 
(Joined) 

着側ＢＣＳＭ 

網代理 
(Surrogate) 

転送中（Forward） 

発側ＢＣＳＭ 

待ち 
(Pending) 

結合 
(Joined) 

共有 
(Shared) 

保留（On_Hold） 

発側ＢＣＳＭ 

結合 
(Joined) 

図６－２８／ＪＴ－Ｑ１２３８．２－ｂ＊ 

（ＩＴＵ－Ｔ Ｑ．１２３８．２） 

概観１：ＣＳＣＶ遷移 

接続(Connect (p))：発側 BCSM のみ 

継続(Continue) 

継続(Continue) 

呼設定要求確認(Setup.Resp.Conf)受信 

呼経過要求表示(CallProgress.Req.Ind)(bptyAlert)） 

呼設定要求確認(Setup.Resp.Conf) 

接続(Connect) (p) 

接続(Connect (p)) 

継続(Continue) 

継続(Continue) 

呼設定要求表示(Setup.Req.Ind) (送信) 

呼設定要求(Setup.Req) 

呼経過表示(CallProgress.Ind (bptyAlert)／ 

呼設定確認(Setup.Conf) (直接応答時)受信 

呼設定表示(Setup.Ind) 
呼設定要求表示(Setup.Req.Ind) 

 (受信) 

継続(Continue) 

呼設定応答確認(Setup.Resp.Conf) (送信) 

呼設定要求(Setup.Req) 

概観１の内容：接続(Connect)、継続(Continue)オペレーション及び、 

呼経過要求表示(CallProgress.Req.Ind)、 

呼設定応答確認(Setup.Resp.Conf)、呼経過表示(CallProgress.Ind)、 

呼設定確認(Setup.Con)プリミティブ 
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図６－２９／ＪＴ－Ｑ１２３８．２－ｂ＊ 

（ＩＴＵ－Ｔ Ｑ．１２３８．２） 

概観２：ＣＳＣＶ遷移 

概観２の内容：DP 発呼受付拒否(Origination_Attempt_Denied)(c/p)、DP ルート選択失敗(Route_Select_Failure)(p)、DP ルート分析失敗(Authorize_Route_Failure)(p)、 

DP 発側－着信者話中(O_Called_Party_Busy)(p)、DP 発側－無応答(O_No_Answer)(p)、DP 発側－切断(O_Disconnect)(c/p)、 

DP 発側－途中放棄(O_Abandon)(c)、 

DP 着呼受付拒否(Termination_Attempt_Denied)(p)、DP 着側－話中(T_Busy)(c)、DP 着側－無応答(T_No_Answer)(c)、DP 着側－切断（T_Disconnect）(c/p)、

DP 着側－途中放棄(T_Abandon)(p) 

空き（Null） 

着側ＢＣＳＭ 

網代理 
(Surrogate) 

安定一者（Stable_1_Party） 

結合 
(Joined) 

または 

発側ＢＣＳＭ 

発側ＢＣＳＭ 着側ＢＣＳＭ 

結合 
(Joined) 

一者（1_Party） 

または 

発側呼設定（Originating_Setup）

発側ＢＣＳＭ 

結合 
(Joined) 

待ち 
(Pending) 

着側呼設定（Terminating_Setup）

着側ＢＣＳＭ 

待ち 
(Pending) 

結合 
(Joined) 

発側ＢＣＳＭ 

結合 
(Joined) 

安定二者（Stable_2_Party）

結合 
(Joined) 

または 

着側ＢＣＳＭ 

着側ＢＣＳＭ 

網代理 
(Surrogate) 

転送完了（Transfer）

発側ＢＣＳＭ 

結合 
(Joined) 

結合 
(Joined) 

着側ＢＣＳＭ 

網代理 
(Surrogate) 

転送中（Forward） 

発側ＢＣＳＭ 

待ち 
(Pending) 

結合 
(Joined) 

共有 
(Shared) 

保留（On_Hold） 

発側ＢＣＳＭ 

結合 
(Joined) 

DP 着側－話中(c)、 

DP 着側－無応答(c)、 

DP 着側－切断(c) 

DP 着呼受付拒否(p)、 

DP 着側－話中(c)、 

DP 着側－無応答(c) 

DP 発呼受付拒否(c)、 

DP ルート選択失敗(p)、 

DP ルート分析失敗(p)、 

DP発側－着信者話中(p)、

DP 発側－無応答(p) 

DP 着側－切断(p)、DP 着側－途中放棄(p) 

DP 発側－切断(c) 

DP 発側－切断(c)、DP 発側－途中放棄(c) 

DP ルート選択失敗(p)、DP 発側－着信者話中(p)、

DP 発側－無応答(p)、DP 発側－切断(p) 

DP ルート選択失敗(p2)、DP 発側－着信者話中(p2)、

DP 発側－無応答(p2)、DP 発側－切断(p2) 

DP 着側－切断(p1)、DP 着側－途中放棄(p1)

DP 着側－切断(p1) 

DP 着側－途中放棄(p1) 

DP 発呼受付拒否(p2)、DP ルート選択失敗(p2)、 

DP ルート分析失敗(p2)、DP 発側－着信者話中(p2)、

DP 発側－無応答(p2) 

DP 発側－途中放棄(c) DP 着側－途中放棄(p) 

DP 発側－切断(p) 
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図６－３０／ＪＴ－Ｑ１２３８．２－ｂ＊ 

（ＩＴＵ－Ｔ Ｑ．１２３８．２） 

概観３：ＣＳＣＶ遷移 

概観３の内容：レグ移動(MoveLeg)（ML）及び 

呼セグメント併合(MergeCallSegments)（MCS） 

オペレーション 

空き（Null） 

着側ＢＣＳＭ 

網代理 
(Surrogate) 

安定一者（Stable_1_Party） 

結合 
(Joined) 

または 

発側ＢＣＳＭ 

発側ＢＣＳＭ 

結合 
(Joined) 

一者（1_Party） 発側呼設定（Originating_Setup）

発側ＢＣＳＭ 

結合 
(Joined) 

待ち 
(Pending) 

着側呼設定（Terminating_Setup）

着側ＢＣＳＭ 

待ち 
(Pending) 

結合 
(Joined) 

発側ＢＣＳＭ 

結合 
(Joined) 

安定二者（Stable_2_Party）

結合 
(Joined) 

着側ＢＣＳＭ 

網代理 
(Surrogate) 

転送完了（Transfer）

発側ＢＣＳＭ 

結合 
(Joined) 

結合 
(Joined) 

着側ＢＣＳＭ 

網代理 
(Surrogate) 

転送中（Forward） 

発側ＢＣＳＭ 

待ち 
(Pending) 

結合 
(Joined) 

共有 
(Shared) 

保留（On_Hold） 

発側ＢＣＳＭ 

結合 
(Joined) 

インポートレグ(p) {MCS} 

エクスポートレグ(p) {ML(S)} 

エクスポートレグ(c) {ML(S)} 

インポートレグ(c) {MCS} 
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6.5.3.7 ＣＶＳの概観 ＃ 

6.6 アウトチャネル呼関連ユーザ相互動作 ＃ 

 

 



 － 113 － ＪＴ－Ｑ１２３８．２－ｂ 

７．ＳＣＦモデル 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図７－１／ＪＴ－Ｑ１２３８．２－ｂ＊ 

（ＩＴＵ－Ｔ Ｑ．１２３８．２） 

ＳＣＦモデル 

 

 

7.1 序論 

 上図（ＳＣＦモデル）で示しているＳＣＦモデルの目的は、ＳＣＦに関するサービス論理処理についての

枠組みを提供することである。 

 ＳＣＦモデルはＳＣＦの概念的モデルを示しており、ＳＣＦの実際のインプリメントを意図しない。 

 サービス制御機能（ＳＣＦ）の主要な機能は、サービス論理処理プログラム（ＳＬＰ）の形で提供される

サービス論理の実行である。ＳＣＦプラットホームは、サービス処理を提供する為にサービス論理処理プロ

グラム（ＳＬＰｓ）が動作するサービス論理実行環境（ＳＬＥＥ）を提供する。上図（ＳＣＦモデル）で示

された個々のコンポーネントの詳細な記述についてはＴＴＣ標準ＪＴ－Ｑ１２３８．１－ｂを参照のこと。 

 

7.2 ＳＣＦモデルコンポーネント 

 ＳＣＦモデル図で示す個々のコンポーネントの詳細はＴＴＣ標準ＪＴ－Ｑ１２３８．１－ｂで提供される。

ＳＬＰインスタンスによって呼出されるかもしれない機能ルーチンに関して、以下に述べられる様に、ここ

では追加情報のみが提供される。 

 

 

ＳＣＦ 

サービス論理実行環境（ＳＬＥＥ） 

機能ﾙｰﾁﾝﾗｲﾌﾞﾗﾘ 
サービス論理実行管理（ＳＬＥＭ） 

機能エンティティアクセス管理（ＦＥＡＭ）

ＳＬＰライブラリ 

ＩＮネットワーク 

ワイドリソース 
データ 

 サービス論理

処理ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ 
ｲﾝｽﾀﾝｽ 

（ＳＬＰＩ） 

サービス 

論理選択／ 

相互動作 

管理 
（ＳＬＳＩＭ） 

リソース管理 

ＳＬＰ管理 

ＳＣＦ 
データ 

アクセス 

管理 

機能ﾙｰﾁﾝ 

管理 機能ﾙｰﾁﾝ 

サービスデータ 

オブジェクト 
ディレクトリ 

ＳＳＦ ＳＲＦ 



ＪＴ－Ｑ１２３８．２－ｂ － 114 － 

7.2.1 サービス論理処理プログラムインスタンス（ＳＬＰＩ） 

 ＳＬＰが選択され、起動されると、それはサービス論理プログラムインスタンス（ＳＬＰＩ）と呼ばれる。

ＳＬＰと違い、対応するＳＬＰＩは、サービス実行のフローを実際に制御し、ＳＣＦ機能ルーチンを起動す

る動的なエンティティである。 

 機能ルーチンは、サービス実行をサポートするために網内で実行されるべき、一連の動作を引き起こすた

めに、ＳＬＰＩにより起動されるＳＣＦ内のプログラムである。機能ルーチンは、サービス非依存であると

みなされる。機能ルーチンの潜在的カテゴリは、下記の 7.2.2 節「機能ルーチンカテゴリ」に記述される。 

 

7.2.2 機能ルーチンカテゴリ 

 以下の機能ルーチンのカテゴリは、ＳＬＰＩへアクセス可能なＳＣＦ機能を記述するための枠組みとして

示す。 

 

7.2.2.1 ＳＬＰＩ管理機能ルーチン 

－ ＳＬＰＩの初期設定及び終了のための機能ルーチン 

－ 他のＳＬＰを起動する機能ルーチン 

 

7.2.2.2 ＳＬＰＩ通信機能ルーチン 

－ ＳＬＰＩ間の通信をサポートする機能ルーチン 

 

7.2.2.3 タイマ管理機能ルーチン 

－ 現在の日時を得る機能ルーチン 

－ ＳＣＦ内の非同期タイマを管理する機能ルーチン 

－ ある決められた期間、ＳＬＰの起動を防ぐ機能ルーチン 

 

7.2.2.4 データ管理インタフェース機能ルーチン 

－ ＳＣＦデータアクセス管理を介して、ＳＣＦデータ（即ち、サービスデータオブジェクトディレク

トリ、及び、ＩＮネットワークワイドリソースデータ）及びネットワークデータに全体的かつ一様

にアクセスし操作する機能ルーチン 

 

7.2.2.5 非同期イベント処理機能ルーチン 

－ 非同期イベント（例えば、他の機能エンティティより報告されるイベント、ＳＬＰＩ実行エラーイ

ベント、また、ＳＣＦ内部イベント）への応答として適切な機能を実行する機能ルーチン 

－ サービス実行の終了及び関連するリソースの初期設定のための機能ルーチン 

 

7.2.2.6 接続管理機能ルーチン 

－ ＳＳＦ内でＩＮフィーチャ管理との相互動作を介して、レグやコネクションポイントを操作する機

能ルーチン 

 

7.2.2.7 特殊リソース管理機能ルーチン 

－ （ＳＲＦと相互動作する）ＳＬＥＭリソース管理を介して全体的かつ一様に特殊網リソースにアク

セスし、使用する機能ルーチン 
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7.2.2.8 ＯＡＭ機能ルーチン 

－ ＯＡＭ動作への要求に応答し、また、ＯＡＭ関連情報（例えば、データ収集、トラヒック管理、エ

ラー処理、課金）を収集する機能ルーチン 
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８．ＳＳＦ対応ＦＳＭ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ＦＥＡＭの記述については、ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｑ１２３８．１－ｂを参照のこと。 

 以下のＦＳＭ記述の解釈が詳細オペレーション手順やＴＣサービスの使用に関する規則と異なる場合、11

章の「オペレーション手順」や 15 章の「ＴＣから想定されるサービス」に含まれる記述や規則に従うもの

とする。 

 

呼関連機能： 

 ＳＳＭＥ－制御はＳＳＦ ＦＳＭと相互にインタフェースを持つ。上図に示すように、ＳＳＦ ＦＳＭの

インスタンスはＩＮ－交換状態モデル（ＩＮ－ＳＳＭ）ＦＳＭである。 

 ＳＳＭＥ－制御はＳＣＦからＳＳＦへ起動される活性化試験（ActivityTest）オペレーションを応答側とし

・・・ 

ＳＳＭＥ－制御 

（SSME-Control） 

機能ｴﾝﾃｨﾃｨﾃｨｱｸｾｽ管理 

（FEAM） 
ＳＣＦ 

図８－１／ＪＴ－Ｑ１２３８．２－ｂ＊ 

（ＩＴＵ－Ｔ Ｑ．１２３８．２） 

ＳＳＦ ＦＳＭ構成 

ＳＳＦ 

・・・ 

ＣＳＡ対応ＦＳＭ 

（FSM for CSA） 

ＣＳ対応ＦＳＭ 

（FSM for CS） 

ＩＮ－ＳＳＭ ＦＳＭ 

ＳＳＦ ＦＳＭ 

ＣＳＡ：呼セグメントアソシエーション（Call Segment Association） 

ＣＳ ：呼セグメント（Call Segment） 
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て処理する。 

 活性化試験（ActivityTest）オペレーションは呼コンテキストトランザクションに対してのみ適用される。 

 

 ＳＳＦ ＦＳＭは必要に応じてＢＣＳＭの関連するインスタンスに呼制御指示を引き渡す。ＳＳＦ ＦＳ

Ｍを動作中のままにしておくように要求しながら、ＤＰはイベントＤＰとして動的に設定されるかもしれな

い。あるポイントでは、ＳＣＦとの更なる相互動作は必要とされなくなり、ＢＣＳＭが必要に応じて呼処理

を継続する一方でＳＳＦ ＦＳＭは終了させられるかもしれない。ＢＣＳＭ内のより後のＴＤＰが同一呼に

対してＳＳＦ ＦＳＭの新たなインスタンスを生じるかもしれない。 

 

 ＩＮサービスフィーチャのシングルエンド制御の特性により、ＳＳＦ ＦＳＭは機能的に呼の片側にのみ

適用する（例えば、ＩＮサービスインスタンスは二者間通話の場合、発側ＢＣＳＭまたは着側ＢＣＳＭに生

起され、両方ではない）。 

 

 以下の節では、ＩＮ能力セット３のコネクション制御ＩＮ－ＳＳＭにてサポートされる呼関連の相互関係

についてのみ記述する。 

a) ＣＣＦ／ＳＳＦは複数のＳＣＦと呼関連の相互関係を持つ事が可能である。各相互関係は１対１の相互

関係として扱われる。 

b) ＣＣＦ／ＳＳＦが相互関係を開始する時、ＣＣＦ／ＳＳＦはＴＤＰが検出されたＩＮ－ＳＳＭの状態を

報告する。ＣＣＦ／ＳＳＦとＳＣＦ間のオペレーションに含まれる状態情報は、ＩＮ能力セット３の要

求条件と詳細なＤＦＰモデルの分析に基づいたオペレーション内のパラメータによって定義される。 

c) ＣＣＦ／ＳＳＦとＳＣＦ間で制御相互関係が確立されると、ＳＣＦはＣＣＦ／ＳＳＦに対して、その後

のイベントの監視と報告（すなわち、ＥＤＰ設定）、さらに監視の停止（すなわち、ＥＤＰ解除）を要

求する事が可能である。 

 

8.1 ＳＳＦ管理エンティティ有限状態モデル（ＳＳＭＥ ＦＳＭ） ＃ 

8.2 ＩＮ－交換状態モデル（ＩＮ－ＳＳＭ）ＦＳＭ 

 ＩＮ－ＳＳＭ ＦＳＭは呼セグメントアソシエーション対応ＦＳＭ（ＣＳＡ対応ＦＳＭ）から成る。ＣＳ

Ａ対応ＦＳＭは１つ以上の付属の呼セグメント対応ＦＳＭ（ＣＳ対応ＦＳＭ）を生成する。 

注： 

 この節の中では、ＣＰＨオペレーションという用語が使用される。 

 ＣＰＨオペレーションを以下に示す。 

呼セグメント併合（MergeCallSegments） 

レグ移動（MoveLeg） 

 

一般規則： 

 ＣＳ対応ＦＳＭのコールパーティハンドリング（ＣＰＨ）能力に関する一般規則と手順の原則を以下に述

べる。 

－ タイマ処理： 

 ＣＳレベルにて、ＳＳＦ－ＳＣＦアソシエーション（ＴＣダイアログ）を保護、または過度の呼中断

を防止するためにタイマが使用される。 

－ コネクションビュー変更： 

－ ＣＳＣＶ状態の変更を意味するコネクションビュー（ＣＶ）の変更は、ＳＣＦから起動される（Ｓ

ＣＦ起動ＣＶ変更）。 
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－ ＳＣＦは以下のオペレーションの１つを送出することによりＣＶを変更する。 

接続（Connect） 

暫定接続確立（EstablishTemporaryConnection） ＊ 

暫定接続起動（InitiateTemporaryConnections） ＊ 

順方向接続切断（DisconnectForwardConnection） ＊ 

アーギュメント付き順方向接続切断（DisconnectForwardConnectionWithArgument） ＊ 

呼セグメント併合（MergeCallSegments） 

レグ移動（MoveLeg） 

呼解放（ReleaseCall） 

－ ＳＣＦのコネクションビュー（ＣＶ）状態変更： 

 以下によりＣＶの変更がＳＣＦに通知される。 

・ ＢＣＳＭイベント報告（EventReportBCSM） 

・ エンティティ解放完了（EntityReleased） 

・ ＣＶ変更の成功を通知するＣＰＨオペレーションの結果応答 

－ ＳＣＦレグ制御： 

・ ＳＣＦは少なくとも発側／着側－切断（O/T_Disconnect）ＤＰまたは発側／着側－途中放棄

（O/T_Abandon）ＤＰが設定されたレグを制御できる（レグの監視）。 

・ ＳＣＦは呼に含まれるレグのＣＶを保持すべきである。これはレグの状態変化（例えば、レグ

の切断）をＳＣＦに通知することにより行われる。ＳＣＦにて認識できないコネクションポイ

ントにおけるレグの保持は許容されない（即ち、ＤＰ未設定）。 

・ レグ毎に設定されたＤＰの報告による呼処理イベントの結果、ＳＣＦはＳＳＦにおける各ＣＳ

ＣＶ状態遷移を認識する。ＳＣＦ内のＳＬＰＩが全てのＤＰを設定していない限り、ＳＳＦに

おけるコネクションビュー遷移を正しく認識することはできない。サービス実行のための正確

なコネクションビューを保持する為に、ＳＣＦはＤＰの設定と報告により、ＳＳＦにおける現

在のＣＳＣＶ状態を認識すべきである。 

－ 再開カウンタ規則： 

・ ＣＳ対応ＦＳＭが「指示待ち（Waiting for Instructions）」状態の場合、呼処理再開の為にＳＣ

Ｆより送信されるオペレーションの数は、呼処理の中断を引き起こしたイベント数と同じでな

ければならない。呼処理の中断を引き起こすイベントは、ＴＤＲ－ＲもしくはＥＤＰ－Ｒとし

て設定された信号イベント、またはＳＣＦより送信されるＣＰＨオペレーションの処理である。

ＣＳ対応ＦＳＭはレグ毎に必要な再開の数を保持する。 

・ ＴＤＰ－ＲまたはＥＤＰ－Ｒの場合、必要な再開の数は１増加される。 

・ ＣＰＨオペレーションの場合、関連する各ＣＳ対応ＦＳＭに含まれる未中断のレグに対して、

必要な再開の数が１に設定される。 

既に中断中のレグ（カウンタ＞０）に対するカウンタは増加されない。 

・ ＣＳ内の全レグに対して必要な再開を全て受信した時のみ、呼処理が再開され、ＣＳ対応ＦＳ

Ｍは「監視中（Monitoring）」または「空き（Idle）」状態へ遷移する。 

・ 継続（Continue）オペレーションの処理により、ＣＳ内の全てのレグに対する必要な再開の数

は１減少される。 

接続（Connect）オペレーションの処理により、ＣＳ内の全てのレグに対する必要な再開の数

は０に設定され、呼処理は再開される。 

－ ＣＳ対応ＦＳＭに関するＣＰＨ手順原則： 

・ ＣＳ（「ターゲット」ＣＳ）への（ＥＤＰを含む）レグのインポートは、同一ＣＳ内の他のレ



 － 119 － ＪＴ－Ｑ１２３８．２－ｂ 

グに対して設定されたイベント（ＥＤＰを含む）に影響を与えてはならない。 

・ ＣＳ対応ＦＳＭ（ＣＳ及びコネクションポイント当たり１ＦＳＭ）は、そのＣＳに幾つのレグ

が接続しているか認識すべきではない。ＣＳ対応ＦＳＭは少なくとも１つのＤＰが設定されて

いる間は存在する。 

・ ＳＲＦリソースがＣＳに接続されている「暫定接続終了待ち（指示待ち）（Waiting for End of 

Temporary Connection（WFI））」状態では、ＣＰＨオペレーション等によるコネクションビュー

状態の変更は許容されない。以下のＣＰＨオペレーションは許容されない： 

レグ移動（MoveLeg） 

呼セグメント併合（MergeCallSegments） 

－ ユーザ相互動作に関する手順原則： 

・ １ＣＳ当たり、リソースに対しては１コネクション（即ち、暫定接続）しか許容されない。こ

れは、１ＣＳに対して同時に接続されうるＳＲＦリソースが１つのみであることを表す。リ

ソースはＣＳ内の１つのレグに対して接続されうる。 

－ ＣＰＨオペレーションに関する手順原則： 

・ 「指示待ち（Waiting for Instructions）」状態にてレグ移動（MoveLeg）または呼セグメント併

合（MergeCallSegments）オペレーションを受信した場合、当該ＣＰＨオペレーションにより「空

き（Idle）」状態へ遷移する場合を除き、「指示待ち（Waiting for Instructions）」状態の変更を

引き起こさない。この場合、ＣＰＨオペレーションを含んだ場合の全てのオペレーションシー

ケンスは、「監視中（Monitoring）」状態へ遷移させるオペレーションにより終了されなけれ

ばならない。 

 各ＦＳＭ、及び対応する状態については後節にて記述する。 

 

 ここでは、複数のＦＳＭ状態で適用される一般規則を記述する。 

 １つあるいは複数のＴＣメッセージで受信される１つあるいは一連のコンポーネントは、１つあるいは複

数のオペレーションを含み得る。これらは以下のように処理される。 

－ オペレーションは受信順に処理する。 

－ １つのメッセージ上で、単一のオペレーションを受信しようが、複数のオペレーションを受信しようが、

いずれにせよ、各オペレーションは状態遷移をもたらす。 

－ オペレーション調査と蓄積処理： 

 ＳＳＦは後続オペレーションを順に調べる。これらのオペレーションを順序的に実行してもＦＳＭの

状態が変わらない限り、ＳＳＦはオペレーション（例えば、ＢＣＳＭイベント報告要求

（RequestReportBCSMEvent））を実行する。次のオペレーションによって状態遷移が起こる場合は、現

在のオペレーションが実行完了するまで次のオペレーションは蓄積される。他の場合はすべて現状態以

外への遷移を引き起こす（実行済みオペレーションの完了イベントや外部イベント受信のような）イベ

ントを待つ。 

－ エラー処理： 

 シーケンス中のオペレーションの中の１つの処理でエラーがあった場合、ＣＳ対応ＦＳＭはエラー処

理（下記参照）を行い、シーケンス中の後続オペレーションをすべて廃棄する。オペレーションの廃棄

は、後続オペレーションがＣＳＡ内の同一ＣＳ宛てのオペレーションであるかどうかに拘わらず行われ

る。 

－ 上記のようにオぺレーションが理解されないか、コンテキストの範囲外である場合（即ち、ＣＳ対応Ｆ

ＳＭで定義されたＳＡＣＦ規則に反する場合）、ＣＳＡレベルではＴＣアボートの送信により、ＣＳレ

ベルではエンティティ解放完了（EntityReleased）オペレーションの送信により、相互動作をアボートす
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る。 

 

 複数ＣＳが存在する時の暫定パスおよび発／着レグに関する一般規則を以下に示す。但し、以下の規定 ＊ 

は暫定接続起動（InitiateTemporaryConnections）オペレーションの解放条件（releaseCondition）パラメータ ＊ 

にて発／着レグを有するＣＳ（最初のＣＳであれば、ＣＳｉｄ＝１）を指定した場合の規定である。 ＊ 

 暫定パス設定中／捕捉中の各種イベントに対するＳＳＦ側処理を以下に示す。 ＊ 

(i)暫定接続起動（InitiateTemporaryConnections）オペレーションによる暫定パス設定中、または暫定パス ＊ 

捕捉後の着側パス設定中に発側から放棄された場合。 ＊ 

－ 全ＣＳ内の暫定パスを解放し、発側－途中放棄（O_Abandon）ＤＰが設定されていれば、 ＊ 

ＢＣＳＭイベント報告（EventReportBCSM）オペレーション及び（設定中／捕捉中）暫定パスを ＊ 

有するＣＳ数分のエンティティ解放完了（EntityReleased）オペレーションをＴＣ－終了にて ＊ 

ＳＣＦに送信。 ＊ 

－ 全ＣＳ内の暫定パスを解放し、発側－途中放棄（O_Abandon）ＤＰが要求されていなければ、 ＊ 

空き遷移したＢＣＳＭを有するＣＳに対するエンティティ解放完了（EntityReleased）オペレー ＊ 

ション及び（設定中／捕捉中）暫定パスを有するＣＳ数分のエンティティ解放完了 ＊ 

（EntityReleased）オペレーションをＴＣ－終了にてＳＣＦに送信。 ＊ 

(ii)暫定パス捕捉中、かつ着側パス設定中に着側からのＩＳＵＰ－ＲＥＬ信号受信または無応答検出に ＊ 

よりＢＣＳＭが空き遷移（ＥＤＰ未検出）した場合。 ＊ 

－ 全ＣＳ内の暫定パスを解放し、空き遷移したＢＣＳＭを有するＣＳに対するエンティティ解放 ＊ 

完了（EntityReleased）オペレーション及び捕捉中暫定パスを有するＣＳ数分のエンティティ解放 ＊ 

完了（EntityReleased）オペレーションをＴＣ－終了にてＳＣＦに送信。 ＊ 

(iii)暫定パス捕捉中、かつＥＤＰ－Ｒ（話中、無応答、応答）検出によるＢＣＳＭイベント報告 ＊ 

（EventReportBCSM）オペレーション送信後のアプリケーションタイマＴ
ＳＳＦ

満了時。 ＊ 

－ 全ＣＳ内の暫定パス、及び発側レグを解放し、タイマ満了したＣＳに対するエンティティ解放 ＊ 

完了（EntityReleased）オペレーション及び捕捉中暫定パスを有するＣＳ数分のエンティティ解放 ＊ 

完了（EntityReleased）オペレーションをＴＣ－終了にてＳＣＦに送信。 ＊ 

(iv)暫定パス捕捉中、かつ着側パス設定完了（ＩＳＵＰ－ＡＮＭ信号受信）後、発または着側から切断 ＊ 

された時（暫定パスと発／着レグとの接続前）。本ケースでは、発側－切断（O_Disconnect）ＤＰは ＊ 

発／着レグに対して必ず設定されていなければならない点に注意。 ＊ 

－ 全ＣＳ内の暫定パス、発側レグ（着側切断の場合）、及び着側レグ（発側切断の場合）を解放 ＊ 

し、イベントが発生したレグに対して発側－切断（O_Disconnect）ＤＰが設定されていれば、 ＊ 

ＢＣＳＭイベント報告（EventReportBCSM）オペレーション及び捕捉中暫定パスを有するＣＳ ＊ 

数分のエンティティ解放完了（EntityReleased）オペレーションをＴＣ－継続にてＳＣＦに送信。 ＊ 

(v)発および着側がそれぞれ暫定接続中（暫定接続によるユーザ相互動作中）の時、発または着側から切 ＊ 

断された場合（この場合、全てのレグには切断ＥＤＰが必ず設定されている）。 ＊ 

－ 切断されたレグを有するＣＳ内の暫定パス及び当該ＣＳを解放し、ＢＣＳＭイベント報告 ＊ 

（EventReportBCSM）オペレーションをＴＣ－継続にてＳＣＦに送信。他のＣＳには影響 ＊ 

しない。 ＊ 

 どのような状態においても、受信されたオペレーションにエラーが存在した場合、そのエラーは保守機能

に通知され、ＣＳ対応ＦＳＭはエラーを含んだオペレーションを受信した時と同じ状態を維持する。オペ

レーションのクラスによっては、適切なコンポーネントを使用してＳＳＦからＳＣＦへエラーが報告されう

る（ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｑ７７４）。 
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8.2.1 呼セグメントアソシエーション（ＣＳＡ）の有限状態モデル 

 ＩＮ呼処理中のＳＳＰのＳＳＦ部分におけるＣＳＡ対応ＦＳＭの状態図を下図に示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ＣＳＡ対応ＦＳＭのインスタンスは、以下の場合にＳＳＭＥ－制御により生成される。 

－ 新たな呼の要求の指示をユーザから受信。 

 ＣＳＡ対応ＦＳＭの状態図には以下の遷移（イベント）がある。 

ｅ２ － ＴＤＰ－Ｒ遭遇 

Ｅ３ － 「空き（Idle）」状態へ遷移しないオペレーションをＳＣＦから受信 

ｅ４ － ＥＤＰ－Ｒ遭遇 

－ 最終ＣＳからの最終ＥＤＰ－Ｎを除くＥＤＰ－Ｎ遭遇 ＊ 

－ 最終ＣＳからの最終応答を除く任意の応答 ＊ 

ｅ６ － 最終ＣＳでの最終ＥＤＰ－Ｎ遭遇（最終切断ＥＤＰ－Ｎを除く） ＊ 

Ｅ７ － ＣＳを残さないＳＣＦからの任意のオペレーション受信（例えば、呼解放（ReleaseCall）） 

ｅ８ － 最終切断ＥＤＰ－Ｎ遭遇 ＊ 

ｅ９ － （一度目のアプリケーションタイマＴａｃｋ満了に伴う）受信完了通知待ち状態のまま不変 ＊ 

Ｅ１０ － コンポーネントを伴わないＴＣ－終了受信 ＊ 

ｅ１１ － （二度目のＴａｃｋ満了に伴う） Ｕ－アボート送信 ＊ 

 ＣＳＡの状態図は以下の状態を含む。 

状態ａ 空き（Idle） 

状態ｂ 動作中（Active） 

状態ｃ 受信完了通知待ち（Waiting for Acknowledgement） ＊ 

 

ＣＳＡＣＶとの関係： 

 ＣＳＡはまた、ＣＳＡコネクションビュー遷移図モデル（ＣＳＡＣＶ）を含む。 

図８－２／ＪＴ－Ｑ１２３８．２－ｂ＊ 

（ＩＴＵ－Ｔ Ｑ．１２３８．２） 

ＣＳＡ対応ＦＳＭ 

ｅ９ 

ｅ４，Ｅ３ 

ｅ８ 

ｅ２ 

Ｅ１０，ｅ１１ 

ｅ６，Ｅ７ 

状態ａ 

空き 

（Idle） 

状態ｂ 

動作中 

（Active） 

状態ｃ 

受信完了通知待ち 

（Waiting for 

Acknowledgement） 
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 ＣＳＡＣＶ遷移図にて識別される状態は、「空き（Null）」、「１セグメント（One Segment）」、「複数

セグメント（Multi Segment）」である。 

 状態「空き（Null）」は呼処理が動作中でない状態を表現し、ＣＳＡ対応ＦＳＭ「空き（Idle）」状態また

は「受信完了通知待ち（Waiting for Acknowledgement）」状態と関連付けられる。 ＊ 

 状態「１セグメント（One Segment）」と状態「複数セグメント（Multi Segment）」は、ＳＣＦ－ＳＳＦ間

の相互関係において、ＳＬＰＩ制御下のＣＳが１つ存在するＣＳＡ、複数存在するＣＳＡをそれぞれ表し、

ＣＳＡ対応ＦＳＭ「動作中（Active）」状態と関連付けられる。 

 

 ＣＳＡ対応ＦＳＭはＴａｃｋを持つ。本タイマは最終切断ＥＤＰ－Ｎ送信時のＳＣＦへの送達確認のため ＊ 

に設定されるもので、タイマが満了した場合にはＳＣＦには到達しなかったことを認識し、再度切断 ＊ 

ＥＤＰ－Ｎ送信を行う。再度タイマ満了した場合にはＣＳＡ対応ＦＳＭはＳＣＦとの相互動作をアボート ＊ 

し、「空き（Idle）」状態に遷移する。タイマ動作中にＳＣＦからコンポーネントを伴わないＴＣ－終了 ＊ 

を受信した場合には、 ＣＳＡ対応ＦＳＭは正常にＳＣＦにて受信されたことを認識し、「空き（Idle）」 ＊ 

状態に遷移する。 

 

8.2.1.1 状態ａ：「空き（Idle）」 

 ＣＳＡ対応ＦＳＭは以下の様々な条件により「空き（Idle）」状態となる。 

 ＣＳＡ対応ＦＳＭは「動作中（Active）」状態、「受信完了通知待ち（Waiting for Acknowledgement）」 ＊ 

状態での異常状態のためにアボートＴＣプリミティブを受信、または送出した場合、「空き（Idle）」状態

になる。 

 ＣＳＡ対応ＦＳＭは以下の条件により「空き（Idle）」状態になる。 

－ ＣＳＡ対応ＦＳＭインスタンスに関連する全てのＣＳ対応ＦＳＭインスタンスが解放された時。 

－ 切断ＥＤＰ－Ｎ送信に対する受信完了通知のためのコンポーネントを伴わないＴＣ－終了を ＊ 

受信した時（遷移Ｅ１０）。 ＊ 

－ アプリケーションタイマＴａｃｋが２回満了した時（遷移ｅ１１）。 ＊ 

 この状態において以下の呼関連イベントが起こり得る。 

－ 以下のオペレーションがＣＳ対応ＦＳＭから受信された場合、「動作中（Active）」状態へ遷移す

る（遷移ｅ２）。 

－ ＴＤＰ－Ｒ遭遇を指示するイニシャルＤＰ（InitialDP）オペレーションを受信する。その受信

オペレーションはＳＣＦへ送出される。 

ＤＰ処理規則は「ＤＰ処理」の節に記述している。 

 ＣＳＡ対応ＦＳＭが「空き（Idle）」状態、すなわちＣＳ対応ＦＳＭインスタンスが存在しない場合にＳ

ＣＦから受信する他のオペレーションはすべてエラーとして扱われなければらない。このイベントは保守機

能へ通知され、トランザクションはＴＣで規定される手順に従ってアボートされなければならない。 

 

8.2.1.2 状態ｂ：「動作中（Active）」 

 「空き（Idle）」状態からＴＤＰ－Ｒを検出した場合、本状態へ遷移する（遷移ｅ２）。 

 この状態では、ＣＳＡ対応ＦＳＭはＳＣＦからの指示とＣＳ対応ＦＳＭからの受信イベントを処理する。 

 この状態において以下のイベントが起こり得る。 

－ ＴＣから終了またはアボートプリミティブを受けても呼には何の影響もない。利用可能な情報をも

とに呼は継続または完了される。この場合、ＣＳＡ対応ＦＳＭは「空き（Idle）」状態へ遷移し（遷

移Ｅ７）、ＣＳＡ対応ＦＳＭは呼との関連づけが解除される。 

－ ＳＣＦからのオペレーション受信：ＣＳＡ対応ＦＳＭは下記のように受信したオペレーションに基
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づいて動作する。 

－ ＣＳ対応ＦＳＭからのオペレーション受信：ＣＳＡ対応ＦＳＭは下記のように受信したオペレー

ションに基づいて動作する。 

 以下のオペレーションがＳＣＦから受信され、ＳＳＦで処理される場合、「空き（Idle）」状態への遷移

は引き起こされない（遷移Ｅ３）。 

順方向接続切断（DisconnectForwardConnection） 

アーギュメント付き順方向接続切断（DisconnectForwardConnectionWithArgument） 

暫定接続確立（EstablishTemporaryConnection） 

呼セグメント併合（MergeCallSegments） 

注） この場合、ＳＳＦは「ソース」ＣＳを削除し、「ソース」ＣＳのレグを「ターゲット」Ｃ

Ｓに接続する。ＣＳＡ対応ＦＳＭは「ソース」ＣＳ対応ＦＳＭインスタンスにイベントを送

出し当該ＦＳＭインスタンスを解放する。更にＣＳＡ対応ＦＳＭは「ターゲット」ＣＳ対応

ＦＳＭインスタンスにイベントを送出する。 

レグ移動（MoveLeg） 

注） この場合、ＳＳＦは「ソース」ＣＳから「ソース」ＣＳに関連している「ターゲット」Ｃ

Ｓへレグを移動する。ＣＳＡ対応ＦＳＭは「ソース」ＣＳ対応ＦＳＭインスタンスと「ター

ゲット」ＣＳ対応ＦＳＭインスタンスにイベントを送出する。 

課金イベント通知要求（RequestNotificationChargingEvent） 

課金情報送出（SendChargingInformation） 

暫定接続起動（InitiateTemporaryConnections） ＊ 

注） ＳＣＦから暫定接続起動（InitiateTemporaryConnections）オペレーションが受信された場 ＊ 

合、新たなＣＳ対応ＦＳＭインスタンスを指定された数だけ生成し、当該イベントを当該 ＊ 

新規ＣＳ対応ＦＳＭインスタンスに通知する。回線設定が１つでも正常に完了しなかった ＊ 

場合、即ち暫定パス設定のためのＩＳＵＰ－ＩＡＭ信号に対するＩＳＵＰ－ＲＥＬ信号受 ＊ 

信時には当該オペレーションに対するエラー応答（リターンエラー：ITCFailed）を送信 ＊ 

し、当該オペレーションにより生成したＣＳ対応ＦＳＭインスタンス及び当該ＣＳ関連の ＊ 

全てのリソースを解放する。 ＊ 

 以下のオペレーションがＳＣＦから受信され、ＣＳＡ対応ＦＳＭでこのイベントが処理された後にＣＳ対

応ＦＳＭインスタンスが存在している場合は同じ状態に遷移し（遷移Ｅ３）、ＣＳＡ対応ＦＳＭインスタン

スに関連する全てのＣＳ対応ＦＳＭインスタンスが「空き（Idle）」状態へ遷移した場合は「空き（Idle）」

状態へ遷移する（遷移Ｅ７）。 

接続（Connect） 

継続（Continue） 

ＢＣＳＭイベント報告要求（RequestReportBCSMEvent） 

 呼解放（ReleaseCall）オペレーションをＳＣＦから受信することがある。これによりＣＳＡ全体が解放さ

れる場合には、ＣＳＡ対応ＦＳＭは関連する全てのＣＳ対応ＦＳＭインスタンスに呼を解放することを指示

し、呼に割り当てられたＣＣＦリソースが割り当て解除されることを保証しなければならない。そして以下

の処理を継続する。 

－ 最後のＣＳが解放された場合、ＣＳＡ対応ＦＳＭは「空き（Idle）」状態へ遷移する（遷移Ｅ７）。 ＊ 

 また、呼解放（ReleaseCall）オペレーションにより、ＣＳＡ内の一部のＣＳが解放される場合には、 ＊ 

ＣＳＡ対応ＦＳＭは関連するＣＳ対応ＦＳＭインスタンスに解放を指示し、当該ＣＳに関連する全て ＊ 

のリソースを解放することを保証しなければならない。この場合、ＣＳＡ対応ＦＳＭは「動作中 ＊ 

（Active）」状態に留まる。 ＊ 
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 ＣＳは必要ならばＣＳＡによって生成、または削除される。オペレーションは適切なＣＳに引き渡され、

そこで処理される。 

 以下のオペレーションが１つのＣＳから受信され、ＦＳＭでこのイベントが処理された後にＣＳ対応ＦＳ

Ｍインスタンスが存在している場合は同じ状態に遷移し（遷移ｅ４）、ＣＳＡ対応ＦＳＭインスタンスに関

連する全てのＣＳ対応ＦＳＭインスタンスが「空き（Idle）」状態へ遷移した場合は「空き（Idle）」状態へ

遷移する（遷移ｅ６）。オペレーションはＳＣＦに送信される。 

エンティティ解放完了（EntityReleased） 

ＢＣＳＭイベント報告（EventReportBCSM）（最終ＣＳからの最終切断ＥＤＰ－Ｎを除く） ＊ 

 以下のオペレーションをＣＳ対応ＦＳＭから受信する。この場合、「受信完了通知待ち（Waiting for  ＊ 

Acknowledgement）」状態に遷移する（遷移ｅ８）。 ＊ 

ＢＣＳＭイベント報告（EventReportBCSM）（最終ＣＳからの最終切断ＥＤＰ－Ｎ） ＊ 

 ＣＳ対応ＦＳＭからのエンティティ解放完了（EntityReleased）あるはＢＣＳＭイベント報告 ＊ 

（EventReportBCSM）オペレーションの受信によって、暫定接続起動（InitiateTemporaryConnections）オペ ＊ 

レーションによって指定した解放条件（releaseCondition）と合致した場合には、関連する他のＣＳ対応 ＊ 

ＦＳＭを解放（存在している場合）すると共に上述の条件に従って状態遷移する。 ＊ 

 以下のオペレーションが１つのＣＳから受信され、同じ状態に遷移する（遷移ｅ４）。本オペレーション

はＳＣＦに送信される。 

課金イベント通知（EventNotificationCharging） 

 この状態で受信される他のオペレーションは 8.2 節の一般規則に基づいて処理されなければならない。 

 

8.2.1.3 状態ｃ：「受信完了通知待ち（Waiting for Acknowledgement）」 ＊ 

 本状態に遷移する際には、アプリケーションタイマＴａｃｋが設定される。 

 この状態において以下のイベントが起こり得る。 

－ Ｔａｃｋが満了する。満了回数によって以下のように処理される。 

i） １回目の場合：ＳＣＦへ再度ＢＣＳＭイベント報告（EventReportBCSM）オペレーション（最

終切断ＥＤＰ－Ｎ）を送信し、Ｔａｃｋを再設定する（遷移ｅ９）。 

ii） ２回目の場合：ＳＣＦへＵ－アボートを送信する（遷移ｅ１１）。 

－ ＳＣＦからコンポーネントを伴わないＴＣ－終了を受信する。切断ＥＤＰ通知のためのＢＣＳＭイ

ベント報告（EventReportBCSM）オペレーションが正常にＳＣＦにて受信された場合には本メッセー

ジによりＳＳＦに通知される（遷移Ｅ１０）。 
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8.2.2 呼セグメント（ＣＳ）の有限状態モデル 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ＣＳ対応ＦＳＭの状態図には以下の遷移（イベント）がある。 

ｅ４  － ＴＤＰ－Ｒ遭遇 

ｅ７  － 暫定接続生成 

ｅ８  － 暫定接続終了 

ｅ９  － 「指示待ち（Waiting for Instructions）」からの「空き（Idle）」状態への遷移 

ｅ１０ － ＥＤＰ－Ｒ遭遇 

ｅ１１ － ルーチング指示受信 

ｅ１２ － 最終ＥＤＰ－Ｎ（注参照）遭遇 

ｅ１４ － 「指示待ち（Waiting for Instructions）」状態のまま不変 

ｅ１６ － 「監視中（Monitoring）」状態のまま不変 

ｅ３３ － 暫定接続捕捉要求 ＊ 

ｅ１２ 

状態ｅ 

暫定接続終了待ち（指示待ち）

（Waiting for End of Temporary 

         Connection（WFI））

図８－３／ＪＴ－Ｑ１２３８．２－ｂ＊ 

（ＩＴＵ－Ｔ Ｑ．１２３８．２） 

ＣＳ対応ＦＳＭ 

状態ｆ 

監視中 

（Monitoring） 

ｅ１１ ｅ１０ 

ｅ１６ 

ｅ７ 

状態ａ 

空き 

（Idle） 

ｅ３４ ｅ４ 

状態ｃ 

指示待ち 

（Waiting for 

Instructions）

ｅ１４ 

ｅ８ 

状態ｊ 

暫定接続捕捉中 

（Reserving Temporary 

Connection）

 ｅ３５ 

ｅ３３ 

ｅ９ 

主な遷移のみが示される。 
空き（Idle）への遷移は任意の状態から

起こり得る。 
起こり得る状態遷移に関する、より詳細

な情報は、ＣＳ対応ＦＳＭ状態を記述す

る節に示される。 



ＪＴ－Ｑ１２３８．２－ｂ － 126 － 

ｅ３４ － 捕捉中暫定接続との接続要求 ＊ 

ｅ３５ － 暫定接続解放 ＊ 

注）： 「最終ＥＤＰ－Ｎ」は、ＥＤＰ－Ｎ検出時に他の遭遇されうるＥＤＰが存在しないことを意味

する。あるＥＤＰに遭遇した場合、他のいくつかのＥＤＰが自動的に解除されうる。自動的に解

除されるＥＤＰは遭遇したＥＤＰに依存する。一例としては、発側－応答（O_Answer）、発側－

無応答（O_No_Answer）、発側－着信者話中（O_Called_Party_Busy）の複数ＥＤＰの場合がある。

それらのＥＤＰの１つに遭遇した場合、この例における他の全てのＥＤＰは自動的に解除される。 

 

 ＣＳ対応ＦＳＭは以下の状態を含む。 

状態ａ 空き（Idle） 

状態ｃ 指示待ち（Waiting for Instructions） 

状態ｅ 暫定接続終了待ち（指示待ち）（Waiting for End of Temporary Connection (WFI)） 

状態ｆ 監視中（Monitoring） 

状態ｊ 暫定接続捕捉中（Reserving Temporary Connection） ＊ 

 

発信者途中放棄： 

 （「空き（Idle）」状態、「暫定接続捕捉中（Reserving Temporary Connection）」状態以外の）任意の ＊ 

状態において、発信者が応答前（即ち、ＢＣＳＭ上の応答ＤＰ（O/T_Answer）到達前）に呼を途中放棄した

場合、ＣＳ対応ＦＳＭインスタンスはＣＣＦに呼を解放することを指示し、呼に割り当てられていた全ての

ＣＣＦリソースが割り当て解除されることを保証しなければならない。この場合、以下の表に示す処理を続

行する。 

 

表８－１／ＪＴ－Ｑ１２３８．２－ｂ＊ 

（ＩＴＵ－Ｔ Ｑ．１２３８．２） 

途中放棄ＤＰ ＳＣＦへ送信されるオペレーション 状態遷移 

設定なし なし 「空き（Idle）」状態へ遷移   注 

ＥＤＰ－Ｎとして設定 ＢＣＳＭイベント報告（EventReportBCSM） 「空き（Idle）」状態へ遷移   注 

注：「空き（Idle）」状態への遷移は、当該ＣＳに対して設定されているＤＰがもはや存在しない場合に 

    適用される。 

 

通話者切断： 

 （「空き（Idle）」状態、「暫定接続捕捉中（Reserving Temporary Connection）」状態以外の）任意の ＊ 

状態において、通話者が安定状態（即ち、ＢＣＳＭ上の応答ＤＰ（O/T_Answer）到達後）から切断した場合、

ＣＳ対応ＦＳＭはこのイベントを以下の表に示すように処理しなければならない。 

 

表８－２／ＪＴ－Ｑ１２３８．２－ｂ＊ 

（ＩＴＵ－Ｔ Ｑ．１２３８．２） 

切断ＤＰ ＳＣＦへ送信されるオペレーション 状態遷移 

設定なし なし 「空き（Idle）」状態へ遷移   注 

ＥＤＰ－Ｎとして設定 ＢＣＳＭイベント報告（EventReportBCSM） 「空き（Idle）」状態へ遷移   注 

注：「空き（Idle）」状態への遷移は、当該ＣＳに対して設定されているＤＰがもはや存在しないことに 

    より、当該ＣＳインスタンスが解放されることを意味する。 

 



 － 127 － ＪＴ－Ｑ１２３８．２－ｂ 

 （「空き（Idle）」状態、「暫定接続捕捉中（Reserving Temporary Connection）」状態を除く）任意の ＊ 

状態で、課金イベント通知要求（RequestNotificationChargingEvent）オペレーションにより以前に要求された

課金イベントがＣＣＦにより検出された場合、課金イベント通知（EventNotificationCharging）オペレーショ

ンがＳＣＦに送信される。この場合、状態遷移は起こらない。 

 

ＴＳＳＦタイマ： 

 各ＣＳ対応ＦＳＭインスタンスはアプリケーションタイマＴ
ＳＳＦ

を持つ。このタイマの目的は、過度の呼

の中断時間を避けることと、ＳＳＦ－ＳＣＦ間のアソシエーションを保護することである。 

 ＴＳＳＦは以下のような場合に設定される。 

－ ＳＳＦが、ＴＤＰ－Ｒ（状態ｃ：「指示待ち（Waiting for Instructions）」）のイニシャルＤＰ（InitialDP）

オペレーションを送出する場合。 

－ 上記以外の任意の状態でＣＳ対応ＦＳＭが「指示待ち（Waiting for Instructions）」状態になる場合。 

 上記各々のケースにおいて、ＴＳＳＦはアプリケーションで定義される異なる値をとるかもしれない。 

 ＴＳＳＦ動作中に、あるオペレーションを受信または送信した時、ＣＳ対応ＦＳＭインスタンスは最後に使

用した設定値にてＴＳＳＦを再スタートさせる。この場合の設定値は上記の各ケースに関連した値である。 

「指示待ち（Waiting for Instructions）」状態以外では、ＴＳＳＦは使用されない。 ＊ 

 ＴＳＳＦが満了した場合、ＣＳ対応ＦＳＭは「空き（Idle）」状態に遷移し、ＣＣＦは可能ならＢＣＳＭの

処理を進める。ＣＳＡ内の最後のＣＳ対応ＦＳＭの場合、ＳＣＦとの相互関係をアボートする。その他の場

合は、ＳＣＦへエンティティ解放完了（EntityReleased）オペレーションを送信する。 
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 ＣＳ対応ＦＳＭに対する有効な状態遷移は、以下の「ＣＳ対応ＦＳＭ遷移表」に示される。 

 縦の列は、オペレーションまたはイベントが発生するかもしれない現在の状態を示す。 

 欄内に記述があるものは、現在の状態においてオペレーション／イベントが有効であることを示す。 

 欄内の記述は、オペレーション／イベント処理後のＣＳ対応ＦＳＭの遷移を示す。 

注：以下の表ではエラー処理（例えば、切断、途中放棄など）について考慮していない。また、8.2 節

に記述されている一般規則に従って、どのようにＳＳＦが後続のオペレーションを順番に調べ、当

該オペレーションの実行／蓄積を行うかについては示していない。 

 

表８－３／ＪＴ－Ｑ１２３８．２－ｂ＊ 

（ＩＴＵ－Ｔ Ｑ．１２３８．２） 

有効なＣＳ対応ＦＳＭ遷移のためのＣＳ対応ＦＳＭ遷移表 

     ＊  

状態： → 状態ａ 状態ｃ 状態ｅ 状態ｆ 状態ｊ  

オペレーション： 

↓ 

空き（Idle） 指示待ち

（Waiting for 

Instructions） 

暫定接続終了待ち

（指示待ち）

（Waiting for End 

of Temporary 

Connection (WFI)） 

監視中 

（Monitoring） 

暫定接続 

捕捉中 

（Reserving 

Temporary 

Connection） 

 

接続（Connect）  空き（Idle） 

（注 2）、 

監視中

（Monitoring）

（注 3） 

    

継続（Continue）  空き（Idle） 

（注 1、2）、 

監視中

（Monitoring）

（注 1、3） 

    

アーギュメント付き

順方向接続切断 

（DisconnectForward- 

ConnectionWith- 

Argument） 

  指示待ち（Waiting 

for Instructions） 

（注 16）      ＊ 

   

順方向接続切断

（DisconnectForward- 

Connection） 

  指示待ち（Waiting 

for Instructions） 

（注 9） 

（注 16）      ＊ 
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     ＊  

状態： → 状態ａ 状態ｃ 状態ｅ 状態ｆ 状態ｊ  

オペレーション： 

↓ 

空き（Idle） 指示待ち

（Waiting for 

Instructions） 

暫定接続終了待ち

（指示待ち）

（Waiting for End 

of Temporary 

Connection (WFI)） 

監視中 

（Monitoring） 

暫定接続 

捕捉中 

（Reserving 

Temporary 

Connection） 

 

暫定接続確立

（EstablishTemporary-

Connection） 

 暫定接続終了

待ち（指示待

ち）（Waiting 

for End of 

Temporary 

Connection 

(WFI)） 

    

呼セグメント併合

（ターゲットＣＳ）

（MergeCallSegments

（target CS）） 

 同一状態   暫定接続終

了待ち（指示

待ち）

（Waiting for 

End of 

Temporary 

Connection 

(WFI)） 

 

呼セグメント併合

（ソースＣＳ）

（MergeCallSegments

（source CS）） 

 空き（Idle） 

 

    

レグ移動 

（ターゲットＣＳ）

（MoveLeg（target 

CS）） 

    暫定接続終

了待ち（指示

待ち）

（Waiting for 

End of 

Temporary 

Connection 

(WFI)） 

 

レグ移動 

（ソースＣＳ内の非

最終レグ）（MoveLeg

（not last leg for source 

CS）） 

 同一状態     

（ＣＳに対する） 

呼解放 

（ReleaseCall（for a 

CS）） 

 空き（Idle） 

 

  空き（Idle）  
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     ＊  

状態： → 状態ａ 状態ｃ 状態ｅ 状態ｆ 状態ｊ  

オペレーション： 

↓ 

空き（Idle） 指示待ち

（Waiting for 

Instructions） 

暫定接続終了待ち

（指示待ち）

（Waiting for End 

of Temporary 

Connection (WFI)） 

監視中 

（Monitoring） 

暫定接続 

捕捉中 

（Reserving 

Temporary 

Connection） 

 

課金イベント通知 

要求 

（RequestNotification- 

ChargingEvent） 

 同一状態     

ＢＣＳＭイベント 

報告要求

（RequestReport- 

BCSMEvent） 

 同一状態     

課金情報送出

（SendCharging- 

Information） 

 同一状態     

暫定接続起動

（InitiateTemporary- 

Connections） 

暫定接続 

捕捉中

（Reserving 

Temporary 

Connection） 

    

＊ 

 

表８－３／ＪＴ－Ｑ１２３８．２－ｂ＊ 

（ＩＴＵ－Ｔ Ｑ．１２３８．２） 

有効なＣＳ対応ＦＳＭ遷移のためのＣＳ対応ＦＳＭ遷移表（続き） 

     ＊  

状態： → 状態ａ 状態ｃ 状態ｅ 状態ｆ 状態ｊ  

イベント： 

↓ 

空き（Idle） 指示待ち

（Waiting for 

Instructions） 

暫定接続終了待ち

（指示待ち）

（Waiting for End 

of Temporary 

Connection (WFI)） 

監視中 

（Monitoring） 

暫定接続 

捕捉中 

（Reserving 

Temporary 

Connection） 

 

ＴＤＰ－Ｒ 

（イニシャルＤＰ

（InitialDP）） 

指示待ち

（Waiting for 

Instructions） 

     

ＴＳＳＦ  空き（Idle）     

網Ｂのアシスト 

ＳＳＦ／ＳＲＦから

の切断           ＊ 

  指示待ち（Waiting 

for Instructions） 

（注 16）      ＊ 

 空き（Idle） 

（注 17） 

 

ＣＳ解放条件の合致     空き（Idle） ＊ 
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     ＊  

状態： → 状態ａ 状態ｃ 状態ｅ 状態ｆ 状態ｊ  

イベント： 

↓ 

空き（Idle） 指示待ち

（Waiting for 

Instructions） 

暫定接続終了待ち

（指示待ち）

（Waiting for End 

of Temporary 

Connection (WFI)） 

監視中 

（Monitoring） 

暫定接続 

捕捉中 

（Reserving 

Temporary 

Connection） 

 

課金イベント 

（課金イベント通知

（EventNotification- 

Charging）） 

 同一状態 同一状態 同一状態  

＊ 

イベントＥＤＰ－Ｒ 

（ＢＣＳＭイベント

報告（EventReport- 

BCSM））        ＊ 

   指示待ち

（Waiting for 

Instructions） 

  

イベントＥＤＰ－Ｎ 

（ＢＣＳＭイベント

報告（EventReport- 

BCSM））        ＊ 

   空き（Idle） 

（注 2）、 

同一状態 

（注 3） 

  

 

注 1： ２つ以下のレグを持つ単一ＣＳに対してのみ適用可能である。複数ＣＳを持つＣＳＡに対する使用

は有効ではない。 

 

注 2： ＥＤＰが設定されていない。  

注 3： ＥＤＰが設定されている。  

注 9： 単一ＣＳに対してのみ適用可能であり、複数ＣＳを持つＣＳＡに対する使用は有効ではない。  

注 16： エンドユーザに対して接続の切断は転送されない。 ＊ 

注 17： ＣＳが解放されたことを通知するためのエンティティ解放完了（EntityReleased）オペレーションが

ＳＣＦへ送信される。 

＊ 

＊ 

 上記「ＣＳ対応ＦＳＭ遷移表」に加えて、以下の節では更に各状態に特有な情報を示す。 
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8.2.2.1 状態ａ：「空き（Idle）」 

 ＣＳ対応ＦＳＭは以下のいずれかの発生により「空き（Idle）」状態になる。 

－ 関連するＣＳA 対応ＦＳＭインスタンスが「空き（Idle）」状態に遷移する場合。 

－ 8.2.2 節で示される条件のもとで、任意の他の状態で呼が途中放棄された場合、または１人以上の通

話者が切断した場合。 

－ 「ＣＳ対応ＦＳＭ遷移表」に記述された、本状態への遷移を引き起こすオペレーション／イベン ＊ 

トを受信した場合。 ＊ 

 この状態の間、以下の呼関連イベントが起こり得る。 

－ この状態において有効なイベントが発生する。具体的なイベントについては「ＣＳ対応ＦＳＭ ＊ 

遷移表」を参照。 ＊ 

 ＣＳ対応ＦＳＭが「空き（Idle）」状態の時にＳＣＦから受信する他のオペレーションは全てエラーとし

て扱われなければらない。このイベントは保守機能へ通知される。 

 

8.2.2.2 状態ｃ：「指示待ち（Waiting for Instructions）」 

 この状態への遷移を引き起こすオペレーション／イベントは「ＣＳ対応ＦＳＭ遷移表」に示される。 ＊ 

 この状態では、ＣＳ対応ＦＳＭはＳＣＦからの指示を待っている。呼処理は中断され、この状態に遷移す

る場合にはアプリケーションタイマ ＴＳＳＦが設定されなければならない。 

 この状態の間、以下のイベントが起こり得る。 

－ ユーザが途中放棄または切断する。この場合、8.2.2 節に示す一般規則に従って処理されなければな

らない。 

－ この状態において有効なイベントが発生する。具体的なイベントについては「ＣＳ対応ＦＳＭ ＊ 

遷移表」を参照。 ＊ 

－ この状態において有効なオペレーションを受信する。具体的なオペレーションについては「ＣＳ ＊ 

対応ＦＳＭ遷移表」を参照。 ＊ 

 この状態で受信される他のオペレーションはすべて 8.2 節で述べる一般規則に基づいて処理されなければ

ならない。 

 

8.2.2.3 状態ｄ：「ユーザ相互動作終了待ち（指示待ち）（Waiting for End of User Interaction (WFI)）」 ＃ 

8.2.2.4 状態ｅ：「暫定接続終了待ち（指示待ち）（Waiting for End of Temporary Connection (WFI)）」 

 この状態への遷移を引き起こすオペレーション／イベントは「ＣＳ対応ＦＳＭ遷移表」に示される。 ＊ 

 この状態ではアプリケーションタイマＴＳＳＦは使用されない。つまりＴＳＳＦの満了はＣＳ対応ＦＳＭに ＊ 

対して何の影響ももたらさない。 ＊ 

 この状態の間、以下のイベントが起こり得る。 

－ ユーザが途中放棄または切断する。この場合、8.2.2 節に示す一般規則に従って処理されなければな

らない。 

－ この状態において有効なイベントが発生する。具体的なイベントについては「ＣＳ対応ＦＳＭ ＊ 

遷移表」を参照。 ＊ 

－ この状態において有効なオペレーションを受信する。具体的なオペレーションについては「ＣＳ ＊ 

対応ＦＳＭ遷移表」を参照。 ＊ 

 この状態で受信される他のオペレーションはすべて 8.2 節で述べる一般規則に基づいて処理されなければ

ならない。 
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8.2.2.5 状態ｆ：「監視中（Monitoring）」 

 この状態への遷移を引き起こすオペレーション／イベントは「ＣＳ対応ＦＳＭ遷移表」に示される。 ＊ 

 アプリケーションタイマＴＳＳＦはこの状態へ遷移する時に停止される。 

 この状態の間、以下のイベントが起こり得る。 

－ ユーザが途中放棄または切断する。この場合、8.2.2 節に示す一般規則に従って処理されなければな

らない。 

－ この状態において有効なイベントが発生する。具体的なイベントについては「ＣＳ対応ＦＳＭ ＊ 

遷移表」を参照。 ＊ 

 この状態で受信される他のオペレーションはすべて 8.2 節で述べる一般規則に基づいて処理されなければ

ならない。 

 

8.2.2.6 状態ｈ：「ユーザ相互動作終了待ち（監視中）（Waiting for End of User Interaction (Monitoring)）」 ＃ 

8.2.2.7 状態ｉ：「暫定接続終了待ち（監視中）（Waiting for End of Temporary Connection (Monitoring)）」 ＃ 

8.2.2.8 状態ｇ：「ファシリティイベント待ち（Waiting for Facility Event）」 ＃ 

8.2.2.9 状態ｊ：「暫定接続捕捉中（Reserving Temporary Connection）」 ＊ 

 この状態への遷移を引き起こすオペレーション／イベントは「ＣＳ対応ＦＳＭ遷移表」に示される。 

 本状態では、ＣＳ内に捕捉された暫定接続のみが存在し、レグは存在しない。 

 この状態の間、以下のイベントが起こり得る。 

－ この状態において有効なオペレーションを受信する。具体的なオペレーションについては「ＣＳ対

応ＦＳＭ遷移表」を参照。 

－ この状態において有効なイベントが発生する。具体的なイベントについては「ＣＳ対応ＦＳＭ遷移

表」を参照。 

 この状態で受信される他のオペレーションはすべて 8.2 節で述べる一般規則に基づいて処理されなければ

ならない。 

 

8.3 アシストＳＳＦ ＦＳＭ ＃ 

8.4 ハンドオフＳＳＦ ＦＳＭ ＃ 
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９．ＳＣＦ対応ＦＳＭ 

 以下のＦＳＭ記述の解釈が、詳細オペレーション手順やＴＣサービスの利用規則と異なっている場合は、

11 章「オペレーション手順」及び 15 章「ＴＣから想定されるサービス」に含まれる記述や規則に従わなけ

ればならない。 

 

9.1 ＳＬＰと相互ＳＣＦ呼状態モデルとの関係 

 ＳＬＰとＳＣＦ ＦＳＭ間の関係を以下に記述する。 

a) ＩＮ呼処理の要求をＳＳＦから受信した場合、ＳＣＦ呼状態モデル（ＳＣＳＭ）のインスタンス

が生成され、適切なＳＬＰが起動される。 

 ＳＣＦ ＦＳＭは要求されたように他のＦＥ ＦＳＭ（例えばＳＳＦ ＦＳＭ）との相互動作を処理し、

イベントをＳＬＰに通知する。 

 

9.2 ＳＣＦ ＦＳＭの構成 

 

ＦＥＡＭ

ＳＲＦＳＳＦ

ＳＣＭＥ－制御

ＳＣＳＭ－ＳＳＦ／ＳＲＦ ＳＣＭＥ　ＦＳＭ

図９－１／ＪＴ－Ｑ１２３８．２－ｂ＊

（ＩＴＵ－Ｔ　Ｑ．１２３８．２）

相互ＳＣＦ　ＦＳＭ（ＳＣＳＭ－ＳＣＦ）
 

 

 ＦＥＡＭの記述に関してはＴＴＣ標準ＪＴ－Ｑ１２３８．１－ｂを参照のこと。 

 上記の図は相互ＳＣＦ ＦＳＭ（ＳＣＳＭ－ＳＣＦ）の構成を示している。 

 ＳＣＦ－ＳＳＦインタフェースに関連するＳＣＦ対応ＦＳＭが取り上げられている。 

 この図ではＳＣＭＥ－制御、ＳＣＳＭ－ＳＳＦ／ＳＲＦおよびＳＣＭＥ ＦＳＭを含んでおり、これらに

ついては以下で記述する。 

 但し、ＳＣＳＭ－ＳＳＦ／ＳＲＦにおけるＳＲＦ関連のＦＳＭについては、網Ｂ内でのインプリメント ＊ 

条件に依存するため、本標準の対象外である。 ＊ 

 図中に示されるインタフェースは内部的なものであり、本標準の対象外である。 

 

9.3 部分的ＳＣＦ管理エンティティ（ＳＣＭＥ）状態遷移図 

 ＳＣＭＥは以下のオペレーションを処理する。 
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－ 活性化試験（ActivityTest） 

 上記以外のオペレーションはＳＣＭＥ状態に影響を及ぼさない。これらのオペレーションは、関連したＳ

ＣＳＭに引き渡される。 

 

9.3.1 状態報告ＦＳＭ ＃ 

9.3.2 サービスフィルタＦＳＭ ＃ 

9.3.3 活性化試験ＦＳＭ 

 

Ｍ５．活性化試験空き

(Activity Test Idle)
Ｍ６．活性化試験応答待ち

(Waiting for Activity Test Response)

（ｅｍ９）ＳＳＦへの活性化試験

（Ｅｍ１０）ＳＳＦからの応答

（ｅｍ１１）相互関係の終了

（Ｅｍ１２）ＴＣＡＰのアボート

図９－２／ＪＴ－Ｑ１２３８．２－ｂ

（ＩＴＵ－Ｔ　Ｑ．１２３８．２）

ＳＣＭＥの活性化試験ＦＳＭ
 

 

9.3.3.1 状態Ｍ５：「活性化試験空き（Activity Test Idle）」 

 以下のイベントがこの状態において考えられる。 

－ （ｅｍ９）ＳＳＦへの活性化試験：これは内部イベントであり、ＳＣＦの活性化試験タイマの満了後、

活性化試験（ActivityTest）オペレーションを送信することによって生じる。このイベントは状態Ｍ６

「活性化試験応答待ち（Waiting for Activity Test Response）」への遷移をもたらす。 

 

9.3.3.2 状態Ｍ６：「活性化試験応答待ち（Waiting for Activity Test Response）」 

 この状態において、ＳＣＦはＳＳＦからの活性化試験応答を待ち受けている。以下のイベントがこの状態

において考えられる。 

－ （Ｅｍ１０）ＳＳＦからの活性化試験応答：これは外部イベントであり、以前にＳＳＦに対して送信

した活性化試験（ActivityTest）オペレーションの応答を受信することによって生じる。このイベント

は状態Ｍ５「活性化試験空き（Activity Test Idle）」への遷移をもたらす。 

－ （ｅｍ１１）相互関係の終了：これは内部イベントであり、ＳＣＦの活性化試験オペレーションタイ

マの満了によって生じる。このイベントは状態Ｍ５「活性化試験空き（Activity Test Idle）」への遷移

をもたらす。 

－ （Ｅｍ１２）ＴＣＡＰのアボート：これは外部イベントであり、以前にＳＳＦに対して送信した活性

化試験（ActivityTest）オペレーションの応答に対するＴＣＡＰからのＰ－アボートを受信することに

よって生じる。このイベントは状態Ｍ５「活性化試験空き（Activity Test Idle）」への遷移をもたらす。 
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9.3.4 トリガデータ管理ＦＳＭ ＃ 

9.3.5 リソース制御オブジェクト ＃ 

9.4 ＳＳＦ／ＳＲＦ関連状態（ＳＣＳＭ－ＳＳＦ／ＳＲＦ） 

 ＳＳＦ／ＳＲＦ関連状態には、ＳＳＦ／ＳＲＦインタフェース対向ＦＳＭ、ＣＳＡ対向ＦＳＭ、ＣＳ対向

ＦＳＭが含まれる。これらのＦＳＭ間の相互動作を以下の図に示す。 

 

ＳＣＭＥ－制御

ＣＳ対向ＦＳＭ

ＣＳＡ対向ＦＳＭ

ＳＳＦ／ＳＲＦインタフェース対向ＦＳＭ

図９－３／ＪＴ－Ｑ１２３８．２－ｂ＊

（ＩＴＵ－Ｔ　Ｑ．１２３８．２）

ＳＣＳＭ－ＳＳＦ／ＳＲＦにおけるＦＳＭ間の相互動作
 

 ＳＣＦ－ＳＳＦインタフェースに関する呼制御関連オペレーションは（ＳＣＭＥ関連オペレーションを除

く）、以下のものに分類される。 

１） 呼処理関連（Call-processing-related）オペレーション 

２） 非呼処理関連（Non-call-processing-related）オペレーション 

 呼処理関連オペレーションは、以下の２つの組に分類される。 

－ 接続（Connect） 

－ 継続（Continue） 

及び 

－ 順方向接続切断（DisconnectForwardConnection） 

－ アーギュメント付き順方向接続切断（DisconnectForwardConnectionWithArgument） 

－ 暫定接続確立（EstablishTemporaryConnection） 

－ 呼解放（ReleaseCall） 

－ 暫定接続起動（InitiateTemporaryConnections） ＊ 

 呼処理関連オペレーションの最初の組については、ＳＣＦは、ＳＳＦに対して、一連のＴＣメッセージで、

または、コンポーネントシーケンスで同じ組の２つのオペレーションを送出することはなく、一度に、これ

らのうち１つだけを送出する。最初の組の２つのオペレーションは、ＳＣＳＭにおいて受信された少なくと

も１つのＥＤＰ－Ｒメッセージにより分離されるべきである。最初の組の任意のオペレーションの後に、暫

定接続確立（EstablishTemporaryConnection）、暫定接続起動（InitiateTemporaryConnections）、呼解放 ＊ 

（ReleaseCall）オペレーションのいずれか１つを送信するケースにも同様のことが適用される。 ＊ 

 非呼処理関連オペレーションは、ＳＣＦ－ＳＳＦインタフェースにおける上記以外のオペレーションであ

る（但し、ＳＣＭＥ関連のオペレーションは除く）。サービス論理が並列にオペレーションの送出を必要と



 － 137 － ＪＴ－Ｑ１２３８．２－ｂ 

する場合、これらは一連のコンポーネントで送出される。 

 以下ではそれぞれのＦＳＭについて記述する。状態番号ならびにイベント番号の先頭の文字「Ｓ」、「Ｉ」、

「Ｃ」は、それぞれＳＳＦ／ＳＲＦインタフェース対向ＦＳＭ、ＣＳＡ対向ＦＳＭ、ＣＳ対向ＦＳＭを示す。 

 

9.4.1 ＳＳＦ／ＳＲＦインタフェース対向ＦＳＭ 

 

（ＳＥ２）ＳＳＦからの問い合わせ

Ｓ１　空き

（Idle）

Ｓ２　ＳＳＦ／ＳＲＦ指示準備中

（Preparing SSF/SRF Instructions）

ＳＳＦへの例外 （Ｓｅ４）処理完了

（Ｓｅ６）遷移なし内部イベント

（ＳＥ７）遷移なし外部イベント

（Ｓｅ５）処理失敗

 

図９－４／ＪＴ－Ｑ１２３８．２－ｂ＊ 

（ＩＴＵ－Ｔ Ｑ．１２３８．２） 

ＳＳＦ／ＳＲＦインタフェース対向ＦＳＭ 

 

 上図は、ＩＮ呼処理中におけるＳＣＰのＳＣＦ ＦＳＭ部分の手順に関する、ＳＳＦ／ＳＲＦインタ

フェース対向ＦＳＭの一般状態図を示す。それぞれの状態は、以下の１つの節で論じられる。ＳＳＦ／ＳＲ

Ｆ指示準備中（Preparing SSF/SRF Instructions）の状態は、サブ状態で構成された内部サブＦＳＭを持つ。 

 ＳＳＦ／ＳＲＦインタフェース対向ＦＳＭは、無用に長期のアシスト／ハンドオフによる中断を避けるた

め、アプリケーションタイマＴASSIST/HAND-OFFを持つ。 

 網Ｂから網Ａへの相関ＩＤ（correlationID）を伴う暫定接続確立（EstablishTemporaryConnection）、接続 ＊ 

（Connect）、暫定接続起動（InitiateTemporaryConnections）の指示に基づき、網ＡのＣＣＦ／ＳＳＦから ＊ 

網ＢのＣＣＦ／ＳＳＦに回線設定がなされ、その設定が完了したことが網Ｂインプリメントに依存した ＊ 

方法により網ＢのＳＣＦに通知される。このとき、網ＢのＳＣＦと網ＡのＳＳＦとの間に相互関係が継続 ＊ 

される場合には、網ＢのＳＣＦの網Ａへの指示時点からある一定時間以内に当該ＳＣＦが回線の確立を ＊ 

認識されることを監視するために、ＴASSIST/HAND-OFFが網ＢのＳＣＦにおいて保有される。このタイマは ＊ 

網ＢのＳＣＦから網ＡのＳＳＦへの上記指示が行われた時点で設定され、網ＢのＳＣＦが上記のような ＊ 

回線の確立の通知を受けた時点で停止される。本タイマが満了した場合、ＳＳＦ／ＳＲＦインタフェース ＊ 

対向ＦＳＭはサービス論理及び保守機能に通知し、そのまま「ＳＳＦ／ＳＲＦ指示準備中（Preparing  ＊ 

SSF/SRF Instructions）」状態に残る。網ＢのＳＣＦと網ＡのＳＳＦとの間に相互関係が継続しない場合 ＊ 

の扱いは、網Ｂのインプリメント依存である。 ＊ 

 ＴASSIST/HAND-OFFを起動させるオペレーション送信によりＳＳＦ／ＳＲＦインタフェース対向ＦＳＭは ＊ 

「網Ｂでのアシスト処理中」状態に遷移するが、当該オペレーションに対応するエラー応答受信時は一般 ＊ 

規則に従って当該オペレーション送信前状態に遷移すると共に当該オペレーション送信に伴って開始され ＊ 

た関連ＴASSIST/HAND-OFFは全て停止されなければならない。 ＊ 
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9.4.1.1 状態Ｓ１：「空き（Idle）」 

 以下のイベントがこの状態において起こりえる。 

－ （ＳＥ２）ＳＳＦからの問い合わせ：これは外部イベントであり、以下のオペレーションを受信する

ことで生じる。 

－ イニシャルＤＰ（InitialDP） 

 このイベントは状態Ｓ２「ＳＳＦ／ＳＲＦ指示準備中（Preparing SSF/SRF Instructions）」への遷移をもた

らす。ＳＳＦ／ＳＲＦインタフェース対向ＦＳＭは、新たなＣＳＡ対向ＦＳＭインスタンスを生成し、この

イベントをそのＦＳＭに送信する。 

 

Ｓ２．１　アシスト要求空き

（Assist Request Idle）

Ｓ２．２　網Ｂでのアシスト処理中

（Ｓｅ２．２）処理完了

（Ｓｅ２．８）遷移なし内部イベント

（ＳＥ２．９）遷移なし外部イベント

（Ｓｅ２．１）ＳＳＦ／ＳＲＦに対
　　　　　　　するアシスト要求

（ＳＥ２）

（Ｓe４）

（Ｓｅ２．６）最終アシストタイマ満了

（ＳＥ２．７）最終アシスト要求受信

（Ｓｅ２．４）非最終アシストタイマ満了

（ＳＥ２．５）非最終アシスト要求受信

（Ｓｅ２．１０）遷移なし内部イベント

（ＳＥ２．１１）遷移なし外部イベント

Ｓ２　ＳＳＦ／ＳＲＦ指示準備中

（Preparing SSF/SRF Instructions）

図９－５／ＪＴ－Ｑ１２３８．２－ｂ＊

（ＩＴＵ－Ｔ　Ｑ．１２３８．２）

状態Ｓ２　ＦＳＭの部分拡張
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9.4.1.2 状態Ｓ２：「ＳＳＦ／ＳＲＦ指示準備中（Preparing SSF/SRF Instructions）」 

 以下のイベントがこの状態において起こりえる。 

－ （Ｓｅ４）処理完了：これはサービスの終了によって生じる内部イベントである。この時、ＳＣＦは

ＳＳＦに対する処理を終了している。このイベントは、状態Ｓ１「空き（Idle）」への遷移をもたら

す。 

－ （Ｓｅ５）処理失敗：この（内部）イベントは、適切な例外処理および状態Ｓ１「空き（Idle）」へ

の遷移をもたらす。 

注：本標準では、以降、例外処理について定義しない。しかしながら、全ての関連するリソースの解放や、

ＳＳＦへの適切な応答メッセージの送信がなされることを前提としている。これは全てのサブ状態が

イベントＳｅ５を取り扱うものの、モデル化されないことを意味している。 

－ （Ｓｅ６）遷移なし内部イベント：これは内部イベントであり、サービス論理処理プログラムインス

タンス（ＳＬＰＩ）あるいは他の関連するＦＳＭインスタンスによって引き起こされる。ＳＳＦ／Ｓ

ＲＦインタフェース対向ＦＳＭは関係するＦＥにオペレーションを送信することもある。この場合、

関連するＦＳＭは既に存在している。このイベントは、同状態への遷移をもたらす。 

－ （ＳＥ７）遷移なし外部イベント：これは外部イベントであり、他のＦＥからのイベントの受信によっ

て引き起こされる。ＳＳＦ／ＳＲＦインタフェース対向ＦＳＭはイベントを処理し、必要ならば、関

連する適切なＦＳＭにそのイベントを引き渡す。この場合、関連するＦＳＭは既に存在している。こ

のイベントは、同状態への遷移をもたらす。 

 この状態において、関連するＦＳＭにかかわるイベントを受信した場合、ＳＳＦ／ＳＲＦインタフェース

対向ＦＳＭは該当する全てのＦＳＭへ当該イベントを送信する。 

 この状態では、すべての関連するＦＳＭがなくなり、かつ動作中であるアプリケーションタイマＴ

ASSIST/HAND-OFFがなくなった時点で、ＳＳＦ／ＳＲＦインタフェース対向ＦＳＭインスタンスは状態Ｓ１「空

き（Idle）」に遷移し消失する。しかしながら、すべての関連するＦＳＭがなくなった場合でも動作中であ

るＴASSIST/HAND-OFFが存在した際には、ＳＳＦ／ＳＲＦインタフェース対向ＦＳＭインスタンスはこの状態に

留まる。
 

 この状態に関する手順をさらに記述すると、この状態は、以下の２つの節に示すように、２つのサブ状態

に分割することができる。 

 

9.4.1.2.1 状態Ｓ２．１：「アシスト要求空き（Assist Request Idle）」 

 以下のイベントがこの状態において起こりえる。 

－ （Ｓｅ２．１）ＳＳＦ／ＳＲＦに対するアシスト要求：これは内部イベントであり、ユーザ相互 ＊ 

動作のために網Ｂ内のアシスト／ハンドオフＳＳＦ、または、網Ｂ内での直接ＳＣＦ－ＳＲＦ接 ＊ 

続が必要である時に生じる。この場合、ＳＣＳＭは、ルーティングのための網Ｂ内のアシスト／ ＊ 

ハンドオフＳＳＦアドレス、あるいは、ＳＲＦアドレスと一緒に、網Ａ内の起動ＳＳＦに以下の ＊ 

オペレーションの１つを送信する。 ＊ 

－ 暫定接続確立（EstablishTemporaryConnection）（アシスト手順の場合） ＊ 

－ 暫定接続起動（InitiateTemporaryConnections）（アシスト手順の場合） ＊ 

－ 接続（Connect） ＊ 

このイベントは状態Ｓ２．２「網Ｂでのアシスト処理中（Wating for Assist Request）」への遷移を ＊ 

もたらす。ＳＳＦ／ＳＲＦインタフェース対向ＦＳＭはアプリケーションタイマＴASSIST/HAND-OFF ＊ 

（ハンドオフ手順の場合は、タイマの設定の有無については網Ｂのインプリメント依存条件によ ＊ 

り決定される）を開始する。ただし、暫定接続起動（InitiateTemporaryConnections）オペレーショ ＊ 

ンの場合、要求した暫定接続数分のＴASSIST/HAND-OFFを開始する必要がある。 ＊ 
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－ （Ｓｅ２．２）処理完了：これは内部イベントである。このイベントはＳＳＦ／ＳＲＦインタフェー

ス対向ＦＳＭのイベント（Ｓｅ４）に対応する遷移を引き起こす。 

－ （Ｓｅ２．８）遷移なし内部イベント：これは内部イベントであり、ＳＬＰＩあるいは他の関連 ＊ 

するＦＳＭインスタンスによって引き起こされる。ＳＳＦ／ＳＲＦインタフェース対向ＦＳＭは ＊ 

関係するＦＥにオペレーション（暫定接続確立（EstablishTemporaryConnection）オペレーション、 ＊ 

暫定接続起動（InitiateTemporaryConnections）オペレーション、および、アシスト／ハンドオフ ＊ 

ＳＳＦアドレス、または、ＳＲＦアドレスを伴った接続（Connect）オペレーションは除く）を送 ＊ 

信することもある。この場合、関連するＦＳＭは既に存在している。このイベントは、同状態へ ＊ 

の遷移をもたらす。 ＊ 

－ （ＳＥ２．９）遷移なし外部イベント：これは外部イベントであり、他のＦＥからのイベントの受信

によって引き起こされる。ＳＳＦ／ＳＲＦインタフェース対向ＦＳＭはイベントを処理し、必要なら

ば、関連する適切なＦＳＭにそのイベントを引き渡す。この場合、関連するＦＳＭは既に存在してい

る。このイベントは、同状態への遷移をもたらす。 

 

9.4.1.2.2 状態Ｓ２．２：「網Ｂでのアシスト処理中」 ＊ 

 この状態では、ＳＳＦ／ＳＲＦインタフェース対向ＦＳＭは網Ｂ内のインプリメントに依存した条件 ＊ 

により、網Ｂ内のＳＳＦまたはＳＲＦからのアシスト手順用の回線の確立の通知を待ち受け、それが到達 ＊ 

した以降、網Ｂ内のＳＣＦ、ＳＳＦ、ＳＲＦ間の連携によりユーザ相互動作に関する処理を行う。この状 ＊ 

態に入った時、ＳＳＦ／ＳＲＦインタフェース対向ＦＳＭはアプリケーションタイマＴASSIST/HAND-OFFを起 ＊ 

動する。 ＊ 

 この状態では以下のイベントが考えられる。 

－ （Ｓｅ２．４）非最終アシストタイマ満了：これは内部イベントであり、既に設定されていたある１

つのアプリケーションタイマＴASSIST/HAND-OFFの満了によって引き起こされる。この場合、ＳＳＦ／Ｓ

ＲＦインタフェース対向ＦＳＭはＳＬＰＩに通知し、同状態に留まる。 

－ （ＳＥ２．５）非最終アシスト要求受信：これは外部イベントであり、網Ｂ内のＳＳＦまたは ＊ 

ＳＲＦからのアシスト手順用の回線の確立の通知によって引き起こされる。この場合、ＳＳＦ／ ＊ 

ＳＲＦインタフェース対向ＦＳＭは対応するＴASSIST/HAND-OFFを停止し、ユーザ相互動作に関する ＊ 

処理を実施する。ＳＳＦ／ＳＲＦインタフェース対向ＦＳＭは同状態に留まる。 ＊ 

－ （Ｓｅ２．６）最終アシストタイマ満了：これは内部イベントであり、既に設定されていた最終のＴ

ASSIST/HAND-OFFの満了によって引き起こされる。この場合、ＳＳＦ／ＳＲＦインタフェース対向ＦＳＭ

はＳＬＰＩに通知し、状態Ｓ２．１「アシスト要求空き（Assist Request Idle）」へ遷移する。 

－ （ＳＥ２．７）最終アシスト要求受信：これは外部イベントであり、網Ｂ内のＳＳＦまたはＳＲＦ ＊ 

からのアシスト手順用の回線の確立の通知によって引き起こされる。この場合、ＳＳＦ／ＳＲＦイ ＊ 

ンタフェース対向ＦＳＭは対応するＴASSIST/HAND-OFFを停止し、ユーザ相互動作に関する処理を実施 ＊ 

する。ＳＳＦ／ＳＲＦインタフェース対向ＦＳＭは、状態Ｓ２．１「アシスト要求空き（Assist  ＊ 

Request Idle）」へ遷移する。 ＊ 

－ （Ｓｅ２．１０）遷移なし内部イベント：これは内部イベントであり、ＳＬＰＩあるいは他の関連 ＊ 

するＦＳＭインスタンスによって引き起こされる。ＳＳＦ／ＳＲＦインタフェース対向ＦＳＭは ＊ 

関係するＦＥにオペレーション（暫定接続確立（EstablishTemporaryConnection）オペレーション、 ＊ 

暫定接続起動（InitiateTemporaryConnections）オペレーション、および、アシスト／ハンドオフ ＊ 

ＳＳＦアドレス、または、ＳＲＦアドレスを伴った接続（Connect）オペレーションは除く）を送 ＊ 

信することもある。この場合、網Ｂ内のＳＳＦまたはＳＲＦからのアシスト手順用の回線の確立 ＊ 

の通知を待っている関連ＦＳＭは既に存在している。このイベントは、同状態への遷移をもたら ＊ 
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す。 ＊ 

－ （ＳＥ２．１１）遷移なし外部イベント：これは外部イベントであり、他のＦＥからのイベント ＊ 

（網Ｂ内のＳＳＦまたはＳＲＦからのアシスト手順用の回線の確立通知オペレーションは除く） ＊ 

の受信によって引き起こされる。ＳＳＦ／ＳＲＦインタフェース対向ＦＳＭはイベントを処理し、 ＊ 

必要ならば、関連する適切なＦＳＭにそのイベントを引き渡す。この場合、網Ｂ内のＳＳＦまた ＊ 

はＳＲＦからのアシスト手順用の回線の確立の通知を待っている関連ＦＳＭは既に存在している。 ＊ 

このイベントは、同状態への遷移をもたらす。 ＊ 

 

9.4.2 ＣＳＡの有限状態機構 

 下図は、ＩＮ呼処理中のＳＣＰにおけるＳＣＦ ＦＳＭ部分の手順に関連するＣＳＡ対向ＦＳＭの一般状

態図を示す。各状態は以下の節にてそれぞれ記述される。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ＣＳＡ対向ＦＳＭは、ＳＳＦ／ＳＲＦインタフェース対向ＦＳＭからの外部イベントを受信し、直接それ

らを処理するか、関連するＣＳ対向ＦＳＭに対しそれらを引き渡す。ＣＳＡ対向ＦＳＭは、ＳＬＰＩからの

図９－６／ＪＴ－Ｑ１２３８．２－ｂ＊ 

（ＩＴＵ－Ｔ Ｑ．１２３８．２） 

ＣＳＡ対向ＦＳＭ 

Ｉ1  ＳＳＦ制御空き 

    （SSF Control Idle） 

（ＩＥ１） 

    ＳＳＦからの問合わせ 

Ｉ２  ＳＳＦ指示準備中 

（Preparing SSF Instructions） 

（Ｉｅ２）遷移なし内部イベント 

（ＩＥ３）遷移なし外部イベント 

（Ｉｅ５）空きへの内部イベント 

（Ｉｅ６）処理失敗 

ＣＳＡへの例外 



ＪＴ－Ｑ１２３８．２－ｂ － 142 － 

内部イベント、又は外部ＦＥへ送出するためにＳＳＦ／ＳＲＦインタフェース対向ＦＳＭへのオペレーショ

ン送出を指示する関連のＣＳ対向ＦＳＭからの内部イベントを受信する。ＣＳＡ対向ＦＳＭは、ＣＳＡ対向

ＦＳＭに影響を及ぼすＳＳＦ／ＳＲＦインタフェース対向ＦＳＭから送出されるオペレーションの内部通

知も受信する。 

 

9.4.2.1 状態Ｉ１「ＳＳＦ制御空き（SSF Control Idle）」 

 ＣＳＡ対向ＦＳＭは、以下のうちの１つが発生した場合「ＳＳＦ制御空き（SSF Control Idle）」状態に遷

移する。 

－ ＣＳＡ対向ＦＳＭインスタンスと関連する全てのＣＳ対向ＦＳＭインスタンスが解放された場合。 

 ＣＳＡ対向ＦＳＭが「ＳＳＦ制御空き（SSF Control Idle）」状態に遷移した場合、関連のＳＳＦ／ＳＲＦ

インタフェース対向ＦＳＭに通知されなければならない。 

 以下のイベントがこの状態において起こり得る。 

－ （ＩＥ１）ＳＳＦからの問合わせ：これは外部イベントであり、以下のオペレーションを受信するこ

とにより引き起こされる。 

－ （ＴＤＰ－Ｒに関する）イニシャルＤＰ（InitialDP） 

このイベントは、状態Ｉ２「ＳＳＦ指示準備中（Preparing SSF Instructions）」への遷移を引き起こす。

ＣＳＡ対向ＦＳＭは、新しいＣＳ対向ＦＳＭインスタンスを生成し、このイベントをそのＦＳＭに転

送する。 

 

9.4.2.2 状態Ｉ２「ＳＳＦ指示準備中（Preparing SSF Instructions）」 

 この状態では、ＣＳＡ対向ＦＳＭインスタンスは、ＳＣＦからの指示と、ＣＳ対向ＦＳＭインスタンスや

ＳＳＦ／ＳＲＦインタフェース対向ＦＳＭから受信したイベントを処理する。 

 以下のイベントがこの状態において起こり得る。 

－ （Ｉｅ２）遷移なし内部イベント：これは内部イベントであり、以下の場合に引き起こされる。 

－ ＳＬＰＩが、ＳＳＦ／ＳＲＦインタフェース対向ＦＳＭへ以下のオペレーションを送出するよう

ＣＳＡ対向ＦＳＭインスタンスに指示する場合。 

－ 呼解放（ReleaseCall） 

－ レグ移動（MoveLeg） 

－ 呼セグメント併合（MergeCallSegments） 

（注）この場合、ＳＳＦは「ソース」ＣＳを削除し、「ソース」ＣＳのレグを「ターゲッ

ト」ＣＳに接続する。ＣＳＡ対向ＦＳＭは、「ソース」ＣＳ対向ＦＳＭインスタ

ンスにイベントを送信し、ＦＳＭインスタンスを解放する。ＣＳＡ対向ＦＳＭは、

「ターゲット」ＣＳ対向ＦＳＭインスタンスにイベントを送信する。 

－ ＢＣＳＭイベント報告要求（RequestReportBCSMEvent） 

－ 暫定接続起動（InitiateTemporaryConnections） ＊ 

（注）暫定接続起動（InitiateTemporaryConnections）オペレーションの送信が要求 ＊ 

された場合、新たなＣＳ対向ＦＳＭインスタンスを指定された数だけ生成 ＊ 

し、当該イベントを当該新規ＣＳ対向ＦＳＭインスタンスに通知する。 ＊ 

当該オペレーションに対するエラー応答を受信した場合には、当該オペレー ＊ 

ションにより生成した全てのＣＳ対向ＦＳＭインスタンスは解放されなけれ ＊ 

ばならない。 ＊ 

－ 関連するＣＳ対向ＦＳＭインスタンスが以下のオペレーション送出を要求する場合。 

－ 課金イベント通知要求（RequestNotificationChargingEvent） 
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－ 課金情報送出（SendChargingInformation） 

－ 暫定接続確立（EstablishTemporaryConnection） 

－ 順方向接続切断（DisconnectForwardConnection） 

－ アーギュメント付き順方向接続切断（DisconnectForwardConnectionWithArgument） 

－ 接続（Connect） 

－ 継続（Continue） 

－ 呼解放（ReleaseCall） 

－ ＳＳＦ／ＳＲＦインタフェース対向ＦＳＭ内のアプリケーションタイマＴASSIST/HAND-OFFが満了し

た場合。 

この場合、まだ関連するＦＳＭが存在している。このイベントは同一状態への遷移を引き起こす。 

－ （ＩＥ３）遷移なし外部イベント：これは外部イベントであり、他のＦＥからのイベントを受信時に

引き起こされる。ＣＳＡ対向ＦＳＭはイベントを処理し、必要ならば関連するＦＳＭにイベントを引

き渡す。 

－ ＢＣＳＭイベント報告（EventReportBCSM） 

－ エンティティ解放完了（EntityReleased） 

－ 課金イベント通知（EventNotificationCharging） 

この場合、関連するＦＳＭがまだ存在している。このイベントは同一状態への遷移を引き起こす。 

－ （Ｉｅ５）空きへの内部イベント：これは内部イベントであり、以下の場合に引き起こされる。 

－ 最後のＣＳ対向ＦＳＭインスタンスが「空き（Idle）」状態に遷移する場合。 

この場合、関連するＦＳＭはもはや存在しない。このイベントは状態Ｉ１「ＳＳＦ制御空き（SSF 

Control Idle）」への遷移を引き起こす。 

－ （Ｉｅ６）処理失敗：この（内部）イベントは、適切な例外処理及び状態Ｉ１「ＳＳＦ制御空き（SSF 

Control Idle）」への遷移を引き起こす。 

 

9.4.3 コールセグメントの有限状態機構 

 下図は、ＩＮ呼処理中のＳＣＰにおけるＳＣＦ ＦＳＭ部分の手順に関連するＣＳ対向ＦＳＭの一般状態

図を示す。各状態は以下の節にてそれぞれ記述される。 

 以下のオペレーション（ＣＰＨオペレーション）は、クラス１のオペレーションであり結果応答の受信を

必要とする。 

－ 呼セグメント併合（MergeCallSegments） 

－ レグ移動（MoveLeg） 

 上記のオペレーションに対する結果応答の受信は、ＣＳ対向ＦＳＭの状態を遷移させない。さらに、この

結果応答はＣＳ対向ＦＳＭの全ての状態で受信され得る。 

 結果応答の受信は、ＳＣＦ内に正しいコネクションビュー（ＣＶ）を維持することをサポートし、どのよ

うな後続動作がサービス論理によってなされ得るかを決定するかもしれない。（例えばＣＰＨオペレーショ

ンを含めて）種々のコンポーネントが１つのＴＣメッセージにグループ化されるならば、結果応答が起動識

別子を提供するため、以前に送ったＣＰＨオペレーションへの結果の関係付け、およびグループ化された送

信コンポーネント（オペレーション）の識別をサービス論理にて行うことが可能となる。 
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図９－７／ＪＴ－Ｑ１２３８．２－ｂ＊ 

（ＩＴＵ－Ｔ Ｑ．１２３８．２） 

ＣＳ対向ＦＳＭ 

Ｃ１  ＣＳ制御空き 

    （CS Control Idle） 

（Ｃｅ５）処理完了 

（ＣＥ６）最終イベント受信 

Ｃ２  ＣＳ指示準備中 

 （Preparing CS Instructions） 

（ＣＥ２） 

  ＳＳＦからの問い合わせ 

（Ｃｅ７）ＳＣＦ処理継続 

（Ｃｅ８）処理完了 

Ｃ３  中断及びユーザ相互動作 

（Suspended and User Interaction） 

（Ｃｅ４）特殊リソース設備要求 

        （呼処理中断） 

Ｃ５ 暫定接続捕捉中 

（Reserving Temporary Connection） 

（Ｃｅ１８）捕捉中暫定接続への 

            レグ接続要求 

（Ｃｅ１９）ＣＳ解放要求 

（ＣＥ２０）ＣＳ解放通知受信 

（Ｃｅ１７） 

  暫定接続捕捉要求 
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9.4.3.1 状態Ｃ１：「ＣＳ制御空き（CS Control Idle）」 

 ＣＳ対向ＦＳＭは、関連するＣＳＡ対向ＦＳＭインスタンスが状態Ｉ１「ＳＳＦ制御空き（SSF Control 

Idle）」状態に遷移する場合、状態Ｃ１「ＣＳ制御空き（CS Control Idle）」状態に遷移する。 

 ＣＳ対向ＦＳＭが「ＣＳ制御空き（CS Control Idle）」状態に遷移した場合、関連するＣＳＡ対向ＦＳＭに

通知されなければならない。 

 以下のイベントがこの状態において起こり得る。 

－ （ＣＥ２）ＳＳＦからの問い合わせ：これは外部イベントであり、ＳＳＦから以下のオペレーション

を受信することで引き起こされる。 

－ イニシャルＤＰ（InitialDP） 

このイベントは状態Ｃ２「ＣＳ指示準備中（Preparing CS Instructions）」への遷移を引き起こす。 

－ （Ｃｅ１７）暫定接続捕捉要求：これは内部イベントであり、ＳＳＦ／ＳＲＦインタフェース ＊ 

対向ＦＳＭより以下の通知を受けることで引き起こされる。 ＊ 

－ 暫定接続起動（InitiateTemporaryConnections） ＊ 

このイベントは状態Ｃ５「暫定接続捕捉中」への遷移を引き起こす。 ＊ 

 

9.4.3.2 状態Ｃ２：「ＣＳ指示準備中（Preparing CS Instructions）」 

 以下のイベントがこの状態において起こり得る。 

－ （Ｃｅ４）特殊リソース設備要求（呼処理中断）：これは、通話者からの付加情報をサービス論理が

必要とすることで生じる内部イベントである。従って、このとき通話者とＳＲＦ間の接続が確立され

る必要がある。このイベントは、状態Ｃ３「中断及びユーザ相互動作（Suspended and User Interaction）」

への遷移を引き起こす。 

－ （Ｃｅ５）処理完了：これは内部イベントであり、ＣＳに対する処理完了により引き起こされる。こ

のイベントは状態Ｃ１「ＣＳ制御空き（CS Control Idle）」への遷移を引き起こす。 

－ （ＣＥ６）最終イベント受信：これは外部イベントであり、ＳＳＦからの最終イベントの受信により

引き起こされる。このイベントは状態Ｃ１「ＣＳ制御空き（CS Control Idle）」への遷移を引き起こす。 

 この状態に関する手順をさらに記述するために、この状態は以下の２つの節に示すように２つのサブ ＊ 

状態に分割される。このサブ分割は下図に示される。 
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図９－８／ＪＴ－Ｑ１２３８．２－ｂ＊ 

（ＩＴＵ－Ｔ Ｑ．１２３８．２） 

状態Ｃ２ ＣＳ対向ＦＳＭの部分拡張 

（ＣＥ２.１１） 

（Ｃｅ５） 

ＳＳＦへの応答 

Ｃ２．２ 通知あるいは要求待ち 

        （Waiting for Notification 

           or Request） 

Ｃ２．１ ＣＳ指示準備中 

     （Preparing CS Instructions） 

（Ｃｅ２．１）非呼処理指示 

（ＣＥ２） 

Ｃ２ ＣＳ指示準備中 

 （Preparing CS Instructions） 

ＳＳＦへの要求 

ＳＳＦへの応答 

（Ｃｅ７） 

 （Ｃｅ２．２） 

    特殊リソース設備要求 

（Ｃｅ２.５） （Ｃｅ２.６） 

（ＣＥ２.１０） 

    ＥＤＰ－Ｒ 

（ＣＥ６） （Ｃｅ４） 

（ＣＥ２.１２） 

   最終ＥＤＰ―Ｎ 

（Ｃｅ２．３）呼処理指示（監視要求なし） 

（Ｃｅ２．４）呼処理指示（監視要求あり） 

（Ｃｅ２．５）ＣＳ又はレグ制御最終指示 

（Ｃｅ２．６）ＣＳ又はレグ制御継続指示 

（ＣＥ２．１１）非最終ＥＤＰ－Ｎ 

（Ｃｅ２.４） 

「Ｅ」付きは外部イベント番号 

「ｅ」付きは内部イベント番号 

（Ｃｅ２.５） 

（Ｃｅ２.３）

 

（Ｃｅ５） 
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9.4.3.2.1 状態Ｃ２．１：「ＣＳ指示準備中（Preparing CS instructions）」 

 以下のイベントがこの状態において起こり得る。 

－ （Ｃｅ２．１）非呼処理指示：これは内部イベントであり、以下の場合に引き起こされる。 

－ サービス論理がＳＳＦに対する以下のオペレーションの送出を必要とする場合。 

－ 課金イベント通知要求（RequestNotificationChargingEvent） 

－ 課金情報送出（SendChargingInformation） 

－ ＣＳＡ対向ＦＳＭによりＳＳＦへ以下のオペレーションが送出された場合。 

－ ＢＣＳＭイベント報告要求（RequestReportBCSMEvent） 

このイベントは、再び状態Ｃ２．１「ＣＳ指示準備中（Preparing CS Instructions）」へ戻る遷移を引

き起こす。 

－ （Ｃｅ２．２）特殊リソース設備要求：これは内部イベントであり、ＳＲＦの使用が必要であるとき

にサービス論理により引き起こされる。このイベントは、ＦＳＭイベント（Ｃｅ４）へマッピングさ

れる。 

－ （Ｃｅ２．３）呼処理指示（監視要求なし）：これは内部イベントであり、最後の呼処理関連オペレー

ションが準備され、さらに設定されたＥＤＰがない場合に、サービス論理により引き起こされる。こ

れは、ＳＳＦへ送出されるべき以下のオペレーションの１つを引き起こす。 

－ 接続（Connect） 

－ 継続（Continue） 

（２つ以下のレグを持つ単一ＣＳに対してのみ適用可能である。このオペレーションの使用

は、複数ＣＳを持つＣＳＡに対して有効ではない。） 

－ 呼解放（ReleaseCall） 

さらに、以下のオペレーションが上記に挙げられたオペレーションに先立ってＳＳＦへ送出されるか

もしれない。 

－ （設定されたＥＤＰ全てを解除する）ＢＣＳＭイベント報告要求 

（RequestReportBCSMEvent） 

－ 課金情報送出（SendChargingInformation） 

このイベントは、ＦＳＭイベント（Ｃｅ５）へマッピングされる。 

－ （Ｃｅ２．４）呼処理指示（監視要求あり）：これは内部イベントであり、呼処理関連オペレーショ

ンが準備され、さらに呼の監視が要求される場合（例えば、ＥＤＰが設定された場合）に、サービス

論理により引き起こされる。これは、ＳＳＦへ送出されるべき以下のオペレーションの１つを引き起

こす。 

－ 接続（Connect） 

－ 継続（Continue） 

（２つ以下のレグを持つ単一ＣＳに対してのみ適用可能である。このオペレーションの使用

は、複数ＣＳを持つＣＳＡに対して有効ではない。） 

さらに、以下のオペレーションが上記に挙げられたオペレーションに先立ってＳＳＦへ送出されるか

もしれない。 

－ ＢＣＳＭイベント報告要求（RequestReportBCSMEvent） 

－ 課金イベント通知要求（RequestNotificationChargingEvent） 

－ 課金情報送出（SendChargingInformation） 

このイベントは、状態Ｃ２．２「通知あるいは要求待ち（Waiting for Notification or Request）」への遷

移を引き起こす。 



ＪＴ－Ｑ１２３８．２－ｂ － 148 － 

－ （Ｃｅ２．５）ＣＳ又はレグ制御最終指示：これは内部イベントであり、以下の場合に引き起こされ

る。 

－ ＣＳＡ対向ＦＳＭインスタンスにより、ＳＳＦヘ以下のオペレーションが送出された場合。 

－ （「ソース」ＣＳに対する）呼セグメント併合（MergeCallSegments(for ‘source’ CS)） 

このイベントはＦＳＭイベント（Ｃｅ５）へマッピングされる。 

－ （Ｃｅ２．６）ＣＳ又はレグ制御継続指示：これは内部イベントであり、以下の場合に引き起こされ

る。 

－ ＣＳＡ対向ＦＳＭインスタンスにより、ＳＳＦヘ以下のオペレーションの１つが送出された場合。 

－ （「ターゲット」ＣＳに対する）呼セグメント併合（MergeCallSegments 

(for ‘target’ CS)） 

－ （「ソース」ＣＳ内の非最終レグに対する）レグ移動（MoveLeg (for not last  

leg in ‘source’CS)） 

このイベントは同一状態への遷移を引き起こす。 

 

9.4.3.2.2 状態Ｃ２．２：「通知あるいは要求待ち（Waiting for Notification or Request）」 

 以下のイベントがこの状態において起こり得る。 

－ （ＣＥ２．１０）ＥＤＰ－Ｒ：これは外部イベントであり、以下のオペレーションの受信により引き

起こされる。 

－ （ＥＤＰ－Ｒに対する）ＢＣＳＭイベント報告（EventReportBCSM (for EDP-R)） 

このイベントは、状態Ｃ２．１「ＣＳ指示準備中（Preparing CS Instructions）」への遷移を引き起こ

す。 

－ （ＣＥ２．１１）非最終ＥＤＰ－Ｎ：これは外部イベントであり、以下のオペレーションの１つを受

信することにより引き起こされる。 

－ （ＥＤＰ－Ｎに対する）ＢＣＳＭイベント報告（EventReportBCSM(for EDP-N)） 

－ 課金イベント通知（EventNotificationCharging） 

この場合、まだ未検出の設定されたＥＤＰが存在する。このイベントは、再び状態Ｃ２．２「通知あ

るいは要求待ち（Waiting for Notification or Request）」への遷移を引き起こす。 

最終ＥＤＰ－Ｎの意味については、イベント（ＣＥ２．１２）を参照。 

－ （ＣＥ２．１２）最終ＥＤＰ－Ｎ：これは外部イベントであり、以下のオペレーションの１つを受信

することにより引き起こされる。 

－ エンティティ解放完了（EntityReleased） 

－ （ＥＤＰ－Ｎに対する）ＢＣＳＭイベント報告（EventReportBCSM(for EDP-N)） 

この場合、未検出の設定されたＥＤＰはない。このイベントは、ＦＳＭイベント（ＣＥ６）へマッピ

ングされる。 

注：「最終ＥＤＰ－Ｎ（Last EDP-N）」は、ＥＤＰ－Ｎが検出された場合に他の遭遇され得るＥＤＰ

が存在しないことを意味する。あるＥＤＰに遭遇した場合、他のいくつかのＥＤＰが自動的に解

除され得る。自動的に解除されるＥＤＰは遭遇したＥＤＰに依存する。例えば、発側－応答

（O_Answer）、発側－無応答（O_No_Answer）、発側－着信者話中（O_Called_Party_Busy）のＥ

ＤＰが設定されている際にこれらのＥＤＰのいずれかに遭遇した場合、他の全てのＥＤＰは（暗

黙のうちに）自動的に解除される。 
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9.4.3.2.3 状態Ｃ２．３：「待ち合わせ（Queuing）」 ＃ 

9.4.3.2.4 状態Ｃ２．４：「ファシリティ待ち（Waiting for Facility）」 ＃ 

9.4.3.3 状態Ｃ３：「中断及びユーザ相互動作（Suspended and User Interaction）」 

 以下のイベントがこの状態において起こり得る。 

－ （Ｃｅ７）ＳＣＦ処理継続：この場合、ＳＣＦはＳＳＦに呼の完了の指示するために必要な全ての情

報をＳＲＦから得ている。このイベントは状態Ｃ２．１「ＣＳ指示準備中（Preparing CS instructions）」

への遷移を引き起こす。 

－ （Ｃｅ８）処理完了：これは内部イベントであり、ＣＳに対する処理終了により引き起こされる。こ

のイベントは、状態Ｃ１「ＣＳ制御空き（CS Control Idle）」への遷移を引き起こす。 

 この状態に関する手順をさらに記述するために、この状態は以下の２つの節に示すように２つのサブ ＊ 

状態に分割される。このサブ分割は下図に示される。 
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図９－９／ＪＴ－Ｑ１２３８．２－ｂ＊ 

（ＩＴＵ－Ｔ Ｑ．１２３８．２） 

状態Ｃ３ ＣＳ対向ＦＳＭの部分拡張 

Ｃ３．３  暫定接続確立中 

        （Establishing Temporary 

          Connection） 

Ｃ３．１  モード決定 

     （Determine Mode） 

（Ｃｅ４） 

Ｃ３  中断及びユーザ相互動作 

 （Suspended and User Interaction） 

暫定接続確立 

（EstablishTemp.Conn.） 

（ＳＳＦ／ＳＲＦ 

  アシストの場合） 

（Ｃｅ７） （Ｃｅ８） 

（ハンドオフの場合） 

（Ｃｅ８） 
（ＣＥ３．１０） 

  最終ＣＳ 

  イベント受信 

順方向接続切断 

（DisconnectForward 

  Connection） 

接続（Connect） 

（Ｃｅ３．１）ハンドオフ要求 （Ｃｅ３．３）アシスト要求 

（Ｃｅ３．５） 

    ＳＣＦ処理継続 

（Ｃｅ１８） 

（Ｃｅ３．６） 

暫定接続終了 

（Ｃｅ７） 
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9.4.3.3.1 状態Ｃ３．１：「モード決定（Determine Mode）」 

 以下のイベントがこの状態において起こり得る。 

－ （Ｃｅ３．１）ハンドオフ要求：これは内部イベントであり、ハンドオフの場合にのみ引き起 

こされる。この場合、ＳＣＦは網Ｂ内のハンドオフＳＳＦアドレスを伴う接続（Connect）オペ ＊ 

レーションを網Ａ内の起動ＳＳＦへ送出し、状態Ｃ１「ＣＳ制御空き（CS Control Idle）」へ ＊ 

遷移する。このイベントは、ＦＳＭイベント（Ｃｅ８）へマッピングされる。これ以降の処理 ＊ 

は網Ｂのインプリメント依存であり、本標準では規定しない。 ＊ 

－ （Ｃｅ３．３）アシスト要求：これは内部イベントであり、網Ｂ内のアシストＳＳＦ、または、 ＊ 

網Ｂ内での直接ＳＣＦ－ＳＲＦ接続が必要である時に引き起こされる。この場合、ＳＣＦは、 ＊ 

網Ｂ内のアシストＳＳＦアドレス、あるいは、アシストＳＲＦアドレスを伴う暫定接続確立 ＊ 

（EstablishTemporaryConnection）オペレーションを網Ａの起動ＳＳＦへ送出する。このイベント ＊ 

は、状態Ｃ３．３「暫定接続確立中（Establishing Temporary Connection）」への遷移を引き起こす。 

 

9.4.3.3.2 状態Ｃ３．２：「ユーザ相互動作（User Interaction）」 ＃ 

9.4.3.3.3 状態Ｃ３．３：「暫定接続確立中（Establishing Temporary Connection）」 

 以下のイベントがこの状態において起こり得る。 

－ （Ｃｅ３．５）ＳＣＦ処理継続：これは内部イベントであり、ＣＳ対向ＦＳＭインスタンスが、 

網Ｂ内でのユーザ相互動作を終了し、ＳＣＦ起動切断によって、網Ａ内の起動ＳＳＦと網Ｂ内 ＊ 

のアシストＳＳＦ／ＳＲＦの間のベアラ接続を切断するよう要求するときに引き起こされる。 

この場合、ＳＣＦは網Ａ内の起動ＳＳＦへ順方向接続切断（DisconnectForwardConnection）オペ ＊ 

レーション又はアーギュメント付き順方向接続切断（DisconnectForwardConnectionWithArgument）オ

ペレーションを送出する。このイベントはＦＳＭイベント（Ｃｅ７）にマッピングされる。 

－ （Ｃｅ３．６）暫定接続終了：このイベントは内部イベントであり、アシストＳＳＦ／ＳＲＦとのユー

ザ相互動作の終了が、ＣＳＡ対向ＦＳＭインスタンスから通知されることにより引き起こされる。こ

のイベントはＦＳＭイベント（Ｃｅ７）にマッピングされる。 

－ （ＣＥ３．１０）最終ＣＳイベント受信：これは外部イベントであり、ＳＳＦからの以下のオペレー

ションの１つを受信することにより引き起こされる。 

－ （途中放棄／切断ＥＤＰ－Ｎの）ＢＣＳＭイベント報告（EventReportBCSM(for Abandon/  

Disconnect EDP-N)） 

－ エンティティ解放完了（EntityReleased） 

この場合、未検出の設定されたＥＤＰは存在しない。このイベントは状態Ｃ１「ＣＳ制御空き（CS 

Control Idle）」への遷移を引き起こす。このイベントはＦＳＭイベント（Ｃｅ８）にマッピングされ

る。 

 

9.4.3.4 状態Ｃ４：「非中断及びユーザ相互動作（Not Suspended and User Interaction）」 ＃ 

9.4.3.5 状態Ｃ５：「暫定接続捕捉中（Reserving Temporary Connection）」 ＊ 

 以下のイベントがこの状態において起こり得る。 

－ （Ｃｅ１８）捕捉中暫定接続へのレグ接続要求：これは内部イベントであり、ＣＳＡ対向ＦＳＭより

以下の通知を受けることで引き起こされる。 

－ （「ターゲット」ＣＳに対する）レグ移動（MoveLeg） 

－ （「ターゲット」ＣＳに対する）呼セグメント併合（MergeCallSegments） 

このイベントは、状態Ｃ３．３「暫定接続確立中（Establishing Temporary Connection）」への遷移を
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引き起こす。 

－ （Ｃｅ１９）ＣＳ解放要求：これは内部イベントであり、ＣＳＡ対向ＦＳＭより以下の通知を受ける

ことで引き起こされる。 

－ 呼解放（ReleaseCall） 

このイベントは、状態Ｃ１「ＣＳ制御空き（CS Control Idle）」への遷移を引き起こす。 

－ （ＣＥ２０）ＣＳ解放通知受信：これは外部イベントであり、ＳＳＦから以下のオペレーションを受

信することで引き起こされる。 

－ エンティティ解放完了（EntityReleased） 

このイベントは、状態Ｃ１「ＣＳ制御空き（CS Control Idle）」への遷移を引き起こす。 

 

9.4.4 アシストＳＳＦ対向ＦＳＭ ＃ 

9.4.5 ハンドオフＳＳＦ対向ＦＳＭ ＃ 

１０．ＵＳＩ ＦＳＭ ＃ 
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１１．詳細オペレーション手順 

11.1 ActivateServiceFiltering 手順 ＃ 

11.2 活性化試験（ActivityTest）手順 

11.2.1 概要 

 このオペレーションは、ＳＣＦとＳＳＦ間の相互関係が存在しているかどうかをチェックするために使用

される。相互関係がまだ存在する場合、本オペレーションの受信側エンティティは応答を返す。所定の時間

内に応答が受信されないと、このオペレーションの送信側エンティティは、受信側エンティティが何らかの

原因で障害を起こしたものと判断し、適切な動作をとる。 

 

11.2.1.1 パラメータ 

11.2.1.1.1 アーギュメントパラメータ 

 なし。 

 

11.2.1.1.2 結果応答パラメータ 

 なし。 

 

11.2.2 起動側エンティティ（ＳＣＦ） 

11.2.2.1 正常手順 

ＳＣＦ前条件： 

(1)  ＳＣＦとＳＳＦの間に相互関係が存在する。 

(2)  活性化試験タイマ（Tat）がタイムアウトになり、その後、活性化試験（ActivityTest）オペレーショ

ンがＳＳＦに送信される。 

(3)  ＳＣＭＥ ＦＳＭは「活性化試験空き（Activity Test Idle）」状態にある。 

ＳＣＦ後条件： 

(1)  ＳＣＭＥ ＦＳＭは「活性化試験応答待ち（Waiting for Activity Test Response）」状態にある。活性

化試験（ActivityTest）オペレーションに対する結果応答が受信されると、ＳＣＭＥ ＦＳＭは活性

化試験タイマをリセットして「活性化試験空き（Activity Test Idle）」状態に戻り、それ以上の動作

は起こさない。 

 

11.2.2.2 エラー処理 

 活性化試験（ActivityTest）オペレーションのタイムアウトまたはＰ－アボートがＴＣから受信された場合、

それはＳＳＦとの相互関係が何らかの理由で失われたことを意味する。タイムアウトが受信されると、 

ＳＣＦはダイアログをアボートする。そのタイムアウトが初めてであれば、ＳＣＦは適当な間隔を ＊ 

おいて再度本手順を実行することを認識し、２回目以降のタイムアウトであれば、ＳＣＦはダイアロ ＊ 

グをローカルにアボートする。 ＊ 

 このダイアログのユーザであったＳＬＰＩは通知を受け、対応するＳＣＳＭ ＦＳＭは「空き（Idle）」

状態に遷移する。 

 

11.2.3 応答側エンティティ（ＳＳＦ） 

11.2.3.1 正常手順 

ＳＳＦ前条件： 

(1)  ＳＣＦとＳＳＦの間に相互関係が存在する。 

ＳＳＦ後条件： 



ＪＴ－Ｑ１２３８．２－ｂ － 154 － 

(1)  もし、ダイアログＩＤが活性中で、そのダイアログを使用しているＣＳＡ対応ＦＳＭが存在する場

合、ＳＳＭＥ－制御は活性化試験（ActivityTest）オペレーションに対する結果応答をＳＣＦに送信

する。または、 

     もし、ダイアログＩＤが活性中でなければ、ＳＳＦの中のＴＣがＰ－アボートを発行する。この

場合、ＳＳＭＥ－制御は活性化試験（ActivityTest）オぺレーションの要求指示を受信せず、したがっ

て応答することはできない。 

 

11.2.3.2 エラー処理 

 オペレーションに関連したエラー処理は、クラス 3 オペレーションのため適用されない。 

 

11.2.4 起動側エンティティ（ＳＳＦ） ＃ 

11.2.5 応答側エンティティ（ＳＣＦ） ＃ 

11.3 AnalysedInformation 手順 ＃ 

11.4 AnalyseInformation 手順 ＃ 

11.5 ApplyCharging 手順 ＃ 

11.6 ApplyChargingReport 手順 ＃ 

11.7 AssistRequestInstructions 手順 ＃ 

11.8 AuthorizeTermination 手順 ＃ 

11.9 CallGap 手順 ＃ 

11.10 CallInformationReport 手順 ＃ 

11.11 CallInformationRequest 手順 ＃ 

11.12 Cancel 手順 ＃ 

11.13 CancelStatusReportRequest 手順 ＃ 

11.14 CollectedInformation 手順 ＃ 

11.15 CollectInformation 手順 ＃ 
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11.16 接続（Connect）手順 

11.16.1 概要 

 このオペレーションは、特定の対地に呼をルーチングする呼処理動作の実行をＳＳＦに要求するために使

用される。そのために、ＳＳＦは発信者からの対地情報（例えばダイヤル番号）とＳＣＦから提供された情

報に依存した、既存の呼設定情報を使用する。 

 一般に接続（Connect）オペレーションにてＳＳＦに提供される全てのパラメータは、ＣＣＦにおいて既に

それと関連するパラメータが受信されていれば、ＣＣＦにおいて対応する信号パラメータと置き換わり、後

続の呼処理で使用される。接続（Connect）オペレーションの中で提供されないパラメータは、以降の呼処理

のためにＣＣＦの中でその値（すでに割り当てられていれば）を保持している。 

 

11.16.1.1 パラメータ 

11.16.1.1.1 アーギュメントパラメータ 

 オペレーションアーギュメントは以下のパラメータから構成される。これらのパラメータは 12 章に定義

される。 

－ ルーチング対地アドレス（destinationRoutingAddress） 

－ 相関ＩＤ（correlationID） 

「相関ＩＤ（correlationID）」が、「ルーチング対地アドレス（destinationRoutingAddress）」の中に

含まれない場合にのみ許容される。 

－ ＩＳＤＮアクセス関連情報（iSDNAccessRelatedInformation） 

－ 第一着信者ＩＤ（originalCalledPartyID） 

接続（Connect）オペレーションのコンテキスト内での本パラメータの使用は、網運用者によって規

定すべきである。 

－ ＳＣＦ ＩＤ（scfID） 

「ＳＣＦ ＩＤ（scfID）」が、「ルーチング対地アドレス（destinationRoutingAddress）」の中 ＊ 

に含まれない場合にのみ許容される。 ＊ 

－ 拡張（extensions） 

ＴＴＣ固有の拡張パラメータは、以下のパラメータから構成される。 ＊ 

－ 付加発番号（additionalCallingPartyNumber） ＊ 

汎用番号（genericNumbers）パラメータに「付加発番号」が設定されている場合、本パラ ＊ 

メータは有効ではない。 ＊ 

－ 事業者情報（ttcCarrierInformation） ＊ 

－ 発信者番号非通知理由（ttcCauseOfNoID） ＊ 

－ 転送元ＩＤ（redirectingPartyID） 

－ 着信転送情報（redirectionInformation） 

－ 汎用番号（genericNumbers） 

－ 第二サービス相互動作表示（serviceInteractionIndicatorsTwo） 

－ 生成対象レグＩＤ（legToBeCreated） 

指定されない場合、デフォルトのレグＩＤとして２が仮定される。 

 

11.16.2 起動側エンティティ（ＳＣＦ） 

11.16.2.1 正常手順 

ＳＣＦ前条件： 

(1)  ＳＣＦとＳＳＦの間に制御相互関係が存在する。 
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(2)  ＳＬＰＩは、ＳＣＦが接続（Connect）オペレーションを送信しなければならないと決定済みであ

る。 

(3)  ＳＳＦ／ＳＲＦインタフェース対向ＦＳＭは｢ＳＳＦ／ＳＲＦ指示準備中（Preparing  ＊ 

    SSF/SRF Instructions）｣状態にある。 ＊ 

(4)  ＣＳＡ対向ＦＳＭは｢ＳＳＦ指示準備中（Preparing SSF Instructions）｣状態にある。 ＊ 

(5)  ＣＳ対向ＦＳＭは「ＣＳ指示準備中（Preparing CS Instructions）」サブ状態にある。 ＊ 

注：接続（Connect）オペレーションが送信されるとき、ＳＣＦは生成対象レグＩＤ（legToBeCreated）

が結合（Joined）状態にある既存の受動レグと一致しないことを保証しなければならない。 

ＳＣＦ後条件： 

(1)  ＳＬＰＩの実行が継続してもよい。 

(2)  ＣＳ対向ＦＳＭは、設定されたＥＤＰが存在する場合は「通知あるいは要求待ち（Waiting  ＊ 

    for Notification or Request）」サブ状態へ遷移し、設定されたＥＤＰが存在しない場合は ＊ 

    「ＣＳ制御空き（CS Control Idle）」状態へ遷移する。 ＊ 

(3)  関連するＣＳ対向ＦＳＭが存在しなければ、ＣＳＡ対向ＦＳＭは「ＳＳＦ制制御空き（SSF  ＊ 

    Control Idle）」状態に遷移し、関連するＣＳ対向ＦＳＭが存在すれば、ＣＳＡ対向ＦＳＭは ＊ 

    「ＳＳＦ指示準備中（Preparing SSF Instructions）」状態に留まる。 ＊ 

(4)  関連するＣＳＡ対向ＦＳＭが存在せず、かつアシスト／ハンドオフタイマＴASSIST/HAND-OFFが ＊ 

    実行中でなければ、ＳＳＦ／ＳＲＦインタフェース対向ＦＳＭは「空き（Idle）」状態に遷 ＊ 

    移する。その他の場合は、ＳＳＦ／ＳＲＦインタフェース対向ＦＳＭは状態遷移しない。 ＊ 

 接続（Connect）オペレーションが網ＢのＳＣＦと網ＡのＳＳＦとの相互関係を解除しつつ、網Ｂ内 ＊ 

での制御に移行する手順のコンテキスト内で用いられるとき、ＳＣＳＭ内のＣＳ対向ＦＳＭは「ＣＳ ＊ 

制御空き（CS Control Idle）」状態に遷移する。しかし、この場合ＳＣＦは、後続の網Ｂ内での接続が ＊ 

確立したことをＳＣＦに通知するためのオペレーション（網Ｂ内のＳＳＦあるいはＳＲＦから）と現 ＊ 

存するＳＬＰＩを対応づけるための十分な情報を保持しなければならない。 ＊ 

 

11.16.2.2 エラー処理 

 拒否またはエラーメッセージが受信されると、ＳＣＳＭ内のＣＳ対向ＦＳＭはＳＬＰＩに通知し、 ＊ 

「ＣＳ指示準備中（Preparing CS Instructions）」状態へ遷移する。 ＊ 

 オペレーションに関連したエラーの一般処理は、13 章に記述されている。オペレーションエラー報告に使

用されるＴＣサービスについては、15 章に記述されている。 

 

11.16.3 応答側エンティティ（ＳＳＦ） 

11.16.3.1 正常手順 

ＳＳＦ前条件： 

(1)  ＳＣＦとＳＳＦの間に制御相互関係が存在する。 

(2)  ＢＣＳＭ：基本呼処理はＤＰで中断されている。 

(3)  ＣＳ対応ＦＳＭは「指示待ち（Waiting for Instructions）」状態にある。 

(4)  ＣＳＡ対応ＦＳＭは「動作中（Active）」状態にある。 ＊ 

(5)  ＣＳＣＶが下記「ＣＳＣＶ遷移表」に示される有効なコネクションビュー状態にある。 

ＳＳＦ後条件： 

(1)  ＳＳＦは特定の対地へ呼をルーチングするために、呼処理動作を実行する。 

(2)  ＣＳ対応ＦＳＭは、設定されたＥＤＰが存在する場合は「監視中（Monitoring）」状態へ ＊ 

    遷移し、設定されたＥＤＰが存在しない場合は「空き（Idle）」状態へ遷移する。 ＊ 
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(3)  ＣＳＡ対応ＦＳＭは、関連するＣＳ対応ＦＳＭインスタンスが存在すれば、「動作中 ＊ 

    （Active）」状態に留まる。関連するＣＳ対応ＦＳＭインスタンスが存在しなければ、 ＊ 

    ＣＳＡ対応ＦＳＭは「空き（Idle）」状態に遷移する。 ＊ 

(4)  発側ＢＣＳＭの場合、情報分析（Analyse_Information）ＰＩＣより呼処理が再開する。 

(5)  接続（Connect）オペレーションが着側呼設定（Terminating_Setup）ＣＳＣＶ状態で受信された場合、

新たな発側ＢＣＳＭが（発側－空き（O_Null）ＰＩＣで）生成され、既存の着側ＢＣＳＭと連鎖さ

れる。 

    既存の着側ＢＣＳＭは、利用可能な情報（ベアラ能力など）を新たな発側ＢＣＳＭへ引き渡す。呼

処理は接続（Connect）オペレーションの規定に従って再開する。 

    注：接続（Connect）オペレーションが受信されたとき、着側ＢＣＳＭは次の何れかのＤＰで中断し

ているかもしれない：着呼分析完了（Terminating_Attempt_Authorized）ＤＰ、ファシリティ選択完

了および利用可能（Facility_Selected_and_Available）ＤＰ、着側－無応答（T_No_Answer）ＤＰ、着

側－話中（T_Busy）。その場合、着側ＢＣＳＭは着呼設定実行（Present_Call）ＰＩＣへ遷移する。 

    呼の着信先（話者Ｃ）から呼経過要求表示（話者Ｂ呼出）（CallProgress.Ind（bptyAlerted））、呼

設定応答（応答）（Setup.Resp（answer））、もしくは、解放要求（Release.Req）信号を受信した場

合、着側ＢＣＳＭは対応するＤＰに遷移する。 

    ＣＳＣＶ状態における制御レグが網代理（surrogate）状態になる場合、着側ＢＣＳＭからＳＬＰＩ

へのイベントの報告は行われない。ＤＰの再開によって、対応するＰＩＣ処理が実行される。 

(6)  「一者（1_Party）」ＣＳＣＶ状態において接続（Connect）オペレーションを受信し、かつ、制御

レグが発側ＢＣＳＭに接続されている場合、中断されている発側ＢＣＳＭは、生成されるレグに関

連付けられる。 

    制御レグが着側ＢＣＳＭに接続されている場合はエラー手順が起動される。 

(7)  「転送中（Forward）」ＣＳＣＶ状態において、接続（Connect）オペレーションを受信すると、発

側ＢＣＳＭは生成されるレグと関連付けられる。 

 

表１１－１／ＪＴ－Ｑ１２３８．２－ｂ＊ 

（ＩＴＵ－Ｔ Ｑ．１２３８．２） 

ＣＳの遷移表 

ＣＳＣＶ状態 

前状態→ 

オペレーション

↓ 

発側呼設定 

(Originating_Setup） 

安定一者 

(Stable_1_Party) 

着側呼設定 

(Terminating_Setup) 

一者 

(1_Party) 

 

接続（Connect） 安定二者 

（Stable_2_Party） 

注 1 

エラー          ＊ 転送中（Forward） 

（転送完了 

（Transfer）注 1） 

または 

エラー  注 5 

発側呼設定 

（Originating_Setup） 

（安定二者（Stable_ 

2_Party）注 1） 

または 

エラー  注 6 
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表１１－１／ＪＴ－Ｑ１２３８．２－ｂ＊ 

（ＩＴＵ－Ｔ Ｑ．１２３８．２） 

ＣＳの遷移表（続き） 

ＣＳＣＶ状態 

前状態→ 

オペレーション

↓ 

安定二者 

(Stable_2_Party) 

転送中 

(Forward) 

転送完了 

(Transfer) 

保留 

(On_Hold) 

 

接続（Connect） エラー 転送中（Forward） 

注 2 

（転送完了 

（Transfer）注 1） 

エラー エラー          ＊  

 

表１１－１／ＪＴ－Ｑ１２３８．２－ｂ＊ 

（ＩＴＵ－Ｔ Ｑ．１２３８．２） 

ＣＳの遷移表（続き） 

 ＊ ＊ ＊ ＊  

ＣＳＣＶ状態 

前状態→ 

オペレーション

↓ 

ＳＲＦコネクション

設定 

ＳＲＦコネクション

留保 

制御レグ側ＳＲＦ 

コネクション 

受動レグ側ＳＲＦ 

コネクション 
 

接続（Connect） エラー エラー エラー エラー ＊ 

 

注 1： 状態遷移は発側－着側捕捉完了（O_Term_Seized）ＤＰまで（すなわち、呼経過要求表示（話者

Ｂ呼出）（CallProgress.Req.Ind（bptyAlerted））が受信されるまで）起こらない。本ＤＰに到達

しなければ、状態遷移は発側－応答（O_Answer）ＤＰで（すなわち、呼の着信先から呼設定応

答確認（応答）（Setup.Resp.Conf（answer））が受信される時（自動応答の場合））検出される。 

 

注 2： 呼設定が失敗し、受動レグに対する次のＤＰで呼処理が中断している時、接続（Connect）オペ

レーションは許容される： 

発側－着信者話中（O_Called_Party_Busy）、発側－無応答（O_No_Answer） 

 

注 5： 呼処理が次のＤＰで中断している場合のみ許容される： 

ファシリティ選択完了および利用可能（Facility_Selected_and_Available）ＤＰ、着呼分析完了

（Termination_Attempt_Authorized）ＤＰ、着側－話中（T_Busy）、着側－無応答（T_No_Answer）。 

 

注 6： 「一者（1_Party）」ＣＳＣＶ状態における接続（Connect）オペレーション受信は、制御レグが

発側ＢＣＳＭに接続されている場合のみ許容される。制御レグが着側ＢＣＳＭに接続されてい

る場合はエラー手順が起動される。 

 

 

 ＣＳ対応ＦＳＭが「指示待ち（Waiting for Instructions）」状態でこのオペレーションを受信すると、ＳＳ

Ｆは以下の動作を行う。 

－ ＳＳＦがアプリケーションタイマＴＳＳＦを解除する。 

－ ＳＣＦから送られる「ルーチング対地アドレス（destinationRoutingAddress）」パラメータは、 

関連呼のルーチングを完了するために使用される。 

－ 設定されているＥＤＰが無い場合、ＣＳ対応ＦＳＭは「空き（Idle）」状態に遷移する（ｅ９）。 

その他の場合では、ＣＳ対応ＦＳＭは「監視中（Monitoring）」状態に遷移する（ｅ１１）。 
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 接続（Connect）オペレーションを受信した際に、暗黙的にＤＰが設定されたり、解除されることは無い。 

 接続（Connect）オペレーションは、当該オペレーションのＩＮＡＰ処理が完了し、ＳＳＰが回線の選択に

必要な処理を開始する前に完了する。 

 

11.16.3.2 エラー処理 

 注：適切でないＣＳＣＶ状態において接続（Connect）オペレーションが受信された場合、タスク拒否

（TaskRefused）エラーが返送される。 

 オペレーションに関連したエラーの一般処理は、13 章に記述されている。オペレーションエラー報告に使

用されるＴＣサービスについては、15 章に記述されている。 

 

11.17 ConnectToResource 手順 ＃ 
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11.18 継続（Continue）手順 

11.18.1 概要 

 このオペレーションは、ＳＣＰからの指示を待つために呼処理を中断しているＤＰから、呼処理を続ける

ようＳＳＦに要求するために使用される。ＳＳＦは、ＳＣＦからの新しいデータと置き換えることなしに、

呼処理を続行する。このオペレーションは、１つの呼セグメント（ＣＳ）を有する呼セグメントアソシエー

ション（ＣＳＡ）で使用され、かつ当該ＣＳに２つ以下のレグが存在する場合にのみ有効である。 

 

11.18.1.1 パラメータ 

11.18.1.1.1 アーギュメントパラメータ 

 なし。 

 

11.18.2 起動側エンティティ（ＳＣＦ） 

11.18.2.1 正常手順 

ＳＣＦ前条件： 

(1)  ＳＣＦとＳＳＦの間に制御相互関係が存在する。 

(2)  ＣＳ対向ＦＳＭが「ＣＳ指示準備中（Preparing CS Instructions）」状態になっている。 

ＳＣＦ後条件： 

(1)  ＣＳ対向ＦＳＭは、監視が要求されている場合には「通知あるいは要求待ち（Waiting for Notification 

or Request）」サブ状態に、監視が要求されていない場合には「ＣＳ制御空き（CS Control Idle）」

状態になる。 

 

11.18.2.2 エラー処理 

 オペレーションに関連したエラー処理は、クラス４オペレーションのため適用されない。 

 

11.18.3 応答側エンティティ（ＳＳＦ） 

11.18.3.1 正常手順 

ＳＳＦ前条件： 

(1)  ＳＣＦとＳＳＦの間に制御相互関係が存在する。 

(2)  ＢＣＳＭ：基本呼処理がいずれかのＤＰで中断されている。 

(3)  ＣＳ対応ＦＳＭが「指示待ち（Waiting for Instructions）」状態にある。 

(4)  ＣＳＣＶが 6 章に記述されたＣＳＣＶ遷移表「ＤＰイベントに関するＣＳＣＶ状態の遷移」に従っ

た有効なコネクションビュー状態にある。 

    継続（Continue）オペレーションは、３つ以上のレグを持つ単一の呼セグメントを含むＣＳＡ、お

よび、複数の呼セグメントを含むＣＳＡに対しては許容されない。この場合、エラー手順が起動さ

れる。 

ＳＳＦ後条件： 

(1)  ＢＣＳＭ：関連するＣＳ内で要求された再開を全て受信した場合、基本呼処理が続行する。その他

の場合は、再開カウンタの減算のみを行う。詳細については、8.2 節（ＩＮ－ＳＳＭ）の再開カウ

ンタ規則を参照のこと。 

(2)  全ての再開を受信していない場合、ＣＳ対応ＦＳＭは同一の状態に留まる。全ての再開を受信して

した場合、少なくとも１つのＥＤＰが設定されているならば、ＣＳ対応ＦＳＭは「監視中

（Monitoring）」状態になる。あるいは、ＥＤＰが設定されないならば、ＣＳ対応ＦＳＭは「空き

（Idle）」状態になる。 
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(3)  継続（Continue）オペレーションによるＤＰとＣＳＣＶ状態からの基本呼処理の再開については、6

章に記述された「呼セグメントコネクションビュー（ＣＳＣＶ）状態の記述」を参照のこと。 

 

11.18.3.2 エラー処理 

 オペレーションに関連したエラー処理は、クラス４オペレーションのため適用されない。 

 

11.19 ContinueWithArgument 手順 ＃ 

11.20 CreateCallSegmentAssociation 手順 ＃ 

11.21 CreateOrRemoveTriggerData 手順 ＃ 
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11.22 順方向接続切断（DisconnectForwardConnection）手順 

11.22.1 概要 

 順方向接続切断（DisconnectForwardConnection）オペレーションは、網Ｂ内のＳＲＦを含む物理エンテ ＊ 

ィティへの順方向接続を切断するよう網Ａ内の起動側ＳＳＦに対して指示する。 ＊ 

 順方向接続切断（DisconnectForwardConnection）オペレーションは、呼セグメントアソシエーション ＊ 

（ＣＳＡ）内に暫定接続を有する呼セグメント（ＣＳ）が１つのみ存在し、切断を陽に指定する必要が ＊ 

ない場合においてのみ使用される。複数ＣＳが存在する場合には、アーギュメント付き順方向接続切断 ＊ 

（DisconnectForwardConnectionWithArgument）オペレーションが使用されるべきである。 ＊ 

 

11.22.1.1 パラメータ 

11.22.1.1.1 アーギュメントパラメータ 

 なし。 

 

11.22.2 起動側エンティティ（ＳＣＦ） 

11.22.2.1 正常手順 

ＳＣＦ前条件： 

(1)  ＳＣＦとＳＳＦの間に制御相互関係が存在する。 

(2)  アシスト手順が進行中である。 

(3)  順方向接続切断（DisconnectForwardConnection）オペレーションをＳＣＦが送出しなければならな

いことをＳＬＰＩが決定する。 

(4)  ＣＳ対向ＦＳＭは「暫定接続確立中（Establishing Temporary Connection）」状態にある。 ＊ 

ＳＣＦ後条件： 

(1)  ＳＬＰＩの実行は継続する。 

(2)  ＣＳ対向ＦＳＭは「ＣＳ指示準備中（Preparing CS Instructions）」サブ状態に遷移する。 ＊ 

 

11.22.2.2 エラー処理 

 オペレーションに関連したエラーの一般処理は、13 章に記述されている。オペレーションエラー報告に使

用されるＴＣサービスについては、15 章に記述されている。 

 

11.22.3 応答側エンティティ（ＳＳＦ） 

11.22.3.1 正常手順 

ＳＳＦ前条件：  

(1)  ＳＣＦとＳＳＦの間に制御相互関係が存在する。 

(2)  基本呼処理がＤＰで中断されている。さらに、起動側ＳＳＦ内のＣＳ対応ＦＳＭが「暫定接続終了

待ち（指示待ち）（Waiting for End of Temporary Connection（WFI））」状態にある。 

ＳＳＦ後条件： 

(1)  網Ｂとのコネクションが解放される。 ＊ 

(2)  起動側ＳＳＦ内のＣＳ対応ＦＳＭは「指示待ち（Waiting for Instructions）」状態へ遷移する。 

 順方向接続切断（DisconnectForwardConnection）オペレーションを受信すると、網Ｂ内のＳＲＦを含む ＊ 

物理エンティティは関連呼から切断される。ＳＳＦからエンドユーザへの逆方向の接続は解放されない。 

 このオペレーションはＣＳ対応ＦＳＭの「暫定接続終了待ち（指示待ち）（Waiting for End of Temporary 

Connection（WFI））」状態で受け付けられる。この状態で順方向接続切断（DisconnectForwardConnection）

オペレーションを受けると、ＳＳＦは以下のように動作する。 
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－ 起動側ＳＳＦは網Ｂとの接続を解放する。 ＊ 

－ ＳＳＦがアプリケーションタイマＴＳＳＦを設定する。 

－ ＣＳ対応ＦＳＭは「指示待ち（Waiting for Instructions）」状態に遷移する。 

 

11.22.3.2 エラー処理 

 オペレーションに関連したエラーの一般処理は、13 章に記述されている。オペレーションエラー報告に使

用されるＴＣサービスについては、15 章に記述されている。 

 



ＪＴ－Ｑ１２３８．２－ｂ － 164 － 

11.23 アーギュメント付き順方向接続切断（DisconnectForwardConnectionWithArgument）手順 

11.23.1 概要 

 アーギュメント付き順方向接続切断（DisconnectForwardConnectionWithArgument）オペレーションは、 ＊ 

網Ｂ内のＳＲＦを含む物理エンティティへの順方向接続を切断するよう網Ａ内の起動側ＳＳＦに対して ＊ 

指示する。 ＊ 

 アーギュメント付き順方向接続切断（DisconnectForwardConnectionWithArgument）オペレーションは、 ＊ 

呼セグメントアソシエーション（ＣＳＡ）内に１つ以上の呼セグメント（ＣＳ）が存在する場合に使用さ ＊ 

れ、切断すべき暫定接続を陽に指定（暫定接続が接続されているレグＩＤを指定）しなければならない。 ＊ 

 

11.23.1.1 パラメータ 

11.23.1.1.1 アーギュメントパラメータ 

 オペレーションアーギュメントは以下のパラメータから構成される。このパラメータは 12 章に定義され

ている。 

－ 解放指定先（partyToDisconnect） 

 

11.23.2 起動側エンティティ（ＳＣＦ） 

11.23.2.1 正常手順 

ＳＣＦ前条件： 

(1)  ＳＣＦとＳＳＦの間に制御相互関係が存在する。 

(2)  アシスト手順が進行中である。 

(3)  アーギュメント付き順方向接続切断（DisconnectForwardConnectionWithArgument）オペレーション

をＳＣＦが送出しなければならないことをＳＬＰＩが決定する。 

(4)  ＣＳ対向ＦＳＭは「暫定接続確立中（Establishing Temporary Connection）」状態にある。 ＊ 

ＳＣＦ後条件： 

(1)  ＳＬＰＩの実行は継続する。 

(2)  ＣＳ対向ＦＳＭは「ＣＳ指示準備中（Preparing CS Instructions）」状態に遷移する。 ＊ 

 

11.23.2.2 エラー処理 

 オペレーションに関連したエラーの一般処理は、13 章に記述されている。オペレーションエラー報告に使

用されるＴＣサービスについては、15 章に記述されている。 

 

11.23.3 応答側エンティティ（ＳＳＦ） 

11.23.3.1 正常手順 

ＳＳＦ前条件： 

(1)  ＳＣＦとＳＳＦの間に制御相互関係が存在する。 

(2)  基本呼処理がＤＰで中断されている。さらに、起動側ＳＳＦ内のＣＳ対応ＦＳＭが「暫定接続終了

待ち（指示待ち）（Waiting for End of Temporary Connection（WFI））」状態である。 

ＳＳＦ後条件： 

(1)  網Ｂとのコネクションが解放される。 ＊ 

(2)  起動側ＳＳＦ内のＣＳ対応ＦＳＭは「指示待ち（Waiting for Instructions）」状態である。 

 アーギュメント付き順方向接続切断（DisconnectForwardConnectionWithArgument）オペレーションを受信

すると、網Ｂ内のＳＲＦを含む物理エンティティは関連呼から切断される。ＳＳＦからエンドユーザへ ＊ 

の逆方向の接続は解放されない。 
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 このオペレーションはＣＳ対応ＦＳＭの「暫定接続終了待ち（指示待ち）（Waiting for End of Temporary 

Connection（WFI））」状態で受け付けられる。 

 この状態でアーギュメント付き順方向接続切断（DisconnectForwardConnectionWithArgument）オペレーショ

ンを受けると、ＳＳＦは以下のように動作する。 

－ 起動側ＳＳＦは指定された網Ｂとの接続を解放する。 ＊ 

－ ＳＳＦはアプリケーションタイマＴＳＳＦを設定する。 

－ ＣＳ対応ＦＳＭは「指示待ち（Waiting for Instructions）」状態に遷移する。 

 

11.23.3.2 エラー処理 

 オペレーションに関連したエラーの一般処理は、13 章に記述されている。オペレーションエラー報告に使

用されるＴＣサービスについては、15 章に記述されている。 

 

11.24 DisconnectLeg 手順 ＃ 
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11.25 エンティティ解放完了（EntityReleased）手順 

11.25.1 概要 

 このオペレーションは、異常またはエラーによって引き起こされたエンティティ（呼セグメント（ＣＳ））

の解放をＳＣＰに通知するために使用される。このエラー／異常による影響を受けない呼セグメントアソシ

エーション（ＣＳＡ）中の他の既存エンティティ（ＣＳ）のために、ＴＣダイアログを保持する必要があり、

ＴＣ－アボートまたはＴＣ－終了によって、この情報を伝達できない場合に、ＣＳＡ対応ＦＳＭによって送

信される。ＣＳが１つのみ存在するケースにおいて、異常またはエラーによって当該ＣＳが解放された場合、

このオペレーションは送信されない。 

 他のオペレーション（ＢＣＳＭイベント報告（EventReportBCSM）など）を通じてエンティティの解放を

報告できる場合には、エンティティ解放完了（EntityReleased）オペレーションは使用されない。 

 

11.25.1.1 パラメータ 

11.25.1.1.1 アーギュメントパラメータ 

 オペレーションアーギュメントは以下のパラメータが選択される。このパラメータは 12 章に定義されて

いる。 

－ ＣＳ失敗（cSFailure） 

 

11.25.2 起動側エンティティ（ＳＳＦ） 

11.25.2.1 正常手順 

ＳＳＦ前条件： 

(1)  ＳＣＦとＳＳＦの間に制御相互関係または監視相互関係が存在する。 

(2)  ＣＳＡ対応ＦＳＭは「空き（Idle）」状態および「受信完了通知待ち（Waiting for  ＊ 

     Acknowledgement）」状態以外の任意の状態にある。 ＊ 

ＳＳＦ後条件： 

(1)  解放されたＣＳに対応するＣＳ対応ＦＳＭは「空き（Idle）」状態に遷移する。 

 

11.25.2.2 エラー処理 

 オペレーションに関連したエラー処理は、クラス４オペレーションのため適用されない。 

 

11.25.3 応答側エンティティ（ＳＣＦ） 

11.25.3.1 正常手順 

ＳＣＦ前条件： 

(1)  ＳＣＦとＳＳＦの間に制御相互関係または監視相互関係が存在する。 

ＳＣＦ後条件： 

(1)  解放されたエンティティに対応するＳＣＦリソースが解放される。 

(2)  ＳＬＰＩがさらに実行される。 

 

11.25.3.2 エラー処理 

 オペレーションに関連したエラー処理は、クラス４オペレーションのため適用されない。 
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11.26 暫定接続確立（EstablishTemporaryConnection）手順 

11.26.1 概要 

 このオペレーションは、サービスアシスト手順の中で網Ａの起動側ＳＳＦと網Ｂとの間の暫定的な ＊ 

コネクションを生成するために用いられる。 

 

11.26.1.1 パラメータ 

11.26.1.1.1 アーギュメントパラメータ 

 オペレーションアーギュメントは以下のパラメータから構成される。これらのパラメータは 12 章に定義

されている。 

－ アシストＳＳＰ－ＩＰルーチングアドレス（assistingSSPIPRoutingAddress） 

－ 相関ＩＤ（correlationID） 

－ 接続指定先（partyToConnect） 

以下のパラメータが選択される。 

－ レグＩＤ（legID） 

ＳＣＦは、「送信側ＩＤ（sendingSideID）」のみを使用する。 ＊ 

－ ＳＣＦ ＩＤ（scfID） 

－ 拡張（extensions） 

ＴＴＣ固有の拡張パラメータは、以下のパラメータから構成される。 ＊ 

－ 事業者情報（ttcCarrierInformation） ＊ 

以下のパラメータが選択される。 ＊ 

－ 事業者情報転送（ttcCarrierInformationTransfer） ＊ 

 

11.26.2 起動側エンティティ（ＳＣＦ） 

11.26.2.1 正常手順 

ＳＣＦ前条件： 

(1)  ＳＣＦとＳＳＦの間に制御相互関係が存在する。 

(2)  サービス論理は、網ＡのＳＳＦと網Ｂ間の暫定接続が必要であると決定している。 ＊ 

(3)  通話者が他の通話者と接続中でない。 ＊ 

(4)  ＳＳＦ／ＳＲＦインタフェース対向ＦＳＭは「アシスト要求空き（Assist Request Idle）」 ＊ 

    状態にある。 ＊ 

(5)  ＣＳＡ対向ＦＳＭは「ＳＳＦ指示準備中（Preparing SSF Instructions）」状態にある。 ＊ 

(6)  ＣＳ対向ＦＳＭは「ＣＳ指示準備中（Preparing CS Instructions）」状態にある。 ＊ 

ＳＣＦ後条件： 

(1)  ＳＳＦ／ＳＲＦインタフェース対向ＦＳＭは「網Ｂでのアシスト処理中（Waiting for  ＊ 

     Assist Request）」状態に遷移する。 ＊ 

(2)  ＣＳＡ対向ＦＳＭは「ＳＳＦ指示準備中（Preparing SSF Instructions）」状態にある。 ＊ 

(3)  ＣＳ対向ＦＳＭは「暫定接続確立中（Establishing Temporary Connection）」状態に遷移する。 ＊ 

 

11.26.2.2 エラー処理 

 オペレーションに関連したエラーの一般処理は、13 章に記述されている。オペレーションエラー報告に使

用されるＴＣサービスについては、15 章に記述されている。 
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11.26.3 応答側エンティティ（ＳＳＦ） 

11.26.3.1 正常手順 

ＳＳＦ前条件： 

(1)  ＳＣＦとＳＳＦの間に制御相互関係が存在する。 

(2)  ＣＳ対応ＦＳＭは「指示待ち（Waiting for Instructions）」状態にある。 

(3)  ＣＳＡ対応ＦＳＭは「動作中（Active）」状態にある。 ＊ 

ＳＳＦ後条件： 

(1)  Ｓ Ｓ Ｆ は Ｓ Ｃ Ｆ が 要 求 し た 「 ア シ ス ト Ｓ Ｓ Ｐ － Ｉ Ｐ ル ー チ ン グ ア ド レ ス

（assistingSSPIPRoutingAddress）」に従って網Ｂへ呼をルーチングするための呼処理動作を ＊ 

    実行する。 

(2)  当該ＣＳは暫定接続の終了を待っている。 

(3)  ＣＳ対応ＦＳＭは「暫定接続終了待ち（指示待ち）（Waiting for End of Temporary Connection 

    （WFI））」状態に遷移する。 

(4)  ＣＳＡ対応ＦＳＭは「動作中（Active）」状態に留まる。 ＊ 

 

11.26.3.2 エラー処理 

 オペレーションに関連したエラーの一般処理は、13 章に記述されている。オペレーションエラー報告に使

用されるＴＣサービスについては、15 章に記述されている。 
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11.27 課金イベント通知（EventNotificationCharging）手順  

11.27.1 概要 

 このオペレーションは、課金イベント通知要求（RequestNotificationChargingEvent）オペレーションでＳＣ

Ｆにより要求された特定の課金イベント種別の発生をＳＣＦに報告するためにＳＳＦによって使用される。 

 １つの接続形態において、複数の課金イベントが発生しうるため、課金イベント通知

（EventNotificationCharging）オペレーションが複数回起動されるかもしれない。それぞれの接続形態に対し

て、課金イベント通知（EventNotificationCharging）は複数回使用されるかもしれない。 

 当該通知要求が解除されない限り（解除は、イベント設定要求が行われたレグが解放された場合に行わ ＊ 

れる）、指定された課金イベントが検出される度に本オペレーションにより課金イベントが通知される。 ＊ 

 

11.27.1.1 パラメータ 

11.27.1.1.1 アーギュメントパラメータ 

 オペレーションアーギュメントは以下のパラメータから構成される。これらのパラメータは 12 章に定義

されている。 

－ 課金イベント種別（eventTypeCharging） 

－ 課金イベント特有情報（eventSpecificInformationCharging） 

－ レグＩＤ（legID） 

－ 監視モード（monitorMode） 

「監視モード（monitorMode）」が「中断（interrupted）」の場合、イベントは要求として報告され

る。「監視モード（monitorMode）」が「通知し継続（notifyAndContinue）」の場合は、イベントは

通知として報告される。「監視モード（monitorMode）」が「透過（transparent）」は、課金イベン

ト通知（EventNotificationCharging）オペレーションには適用されない。 

更にＴＴＣ特有の条件として「監視モード（monitorMode）」が「中断（interrupted）」は適用さ ＊ 

れない。 ＊ 

 

11.27.2 起動側エンティティ（ＳＳＦ） 

11.27.2.1 正常手順 

ＳＳＦ前条件： 

(1)  ＳＣＦとＳＳＦの間に制御相互関係または監視相互関係が存在する。 

(2)  ＳＣＦによって要求された課金イベントが検出された。 

ＳＳＦ後条件： 

(1)  ＦＳＭの状態遷移はない。 

 ＣＳ対応ＦＳＭは、「空き（Idle）」状態と「暫定接続捕捉中（Reserving Temporary Connection）」状態 ＊ 

以外のいずれかの状態にある。このオペレーションは、ＳＣＦから要求された課金イベントが検出された時

に起動される。検出された課金イベントは、ａ）他のＳＬＰＩあるいはｂ）他の交換機によって引き起こさ

れる場合が考えられる。課金イベントが何によって引き起こされるかに依らず、ＳＳＦは課金イベントの発

生時に（対応する監視モード（monitorMode）に従って）次の動作を実行する。 

－ 通知し継続（NotifyAndContinue） 

課金イベント通知（EventNotificationCharging）オペレーションを使用して課金イベントをＳＣＦに 

通知し、イベント処理あるいは信号処理を継続する。 

 

11.27.2.2 エラー処理 

 オペレーションに関連したエラー処理は、クラス４オペレーションのため適用されない。 
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11.27.3 応答側エンティティ（ＳＣＦ） 

11.27.3.1 正常手順 

ＳＣＦ前条件： 

(1)  ＳＣＦとＳＳＦの間に制御相互関係または監視相互関係が存在する。 

(2)  課金イベント通知要求（RequestNotificationChargingEvent）オペレーションがＳＬＰＩの要求により

送信され、ＳＬＰＩがＳＳＦからの課金イベント通知（EventNotificationCharging）オペレーション

の受信を期待している。 

ＳＣＦ後条件： 

(1)  ＦＳＭの状態遷移はない。 

 このオペレーションの受信により、通知を期待しているＳＬＰＩは処理を継続する。 

 

11.27.3.2 エラー処理 

 オペレーションに関連したエラー処理は、クラス４オペレーションのため適用されない。 
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11.28 ＢＣＳＭイベント報告（EventReportBCSM）手順 

11.28.1 概要 

 このオペレーションは、ＢＣＳＭイベント報告要求（RequestReportBCSMEvent）オペレーションでＳＣＦ

より以前に要求された呼関連イベントをＳＣＦに通知するために使用する。１つのＢＣＳＭイベント報告要

求（RequestReportBCSMEvent）オペレーションで、複数のイベントの監視を要求することができるが、これ

らの要求されたイベントは、それぞれ別のＢＣＳＭイベント報告（EventReportBCSM）オペレーションにて

通知される。 

 

11.28.1.1 パラメータ 

11.28.1.1.1 アーギュメントパラメータ 

 オペレーションアーギュメントは以下のパラメータから構成される。これらのパラメータは 12 章に定義

される。 

－ ＢＣＳＭイベント種別（eventTypeBCSM） 

－ ＢＣＳＭイベント特有情報（eventSpecificInformationBCSM） 

－ レグＩＤ（legID） 

－ その他呼情報（miscCallInfo） 

－ 拡張（extensions） 

 注：レグＩＤ（legID）： 

ＳＳＦは、オプションの「受信側ＩＤ（ReceivingSideID）」のみを使用する。 

－ 受信側ＩＤ（receivingSideID） 

「レグＩＤ（legID）」の値は以下を想定する。 

注：レグの番号は以下の原則に基づいて付与される。 

最初の呼セグメント（ＣＳ）が発側ＣＳ（「発側呼設定（Originating_Setup）」ＣＳ状態）

から生成された場合、レグＩＤ（legID）＝１が制御レグ、レグＩＤ（legID）＝２が受動レ

グである。追加のレグはＳＣＦによってのみ生成されうる。その場合、ＳＣＦがレグの番号

を割り当てる。 

最初の呼セグメント（ＣＳ）が着側ＣＳ（「着側呼設定（Terminating_Setup）」ＣＳ状態）

から生成された場合、レグＩＤ（legID）＝１が受動レグ、レグＩＤ（legID）＝２が制御レ

グである（すなわち上記の逆である）。追加のレグはＳＣＦによってのみ生成されうる。そ

の場合、ＳＣＦがレグの番号を割り当てる。 

 

11.28.2 起動側エンティティ（ＳＳＦ） 

11.28.2.1 正常手順 

ＳＳＦ前条件： 

(1)  ＳＣＦとＳＳＦの間に制御相互関係または監視相互関係が存在する。 

(2)  ＣＳ対応ＦＳＭは「監視中（Monitoring）」状態である。ただし、発側／着側－途中放棄

（O/T_Abandon）ＤＰまたは発側／着側－切断（O/T_Disconnect）ＤＰが設定され検出される場合

においては、「空き（Idle）」状態および「暫定接続捕捉中（Reserving Temporary  ＊ 

    Connection）」状態以外の任意の状態であるかも知れない。 ＊ 

(3)  ＢＣＳＭは設定されたＥＤＰの処理を進める。 

ＳＳＦ後条件：  

(1)  メッセージ種別が通知で、他にまだＥＤＰが設定されている場合、ＣＳ対応ＦＳＭは同一の状態に

留まる。 
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(2)  メッセージ種別が通知で、他にＥＤＰが設定されていない場合、ＣＳ対応ＦＳＭは「空き（Idle）」

状態に遷移する。これがＣＳＡの中で最後のＣＳである場合は、ＣＳＡ対応ＦＳＭも「空き（Idle）」

状態に戻る。 

(3)  メッセージ種別が要求の場合、ＣＳ対応ＦＳＭは「指示待ち（Waiting for Instructions）」状態に遷

移する。呼処理は中断される。 

 

11.28.2.2 エラー処理 

 メッセージの種別が要求の場合、いかなるオペレーションの受信よりも前にＴＳＳＦがタイムアウトすると、

ＳＳＦ（ＣＳＡ対応ＦＳＭ）はエンティティ解放完了（EntityReleased）オペレーションを用いて当該ＣＳの

解放をＳＣＦへ通知する（当該ＣＳがＣＳＡ内の最終ＣＳでない場合）。ＣＳＡ内の最終ＣＳの場合、ＳＳ

ＦはＳＣＦとの相互動作を途中放棄し、その呼（すなわち、呼セグメント）に対して終了処置（例えば終了

アナウンス）が実施される。 

 ダイアログがローカルにアボートされた場合、もはやトランザクションは存在しないため、ＳＣＦから応

答を受信した時に、ＴＣはアボートメッセージを返送することに注意。 

 オペレーションに関連したエラー処理は、クラス４オペレーションのため適用されない。 

 

11.28.3 応答側エンティティ（ＳＣＦ） 

11.28.3.1 正常手順 

ＳＣＦ前条件： 

(1)  ＳＳＦとＳＣＦの間に制御相互関係または監視相互関係が確立している。 

(2)  ＣＳ対向ＦＳＭは、「ＣＳ指示準備中（Preparing CS Instructions）」状態のサブ状態「通知あるい

は要求待ち（Waiting for Notification or Request）」にある。 

ＳＣＦ後条件： 

(1)  メッセージ種別が通知で、他にまだＥＤＰが設定されている場合、ＣＳ対向ＦＳＭは、「通知ある

いは要求待ち（Waiting for Notification or Request）」サブ状態に留まる。または、メッセージ種別が

通知で、他にＥＤＰが設定されていない場合は、「ＣＳ制御空き（CS Control Idle）」状態に遷移す

る。または、メッセージ種別が要求の場合、「ＣＳ指示準備中（Preparing CS Instructions）」サブ

状態に遷移する。 

(2)  ダイアログＩＤに基づき、イベントはＳＬＰＩに通知される。ＳＣＦはＳＬＰＩに従い、ＳＳＦま

たはＳＲＦ指示を準備する。 

 

11.28.3.2 エラー処理 

 オペレーションに関連したエラー処理は、クラス４オペレーションのため適用されない。 

 

11.29 EventReportFacility 手順 ＃ 

11.30 FacilitySelectedAndAvailable 手順 ＃ 

11.31 FurnishChargingInformation 手順 ＃ 

11.32 HoldCallInNetwork 手順 ＃ 
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11.33 イニシャルＤＰ（InitialDP）手順 

11.33.1 概要 

 このオペレーションは、呼を完了する指示をＳＣＦに要求する目的で、ＢＣＳＭでＴＤＰを検出した後に

ＳＳＦによって送信される。 

 

11.33.1.1 パラメータ 

11.33.1.1.1 アーギュメントパラメータ 

 オペレーションアーギュメントは以下のパラメータから構成される。これらのパラメータは 12 章に定義

される。 

－ サービスキー（serviceKey） 

－ ダイヤル番号（dialledDigits） 

－ 着番号（calledPartyNumber） 

－ 発番号（callingPartyNumber） 

－ 発ユーザ種別（callingPartysCategory） 

－ 発サブアドレス（callingPartySubaddress） 

－ その他呼情報（miscCallInfo） 

－ 第一着信者ＩＤ（originalCalledPartyID） 

－ 端末種別（terminalType） 

－ 拡張（extensions） 

ＴＴＣ固有の拡張パラメータは、以下のパラメータから構成される。 ＊ 

－ 契約者番号（ttcContractorNumber） ＊ 

－ 料金区域情報（ttcChargeAreaInformation） ＊ 

－ 着ＩＮ番号（ttcCalledINNumber） ＊ 

－ 事業者情報転送（ttcCarrierInformationTransfer） ＊ 

－ 付加ユーザ種別（ttcAdditionalPartysCategory） ＊ 

－ ＳＳＰ料金区域情報（ttcSSPChargeAreaInformation） ＊ 

－ 発信者番号非通知理由（ttcCauseOfNoID） ＊ 

－ 順方向呼表示（forwardCallIndicators） 

－ ベアラ能力（bearerCapability） 

－ ＢＣＳＭイベント種別（eventTypeBCSM） 

－ 転送元ＩＤ（redirectingPartyID） 

－ 着信転送情報（redirectionInformation） 

－ 汎用番号（genericNumbers） 

 

11.33.2 起動側エンティティ（ＳＳＦ） 

11.33.2.1 正常手順 

ＳＳＦ前条件： 

(1)  実行中のＤＰに対する判断基準を満たすイベントが検出された。 

(2)  ＳＳ７上の過負荷が呼に対して有効でない。 

(3)  ＣＳ対応ＦＳＭおよびＣＳＡ対応ＦＳＭは、「空き（Idle）」状態にある。 ＊ 

ＳＳＦ後条件： 

(1)  ＤＰがＴＤＰ－Ｒとして設定されている場合は、制御相互関係が確立される。ＣＳ対応ＦＳＭは「指

示待ち（Waiting for Instructions）」状態に遷移する。 
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(2)  ＣＳＡ対応ＦＳＭは「動作中（Active）」状態に遷移する。 ＊ 

 発呼によってＢＣＳＭに設定されたＴＤＰに関連するトリガ検出（割り当てられたＤＰ判断基準を満たす

ことによる）の後、ＳＳＦは、ＳＳ７上の過負荷が関連する呼セグメント（CS）に対して有効でないかチェッ

クする。 

 これらの条件を満たせば、イニシャルＤＰ（InitialDP）オペレーションがＳＳＦによって起動される。イ

ニシャルＤＰ（InitialDP）オペレーションが送信されるべきＳＣＦのアドレスは、トリガ関連データを元に

決定される。ＳＳＦは利用可能なできる限り多くのパラメータを提供する。場合によっては、いくつかのパ

ラメータ（発番号（callingPartyNumber）あるいは発ユーザ種別（callingPartysCategory）など）が使用できる

状態になっていなければならない。このためＳＳＦにおいて、（トリガ条件に対して必要なパラメータを知

るための）トリガテーブルを使用し、もしパラメータが利用できなければ、当該パラメータを取得するため

の必要な動作を行うことによって（例えば、もしＳＳ７以外の信号方式であれば、前位の交換機から発ユー

ザ種別（callingPartysCategory）を要求することが可能かもしれない）、適切に処理されなければならない。 

 条件が満たされない場合、呼制御は下位のネットワークに戻される。 

 もし、そのＤＰがＴＤＰ－Ｒとして設定されていれば、制御相互関係がＳＣＦに設定される。ＳＳＦがＳ

ＣＦからの指示を要求するためにイニシャルＤＰ（InitialDP）オペレーションを送信する時、ＳＳＦアプリ

ケーションタイマＴＳＳＦが設定される。それは、過度の呼中断を回避するために使用される。 

 

11.33.2.2 エラー処理 

 目的のＳＣＦにアクセスできない場合、呼に最終処理が与えられる。 

 何らかのオペレーションを受信する前にアプリケーションタイマＴＳＳＦがタイムアウトになると、ＳＳＦ

はＳＣＦとの相互動作をアボートし、呼に最終処理（例えば、終了アナウンスへのルーチング）が与えられ

る。発呼者がイニシャルＤＰ（InitialDP）オペレーションの送信後に放棄した場合は、ＳＳＦはＴＣに対す

るアボートによって制御相互関係をアボートする。これはＳＳＦにてダイアログをローカルに解放するのみ

であり、その後にＳＣＦからの最初の応答メッセージを受信した場合には、ＳＣＦにＴＣ－Ｐ－アボートを

返送することに注意。オペレーションに関連したエラーの一般処理は、13 章に記述されている。オペレーショ

ンエラー報告に使用されるＴＣサービスについては、15 章に記述されている。 

 

11.33.3 応答側エンティティ（ＳＣＦ） 

11.33.3.1 正常手順 

ＳＣＦ前条件： 

(1)  ＳＣＳＭは以下の状態にある。 ＊ 

－  ＳＳＦ／ＳＲＦインタフェース対向ＦＳＭは「空き（Idle）」状態にある。 ＊ 

－  ＣＳＡ対向ＦＳＭは「ＳＳＦ制御空き（SSF Control Idle）」状態にある。 ＊ 

－  ＣＳ対向ＦＳＭは「ＣＳ制御空き（CS Control Idle）」状態にある。 ＊ 

ＳＣＦ後条件： 

(1)  ＳＬＰＩが起動されている。 

(2)  ＳＣＳＭは以下の状態に遷移し、関連するＳＳＦとの制御相互関係が生成される。 ＊ 

－  ＳＳＦ／ＳＲＦインタフェース対向ＦＳＭは、「ＳＳＦ／ＳＲＦ指示準備中 ＊ 

    （Preparing SSF/SRF Instructions）」状態に遷移する。 ＊ 

－  ＣＳＡ対向ＦＳＭは「ＳＳＦ指示準備中（Preparing SSF Instructions）」状態に ＊ 

    遷移する。 ＊ 

－  ＣＳ対向ＦＳＭは「ＣＳ指示準備中（Preparing CS Instructions）」サブ状態に ＊ 

    遷移する。 ＊ 
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 ＳＬＰＩはサービスキー（serviceKey）パラメータを元にイニシャルＤＰ（InitialDP）オペレーションの処

理のために起動される。この制御相互関係によって、ＳＣＦは起動されたサービス論理に従って基本呼処理

に影響を与えるかもしれない。 

 ＳＬＰＩで実行される動作は、このオペレーションで伝達されるパラメータと、ＳＬＰＩ、つまり要求さ

れたＩＮサービス自身に依存する。 

 

11.33.3.2 エラー処理 

 イニシャルＤＰ（InitialDP）オペレーションが拒否された場合、ＳＣＳＭは「空き（Idle）」状態に留まる。

保守機能に通知され、ＳＬＰＩは起動されない。 

 オペレーションに関連したエラーの一般処理は、13 章に記述されている。オペレーションエラー報告に使

用されるＴＣサービスについては、15 章に記述されている。 

 

11.34 InitiateCallAttempt 手順 ＃ 

11.35 ManageTriggerData 手順 ＃ 
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11.36 呼セグメント併合（MergeCallSegments）手順 

11.36.1 概要 

 このオぺレーションは、２つの関連呼セグメント（ＣＳ）を１つの呼セグメント（ＣＳ）に併合すること

をＳＳＦに要求する。関連する全てのレグ間には、ベアラ接続が確立される。 

 指定された「ソース」ＣＳを併合する場合、ＣＳが所有するレグの状態、設定されたＥＤＰ、保留中の課

金イベント通知（EventNotificationCharging）は、併合された後でも同じレグに適用される。 

 

11.36.1.1 パラメータ 

11.36.1.1.1 アーギュメントパラメータ 

 オペレーションアーギュメントは以下のパラメータから構成される。これらのパラメータは 12 章に定義

される。 

－ ソース呼セグメント（sourceCallSegment） 

－ ターゲット呼セグメント（targetCallSegment） 

指定しない場合には、イニシャルＣＳがターゲットＣＳとして使用される。 

－ 拡張（extensions） 

 

11.36.1.1.2 結果応答パラメータ 

 なし。 

 

11.36.2 起動側エンティティ（ＳＣＦ） 

11.36.2.1 正常手順 

ＳＣＦ前条件： 

(1)  ＳＣＦとＳＳＦの間に制御相互関係が存在する。 

(2)  ２つのＣＳを１つのＣＳへ併合することをＳＬＰＩが決定済みである。 

(3)  「ソース」ＣＳ対向ＦＳＭは「ＣＳ指示準備中（Preparing CS Instructions）」サブ状態に ＊ 

     ある。 ＊ 

(4)  「ターゲット」ＣＳ対向ＦＳＭは「ＣＳ指示準備中（Preparing CS Instructions）」サブ状態、 ＊ 

     もしくは、「暫定接続捕捉中（Reserving Temporary Connection）」状態にある。 ＊ 

ＳＣＦ後条件： 

(1)  ＳＬＰＩの実行は継続する。 

(2)  「ソース」ＣＳ対向ＦＳＭは「ＣＳ制御空き（CS Control Idle）」状態に遷移する。 ＊ 

(3)  「ターゲット」ＣＳ対向ＦＳＭは以下のいずれかの状態に遷移する。 ＊ 

－  「ターゲット」ＣＳが「ＣＳ指示準備中（Preparing CS Instructions）」サブ状態の場合、 ＊ 

     同じ状態に留まる。 ＊ 

－  「ターゲット」ＣＳが「暫定接続捕捉中（Reserving Temporary Connection）」状態の ＊ 

     場合、「暫定接続確立中（Establishing Temporary Connection）」状態に遷移する。 ＊ 

(4)  ＳＣＳＭ内の他のＦＳＭは同じ状態に留まる。 ＊ 

 

11.36.2.2 エラー処理 

 オペレーションに関連したエラーの一般処理は、13 章に記述されている。オペレーションエラー報告に使

用されるＴＣサービスについては、15 章に記述されている。 
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11.36.3 応答側エンティティ（ＳＳＦ） 

11.36.3.1 正常手順 

ＳＳＦ前条件： 

(1)  ＳＣＦとＳＳＦの間に制御相互関係が存在する。 

(2)  ＣＳＡＣＶは「複数セグメント（Multi Segment）」状態にある。 

(3)  「ソース」ＣＳ対応ＦＳＭは、「指示待ち（Waiting for Instructions）」にある。 ＊ 

(4)  「ターゲット」ＣＳ対応ＦＳＭは、「指示待ち（Waiting for Instructions）」、もしくは、 ＊ 

     「暫定接続捕捉中（Reserving Temporary Connection）」にある。 ＊ 

(5)  ＣＳＣＶが下記「ＣＳＣＶ遷移表」に示される適切なコネクションビュー状態にある。 

ＳＳＦ後条件： 

(1)  「ソース」ＣＳ対応ＦＳＭは「空き（Idle）」状態に戻る。 

(2)  「ターゲット」ＣＳ対応ＦＳＭは以下のいずれかの状態に遷移する。 ＊ 

－  「ターゲット」ＣＳが「指示待ち（Waiting for Instructions）」状態の場合、同じ状態 ＊ 

     に留まる。 ＊ 

－  「ターゲット」ＣＳが「暫定接続捕捉中（Reserving Temporary Connection）」状態の ＊ 

     場合、「暫定接続終了待ち（Waiting for End of Temporary Connection）」状態に遷移 ＊ 

     する。 ＊ 

(3)  呼セグメントの併合後、ＣＳＡが単一のＣＳのみを含むのであれば、ＣＳＡＣＶが「複数セグメン

ト（Multi Segment）」状態である間に、ＣＳＡＣＶ状態「１セグメント（One Segment）」への遷移

は起こらなければならない。 

(4)  レグの構成が正常に変更された後、直ちに結果応答が返送される。 

注：これにより、ＳＣＦは確立したコネクションビュー（ＣＶ）を更新し、信号イベントに関して起こ

りうる干渉問題に対処することが可能となる。 

 

表１１－２／ＪＴ－Ｑ１２３８．２－ｂ＊ 

（ＩＴＵ－Ｔ Ｑ．１２３８．２） 

ソースＣＳの遷移表 

ＣＳＣＶ状態 

(ソースＣＳの前状態)     → 

(ターゲットＣＳの前状態) ↓ 

全ての状態  

全ての状態 ＣＳインスタンス消滅 

注１ 

 

 

注１：コールセグメント併合（MergeCallSegments）のＳＳＦ前条件が満たされた場合、併合されるソースＣ

ＳのＣＳ対応ＦＳＭは消滅される。オペレーションエラー処理の場合、ＣＳ対応ＦＳＭは同一のＣＳ

ＣＶ状態に留まる。 
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表１１－３／ＪＴ－Ｑ１２３８．２－ｂ＊ 

（ＩＴＵ－Ｔ Ｑ．１２３８．２） 

ターゲットＣＳの遷移表 

ＣＳＣＶ状態 

(ソースＣＳの前状態) 

                 → 

(ターゲットＣＳの 

前状態)          ↓ 

発側呼設定 

(Originating_Setup) 

安定一者 

(Stable_1_Party) 

着側呼設定 

(Terminating_Setup) 

一者 

(1_Party) 

 

発側呼設定 

(Originating_Setup) 

エラー エラー         ＊ エラー エラー 
 

安定一者 

(Stable_1_Party) 

エラー         ＊ エラー         ＊ エラー         ＊ エラー         ＊ 
 

着側呼設定 

(Terminating_Setup) 

エラー エラー エラー エラー 
 

一者 

(1_Party) 

エラー エラー         ＊ エラー         ＊ エラー 
 

安定二者 

(Stable_2_Party) 

エラー エラー         ＊ エラー エラー 
 

転送中 

(Forward) 

エラー エラー エラー エラー 
 

転送完了 

(Transfer) 

エラー         ＊ エラー         ＊ エラー エラー         ＊ 
 

保留 

(On_Hold) 

エラー         ＊ エラー         ＊ エラー 安定二者 

(Stable_2_Party) 
 

ＳＲＦコネクション

設定 

エラー エラー エラー エラー 
＊ 

ＳＲＦコネクション

留保 

エラー エラー エラー 制御レグ側ＳＲＦ 

コネクション 
＊ 

制御レグ側ＳＲＦ 

コネクション 

エラー エラー エラー エラー 
＊ 

受動レグ側ＳＲＦ 

コネクション 

エラー エラー エラー エラー 
＊ 
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表１１－３／ＪＴ－Ｑ１２３８．２－ｂ＊ 

（ＩＴＵ－Ｔ Ｑ．１２３８．２） 

ターゲットＣＳの遷移表（続き） 

ＣＳＣＶ状態 

(ソースＣＳの前状態) 

                 → 

(ターゲットＣＳの 

前状態)          ↓ 

安定二者 

(Stable_2_Party) 

転送中 

(Forward) 

転送完了 

(Transfer) 

保留 

(On_Hold) 

 

発側呼設定 

(Originating_Setup) 

エラー エラー エラー         ＊ エラー         ＊ 
 

安定一者 

(Stable_1_Party) 

エラー         ＊ エラー エラー         ＊ エラー         ＊ 
 

着側呼設定 

(Terminating_Setup) 

エラー エラー エラー エラー 
 

一者 

(1_Party) 

エラー エラー エラー         ＊ 安定二者 

(Stable_2_Party) 
 

安定二者 

(Stable_2_Party) 

エラー エラー エラー         ＊ エラー         ＊ 
 

転送中 

(Forward) 

エラー エラー エラー エラー 
 

転送完了 

(Transfer) 

エラー         ＊ エラー エラー         ＊ エラー         ＊ 
 

保留 

(On_Hold) 

エラー         ＊ エラー エラー         ＊ エラー         ＊ 
 

ＳＲＦコネクション

設定 

エラー エラー エラー エラー 
＊ 

ＳＲＦコネクション

留保 

エラー エラー エラー 受動レグ側ＳＲＦ 

コネクション 
＊ 

制御レグ側ＳＲＦ 

コネクション 

エラー エラー エラー エラー 
＊ 

受動レグ側ＳＲＦ 

コネクション 

エラー エラー エラー エラー 
＊ 
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表１１－３／ＪＴ－Ｑ１２３８．２－ｂ＊ 

（ＩＴＵ－Ｔ Ｑ．１２３８．２） 

ターゲットＣＳの遷移表（続き） 

 ＊ ＊ ＊ ＊  

ＣＳＣＶ状態 

(ソースＣＳの前状態) 

                 → 

(ターゲットＣＳの 

前状態)          ↓ 

ＳＲＦコネクショ

ン設定 

ＳＲＦコネクショ

ン留保 

制御レグ側ＳＲＦ 

コネクション 

受動レグ側ＳＲＦ 

コネクション 

 

発側呼設定 

(Originating_Setup) 

エラー エラー エラー エラー 
 

安定一者 

(Stable_1_Party) 

エラー エラー エラー エラー 
 

着側呼設定 

(Terminating_Setup) 

エラー エラー エラー エラー 
 

一者 

(1_Party) 

エラー エラー エラー エラー 
 

安定二者 

(Stable_2_Party) 

エラー エラー エラー エラー 
 

転送中 

(Forward) 

エラー エラー エラー エラー 
 

転送完了 

(Transfer) 

エラー エラー エラー エラー 
 

保留 

(On_Hold) 

エラー エラー エラー エラー 
 

ＳＲＦコネクション

設定 

エラー エラー エラー エラー 
＊ 

ＳＲＦコネクション

留保 

エラー エラー エラー エラー 
＊ 

制御レグ側ＳＲＦ 

コネクション 

エラー エラー エラー エラー 
＊ 

受動レグ側ＳＲＦ 

コネクション 

エラー エラー エラー エラー 
＊ 
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11.36.3.2 エラー処理 

 注：適切でないＣＳＣＶ状態においてＣＰＨオペレーションが受信された場合、タスク拒否（TaskRefused）

エラーが返送される。 

 オペレーションに関連したエラーの一般処理は、13 章に記述されている。オペレーションエラー報告に使

用されるＴＣサービスについては、15 章に記述されている。 

 

11.37 MoveCallSegments 手順 ＃ 
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11.38 レグ移動（MoveLeg）手順  

11.38.1 概要 

 このオペレーションは、ソースＣＳのレグを関連する別の呼セグメント（ＣＳ）へ移動するようにＳＳＦ

へ要求する。 

 制御レグにレグ移動（MoveLeg）オペレーションを実行すると、その通信の受動レグを解放せずに制御レ

グの現在の通信を中断し、制御レグと関連する別のＣＳ内の受動レグまたは暫定接続との通信が確立 ＊ 

される。制御レグのみが移動する。 

 受動レグにレグ移動（MoveLeg）オペレーションを実行すると、受動レグと対応するＢＣＳＭインスタン

スが、ソースＣＳから関連する別のターゲットＣＳへ移動される。 

 指定したレグを移動すると、レグの状態、すなわち設定したＥＤＰ、保留中の課金イベント通知

（EventNotificationCharging）は、移動後の同一レグに対しても適用される。 

 

11.38.1.1 パラメータ 

11.38.1.1.1 アーギュメントパラメータ 

 オペレーションアーギュメントは以下のパラメータから構成される。これらのパラメータは 12 章に定義

される。 

－ 移動レグＩＤ（legIDToMove） 

－ ターゲット呼セグメント（targetCallSegment） 

指定されない場合、レグはイニシャルＣＳへ移動する。 ＊ 

－ 拡張（extensions） 

 

11.38.1.1.2 結果応答パラメータ 

 なし。 

 

11.38.2 起動側エンティティ（ＳＣＦ） 

11.38.2.1 正常手順 

ＳＣＦ前条件： 

(1)  ＳＣＦとＳＳＦの間に制御相互関係が存在する。 

(2)  呼が、適切な呼セグメントコネクションビュー（ＣＳＣＶ）状態にある。 

(3)  ＣＳ対向ＦＳＭは以下の状態にある： ＊ 

－  「ソース」ＣＳ対向ＦＳＭは「ＣＳ指示準備中（Preparing CS Instructions）」サブ状態 ＊ 

    にある。 ＊ 

－  「ターゲット」ＣＳ対向ＦＳＭは「暫定接続捕捉中（Reserving Temporary Connection）」 ＊ 

    状態にある。 ＊ 

(4)  制御相互関係が確立されており、ＳＬＰＩが要求を処理している。 

ＳＣＦ後条件： 

(1)  ＳＬＰＩの実行が続いている。 

(2)  ＣＳ対向ＦＳＭは以下の状態に遷移する： ＊ 

－  「ソース」ＣＳ対向ＦＳＭは「ＣＳ指示準備中（Preparing CS Instructions）」サブ状態に ＊ 

    留まる。 ＊ 

－  「ターゲット」ＣＳ対向ＦＳＭは「暫定接続確立中（Establishing Temporary  ＊ 

    Connection）」状態に遷移する。 ＊ 

(3)  ＳＣＳＭ内の他のＦＳＭは同じ状態に留まる。 ＊ 
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11.38.2.2 エラー処理 

 オペレーションに関連したエラーの一般処理は、13 章に記述されている。オペレーションエラー報告に使

用されるＴＣサービスについては、15 章に記述されている。 

 

11.38.3 応答側エンティティ（ＳＳＦ） 

11.38.3.1 正常手順 

ＳＳＦ前条件： 

(1)  ＳＣＦとＳＳＦの間に制御相互関係が存在する。 

(2)  ＣＳＡＣＶは「複数セグメント（Multi Segment）」状態にある。 

(3)  移動すべきレグが呼セグメント内に存在する。 

(4)  ソースＣＳに対するＣＳ対応ＦＳＭは「指示待ち（Waiting for Instructions）」状態、ター ＊ 

    ゲットＣＳに対するＣＳ対応ＦＳＭは「暫定接続捕捉中（Reserving Temporary Connection）」 ＊ 

    状態である。 ＊ 

(5)  ＣＳＣＶが「ＣＳＣＶ遷移表」に示される適切なコネクションビュー状態にある。 

(6)  「出接続」レグ（発側ＢＣＳＭの受動レグなど）を制御対象とする場合で、発側ＢＣＳＭの ＊ 

    時には、最低でも対応するＢＣＳＭが発側－応答（O_Answer）ＤＰになっている。 ＊ 

ＳＳＦ後条件： 

(1)  ＳＳＦが適切な呼処理動作を実行する。 

(2)  適切な呼セグメントコネクションビュー（ＣＳＣＶ）状態が決定される。 

(3)  ソースＣＳに対するＣＳ対応ＦＳＭは「指示待ち（Waiting for Instructions）」状態、 ＊ 

    ターゲットＣＳに対するＣＳ対応ＦＳＭは「暫定接続終了待ち（Waiting for End of Temporary  ＊ 

    Connection）」状態に遷移する。 ＊ 

(4)  ＣＳＡＣＶは「複数セグメント（Multi Segment）」状態に留まる。 ＊ 

(5)  レグの構成が正常に変更された後、直ちに結果応答が返送される。 

注：これにより、ＳＣＦは確立したコネクションビュー（ＣＶ）を更新し、信号イベントに関して起こ

りうる干渉問題に対処することが可能となる。 
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表１１－４／ＪＴ－Ｑ１２３８．２－ｂ＊ 

（ＩＴＵ－Ｔ Ｑ．１２３８．２） 

ソースＣＳの遷移表 

ＣＳＣＶ状態 

前状態→ 

オペレーション

↓ 

発側呼設定 

(Originating_Setup) 

安定一者 

(Stable_1_Party) 

着側呼設定 

(Terminating_Setup) 

一者 

(1_Party) 

 

制御レグに 

対するレグ移動

（MoveLeg (c)） 

エラー          ＊ エラー エラー エラー          ＊  

受動レグに 

対するレグ移動 

（MoveLeg (p)） 

エラー エラー エラー          ＊ エラー  

 

表１１－４／ＪＴ－Ｑ１２３８．２－ｂ＊ 

（ＩＴＵ－Ｔ Ｑ．１２３８．２） 

ソースＣＳの遷移表（続き） 

ＣＳＣＶ状態 

前状態→ 

オペレーション

↓ 

安定二者 

(Stable_2_Party) 

転送中 

(Forward) 

転送完了 

(Transfer) 

保留 

(On_Hold) 

 

制御レグに 

対するレグ移動

（MoveLeg (c)） 

保留 

(On_Hold) 

エラー エラー エラー  

受動レグに 

対するレグ移動 

（MoveLeg (p)） 

一者 

(1_Party) 

エラー          ＊ エラー          ＊ エラー          ＊  

 

表１１－４／ＪＴ－Ｑ１２３８．２－ｂ＊ 

（ＩＴＵ－Ｔ Ｑ．１２３８．２） 

ソースＣＳの遷移表（続き） 

 ＊ ＊ ＊ ＊  

ＣＳＣＶ状態 

前状態→ 

オペレーション

↓ 

ＳＲＦコネクション

設定 

ＳＲＦコネクション

留保 

制御レグ側ＳＲＦ 

コネクション 

受動レグ側ＳＲＦ 

コネクション 
 

制御レグに 

対するレグ移動

（MoveLeg (c)） 

エラー エラー エラー エラー 

＊ 

受動レグに 

対するレグ移動 

（MoveLeg (p)） 

エラー エラー エラー エラー 

＊ 
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表１１－５／ＪＴ－Ｑ１２３８．２－ｂ＊ 

（ＩＴＵ－Ｔ Ｑ．１２３８．２） 

ターゲットＣＳの遷移表 

ＣＳＣＶ状態 

前状態→ 

オペレーション

↓ 

発側呼設定 

(Originating_Setup) 

安定一者 

(Stable_1_Party) 

着側呼設定 

(Terminating_Setup) 

一者 

(1_Party) 

 

制御レグに 

対するレグ移動

（MoveLeg (c)） 

エラー エラー          ＊ エラー エラー  

受動レグに 

対するレグ移動 

（MoveLeg (p)） 

エラー          ＊ エラー          ＊ エラー エラー          ＊  

 

表１１－５／ＪＴ－Ｑ１２３８．２－ｂ＊ 

（ＩＴＵ－Ｔ Ｑ．１２３８．２） 

ターゲットＣＳの遷移表（続き） 

ＣＳＣＶ状態 

前状態→ 

オペレーション

↓ 

安定二者 

(Stable_2_Party) 

転送中 

(Forward) 

転送完了 

(Transfer) 

保留 

(On_Hold) 
 

制御レグに 

対するレグ移動

（MoveLeg (c)） 

エラー エラー エラー          ＊ エラー          ＊ 

 

受動レグに 

対するレグ移動 

（MoveLeg (p)） 

エラー          ＊ エラー エラー          ＊ エラー          ＊ 
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表１１－５／ＪＴ－Ｑ１２３８．２－ｂ＊ 

（ＩＴＵ－Ｔ Ｑ．１２３８．２） 

ターゲットＣＳの遷移表（続き） 

 ＊ ＊ ＊ ＊  

ＣＳＣＶ状態 

前状態→ 

オペレーション

↓ 

ＳＲＦコネクション

設定 

ＳＲＦコネクション

留保 

制御レグ側ＳＲＦ 

コネクション 

受動レグ側ＳＲＦ 

コネクション 
 

制御レグに 

対するレグ移動

（MoveLeg (c)） 

エラー 制御レグ側ＳＲＦ 

コネクション 

エラー エラー 

＊ 

受動レグに 

対するレグ移動 

（MoveLeg (p)） 

エラー 受動レグ側ＳＲＦ 

コネクション 

エラー エラー 

＊ 

 

11.38.3.2 エラー処理 

 注：適切でないＣＳＣＶ状態においてＣＰＨオペレーションが受信された場合、タスク拒否（TaskRefused）

エラーが返送される。 

 オペレーションに関連したエラーの一般処理は、13 章に記述されている。オペレーションエラー報告に使

用されるＴＣサービスについては、15 章に記述されている。 

 

11.39 OAbandon 手順 ＃ 

11.40 OAnswer 手順 ＃ 

11.41 OCalledPartyBusy 手順 ＃ 

11.42 ODisconnect 手順 ＃ 

11.43 OMidCall 手順 ＃ 

11.44 ONoAnswer 手順 ＃ 

11.45 OriginationAttempt 手順 ＃ 

11.46 OriginationAttemptAuthorized 手順 ＃ 

11.47 OSuspended 手順 ＃ 

11.48 Reconnect 手順 ＃ 
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11.49 呼解放（ReleaseCall）手順 

11.49.1 概要 

 このオペレーションは、関連する呼セグメント（ＣＳ）に含まれる全ての話者に対し、呼の任意の状態に

おいて、存在するＣＳまたは全てのＣＳを消滅させるために、ＳＣＦによって使用される。 

 

11.49.1.1 パラメータ 

11.49.1.1.1 アーギュメントパラメータ 

 オペレーションアーギュメントは以下の何れかが選択される。これらのパラメータは 12 章に定義される。 

－ イニシャル呼セグメント（initialCallSegment） 

イニシャルＣＳを解放することを示し、当該ＣＳの解放理由（releaseCause）を含む。 

または、 

－ 解放呼セグメント（callSegmentToRelease） 

特定の１つのＣＳを解放することを示す。以下のサブパラメータから構成される。 

－ 呼セグメント（callSegment） 

－ 解放理由（releaseCause） 

または、 

－ 全呼セグメント（allCallSegments） 

ＣＳＡ内の全てのＣＳを解放することを示す。以下のサブパラメータから構成される。 

－ 解放理由（releaseCause） 

 

11.49.2 起動側エンティティ（ＳＣＦ） 

11.49.2.1 正常手順 

ＳＣＦ前条件： 

(1)  ＳＣＦとＳＳＦの間に制御相互関係または監視相互関係が存在する。 

(2)  ＳＳＦ／ＳＲＦインタフェース対向ＦＳＭは｢ＳＳＦ／ＳＲＦ指示準備中（Preparing  ＊ 

     SSF/SRF Instructions）｣状態にある。 ＊ 

(3)  ＣＳＡ対向ＦＳＭは｢ＳＳＦ指示準備中（Preparing SSF Instructions）｣状態にある。 ＊ 

(4)  解放すべきＣＳ対向ＦＳＭは｢ＣＳ指示準備中（Preparing CS Instructions）｣状態または、 ＊ 

    「暫定接続捕捉中（Reserving Temporary Connection）」にある。 ＊ 

ＳＣＦ後条件： 

(1)  解放が指定されたＣＳ対向ＦＳＭは「ＣＳ制御空き（CS Control Idle）」状態に遷移する。 ＊ 

(2)  関連するＣＳ対向ＦＳＭインスタンスが存在しなければ、ＣＳＡ対向ＦＳＭは「ＳＳＦ制 ＊ 

    制御空き（SSF Control Idle）」状態に遷移する。関連するＣＳ対向ＦＳＭインスタンスが存 ＊ 

    在すれば、ＣＳＡ対向ＦＳＭは「ＳＳＦ指示準備中（Preparing SSF Instructions）」状態に留 ＊ 

    まる。 ＊ 

(3)  関連するＣＳＡ対向ＦＳＭインスタンスが存在せず、かつアシスト／ハンドオフタイマ ＊ 

    ＴASSIST/HAND-OFFが実行中でなければ、ＳＳＦ／ＳＲＦインタフェース対向ＦＳＭインスタ ＊ 

    ンスは「空き（Idle）」状態に遷移する。その他の場合は、ＳＳＦ／ＳＲＦインタフェース ＊ 

    対向ＦＳＭインスタンスは状態遷移しない。 ＊ 

 

11.49.2.2 エラー処理 

 オペレーションに関連したエラー処理は、クラス４オペレーションのため適用されない。 
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11.49.3 応答側エンティティ（ＳＳＦ） 

11.49.3.1 正常手順 

ＳＳＦ前条件： 

(1)  ＳＣＦとＳＳＦの間に制御相互関係または監視相互関係が存在する。 

(2)  ＣＳＡ対応ＦＳＭは、「動作中（Active）」状態にある。 ＊ 

(3)  解放するＣＳ対応ＦＳＭは「指示待ち（Waiting for Instructions）」状態または、「暫定接続 ＊ 

    捕捉中（Reserving Temporary Connection）」状態にある。 ＊ 

ＳＳＦ後条件： 

(1)  解放が指定されたＣＳ対応ＦＳＭは「空き（Idle）」状態に遷移する。この相互関係において設定

されていたＥＤＰは無視され、当該ＣＳに関連するコネクションおよびリソースは解放される。 

(2)  関連するＣＳ対応ＦＳＭインスタンスが存在しなければ、ＣＳＡ対応ＦＳＭは「空き ＊ 

    （Idle）」状態に遷移し、ＣＳＡに関する全てのコネクションおよびリソースは解放される。 ＊ 

    関連するＣＳ対応ＦＳＭインスタンスが存在すれば、ＣＳＡ対向ＦＳＭは「動作中 ＊ 

    （Active）」状態に留まる。 ＊ 

 

11.49.3.2 エラー処理 

 オペレーションに関連したエラー処理は、クラス４オペレーションのため適用されない。 

 

11.50 ReportUTSI 手順 ＃ 

11.51 RequestCurrentStatusReport 手順 ＃ 

11.52 RequestEveryStatusChangeReport 手順 ＃ 

11.53 RequestFirstStatusMatchReport 手順 ＃ 
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11.54 課金イベント通知要求（RequestNotificationChargingEvent）手順 

11.54.1 概要 

 このオペレーションは、サービス論理インスタンスの制御下にはない他の機能エンティティから受信した

課金イベントの取扱いをＳＳＦへ指示するために使用される。１つの呼の中で複数の接続形態が発生しうる

ため、課金イベント通知要求（RequestNotificationChargingEvent）オペレーションが複数回起動されるかもし

れない。それぞれの接続形態のために、課金イベント通知要求（RequestNotificationChargingEvent）オペレー

ションは複数回使用されるかもしれない。 

 

11.54.1.1 パラメータ 

11.54.1.1.1 アーギュメントパラメータ 

 オペレーションアーギュメントは以下のパラメータから構成される。これらのパラメータは 12 章に定義

される。 

－ 課金イベント（chargingEvents） 

このパラメータは、課金イベントの集合（１からｎ）の中の１つの課金イベントを示す。各課金イ

ベントは以下のサブパラメータから構成される。 

－ 課金イべント種別（eventTypeCharging） 

－ 監視モード（monitorMode） 

本オペレーションにおける本パラメータの適用は、「通知し継続（notifyAndContinue）」の ＊ 

みとする。 ＊ 

－ レグＩＤ（legID） 

 

11.54.2 起動側エンティティ（ＳＣＦ） 

11.54.2.1 正常手順 

ＳＣＦ前条件： 

(1)  ＳＣＦとＳＳＦの間に制御相互関係が存在する。 

(2)  ＳＬＰＩが、ＳＣＦから課金イベント通知要求（RequestNotificationChargingEvent）が送信されなけ

ればならないことを決定した。 

(3)  ＣＳ対向ＦＳＭは「ＣＳ指示準備中（Preparing CS Instructions）」状態にある。 ＊ 

ＳＣＦ後条件： 

(1)  ＦＳＭの状態遷移はない。 

(2)  ＳＬＰＩの実行が継続される。 

 

11.54.2.2 エラー処理 

 オペレーションに関連したエラーの一般処理は、13 章に記述されている。オペレーションエラー報告に使

用されるＴＣサービスについては、15 章に記述されている。 

 

11.54.3 応答側エンティティ（ＳＳＦ） 

11.54.3.1 正常手順 

ＳＳＦ前条件： 

(1)  ＳＣＦとＳＳＦの間に制御相互関係が存在する。 

(2)  ＣＳ対応ＦＳＭは「指示待ち（Waiting for Instructions）」状態にある。 

ＳＳＦ後条件： 

(1)  ＦＳＭの状態遷移はない。 
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 このオペレーションを受信した時、ＳＳＦは、オペレーションに含まれるパラメータに従った課金関連の

相互動作を処理する動作を実行する。要求された課金イベントは、ａ）他のＳＬＰＩあるいはｂ）他の交換

機によって引き起こされる場合が考えられる。課金イベントが何によって引き起こされるかに依らず、ＳＳ

Ｆは課金イベントの発生時に、対応する監視モード（monitorMode）に従って、次の動作を実行する。 

－ 通知し継続（NotifyAndContinue） 

課金イベント通知（EventNotificationCharging）オペレーションを使用して課金イベントをＳＣＦに

通知し、ＳＣＦの指示を待つことなくイベント処理あるいは信号処理を継続する（ＢＣＳＭイベン

トのＥＤＰ－Ｎのように処理される）。 

 要求された課金イベントは、接続形態が終了するまで、もしくは、相互関係が終了するまで監視される。 

 複数の課金イベント通知要求（RequestNotificationChargingEvent）オペレーションが同一の課金イベント種

別（eventTypeCharging）、レグＩＤ（legID）を伴って同一の接続形態に対して受信される場合には、最後に

受信された監視モード（monitorMode）のみが適用される。 

 

11.54.3.2 エラー処理 

 オペレーションに関連したエラーの一般処理は、13 章に記述されている。オペレーションエラー報告に使

用されるＴＣサービスについては、15 章に記述されている。 
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11.55 ＢＣＳＭイベント報告要求（RequestReportBCSMEvent）手順 

11.55.1 概要 

 このオペレーションは、ＳＳＦに対して、呼関連イベント（例：話中や無応答の様なＢＣＳＭイべント）

の監視を行い、イべントが検出された場合、ＳＣＦに通知を送り返すことを要求するために使用する。 

注：もし、ＢＣＳＭイベント報告要求（RequestReportBCSMEvent）により呼処理が中断している現在の

ＤＰを設定することを要求するならば、ＢＣＳＭ処理においてその時点以降に当該ＤＰに遭遇した

場合に検出がなされる（すなわち、呼が中断している現在のＤＰではない）。 

 検出ポイントの設定原則は以下のとおり： 

・フィルタリングが適用されるイベント（切断）は、イベントを取得しなければならない（制御レグま

たは受動レグに接続されている話者のいずれかからの）方向次第で、制御レグと同様に受動レグにも

設定可能である。切断ＤＰは制御レグと同様に受動レグにも設定可能である。この場合、ユーザから

解放要求を受信すると、制御レグに対して設定した切断ＤＰによって検出されるが、遠隔話者から解

放要求を受信すると、関連する受動レグへの切断ＤＰの設定により検出されるべきである。 

・発側－途中放棄（O_Abandon）ＤＰは、発側ＢＣＳＭにおける制御レグに対してのみ設定可能である。

着側－途中放棄（T_Abandon）ＤＰは、着側ＢＣＳＭにおける受動レグに対してのみ設定可能である。 

・フィルタリングが適用されないその他全てのＤＰは、発側ＢＣＳＭの受動レグ、着側ＢＣＳＭの制御

レグに対してのみ設定可能である。 

・ＣＳＣＶにおける網代理（surrogate）レグに対してイベント設定することはできない。 

・ＣＳＣＶにおけるレグが網代理（surrogate）状態になるとき、当該レグに関連する設定ＤＰは全て（暗

黙的に）自動解除される。例えば、「着側呼設定（Terminating_Setup）」から「転送中（Forward）」

へＣＳＣＶが遷移する場合など。 

・新たな１つのレグＩＤ（「生成対象レグＩＤ（legToBeCreated）」）に対するＥＤＰ設定要求の場合

のみ、ＢＣＳＭイベント報告要求（RequestReportBCSMEvent）は受け付けられた後に蓄積される。Ｅ

Ｄ Ｐ 設 定 要 求 は 、 Ｓ Ｃ Ｆ か ら の １ つ ま た は 複 数 の Ｂ Ｃ Ｓ Ｍ イ ベ ン ト 報 告 要 求

（RequestReportBCSMEvent）オペレーションによって提供されるかもしれない。注２参照。 

注１：ＩＮサービス論理の実行のために、ＳＣＦが適切なコネクションビューを必要とする場合、ＳＣＦ内

のＳＬＰＩは、ＤＰ設定とＤＰ通知によってＳＳＦにおけるＣＳＣＶ状態の遷移を認識する。 

注２：接続（Connect）オペレーション内の新たなレグＩＤ（「生成対象レグＩＤ（legToBeCreated）」）に

対するＢＣＳＭイベントの設定および蓄積に関し、ＳＣＦ内のＳＬＰＩへ以下の指針が適用される： 

認 識 不 可 の レ グ Ｉ Ｄ の 場 合 、 Ｅ Ｄ Ｐ 設 定 の た め の Ｂ Ｃ Ｓ Ｍ イ ベ ン ト 報 告 要 求

（RequestReportBCSMEvent）は蓄積される。まだ生成されていないレグに対する（１つまたは複数の）

ＢＣＳＭイベント報告要求（RequestReportBCSMEvent）が送信される場合、サービス論理は、ＢＣＳ

Ｍイベント報告要求（RequestReportBCSMEvent）に続くシーケンスにおいて、新たなレグを生成する

オペレーションを送信しなければならい。これは、ＣＳＡ内の新たなレグＩＤ（legID）毎に１つのみ

の蓄積が必要であることを表す。詳細については、6 章「呼セグメントアソシエーション（ＣＳＡ）

機能手順」における「ＣＳＡＣＶでのＲＲＢＥオペレーション受信に関するＢＣＳＭイベントの蓄

積」の節を参照のこと。 

注：上記のＤＰ設定規則は、ＳＳＦと相互関係を持つ１つのＳＬＰＩに対して適用される。複数ＳＬＰＩ間

のＤＰイベント処理については、「ＤＰ処理」の節を参照のこと。 
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凡例： 

Ｘ ＝ 設定可 

－ ＝ 設定不可 

表１１－６／ＪＴ－Ｑ１２３８．２－ｂ＊ 

（ＩＴＵ－Ｔ Ｑ．１２３８．２） 

発側ＢＣＳＭに対するＤＰ設定表 

発側ＢＣＳＭ 制御レグ 受動レグ デフォルト 

レグＩＤ 

発呼分析完了（Origination_Attempt_Authorized）ＤＰ  ｏ１） －      ＊ －      ＊ －      ＊ 

情報分析完了（Analysed_Information）ＤＰ           ｏ１） －      ＊ －      ＊ －      ＊ 

発側－着信者話中（O_Called_Party_Busy）ＤＰ － Ｘ ２ 

発側－無応答（O_No_Answer）ＤＰ － Ｘ ２ 

発側－応答（O_Answer）ＤＰ － Ｘ ２ 

発側－切断（O_Disconnect）ＤＰ Ｘ Ｘ －   ｏ２） 

発側－途中放棄（O_Abandon）ＤＰ Ｘ － １ 

ｏ１）ＴＤＰとしてのみ適用される。 ＊ 

ｏ２）レグＩＤ（legID）パラメータが含まれるべきである。 

 

凡例： 

Ｘ ＝ 設定可 

－ ＝ 設定不可 

表１１－７／ＪＴ－Ｑ１２３８．２－ｂ＊ 

（ＩＴＵ－Ｔ Ｑ．１２３８．２） 

着側ＢＣＳＭに対するＤＰ設定表 

着側ＢＣＳＭ 制御レグ 受動レグ デフォルト 

レグＩＤ 

着呼分析完了（Termination_Attempt_Authorized）ＤＰ  ｔ１） －      ＊ －      ＊ －      ＊ 

ファシリティ選択完了および利用可能 

（Facility_Selected_and_Available）ＤＰ 

Ｘ － ２ 

着側－話中（T_Busy）ＤＰ Ｘ － ２ 

着側－無応答（T_No_Answer）ＤＰ Ｘ － ２ 

着側－応答（T_Answer）ＤＰ Ｘ － ２ 

着側－切断（T_Disconnect）ＤＰ Ｘ Ｘ －   ｔ２） 

着側－途中放棄（T_Abandon）ＤＰ － Ｘ   ｔ３） １ 

ｔ１）ＴＤＰとしてのみ適用される。 ＊ 

ｔ２）レグＩＤ（legID）パラメータが含まれるべきである。 

ｔ３）着側－途中放棄（T_Abandon）ＤＰは受動レグに対してのみ設定可能である。 

 

11.55.1.1 パラメータ 

11.55.1.1.1 アーギュメントパラメータ 

 オペレーションアーギュメントは以下のパラメータから構成される。これらのパラメータは 12 章に定義

される。 

－ ＢＣＳＭイベントリスト（bcsmEvents） 
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このパラメータは、報告を要求するＢＣＳＭイべントのリスト（１からｎ）を示す。各ＢＣＳＭイ

ベントは、以下のサブパラメータから構成される： 

－ ＢＣＳＭイべント種別（eventTypeBCSM） 

－ 監視モード（monitorMode） 

－ レグＩＤ（legID） 

－ ＤＰ特有判断基準（dPSpecificCriteria） 

以下が選択される： 

－ アプリケーションタイマ（applicationTimer） 

－ 拡張（extensions） 

 ２つ以上のイベントが要求される場合、要求されたＢＣＳＭイベントのリスト内に存在するイベントが適

用されるレグＩＤは、同一ＣＳへ属するべきである。 

 「レグＩＤ（legID）」の値は以下を想定する： 

 注：レグの番号は以下の原則に基づいて付与される。 

 最初の呼セグメント（ＣＳ）が発側ＣＳ（「発側呼設定（Originating_Setup）」ＣＳ状態）から生成され

た場合、レグＩＤ（legID）＝１が制御レグ、レグＩＤ（legID）＝２が受動レグである。追加のレグはＳＣ

Ｆによってのみ生成されうる。この場合、ＳＣＦがレグ番号を割り当てる。 

 最初の呼セグメント（ＣＳ）が着側ＣＳ（「着側呼設定（Terminating_Setup）」ＣＳ状態）から生成され

た場合、レグＩＤ（legID）＝１が受動レグ、レグＩＤ（legID）＝２が制御レグである（すなわち、上記の

逆）。追加のレグは、ＳＣＦによってのみ生成されうる。この場合、ＳＣＦがレグ番号を割り当てる。 

 発側－切断（O_Disconnect）、着側－切断（T_Disconnect）イベントに対しては、レグＩＤ（legID）パラ

メータは常に含まれるべきである。 

 

11.55.2 起動側エンティティ（ＳＣＦ） 

11.55.2.1 正常手順 

ＳＣＦ前条件： 

(1)  ＳＣＦとＳＳＦの間に制御相互関係が存在する。 

(2)  ＳＬＰＩは、ＢＣＳＭイべント報告の要求が必要であることを決定している。 

(3)  ＣＳ対向ＦＳＭは「ＣＳ指示準備中（Preparing CS Instructions）」サブ状態にある。 ＊ 

ＳＣＦ後条件： 

(1)  ＳＣＳＭ ＦＳＭは同じ状態に留まる。 

(2)  ＳＬＰＩの実行が継続される。 

 ＤＰ特有判断基準（dPSpecificCriteria）サブパラメータは監視されるべきイベントに特有の情報を示す。

以下が選択される： 

－ 無応答イベントのためのアプリケーションタイマ（applicationTimer）が指定される場合、このタイマ

は、網の無応答タイマより短いことが要求される。 

 

11.55.2.2 エラー処理 

 オペレーションに関連したエラーの一般処理は、13 章に記述されている。オペレーションエラー報告に使

用されるＴＣサービスについては、15 章に記述されている。 

 

11.55.3 応答側エンティティ（ＳＳＦ） 

11.55.3.1 正常手順 

ＳＳＦ前条件： 
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(1)  ＳＣＦとＳＳＦの間に制御相互関係が存在する。 ＊ 

(2)  ＣＳ対応ＦＳＭは「指示待ち（Waiting for Instructions）」状態にある。 

ＳＳＦ後条件： 

(1)  要求されたＥＤＰが指定されたように設定される。 

(2)  以前に要求されたイベントは、透過（transparent）監視モードによる終了、呼の終了、ＥＤＰの検

出、暗黙的な解除、または対応するレグの解放まで監視される。 

(3)  ＣＳ対応ＦＳＭは同じ状態に留まる。 

 

11.55.3.2 エラー処理 

 オペレーションに関連したエラーの一般処理は、13 章に記述されている。オペレーションエラー報告に使

用されるＴＣサービスについては、15 章に記述されている。 

 

11.56 RequestReportFacilityEvent 手順 ＃ 

11.57 RequestReportUTSI 手順 ＃ 

11.58 ResetTimer 手順 ＃ 

11.59 RouteSelectFailure 手順 ＃ 

11.60 SelectFacility 手順 ＃ 

11.61 SelectRoute 手順 ＃ 
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11.62 課金情報送出（SendChargingInformation）手順  

11.62.1 概要 

 このオペレーションは、ＳＳＦによって送出される課金情報をＳＳＦへ指示するために使用される。その

課金情報は、ＳＳＦが加入者線交換機に配備される場合は内部で処理され、配備されない場合は課金パルス

あるいは適切な信号方式を介して加入者交換機へ送出される。加入者線交換機では、課金メータの更新、あ

るいは標準的な呼レコードの生成が行われうる。課金情報送出（SendChargingInformation）オペレーション

は、複数回起動されるかもしれない。 

 注：ＳＳＦとＰＳＴＮの相互動作は、網運用者特有である。このオペレーションは、ＰＳＴＮ／ＩＮの相

互動作を持つ。 

 

11.62.1.1 パラメータ 

11.62.1.1.1 アーギュメントパラメータ 

 オペレーションアーギュメントは以下のパラメータから構成される。これらのパラメータは 12 章に定義

される。 

－ ＳＣＩ料金課金関連特有情報（sCIBillingChargingCharacteristics） 

－ 課金対象者（partyToCharge） 

 

11.62.2 起動側エンティティ（ＳＣＦ） 

11.62.2.1 正常手順 

ＳＣＦ前条件： 

(1)  ＳＣＦとＳＳＦの間に制御相互関係が存在する。 

(2)  ＳＬＰＩが、ＳＣＦから課金情報送出（SendChargingInformation）オペレーションが送信されなけ

ればならないことを決定した。 

(3)  ＣＳ対向ＦＳＭは「ＣＳ指示準備中（Preparing CS Instructions）」サブ状態にある。 ＊ 

ＳＣＦ後条件： 

(1)  ＦＳＭの状態遷移はない。 

(2)  ＳＬＰＩの実行が継続される。 

 

11.62.2.2 エラー処理 

 オペレーションに関連したエラーの一般処理は、13 章に記述されている。オペレーションエラー報告に使

用されるＴＣサービスについては、15 章に記述されている。 

 

11.62.3 応答側エンティティ（ＳＳＦ） 

11.62.3.1 正常手順 

ＳＳＦ前条件： 

(1)  ＳＣＦとＳＳＦの間に制御相互関係が存在する。 

(2)  ＣＳ対応ＦＳＭは「指示待ち（Waiting for Instructions）」状態にある。 

ＳＳＦ後条件： 

(1)  ＦＳＭの状態遷移はない。 

 このオペレーションを受信すると、ＳＳＦは課金情報の送信動作を実行する。 

 

11.62.3.2 エラー処理 

 オペレーションに関連したエラーの一般処理は、13 章に記述されている。オペレーションエラー報告に使
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用されるＴＣサービスについては、15 章に記述されている。 

 

11.63 SendFacilityInformation 手順 ＃ 

11.64 SendSTUI 手順 ＃ 

11.65 ServiceFilteringResponse 手順 ＃ 

11.66 SetServiceProfile 手順 ＃ 

11.67 SplitLeg 手順  ＃ 

11.68 StatusReport 手順 ＃ 

11.69 TAnswer 手順 ＃ 

11.70 TBusy 手順 ＃ 

11.71 TDisconnect 手順 ＃ 

11.72 TerminationAttempt 手順 ＃ 

11.73 TermAttemptAuthorized 手順 ＃ 

11.74 TMidCall 手順 ＃ 

11.75 TNoAnswer 手順 ＃ 

11.76 TSuspended 手順 ＃ 
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11.77 暫定接続起動（InitiateTemporaryConnections）手順 ＊ 

11.77.1 概要 

 このオペレーションは、網ＡのＳＳＦと網ＢのＳＲＦとの間の暫定接続を先行的に捕捉するために、ＳＣ

Ｆによって指示される。このオペレーションにより生成される暫定接続は新たな呼セグメント（ＣＳ）の生

成を伴って網ＡのＳＳＦにより処理される。 

 

11.77.1.1 パラメータ 

11.77.1.1.1 アーギュメントパラメータ 

 オペレーションアーギュメントは以下のパラメータから構成される。これらのパラメータは 12 章に定義

される。 

－ 暫定接続起動パラメータ群（iTCParameters） 

このパラメータは、暫定接続起動パラメータ群の集合（１からｎ）の中の１つの暫定接続起動パラ

メータ群を示す。各暫定接続起動パラメータ群は以下のサブパラメータから構成される。 

－ 新規呼セグメント（newCallSegment） 

－ アシストＳＳＰ－ＩＰルーチングアドレス（assistingSSPIPRoutingAddress） 

－ 相関ＩＤ（correlationID） 

－ ＳＣＦ ＩＤ（scfID） 

－ 解放条件（releaseCondition） 

－ 事業者情報（ttcCarrierInformation） 

 

11.77.2 起動側エンティティ（ＳＣＦ） 

11.77.2.1 正常手順 

ＳＣＦ前条件： 

(1)  ＳＣＦとＳＳＦの間に制御相互関係が存在する。 

(2)  サービス論理が、網ＡのＳＳＦと網Ｂ間にレグに接続しない暫定接続が必要であると決定している。 

(3)  通話者が他の通話者と接続中でない。 

(4)  ＳＳＦ／ＳＲＦインタフェース対向ＦＳＭは「アシスト要求空き（Assist Request Idle）」状態にあ

る。 

(5)  ＣＳＡ対向ＦＳＭは「ＳＳＦ指示準備中（Preparing SSF Instructions）」状態にある。 

(6)  暫定接続起動（InitiateTemporaryConnections）オペレーションにより、新たに生成されるＣＳに対

するＣＳ対向ＦＳＭは「ＣＳ制御空き（CS Control Idle）」状態にある。 

ＳＣＦ後条件： 

(1)  ＳＳＦ／ＳＲＦインタフェース対向ＦＳＭは「網Ｂでのアシスト処理中（Waiting for Assist 

Request）」状態に遷移する。 

(2)  ＣＳＡ対向ＦＳＭは「ＳＳＦ指示準備中（Preparing SSF Instructions）」状態に留まる。 

(3)  ＳＣＳＭ内の新たに生成されたＣＳに対するＣＳ対向ＦＳＭは「暫定接続捕捉中（Reserving 

Temporary Connection）」状態に遷移する。 

 

11.77.2.2 エラー処理 

 このオペレーションに対するエラーが報告された場合、ＳＣＳＭは当該オペレーション送信前状態に遷移

すると共に当該オペレーション送信を契機に実行中となったアプリケーションタイマＴASSIST/HAND-OFFは解除

されなければならない。 

 オペレーションに関連したエラーの一般処理は、13 章に記述されている。オペレーションエラー報告に使
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用されるＴＣサービスについては、15 章に記述されている。 

 

11.77.3 応答側エンティティ（ＳＳＦ） 

11.77.3.1 正常手順 

ＳＳＦ前条件： 

(1)  ＳＣＦとＳＳＦの間に制御相互関係が存在する。 

(2)  ＣＳＡ対応ＦＳＭは「動作中（Active）」状態にある。 

(3)  発側呼設定（Originating_Setup）状態にあるＣＳが１つだけ存在し、当該ＣＳに対するＣＳ対向Ｆ

ＳＭが「指示待ち（Waiting for Instructions）」状態にある。 

(4)  暫定接続起動（InitiateTemporaryConnections）オペレーションにより、新たに生成されるＣＳに対

するＣＳ対応ＦＳＭは「空き（Idle）」状態にある。 

ＳＳＦ後条件： 

(1)  ＳＳＦは新たなＣＳを生成し、そのＣＳ内でＳＣＦが要求した「アシストＳＳＰ－ＩＰルーチング

アドレス（assistingSSPIPRoutingAddress）」に従って、網Ｂへ暫定接続を設定する処理を行う。 

(2)  ＣＳＡ対応ＦＳＭは「動作中（Active）」状態に留まる。 

(3)  新たに生成されたＣＳに対するＣＳ対応ＦＳＭは「暫定接続捕捉中（Reserving Temporary 

Connection）」状態にある。 

 

11.77.3.2 エラー処理 

 オペレーションに関連したエラーの一般処理は、13 章に記述されている。オペレーションエラー報告に使

用されるＴＣサービスについては、15 章に記述されている。 
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１２．パラメータ記述 

 本章では、11 章のオペレーション手順において使用されるパラメータを定義する。 

 

12.1 AccessCode ＃ 

12.2 AChBillingChargingCharacteristics ＃ 

12.3 ActionIndicator ＃ 

12.4 ActionPerformed ＃ 

12.5 付加発番号（AdditionalCallingPartyNumber） 

 このパラメータは、発ユーザのアクセス信号方式によって提供される発番号を含む（例えば、ＰＢＸによ

り提供される）。このパラメータの定義については、ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｑ７６３を参照。 

 

12.6 AlertingPattern ＃ 

12.7 全呼セグメント（AllCallSegments） 

 このパラメータは、呼セグメントアソシエーション内の全ての呼セグメントを示す。 

 このパラメータは以下のサブパラメータから構成される。 ＊ 

－ 解放理由（releaseCause） ＊ 

このサブパラメータの定義については、「解放理由（releaseCause）」の節を参照。 ＊ 

 

12.8 AllRequests ＃ 

12.9 AllRequestsForCallSegment ＃ 

12.10 アシストＳＳＰ－ＩＰルーチングアドレス（AssistingSSPIPRoutingAddress） 

 このパラメータは、網Ｂへのアシスト手順のための網Ｂ内の着アドレスを示す。 ＊ 

 「アシストＳＳＰ－ＩＰルーチングアドレス（assistingSSPIPRoutingAddress）」は呼を網Ｂへルーチ ＊ 

ングするための番号を含み、「相関ＩＤ（correlatoinID）」と「ＳＣＦ ＩＤ（scfID）」が独立して指定さ

れていない場合のみ「相関ＩＤ（correlationID）」、「ＳＣＦ ＩＤ（scfID）」を含む。 

 「相関ＩＤ（correlationID）」と「ＳＣＦ ＩＤ（scfID）」の定義については、「相関ＩＤ（correlationID）」、

「ＳＣＦ ＩＤ（scfID）」の節を参照。 

 

12.11 BackwardGVNS ＃ 

12.12 BcsmEventCorrelationID ＃ 

12.13 ＢＣＳＭイベントリスト（BcsmEvents） 

 このパラメータは、報告を要求するＢＣＳＭイベントのリスト（１からｎ）を指定する。各ＢＣＳＭイベ

ントは、以下のサブパラメータから構成される。 

－ ＢＣＳＭイベント種別（eventTypeBCSM） 

このサブパラメータの定義については、「ＢＣＳＭイベント種別（EventTypeBCSM）」の節を参照。 

発呼分析完了（Origination_Attempt_Authorized）、情報分析完了（Analysed_Information）、着呼分析 ＊ 

完了（Termination_Attempt_Authorized）の値は、本サブパラメータの値として妥当ではない。 ＊ 

－ 監視モード（monitorMode） 

このサブパラメータの定義については、「監視モード（MonitorMode）」の節を参照。 

このサブパラメータは次のように使用される：「監視モード（monitorMode）」が「中断（interrupted）」

の場合、イベントは要求として報告されなければならない。「監視モード（monitorMode）」が「通知

し継続（notifyAndContinue）」の場合は、イベントは通知として報告されなければならない。「監視モー

ド（monitorMode）」が「透過（transparent）」の場合、イベントは報告されてはならない。 
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－ レグＩＤ（legID） 

このサブパラメータの定義については、「レグＩＤ（LegID）」の節を参照。 

－ ＤＰ特有判断基準（dPSpecificCriteria） 

このサブパラメータは、監視されるべきイベントに特有な情報を示す。以下のサブパラメータが選択さ

れる。 

－ アプリケーションタイマ（applicationTimer） 

このサブパラメータは、無応答（NoAnswer）イベントにおけるアプリケーションタイマを示す。ユー

ザが指定された時間内に応答しなかった場合、ＳＳＦはＳＣＦにイベントを報告する。このタイマ

は、網の無応答タイマより小さいことが要求される。 

 

12.14 BCSMFailure ＃ 

12.15 ベアラ能力（BearerCapability） 

 このパラメータは、ユーザへのベアラ能力コネクションの種別または通信路要求表示を示す。このパラ

メータは、次のサブパラメータのいずれか１つから構成される。どちらを使用するかを選択するのは、網オ

プションである。 

－ ベアラ能力（bearerCap） 

このサブパラメータは、ＳＳＦがローカル交換機レベルにある場合にはＤＳＳ１ベアラ能力（Bearer 

Capability）パラメータ（ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｑ９３１）の値を含み、ＳＳＦが中継交換機レベルにある場

合にはＩＳＵＰユーザサービス情報（User Service Information）パラメータ（ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｑ７６３

参照）の値を含む。 

伝達能力の 2 つの値がＳＳＦで使用できる場合、またはユーザサービス情報とユーザサービス情報プラ

イムがＳＳＦで使用できる場合、ベアラ能力（bearerCap）は、優先伝達能力の値、ユーザサービス情報

プライムパラメータの値を含む。ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｑ１６０１を参照。 

または、 

－ 通信路要求表示（tmr） 

このサブパラメータは通信路要求表示（tmr）の値を含む。このサブパラメータの定義については、ＴＴ

Ｃ標準ＪＴ－Ｑ７６２を参照。 

通信路要求表示の 2 つの値がＳＳＦで使用できる場合、または通信路要求表示と通信路要求表示プライ

ムがＳＳＦで使用できる場合、ベアラ能力（bearerCap）は、優先通信路要求表示の値、通信路要求表示

プライムパラメータの値を含む。ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｑ１６０１を参照。 

 

12.16 ビジー理由（BusyCause） 

 このパラメータの定義については、「理由表示（Cause）」の節を参照。このパラメータは、着信者がビ

ジーとなった理由を表す理由表示（Cause）の値を含む。 

 

12.17 CalledDirectoryNumber ＃ 

12.18 CalledFacilityGroup ＃ 

12.19 CalledFacilityGroupMember ＃ 

12.20 着番号（CalledPartyNumber） 

 このパラメータは、着信者を識別するために使用される番号（着物理番号など）を含む。このパラメータ

の定義については、ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｑ７６２を参照。 
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12.21 CalledPartySubaddress ＃ 

12.22 CallingFacilityGroup ＃ 

12.23 CallingFacilityGroupMember ＃ 

12.24 CallingGeodeticLocation ＃ 

12.25 CallingPartyBusinessGroupID ＃ 

12.26 発番号（CallingPartyNumber） 

 このパラメータは、呼の発信者を識別するために使用される。 

 このパラメータの定義については、ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｑ７６２を参照。 

 

12.27 発ユーザ種別（CallingPartysCategory） 

 このパラメータは、発信者の種別を示す情報を含み、順方向に送信される。 

 このパラメータの定義については、ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｑ７６２を参照。 

 

12.28 発サブアドレス（CallingPartySubaddress） 

 このパラメータは、発信者（例えば、Ｓ／Ｔ参照点の先の特定ＣＰＥ）を表す呼の生起元に関連したサブ

アドレスを識別するために使用される。サブアドレスの定義については、ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｉ．３３０を参照。 

 このパラメータの定義については、ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｑ９３１を参照。 

 

12.29 CallProcessingOperationCorrelationID ＃ 

12.30 CallReference ＃ 

12.31 CallResult ＃ 

12.32 呼セグメント（CallSegment） 

 このパラメータの定義については、「呼セグメントＩＤ（CallSegmentID）」の節を参照。 

 

12.33 呼セグメントＩＤ（CallSegmentID） 

 このパラメータは、オペレーションが適用される呼セグメント（ＣＳ）を示す識別子を含む。 

 

12.34 CallSegments ＃ 

12.35 CallSegmentToCancel ＃ 

12.36 解放呼セグメント（CallSegmentToRelease） 

 このパラメータは解放すべき呼セグメントを示す。以下のサブパラメータから構成される。 

－ 呼セグメント（callSegment） 

このサブパラメータの定義については、「呼セグメントＩＤ（CallSegmentID）」の節を参照。 

－ 理由表示（cause） 

このサブパラメータの定義については、「理由表示（Cause）」の節を参照。 

 

12.37 Carrier ＃ 

12.38 理由表示（Cause） 

 このパラメータは、ＳＳＦもしくはＳＣＦへ（例えば、呼の解放時の）信号の理由を示すための番号を含

む。このパラメータは、ＳＳＦが呼における異なる話者に対して特定のトーンを生成したり、解放メッセー

ジにおける「理由表示（cause）」を生成するために使用されるかもしれない。ＳＣＦではレグが解放され

た理由（例えば、移転した加入者番号の場合や、着信者へ着信できない場合など）を識別するために使用さ

れるかもしれない。理由表示と生成源の値の使用法についてはＴＴＣ標準ＪＴ－Ｑ８５０を参照。このパラ
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メータの定義については、ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｑ７６２の「理由表示（cause indicators）」を参照。 

 

12.39 CCSS ＃ 

12.40 CGEncountered ＃ 

12.41 ChargeNumber ＃ 

12.42 課金イベント（ChargingEvent） 

 このパラメータは課金イベントの種別と、それに対応する監視種別、レグを含む。以下のサブパラメータ

から構成される。 

－ 課金イベント種別（eventTypeCharging） 

このサブパラメータは課金イベント種別を示す。 

その内容は、ＴＴＣ特有または網運用者特有である。 ＊ 

ＴＴＣ特有の課金イベント種別として、以下のサブパラメータが設定されうる。 ＊ 

－ ＴＴＣ特有課金イベント種別（ttcSpecificChargeEventType） ＊ 

このパラメータは、事業者間精算情報に関連する課金イベントの種別を示しており、以下の ＊ 

課金イベントが定義される。 ＊ 

・ 事業者情報転送（ttcCarrierInformationTransfer） ＊ 

・ 付加ユーザ種別（ttcAdditionalPartysCategory） ＊ 

・ 逆方向呼表示（ttcBackwardCallIndicators） ＊ 

・ 料金区域情報（ttcChargeAreaInformation） ＊ 

・ 課金情報遅延（ttcChargeInformationDelay） ＊ 

－ 監視モード（monitorMode） 

このサブパラメータは、対応する課金イベント種別（eventTypeCharging）サブパラメータに適用される

監視モード（monitorMode）を示す。監視は、「中断（interrupted）」、「通知し継続（notifyAndContinue）」

あるいは「透過（transparent）」かもしれない。 

ただし、本パラメータにおける本サブパラメータの適用は、「通知し継続（notifyAndContinue）」 ＊ 

のみとする。 ＊ 

－ レグＩＤ（legID） 

このサブパラメータの定義については、「レグＩＤ（LegID）」の節を参照。 

 

12.43 CNinfo ＃ 

12.44 Component ＃ 

12.45 ComponentCorrelationID ＃ 

12.46 ComponentType ＃ 

12.47 接続時間（ConnectTime） 

 このパラメータはレグ接続の継続時間を示す。 

 指示された着信者もしくはデフォルトの着信者から応答表示を受信してから、当該レグに関する解放イ ＊ 

ベントの検出（接続時間はＢＣＳＭイベント報告（EventReportBCSM）により報告されるかもしれない） ＊ 

までの時間を示す。 ＊ 

 

12.48 ControlType ＃ 

12.49 相関ＩＤ（CorrelationID） 

 このパラメータは、以前に送信したオペレーションと相関づけるためにＳＣＦによって使用される識別子

を含む。例えば、網Ｂ内のＳＳＦ／ＳＲＦへの接続が確立したことを、網ＢのＳＳＦ／ＳＲＦから ＊ 
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ＳＣＦへ通知するケースにおいて、本通知と網Ａの起動側ＳＳＦからの要求を対応づける為にＳＣＦ ＊ 

によって使用される。 

 網運用者は、使用する信号方式における本パラメータの実際のマッピングについて決定しなければならな

い。 

 

12.50 CountersValue ＃ 

12.51 CreatedCallSegmentAssociation ＃ 

12.52 CreateOrRemove ＃ 

12.53 ＣＳ失敗（CSFailure） 

 このパラメータは、失敗により呼セグメントが解放されたことを示す。以下のサブパラメータから構成さ

れる。 

－ 呼セグメントＩＤ（callSegmentID） 

このサブパラメータの定義については、「呼セグメントＩＤ（CallSegmentID）」の節を参照。 

－ 網特有理由（reason） 

このサブパラメータは、エラー／異常の種類に関する網固有のオプション情報（例えば、外部／内部エ

ラーまたは異常）を提供する。 

本サブパラメータの内容はＴＴＣ標準または網運用者特有である。 ＊ 

本サブパラメータ値は以下の領域に基づいて付与する。 ＊ 

        ‘00000001’B～’01111111’B：ＴＴＣ固有領域 ＊ 

        ‘10000000’B～’11111111’B：網特有領域 ＊ 

        ‘00000000’B：未使用 ＊ 

ＴＴＣにて規定される網特有理由（reason）パラメータへの設定値は以下の通りである。 ＊ 

        ‘00000001’B：アプリケーションタイマ満了 ＊ 

        ‘00000010’B：処理異常 ＊ 

        ‘00000011’B：他関連リソース消滅（暫定接続起動（InitiateTemporaryConnections）オペ ＊ 

                     レーションの解放条件（releaseCondition）パラメータに従って、関連レグ ＊ 

                     が消滅した際に当該ＣＳを解放する場合に使用） ＊ 

－ 理由表示（cause） 

このサブパラメータの定義については、「理由表示（Cause）」の節を参照。 

本サブパラメータは、ＣＳ内のレグもしくは暫定接続において、外部からの信号により理由表示 ＊ 

（Cause）パラメータを受信した場合に使用される。 ＊ 

 

12.54 CutAndPaste ＃ 

12.55 DefaultFaultHandling ＃ 

12.56 DestinationNumberRoutingAddress ＃ 

12.57 ルーチング対地アドレス（DestinationRoutingAddress） 

 このパラメータは着番号を示す。以下のサブパラメータから構成される。 ＊ 

－ 着番号（calledPartyNumber） 

このサブパラメータの定義については、「着番号（CalledPartyNumber）」の節を参照。 

 

12.58 ダイヤル番号（DialledDigits） 

 このパラメータは、発ユーザ／回線／トランクから収集／受信された翻訳されていないアドレス情報を含

む。 
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 このパラメータは、もし有効ならば、ＣＣＦ／ＳＳＦにおいてサポートされるダイヤル計画に反して適用

され、呼をルーチングするために使用される。 

 

12.59 DisplayInformation ＃ 

12.60 DPName ＃ 

12.61 DpSpecificCommonParameters ＃ 

12.62 課金イベント特有情報（EventSpecificInformationCharging） 

 このパラメータはイベント特有の課金関連情報を含む。 

 その内容は、ＴＴＣ標準または網運用者特有である。 ＊ 

 ＴＴＣ特有の課金イベント特有情報として、以下のパラメータが設定されうる。 ＊ 

－ ＴＴＣ固有課金イベント特有情報（ttcEventSpecificInformationCharging） ＊ 

－ 事業者情報転送（ttcCarrierInformationTransfer） ＊ 

このパラメータは、検出された事業者情報転送パラメータの内容を示す。 ＊ 

ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｑ７６２事業者情報転送を参照。 ＊ 

－ 付加ユーザ種別（ttcAdditionalPartysCategory） ＊ 

このパラメータは、検出された付加ユーザ種別パラメータの内容を示す。 ＊ 

ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｑ７６２付加ユーザ種別を参照。 ＊ 

－ 逆方向呼表示（ttcBackwardCallIndicators） ＊ 

このパラメータは、検出された逆方向呼表示パラメータの内容を示す。 ＊ 

ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｑ７６２逆方向呼表示を参照。 ＊ 

－ 料金区域情報（ttcChargeAreaInformation） ＊ 

このパラメータは、検出された料金区域情報パラメータの内容を示す。 ＊ 

ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｑ７６２料金区域情報参照。 ＊ 

－ 課金情報遅延（ttcChargeInformationDelay） ＊ 

このパラメータは、検出された課金情報遅延パラメータの内容を示す。 ＊ 

ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｑ７６２課金情報遅延参照。 ＊ 

 

12.63 ＢＣＳＭイベント種別（EventTypeBCSM） 

 このパラメータは発側ＢＣＳＭ、着側ＢＣＳＭにおけるＤＰ名を示す。ＢＣＳＭのＤＰイベントの ＊ 

ための表示を含む。 ＊ 

 

12.64 課金イベント種別（EventTypeCharging） 

 このパラメータは、発生した課金イベント種別を示す。 

 その内容は、ＴＴＣ特有または網運用者特有である。 ＊ 

 ＴＴＣ特有の課金イベント種別として、以下のパラメータが設定されうる。 ＊ 

－ ＴＴＣ特有課金イベント種別（ttcSpecificChargeEventType） ＊ 

このパラメータは、事業者間精算情報に関連する課金イベントの種別を示しており、以下の ＊ 

課金イベントが定義される。 ＊ 

・ 事業者情報転送（ttcCarrierInformationTransfer） ＊ 

・ 付加ユーザ種別（ttcAdditionalPartysCategory） ＊ 

・ 逆方向呼表示（ttcBackwardCallIndicators） ＊ 

・ 料金区域情報（ttcChargeAreaInformation） ＊ 

・ 課金情報遅延（ttcChargeInformationDelay） ＊ 
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12.65 ＢＣＳＭイベント特有情報（EventSpecificInformationBCSM） 

 このパラメータはイベント特有の呼関連情報を示す。以下の何れか１つから構成される。 

－ 発側－着信者話中特有情報（oCalledPartyBusySpecificInfo） 

－ ビジー理由（busyCause） 

本フィールドの定義については、「ビジー理由（BusyCause）」の節を参照。 

または、 

－ 発側－無応答特有情報（oNoAnswerSpecificInfo） 

特定の情報は定義されていない。 

または、 

－ 発側－応答特有情報（oAnswerSpecificInfo） 

特定の情報は定義されていない。 ＊ 

または、 

－ 発側－切断特有情報（oDisconnectSpecificInfo） 

－ 解放理由（releaseCause） 

本フィールドの定義については、「解放理由（ReleaseCause）」の節を参照。 

－ 接続時間（connectTime） 

本フィールドの定義については、「接続時間（ConnectTime）」の節を参照。 

または、 

－ 着側－話中特有情報（tBusySpecificInfo） 

－ ビジー理由（busyCause） 

本フィールドの定義については、「ビジー理由（BusyCause）」の節を参照。 

または、 

－ 着側－無応答特有情報（tNoAnswerSpecificInfo） 

特定の情報は定義されていない。 

または、 

－ 着側－応答特有情報（tAnswerSpecificInfo） 

特定の情報は定義されていない。 

または、 

－ 着側－切断特有情報（tDisconnectSpecificInfo） 

－ 解放理由（releaseCause） 

本フィールドの定義については、「解放理由（ReleaseCause）」の節を参照。 

－ 接続時間（connectTime） 

本フィールドの定義については、「接続時間（ConnectTime）」の節を参照。 

または、 

－ ファシリティ選択完了および利用可能特有情報（facilitySelectedAndAvailable） 

特定の情報は定義されていない。 

または、 

－ 発側－途中放棄特有情報（oAbandon） 

－ 放棄理由（abandonCause） 

本フィールドの定義については、「理由表示（Cause）」の節を参照。 

または、 

－ 着側－途中放棄特有情報（tAbandon） 
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－ 放棄理由（abandonCause） 

本フィールドの定義については、「理由表示（Cause）」の節を参照。 

 

12.66 拡張（Extensions） 

 このパラメータはＴＴＣ標準ＪＴ－Ｑ１２３８．１－ｂに定義されている。 

 

12.67 FailureCause ＃ 

12.68 FCIBillingChargingCharacteristics ＃ 

12.69 FeatureCode ＃ 

12.70 FeatureRequestIndicator ＃ 

12.71 FilteredCallTreatment ＃ 

12.72 FilteringCharacteristics ＃ 

12.73 FilteringCriteria ＃ 

12.74 FilteringTimeOut ＃ 

12.75 ForcedRelease ＃ 

12.76 ForwardGVNS ＃ 

12.77 順方向呼表示（ForwardCallIndicators） 

 このパラメータは、呼が国内呼あるいは国際呼として扱われるべきかどうかを示す。また、網アクセスの

信号能力、前位の網接続、および後続の網接続の際の優先信号能力も示す。網アクセス能力は端末種別を示

すものではない。例えば、ＩＳＰＢＸはＩＳＤＮアクセス種別を持つが、ＩＳＰＢＸにつながるユーザの端

末はＩＳＤＮかまたは非ＩＳＤＮであろう。 

 

12.78 ForwardingCondition ＃ 

12.79 GapCriteria ＃ 

12.80 GapIndicators ＃ 

12.81 GapTreatment ＃ 

12.82 GenericName ＃ 

12.83 汎用番号（GenericNumbers） 

 このパラメータは、網オペレーションを拡張するための番号情報、もしくは付加サービスのための番号情

報を含む。 

 このパラメータにより、ＳＣＦはＣＣＦ／ＳＳＦから受信した汎用番号情報（もしあれば）の変更を行う

ことが可能である。また、汎用番号情報をＳＣＦからＣＣＦ／ＳＳＦに対して与えることもできる。 

 汎用番号パラメータには、以下の設定が可能である。 ＊ 

・ 付加接続先番号 ＊ 

・ 付加発番号 ＊ 

・ 付加第一着番号 ＊ 

 このパラメータの定義については、ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｑ７６２を参照。 

 

12.84 Holdcause ＃ 

12.85 HighlayerCompatibility ＃ 

12.86 イニシャル呼セグメント（InitialCallSegment） 

 このパラメータはイニシャル呼セグメントを示す。イニシャル呼セグメントは、ＣＳＡ生成時に生成され

た呼セグメント、すなわち、トリガ検出されたＣＳを表す。 
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12.87 InProfiles ＃ 

12.88 INServiceCompatibilityIndication ＃ 

12.89 INServiceCompatibilityResponse ＃ 

12.90 InvokeID ＃ 

12.91 IPAvailable ＃ 

12.92 IPSSPCapabilities ＃ 

12.93 ＩＳＤＮアクセス関連情報（ISDNAccessRelatedInformation） 

 このパラメータは、ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｑ９３１に従った情報要素を含む。ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｑ７６３のア

クセス転送パラメータと同じ情報を転送する。 

 ただし、着サブアドレスの指定のみ許容する。 ＊ 

 このパラメータの定義については、ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｑ７６２アクセス転送 信号情報を参照。 

 

12.94 LastEventIndicator ＃ 

12.95 レグＩＤ（LegID） 

 このパラメータは、オペレーションが適用されるレグ（通話者／網エンティティへの通信パス）に対する

識別子を含む。 

 

12.96 移動レグＩＤ（LegIDToMove） 

 このパラメータの定義については、「レグＩＤ（LegID）」の節を参照。移動すべきレグの識別子を含む

ために使用される。 

 

12.97 Legs ＃ 

12.98 LegorCSID ＃ 

12.99 生成対象レグＩＤ（LegToBeCreated） 

 このパラメータの定義については、「レグＩＤ（LegID）」の節を参照。 

 新たに生成される話者に割り当てられるレグＩＤ（LegID）を示すために使用される。 

 

12.100 LegToBeReleased ＃ 

12.101 LegToBeSplit ＃ 

12.102 LocationNumber ＃ 

12.103 MaximumNumberOfCounters ＃ 

12.104 その他呼情報（MiscCallInfo） 

 このパラメータは、検出ポイント関連の情報を示す（ＤＰ種別とトリガ割り当て）。以下のサブパラメー

タから構成される。 

－ メッセージ種別（messageType） 

このサブパラメータは、メッセージが要求（即ち、監視モードが「中断（interrupted）」であるＢＣＳ

Ｍイベント報告要求（RequestReportBCSMEvent）オペレーションに対する結果）であるか、それとも通

知（即ち、監視モードが「通知し継続（notifyAndContinue）」であるＢＣＳＭイベント報告要求

（RequestReportBCSMEvent）オペレーションに対する結果）であるかを示す。 

－ ＤＰ割当（dPAssignment） 

このサブパラメータはトリガの種類（回線毎、局毎）を示す。ＥＤＰ報告時（ＢＣＳＭイベント報告

（EventReportBCSM）の場合）、このサブパラメータは省略される。 
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12.105 MonitorDuration ＃ 

12.106 監視モード（MonitorMode） 

 このパラメータは、イベント（すなわち、ＢＣＳＭイベント、課金イベントなど）に対する監視モード示

す。 

 

12.107 NewCallSegment ＃ 

12.108 NewCallSegmentAssociation ＃ 

12.109 NoCharge ＃ 

12.110 NotificationDuration ＃ 

12.111 NumberingPlan ＃ 

12.112 OneTriggerResult ＃ 

12.113 第一着信者ＩＤ（OriginalCalledPartyID） 

 このパラメータは、着信転送における最初の着信者を示す。このパラメータの定義については、ＴＴＣ標

準ＪＴ－Ｑ７６２ 第一着番号（Original Called Number）を参照。 

 

12.114 課金対象者（PartyToCharge） 

 このパラメータは課金情報を適用すべき話者を示す。 

 

12.115 接続指定先（PartyToConnect） 

 このパラメータは、後続のユーザ相互動作のために、ＳＲＦへのコネクションをどのように設定すべきか

を示す。コネクションは呼における単一の話者（レグ）に対して設定される。以下のサブパラメータが選択

される。 

－ レグＩＤ（legID） 

このサブパラメータの定義については、「レグＩＤ（LegID）」の節を参照。 

このサブパラメータは、後続のユーザ相互動作が呼のどの話者に適用されるかを示す。 

 

12.116 解放指定先（PartyToDisconnect） 

 このパラメータは、ＳＲＦリソースへのコネクションをどのように解放すべきかを示す。呼セグメント内

の単一の話者（レグ）に対する接続が切断される。以下のサブパラメータが選択される。 

－ レグＩＤ（legID） 

このサブパラメータの定義については、「レグＩＤ（LegID）」の節を参照。 

このサブパラメータは、現在リソースが呼のどの話者に接続されているかを示す。 

 

12.117 Prefix ＃ 

12.118 ProfileAndDP ＃ 

12.119 Profile ＃ 

12.120 転送元ＩＤ（RedirectingPartyID） 

 このパラメータは最後の転送元の物理番号を示す。呼が転送される時に本情報は順方向に送信され、どの

番号から呼が転送されてきたのかを示す。このパラメータの定義については、ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｑ７６２「転

送元番号（Redirecting Number）」を参照。 
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12.121 着信転送情報（RedirectionInformation） 

 このパラメータは着信転送呼に関する情報を含む（転送理由（redirecting reason）、転送回数（redirection 

counter）など）。このパラメータの定義については、ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｑ７６２「着信転送情報（Redirection 

Information）」を参照。 

 

12.122 RegistratorIdentifier ＃ 

12.123 解放理由（ReleaseCause） 

 このサブパラメータの定義については、「理由表示（Cause）」の節を参照。 

 

12.124 ReleaseIndication ＃ 

12.125 ReportCondition ＃ 

12.126 RequestedInformationList ＃ 

12.127 RequestedInformationTypeList ＃ 

12.128 ResourceAddress ＃ 

12.129 ResourceID ＃ 

12.130 ResourceStatus ＃ 

12.131 ResponseCondition ＃ 

12.132 RouteList ＃ 

12.133 RouteingNumber ＃ 

12.134 ＳＣＦ ＩＤ（ScfID） 

 ＳＣＦの識別子を意味する。ＳＣＦ ＩＤ（scfID）は、ルーチング対地アドレス（destinationRoutingAddress）

もしくはアシストＳＳＰ－ＩＰルーチングアドレス（assistingSSPIPRoutingAddress）に含まれない場合にの

み、網Ａの起動ＳＳＦから網Ｂ内のＳＳＦ／ＳＲＦへの接続が確立したことを網ＢのＳＳＦ／ＳＲＦ ＊ 

から網ＢのＳＣＦへ通知する手順のコンテキストで用いられる。 ＊ 

 ＳＣＦ ＩＤ（scfID）は、網ＢのＳＳＦ／ＳＲＦと特定のＳＣＦとの間のコネクションを確立するた ＊ 

めに、当該ＳＣＦのＩＮＡＰアドレスを提供する。ＳＣＦ ＩＤ（scfID）は必要なＳＣＦアドレス情報（グ

ローバルタイトルなど）を運ばなければならない。ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｑ７１３「発信アドレス

（callingPartyAddress）」パラメータを参照。網運用者は、使用する信号方式における本パラメータの実際の

マッピングについて決定しなければならない。 

 

12.135 ＳＣＩ料金課金関連特有情報（SCIBillingChargingCharacteristics） 

 このパラメータは、料金関連と課金関連の両方またはいずれかの特有情報を示す。 

 その内容は、ＴＴＣ特有または網運用者特有である。 ＊ 

 ＴＴＣ特有のＳＣＩ料金課金関連特有情報として、以下のサブパラメータが設定されうる。 ＊ 

－ 非課金表示（noChargeIndicator） ＊ 

このサブパラメータは、非課金であることを示す。 ＊ 

本サブパラメータをＴＲＵＥとした場合、非課金であることを示す。 ＊ 

ＴＲＵＥ時にのみ本サブパラメータを送信する。 ＊ 

 

12.136 SDSSinformation ＃ 

12.137 ServiceInteractionIndicators ＃ 

12.138 第二サービス相互動作表示（ServiceInteractionIndicatorsTwo） 

 このパラメータは、ＩＮベースサービスと網ベースサービス間、異なるＩＮサービス間の相互動作を解決
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するためにＳＳＰとＳＣＰの間で交換される識別子のセットを含む。本パラメータは、以下のサブパラメー

タから構成される。 

－ 着ＩＮ番号表示許容指示（allowCdINNoPresentationInd） 

接続（Connect）オペレーションに適用される。 

ＩＳＵＰの「着ＩＮ番号（callled IN number）」パラメータの表示識別（Address presentation restricted 

indicator）が、表示可に設定すべき（ＴＲＵＥにて指定）か、表示不可に設定すべき（ＦＡＬＳＥにて

指定）かを示す。ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｑ１６０１を参照。 

－ 着ＩＮ番号書換制御（calledINNumberOverriding） 

接続（Connect）オペレーションに適用される。 

このサブパラメータは、ＩＳＵＰの「着ＩＮ番号（called IN number）」パラメータの生成あるいは書き

換えが許可される（ＴＲＵＥにて指定）か、許可されない（ＦＡＬＳＥにて指定）かを示す。 

ＦＡＬＳＥに設定された場合、ＩＳＵＰは「着ＩＮ番号（called IN number）」パラメータの生成、また

は既に存在している「着ＩＮ番号（called IN number）」パラメータの書き換えを行ってはならない。 

このサブパラメータが設定されない場合は、生成あるいは書き換えが許可される（ＴＲＵＥが指定され

た場合と同じ動作になる）。 

－ リダイレクトサービス処理表示（redirectServiceTreatmentInd） 

接続（Connect）オペレーションに適用される。 

このフィールドはリダイレクションサービスが許容されるかどうかを示す。このサブパラメータが存在

しない場合、リダイレクションサービスは許可されない。 

以下のフィールドから構成される： 

－ リダイレクト理由（redirectReason） 

このパラメータの存在は、接続（Connect）オペレーションの中で指定された新しいルーチングアド

レスに対して、ピボットルーチングまたはリダイレクション付加サービスが許可されるよう要求す

ることを示す。もし存在しない場合は、ピボットルーチングまたはリダイレクションサービスが実

際に起動されるかどうかは、ＳＳＰ条件にのみ依存する。 

リダイレクト理由（redirectReason）パラメータは、ピボットルーチング／リダイレクションサービ

スを起動する理由を示す。ピボットルーチング／リダイレクションサービスが実際に起動されるか

どうかは、ＳＳＰ条件にのみ依存する。 

 

12.139 サービスキー（ServiceKey） 

 このパラメータは、ＣＣＦ／ＳＳＦにおけるトリガ（ＴＤＰ）と関連するサービスキーの値を示す。この

パラメータは、要求されたＩＮサービスをあいまいさがないようにＳＣＦに対して指定する。このパラメー

タは、（ＳＣＰを特定するためではなく）ＳＣＦ内で正しいアプリケーション／ＳＬＰを特定するために使

用される。 

 

12.140 ServiceProfileIdentifier ＃ 

12.141 SeveralTriggerResult ＃ 

12.142 ソース呼セグメント（SourceCallSegment） 

 このパラメータの定義については、「呼セグメントＩＤ（CallSegmentID）」の節を参照。 

 このパラメータはオペレーションに対するソースＣＳ、例えば他の（ターゲット）ＣＳと併合すべきＣＳ

を示す。この場合、指定されたソースＣＳは併合後に削除される。 
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12.143 StartTime ＃ 

12.144 ターゲット呼セグメント（TargetCallSegment） 

 このパラメータはオペレーションに対するターゲットＣＳ、例えば、他の（ソース）ＣＳと併合すべきＣ

Ｓを示す。 

 

12.145 TargetCallSegmentAssociation ＃ 

12.146 TDPIdentifier ＃ 

12.147 端末種別（TerminalType） 

 このパラメータは、端末の種別を示す（ＤＴＭＦ電話、ＩＳＤＮ端末など）。このパラメータは、例えば、

ＳＣＦが適切な能力タイプ（音声認識、ＤＴＭＦ、表示能力など）をＳＲＦへ指定できるようにするために

使用される。 

 

12.148 TimerID ＃ 

12.149 TimerValue ＃ 

12.150 TimeToRelease ＃ 

12.151 TravellingClassMark ＃ 

12.152 TriggerData ＃ 

12.153 TriggerDPType ＃ 

12.154 TriggerStatus ＃ 

12.155 TriggerType ＃ 

12.156 TriggerDataIdentifier ＃ 

12.157 USIInformation ＃ 

12.158 USIMonitorMode ＃ 

12.159 USIServiceIndicator ＃ 

12.160 VPNIndicator ＃ 

12.161 暫定接続起動パラメータ群（ITCParameters） ＊ 

 このパラメータは、先行的に設定する暫定接続に関する情報を含む。以下のサブパラメータから構成され

る。 

－ 新規呼セグメント（newCallSegment） 

このサブパラメータは、先行的な暫定接続の設定に伴って新たに生成されるＣＳのＩＤを示す。 

－ アシストＳＳＰ－ＩＰルーチングアドレス（assistingSSPIPRoutingAddress） 

このサブパラメータの定義については、「アシストＳＳＰ－ＩＰルーチングアドレス

（AssistingSSPIPRoutingAddress）」の節を参照。 

－ 相関ＩＤ（correlationID） 

このサブパラメータの定義については、「相関ＩＤ（CorrelationID）」の節を参照。 

－ ＳＣＦ ＩＤ（scfID） 

このサブパラメータの定義については、「ＳＣＦ ＩＤ（ScfID）」の節を参照。 

－ 解放条件（releaseCondition） 

このサブパラメータは、設定中および保留中の暫定接続の解放条件を示す。解放条件は生成する暫定接

続毎に指定可能であり、解放条件が適用されるのは暫定接続の設定開始後からレグとの接続前までであ

る。このサブパメータが省略された場合は、イニシャル呼セグメント（呼セグメントＩＤ＝１）が指定

されたものとみなす。 

－ 拡張（extensions） 
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このサブパラメータの定義については、「拡張（Extensions）」の節を参照。 

－ 事業者情報（ttcCarrierInformation） 

このサブパラメータの定義については、「事業者情報（TtcCarrierInformation）」の節を参照。 

 

12.162 付加ユーザ種別（TtcAdditionalPartysCategory） ＊ 

 このパラメータは付加ユーザ種別を示す。このパラメータの定義については、ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｑ７６２

「付加ユーザ種別」を参照。 

 

12.163 着ＩＮ番号（TtcCalledINNumber） ＊ 

 このパラメータは着ＩＮ番号を示す。このパラメータの定義については、ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｑ７６２「着

ＩＮ番号」を参照。 

 

12.164 事業者情報（TtcCarrierInformation） ＊ 

 このパラメータは事業者に関する情報を示す。以下のサブパラメータが選択される。 

－ 事業者情報転送（ttcCarrierInformationTransfer） 

このサブパラメータの定義については、「事業者情報転送（TtcCarrierInformationTransfer）」の節を参照。 

 

12.165 事業者情報転送（TtcCarrierInformationTransfer） ＊ 

 このパラメータは事業者情報転送を示す。このパラメータの定義については、ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｑ７６２ 

「事業者情報転送」を参照。 

 接続（Connect）オペレーションにて本パラメータが使用される場合、ＳＣＰ事業者情報、移転元ＳＣＰ事

業者情報、移転先ＳＣＰ事業者情報を送信するために以下が設定されうる。 

・経由情報転送表示：設定 

・事業者情報名：設定。但し、「ＳＣＰ事業者情報」、「移転元ＳＣＰ事業者情報」、 

                「移転先ＳＣＰ事業者情報」のみ指定可。 

 暫定接続確立（EstablishTemporaryConnection）または暫定接続起動（InitiateTemporaryConnections）オペレー

ションにて本パラメータが使用される場合、ＳＣＰ事業者情報を送信するために以下が設定されうる。 

・経由情報転送表示：設定。但し、本フィールドはＳＳＦ側では参照しない。 

・事業者情報名：設定。但し、「ＳＣＰ事業者情報」のみ指定可。 

 

12.166 発信者番号非通知理由（TtcCauseOfNoID） ＊ 

 このパラメータは、発信者番号が通知できない理由を示す。このパラメータの定義については、ＴＴＣ標

準ＪＴ－Ｑ７６２「発信者番号非通知理由」を参照。 

 

12.167 料金区域情報（TtcChargeAreaInformation） ＊ 

 このパラメータは、発信者の料金区域情報を示す。このパラメータの定義については、ＴＴＣ標準ＪＴ－

Ｑ７６２「料金区域情報」を参照。 

 

12.168 契約者番号（TtcContractorNumber） ＊ 

 このパラメータは、網が監理する契約者の番号を示す。このパラメータの定義については、ＴＴＣ標準Ｊ

Ｔ－Ｑ７６２「契約者番号」を参照。 
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12.169 ＳＳＰ料金区域情報（TtcSSPChargeAreaInformation） ＊ 

 このパラメータは、ＳＳＰの料金区域情報を示す。このパラメータの定義については、ＪＴ－Ｑ７６２「料

金区域情報」を参照。 
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１３．エラー 

 本章ではＳＳＦ－ＳＣＦインタフェースに関するエラー手順を定義する。エラー記述はＴＴＣ標準ＪＴ－

Ｑ１２３８．１－ｂで規定されており、以降の節ではオペレーションに関連するエラー手順と、ＩＮＡＰオ

ペレーションの失敗とは直接関連しないエラー条件に関するエラー手順について規定する。 

 

13.1 オペレーション関連エラー手順 

 以降の節では、ＳＳＦ－ＳＣＦインタフェース上のオペレーションに関連するエラーに対する一般的なエ

ラー処理を定義する。これらのエラーは、ＡＳＮ．１オペレーション関連記述内でオペレーションエラーと

して定義されている。オペレーションエラーを報告するために使用されるＴＣサービスは、15 章に記述され

ている。 

 

表１３－１／ＪＴ－Ｑ１２３８．２－ｂ＊ 

（ＩＴＵ－Ｔ Ｑ．１２３８．２） 

ＳＳＦ－ＳＣＦインタフェース上のオペレーション略称 

オペレーション

略称 

ＳＣＦ→ＳＳＦ方向のオペレーショ

ン：オペレーション名 

オペレーション

略称 

ＳＳＦ→ＳＣＦ方向のオペ

レーション：オペレーション名 

Ｃｏ 

ＤＦＣ 

 

ＤＦＣＷＡ 

 

 

ＥＴＣ 

 

ＭｅＣＳ 

 

ＭＬ 

ＲＮＣＥ 

 

ＲＲＢＥ 

 

ＳＣＩ 

 

ＩＴＣ ＊ 

接続（Connect） 

順方向接続切断

（DisconnectForwardConnection） 

アーギュメント付き順方向接続切断

（DisconnectForwardConnectionWith-

Argument） 

暫定接続確立

（EstablishTemporaryConnection） 

呼セグメント併合

（MergeCallSegments） 

レグ移動（MoveLeg） 

課金イベント通知要求

（RequestNotificationChargingEvent） 

ＢＣＳＭイベント報告要求

（RequestReportBCSMEvent） 

課金情報送出

（SendChargingInformation） 

暫定接続起動

（InitiateTemporaryConnections） ＊ 

ＩＤＰ 

 

イニシャルＤＰ（InitialDP） 

 

 

 ＡＳＮ．１エンコーダにより検出できるすべてのエラーは、ＴＣメッセージをデコードしている間にすで

に検出され、ＴＣ－Ｕ－拒否のＴＣエラー指示「未定義パラメータ（MistypedParameter）」によって示され

るかもしれない。 

 ＳＳＦ－ＳＣＦインタフェースに適用されるオペレーションの一覧を以下の表に示す。表中のオペレー

ションに対し、ＳＳＦ－ＳＣＦインタフェース上で使用される各エラーが返送されるかもしれない。表中の

「Ｘ」印はオペレーションに対して当該エラーが適用可能であることを示す。 
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表１３－２／ＪＴ－Ｑ１２３８．２－ｂ＊ 

（ＩＴＵ－Ｔ Ｑ．１２３８．２） 

各ＳＳＦ－ＳＣＦオペレーションで利用可能なエラー 

          ＊        

 ＳＣＦ→ＳＳＦ  ＳＳＦ→ＳＣＦ  

エラー 

Ｃ

ｏ 

Ｄ

Ｆ

Ｃ 

Ｄ

Ｆ

Ｃ

Ｗ

Ａ 

Ｅ

Ｔ

Ｃ 

 

Ｍ

ｅ

Ｃ

Ｓ 

Ｍ

Ｌ 

Ｒ

Ｎ

Ｃ

Ｅ 

Ｒ

Ｒ

Ｂ

Ｅ 

Ｓ

Ｃ

Ｉ 

Ｉ

Ｔ

Ｃ 

 Ｉ

Ｄ

Ｐ 

     

ＥＴＣ失敗（ETCFailed）    Ｘ              

カスタマレコードなし 

（MissingCustomerRecord） 

           Ｘ      

パラメータなし 

（MissingParameter） 

Ｘ  Ｘ Ｘ Ｘ Ｘ Ｘ Ｘ Ｘ Ｘ  Ｘ      

パラメータ範囲外 

（ParameterOutOfRange） 

Ｘ      Ｘ Ｘ Ｘ Ｘ  Ｘ      

システム処理失敗 

（SystemFailure） 

Ｘ Ｘ Ｘ Ｘ Ｘ Ｘ Ｘ Ｘ Ｘ Ｘ  Ｘ      

タスク拒否（TaskRefused） Ｘ Ｘ Ｘ Ｘ Ｘ Ｘ Ｘ Ｘ Ｘ Ｘ  Ｘ      

期待されないコンポーネント 

シーケンス（Unexpected- 

ComponentSequence） 

Ｘ Ｘ Ｘ Ｘ Ｘ Ｘ Ｘ Ｘ Ｘ Ｘ  Ｘ      

期待されないデータ値 

（UnexpectedDataValue） 

Ｘ  Ｘ Ｘ Ｘ Ｘ Ｘ Ｘ Ｘ Ｘ  Ｘ      

期待されないパラメータ 

（UnexpectedParameter） 

Ｘ  Ｘ Ｘ Ｘ Ｘ Ｘ Ｘ Ｘ Ｘ  Ｘ      

認識不可レグＩＤ 

（UnknownLegID） 

  Ｘ Ｘ  Ｘ Ｘ Ｘ Ｘ         

ＩＴＣ失敗（ITCFailed）          Ｘ       ＊ 

 

13.1.1 CancelFailed ＃ 

13.1.2 ＥＴＣ失敗（ETCFailed） 

 エラー「ＥＴＣ失敗（ETCFailed）」は、ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｑ１２３８．１－ｂで定義されている。 

 

13.1.2.1 ＳＣＦ→ＳＳＦ方向のオペレーション 

 本節では、ＳＣＦから起動されたオペレーションに対するエラーがＳＳＦ内で発生した場合の手順を記述

する。 

 関連するオペレーションは、前掲の表「各ＳＳＦ－ＳＣＦオペレーションで利用可能なエラー」に記載さ

れている。 
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13.1.2.1.1 起動エンティティでの手順（ＳＣＦ） 

A）ＳＣＦがオペレーションをＳＳＦへ送信する 

前条件： 関連する「オペレーション手順－ＳＣＦ前条件」の節参照。 

後条件： 関連する「オペレーション手順－ＳＣＦ後条件」の節参照。 

 

B）ＥＴＣ失敗（ETCFailed）エラーを受信する 

前条件： 関連する「オペレーション手順－ＳＣＦ後条件」の節参照。 

後条件： ＳＣＳＭ状態：オペレーション送信前状態。 

 

13.1.2.1.2 応答エンティティでの手順（ＳＳＦ） 

A）オペレーションを受信する 

前条件： 関連する「オペレーション手順－ＳＳＦ前条件」の節参照。 

後条件： 関連する「オペレーション手順－ＳＳＦ後条件」の節参照。 

 

 網Ｂ内のアシストＳＳＦ／ＳＲＦが接続確立を受け付けるまでの間（すなわち、呼経過表示（話者Ｂ ＊ 

呼出）／呼経過要求表示（話者Ｂ呼出）（CallProgreess.Ind（bptyAlerted）／CallProgress.Req.Ind（bptyAlerted））

プリミティブまたは、呼設定確認／呼設定応答確認（直接応答）（Setup.Conf／Setup.Resp.Conf（direct 

answer））プリミティブの受信まで）、暫定接続確立（EstablishTemporaryConnection）に関して網から受信

した失敗通知は全て、暫定接続確立（EstablishTemporaryConnection）オペレーションのエラー「ＥＴＣ失敗

（ETCFailed）」としてＳＣＦに報告されなければならない（例えば、話中、輻輳の場合）。暫定接続確立

（EstablishTemporaryConnection）のオペレーションタイマは、接続を受け付ける信号手順の最大許容時間よ

り長く設定しなければならない。 

 

B）エラー「ＥＴＣ失敗（ETCFailed）」を送信する 

前条件： 関連する「オペレーション手順－ＳＳＦ後条件」の節参照。 

後条件： ＳＳＦ ＦＳＭ状態：オペレーション受信前状態。 

 

13.1.3 カスタマレコードなし（MissingCustomerRecord） 

 エラー「カスタマレコードなし（MissingCustomerRecord）」は、ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｑ１２３８．１－ｂで

定義されている。 

 

13.1.3.1 ＳＣＦ→ＳＳＦ方向のオペレーション ＃ 

13.1.3.2 ＳＳＦ→ＳＣＦ方向のオペレーション 

 本節では、ＳＳＦから起動されたオペレーションに対するエラーがＳＣＦ内で発生した場合の手順を記述

する。 

 関連するオペレーションは、前掲の表「各ＳＳＦ－ＳＣＦオペレーションで利用可能なエラー」に記載さ

れている。 

 

13.1.3.2.1 起動エンティティでの手順（ＳＳＦ） 

A）ＳＳＦがオペレーションをＳＣＦへ送信する 

前条件： 関連する「オペレーション手順－ＳＳＦ前条件」の節参照。 

後条件： 関連する「オペレーション手順－ＳＳＦ後条件」の節参照。 
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B）エラー「カスタマレコードなし（MissingCustomerRecord）」を受信する 

前条件： 関連する「オペレーション手順－ＳＳＦ後条件」の節参照。 

後条件： ＳＳＦ ＦＳＭ状態「空き（Idle）」。 

 

 ＣＣＦは必要に応じて呼をルーチングする（例えば、終了アナウンスへのデフォルトルーチング）。 

 

13.1.3.2.2 応答エンティティでの手順（ＳＣＦ） 

A）オペレーションを受信する 

前条件： 関連する「オペレーション手順－ＳＣＦ前条件」の節参照。 

後条件： 関連する「オペレーション手順－ＳＣＦ後条件」の節参照。 

 

B）エラー「カスタマレコードなし（MissingCustomerRecord）」を送信する 

前条件： 関連する「オペレーション手順－ＳＣＦ後条件」の節参照。 

後条件： ＳＣＳＭ状態「空き（Idle）」。 

 

13.1.4 パラメータなし（MissingParameter） 

 エラー「パラメータなし（MissingParameter）」は、ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｑ１２３８．１－ｂで定義されてい

る。 

 

13.1.4.1 ＳＣＦ→ＳＳＦ方向のオペレーション 

 本節では、ＳＣＦから起動されたオペレーションに対するエラーがＳＳＦ内で発生した場合の手順を記述

する。 

 関連するオペレーションは、前掲の表「各ＳＳＦ－ＳＣＦオペレーションで利用可能なエラー」に記載さ

れている。 

 

13.1.4.1.1 起動エンティティでの手順（ＳＣＦ） 

A）オペレーションを送信する 

前条件： 関連する「オペレーション手順－ＳＣＦ前条件」の節参照。 

後条件： 関連する「オペレーション手順－ＳＣＦ後条件」の節参照。 

 

B）ＳＣＦがエラー「パラメータなし（MissingParameter）」を受信する 

前条件： 関連する「オペレーション手順－ＳＣＦ後条件」の節参照。 

後条件： ＳＣＳＭ状態：オペレーション送信前状態。 

 

 サービス論理と保守機能に通知される。それ以降の呼処理はサービス論理に依存する。 

 

13.1.4.1.2 応答エンティティでの手順（ＳＳＦ） 

A）オペレーションを受信する 

前条件： 関連する「オペレーション手順－ＳＳＦ前条件」の節参照。 

後条件： 関連する「オペレーション手順－ＳＳＦ後条件」の節参照。 

 

B）エラー「パラメータなし（MissingParameter）」を送信する 

前条件： 関連する「オペレーション手順－ＳＳＦ後条件」の節参照。 
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後条件： ＳＳＦ ＦＳＭ状態：オペレーション受信前状態。 

 

 ＳＳＦはオペレーションアーギュメント内に必要なパラメータが存在しないことを検出し、初期状態（即

ち、エラーを含むオペレーションを受信する前）に遷移する。 

 エラーパラメータ「パラメータなし（MissingParameter）」は、この状況をＳＣＦへ通知するために使用さ

れる。ＳＣＦはこのエラーを処理するための適切な動作を行わなければならない。 

 

13.1.4.2 ＳＳＦ→ＳＣＦ方向のオペレーション 

 本節では、ＳＳＦから起動されたオペレーションに対するエラーがＳＣＦ内で発生した場合の手順を記述

する。 

 関連するオペレーションは、前掲の表「各ＳＳＦ－ＳＣＦオペレーションで利用可能なエラー」に記載さ

れている。 

 

13.1.4.2.1 起動エンティティでの手順（ＳＳＦ） 

A）オペレーションを送信する 

前条件： 関連する「オペレーション手順－ＳＳＦ前条件」の節参照。 

後条件： 関連する「オペレーション手順－ＳＳＦ後条件」の節参照。 

 

B）ＳＳＦがエラー「パラメータなし（MissingParameter）」を受信する 

前条件： 関連する「オペレーション手順－ＳＳＦ後条件」の節参照。 

後条件： ＳＳＦ ＦＳＭ状態「空き（Idle）」。 

 

 本エラーを受信後に、ＳＳＦ ＦＳＭは「空き（Idle）」状態へ戻る。もし必要ならば、ＣＣＦは呼をルー

チングする（終了アナウンスへのデフォルトルーチング）。 

 

13.1.4.2.2 応答エンティティでの手順（ＳＣＦ） 

A）オペレーションを受信する 

前条件： 関連する「オペレーション手順－ＳＣＦ前条件」の節参照。 

後条件： 関連する「オペレーション手順－ＳＣＦ後条件」の節参照。 

 

B）エラー「パラメータなし（MissingParameter）」を送信する 

前条件： 関連する「オペレーション手順－ＳＣＦ後条件」の節参照。 

後条件： ＳＣＳＭ状態「空き（Idle）」。 

 

 ＳＣＳＭはエラー状況を検出する。エラーパラメータはこの状況をＳＳＦへ通知するために使用される。

サービス論理と保守機能に通知される。 

 

13.1.5 パラメータ範囲外（ParameterOutOfRange） 

 エラー「パラメータ範囲外（ParameterOutOfRange）」は、ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｑ１２３８．１－ｂで定義さ

れている。 

 

13.1.5.1 ＳＣＦ→ＳＳＦ方向のオペレーション 

 本節では、ＳＣＦから起動されたオペレーションに対するエラーがＳＳＦ内で発生した場合の手順を記述
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する。 

 関連するオペレーションは、前掲の表「各ＳＳＦ－ＳＣＦオペレーションで利用可能なエラー」に記載さ

れている。 

 適切なエラー手順に関しては「パラメータなし（MissingParameter）」エラーの節を参照。 

 

13.1.5.2 ＳＳＦ→ＳＣＦ方向のオペレーション 

 本節では、ＳＳＦから起動されたオペレーションに対するエラーがＳＣＦ内で発生した場合の手順を記述

する。 

 関連するオペレーションは、前掲の表「各ＳＳＦ－ＳＣＦオペレーションで利用可能なエラー」に記載さ

れている。 

 適切なエラー手順に関しては「パラメータなし（MissingParameter）」エラーの節を参照。 

 

13.1.6 RequestedInfoError ＃ 

13.1.7 システム処理失敗（SystemFailure） 

 エラー「システム処理失敗（SystemFailure）」は、ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｑ１２３８．１－ｂで定義されてい

る。 

 

13.1.7.1 ＳＣＦ→ＳＳＦ方向のオペレーション 

 本節では、ＳＣＦから起動されたオペレーションに対するエラーがＳＳＦ内で発生した場合の手順を記述

する。 

 関連するオペレーションは、前掲の表「各ＳＳＦ－ＳＣＦオペレーションで利用可能なエラー」に記載さ

れている。 

 適切なエラー手順に関しては「パラメータなし（MissingParameter）」エラーの節を参照。 

 

13.1.7.2 ＳＳＦ→ＳＣＦ方向のオペレーション 

 本節では、ＳＳＦから起動されたオペレーションに対するエラーがＳＣＦ内で発生した場合の手順を記述

する。 

 関連するオペレーションは、前掲の表「各ＳＳＦ－ＳＣＦオペレーションで利用可能なエラー」に記載さ

れている。 

 適切なエラー手順に関しては「パラメータなし（MissingParameter）」エラーの節を参照。 

 

13.1.8 タスク拒否（TaskRefused） 

 エラー「タスク拒否（TaskRefused）」は、ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｑ１２３８．１－ｂで定義されている。 

 

13.1.8.1 ＳＣＦ→ＳＳＦ方向のオペレーション 

 本節では、ＳＣＦから起動されたオペレーションに対するエラーがＳＳＦ内で発生した場合の手順を記述

する。 

 関連するオペレーションは、前掲の表「各ＳＳＦ－ＳＣＦオペレーションで利用可能なエラー」に記載さ

れている。 

 適切なエラー手順に関しては「パラメータなし（MissingParameter）」エラーの節を参照。 

 

13.1.8.2 ＳＳＦ→ＳＣＦ方向のオペレーション 

 本節では、ＳＳＦから起動されたオペレーションに対するエラーがＳＣＦ内で発生した場合の手順を記述
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する。 

 関連するオペレーションは、前掲の表「各ＳＳＦ－ＳＣＦオペレーションで利用可能なエラー」に記載さ

れている。 

 適切なエラー手順に関しては「パラメータなし（MissingParameter）」エラーの節を参照。 

 

13.1.9 期待されないコンポーネントシーケンス（UnexpectedComponentSequence） 

 エラー「期待されないコンポーネントシーケンス（UnexpectedComponentSequence）」は、ＴＴＣ標準ＪＴ

－Ｑ１２３８．１－ｂで定義されている。 

 

13.1.9.1 ＳＣＦ→ＳＳＦ方向のオペレーション 

 本節では、ＳＣＦから起動されたオペレーションに対するエラーがＳＳＦ内で発生した場合の手順を記述

する。 

 関連するオペレーションは、前掲の表「各ＳＳＦ－ＳＣＦオペレーションで利用可能なエラー」に記載さ

れている。 

 

13.1.9.1.1 起動エンティティでの手順（ＳＣＦ） 

A）オペレーションを送信する 

前条件： 関連する「オペレーション手順－ＳＣＦ前条件」の節参照。 

後条件： 関連する「オペレーション手順－ＳＣＦ後条件」の節参照。 

 

B）エラー「期待されないコンポーネントシーケンス（UnexpectedComponentSequence）」を受信する 

前条件： 関連する「オペレーション手順－ＳＣＦ後条件」の節参照。 

後条件： ＳＣＳＭ状態：オペレーション送信前状態。 

 

 ＳＣＦにおいては、サービス論理と保守機能に通知され、サービス論理はエラー処理について決定する。 

 

13.1.9.1.2 応答エンティティでの手順（ＳＳＦ） 

A）オペレーションを受信する 

前条件： 関連する「オペレーション手順－ＳＳＦ前条件」の節参照。 

後条件： 関連する「オペレーション手順－ＳＳＦ後条件」の節参照。 

 

B）エラー「期待されないコンポーネントシーケンス（UnexpectedComponentSequence）」を送信する 

前条件： 関連する「オペレーション手順－ＳＳＦ後条件」の節参照。 

後条件： ＳＳＦ ＦＳＭ状態：オペレーション受信前状態。 

 

13.1.9.2 ＳＳＦ→ＳＣＦ方向のオペレーション 

 本節では、ＳＳＦから起動されたオペレーションに対するエラーがＳＣＦ内で発生した場合の手順を記述

する。 

 関連するオペレーションは、前掲の表「各ＳＳＦ－ＳＣＦオペレーションで利用可能なエラー」に記載さ

れている。 

 

13.1.9.2.1 起動エンティティでの手順（ＳＳＦ） 

A）オペレーションを送信する 
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前条件： 関連する「オペレーション手順－ＳＳＦ前条件」の節参照。 

後条件： 関連する「オペレーション手順－ＳＳＦ後条件」の節参照。 

 

B）エラー「期待されないコンポーネントシーケンス（UnexpectedComponentSequence）」を受信する 

前条件： 関連する「オペレーション手順－ＳＳＦ後条件」の節参照。 

後条件： ＳＳＦ ＦＳＭ状態「空き（Idle）」。 

 

13.1.9.2.2 応答エンティティでの手順（ＳＣＦ） 

A）オペレーションを受信する 

前条件： 関連する「オペレーション手順－ＳＣＦ前条件」の節参照。 

後条件： 関連する「オペレーション手順－ＳＣＦ後条件」の節参照。 

 

B）エラー「期待されないコンポーネントシーケンス（UnexpectedComponentSequence）」を送信する 

前条件： 関連する「オペレーション手順－ＳＣＦ後条件」の節参照。 

後条件： ＳＣＳＭ状態「空き（Idle）」。 

 

 既存の相互関係のコンテキストにおいて、起動側ＳＳＦによってオペレーションが送信された場合、ＳＣ

Ｆは本エラーパラメータを返送する。サービス論理と保守機能に通知がなされる。本エラー受信時に起動側

ＳＳＦは「空き（Idle）」状態に遷移する。 

 

13.1.10 期待されないデータ値（UnexpectedDataValue） 

 エラー「期待されないデータ値（UnexpectedDataValue）」は、ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｑ１２３８．１－ｂで定

義されている。 

 

13.1.10.1 ＳＣＦ→ＳＳＦ方向のオペレーション 

 本節では、ＳＣＦから起動されたオペレーションに対するエラーがＳＳＦ内で発生した場合の手順を記述

する。 

 関連するオペレーションは、前掲の表「各ＳＳＦ－ＳＣＦオペレーションで利用可能なエラー」に記載さ

れている。 

 適切なエラー手順に関しては「パラメータなし（MissingParameter）」エラーの節を参照。 

 

13.1.10.2 ＳＳＦ→ＳＣＦ方向のオペレーション 

 本節では、ＳＳＦから起動されたオペレーションに対するエラーがＳＣＦ内で発生した場合の手順を記述

する。 

 関連するオペレーションは、前掲の表「各ＳＳＦ－ＳＣＦオペレーションで利用可能なエラー」に記載さ

れている。 

 適切なエラー手順に関しては「パラメータなし（MissingParameter）」エラーの節を参照。 

 

13.1.11 期待されないパラメータ（UnexpectedParameter） 

 エラー「期待されないパラメータ（UnexpectedParameter）」は、ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｑ１２３８．１－ｂで

定義されている。 
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13.1.11.1 ＳＣＦ→ＳＳＦ方向のオペレーション 

 本節では、ＳＣＦから起動されたオペレーションに対するエラーがＳＳＦ内で発生した場合の手順を記述

する。 

 関連するオペレーションは、前掲の表「各ＳＳＦ－ＳＣＦオペレーションで利用可能なエラー」に記載さ

れている。 

 適切なエラー手順に関しては「パラメータなし（MissingParameter）」エラーの節を参照。 

 

13.1.11.2 ＳＳＦ→ＳＣＦ方向のオペレーション 

 本節では、ＳＳＦから起動されたオペレーションに対するエラーがＳＣＦ内で発生した場合の手順を記述

する。 

 関連するオペレーションは、前掲の表「各ＳＳＦ－ＳＣＦオペレーションで利用可能なエラー」に記載さ

れている。 

 適切なエラー手順に関しては「パラメータなし（MissingParameter）」エラーの節を参照。 

 

13.1.12 認識不可レグＩＤ（UnknownLegID） 

 エラー「認識不可レグＩＤ（UnknownLegID）」は、ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｑ１２３８．１－ｂで定義されて

いる。 

 

13.1.12.1 ＳＣＦ→ＳＳＦ方向のオペレーション 

 本節では、ＳＣＦから起動されたオペレーションに対するエラーがＳＳＦ内で発生した場合の手順を記述

する。 

 関連するオペレーションは、前掲の表「各ＳＳＦ－ＳＣＦオペレーションで利用可能なエラー」に記載さ

れている。 

 適切なエラー手順に関しては「パラメータなし（MissingParameter）」エラーの節を参照。 

 

13.1.12.2 ＳＳＦ→ＳＣＦ方向のオペレーション ＃ 

13.1.13 UnknownResource ＃ 

13.1.14 ＩＴＣ失敗（ITCFailed） ＊ 

 エラー「ＩＴＣ失敗（ITCFailed）」は、ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｑ１２３８．１－ｂで定義されている。 

 

13.1.14.1 ＳＣＦ→ＳＳＦ方向のオペレーション 

 本節では、ＳＣＦから起動されたオペレーションに対するエラーがＳＳＦ内で発生した場合の手順を記述

する。 

 関連するオペレーションは、前掲の表「各ＳＳＦ－ＳＣＦオペレーションで利用可能なエラー」に記載さ

れている。 

 

13.1.14.1.1 起動エンティティでの手順（ＳＣＦ） 

A）ＳＣＦがオペレーションをＳＳＦへ送信する 

前条件： 関連する「オペレーション手順－ＳＣＦ前条件」の節参照。 

後条件： 関連する「オペレーション手順－ＳＣＦ後条件」の節参照。 

 

B）ＩＴＣ失敗（ITCFailed）エラーを受信する 

前条件： 関連する「オペレーション手順－ＳＣＦ後条件」の節参照。 
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後条件： ＳＣＳＭ状態：オペレーション送信前状態。 

 

13.1.14.1.2 応答エンティティでの手順（ＳＳＦ） 

A）オペレーションを受信する 

前条件： 関連する「オペレーション手順－ＳＳＦ前条件」の節参照。 

後条件： 関連する「オペレーション手順－ＳＳＦ後条件」の節参照。 

 

 網Ｂ内のアシストＳＳＦ／ＳＲＦが接続確立を受け付けるまでの間（すなわち、呼経過表示（話者Ｂ呼出）

／呼経過要求表示（話者Ｂ呼出）（CallProgreess.Ind（bptyAlerted）／CallProgress.Req.Ind（bptyAlerted））プ

リミティブまたは、呼設定確認／呼設定応答確認（直接応答）（Setup.Conf／Setup.Resp.Conf（direct answer））

プリミティブの受信まで）、暫定接続起動（InitiateTemporaryConnections）に関して網から受信した失敗通知

は全て、暫定接続起動（InitiateTemporaryConnections）オペレーションのエラー「ＩＴＣ失敗（ITCFailed）」

としてＳＣＦに報告されなければならない（例えば、話中、輻輳の場合）。暫定接続起動

（InitiateTemporaryConnections）のオペレーションタイマは、接続を受け付ける信号手順の最大許容時間より

長く設定しなければならない。 

 

 １つの暫定接続起動（InitiateTemporaryConnections）オペレーションによって、複数の暫定接続が捕捉要求

された時、その中のある暫定接続の確立に失敗した場合には、当該オペレーション自体はエラーとして処理

され、同オペレーションによって捕捉要求された他の暫定接続が確立中あるいは既に確立されている場合に

は、当該暫定接続は全て解放されなければならない。 

 

B）ＩＴＣ失敗（ITCFailed）エラーを送信する 

前条件： 関連する「オペレーション手順－ＳＳＦ後条件」の節参照。 

後条件： ＳＳＦ ＦＳＭ状態：オペレーション受信前状態。 

 

13.2 エンティティ関連エラー手順 

 以下の節では、エンティティ関連エラーに関するエラー処理を定義する。エラー状況はオペレーション受

信によって起こるものではないため、起動エンティティはエラー状況が検出されたエンティティとしてここ

では示される。応答エンティティはエラー報告を受信したエンティティである。 

 エラーを通知するために使用されるＴＣサービスは、15 章に記述される。 

 

13.2.1 ＴＳＳＦ（タイマ）の満了 

13.2.1.1 一般記述 

13.2.1.1.1 エラー記述 

 ＳＣＦからの応答に関するタイムアウトがＳＳＦ内で発生する。 

 

13.2.1.2 ＳＳＦ→ＳＣＦ方向の手順 

13.2.1.2.1 起動エンティティでの手順（ＳＳＦ） 

 ＴＳＳＦのタイムアウトがＳＳＦで発生する 

前条件： 

 ＳＳＦ ＦＳＭ ＣＳＡ対応ＦＳＭ状態ｂ 「動作中（Active）」 

 （タイマ起動中の）ＣＳ対応ＦＳＭ状態ｃ 「指示待ち（Waiting for Instructions）」 

後条件： 
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 ＳＳＦ ＦＳＭ ＣＳＡ対応ＦＳＭ状態ａ 「空き（Idle）」（ＣＳが全て「空き（Idle）」となった

場合） 

 または、状態ｂ  「動作中（Active）」（上記以外） 

 （タイマ満了した）ＣＳ対応ＦＳＭ状態ａ 「空き（Idle）」 

 

 最終ＣＳがタイマ満了した場合、ＳＳＦはダイアログをアボートし、「空き（Idle）」状態へ遷移する。

ＣＣＦは必要なら呼をルーチングする（例えば、終了アナウンスへのデフォルトルーチング）。アボートは

保守機能に報告される。非最終ＣＳがタイマ満了した場合、ダイアログは継続し、ＳＣＦへエラーを報告す

るためにエンティティ解放完了（EntityReleased）オペレーションが送信される。 

 

13.2.1.2.2 応答エンティティでの手順（ＳＣＦ） 

 ＳＣＦがエンティティ解放完了（EntityReleased）オペレーションまたはダイアログアボートを受信する 

前条件： 

 任意の状態 

後条件： 

 (1) アボートを受信した場合 

    ＳＣＳＭ状態 「空き（Idle）」 

 (2) エンティティ解放完了（EntityReleased）オペレーションを受信した場合 

   （当該オペレーションを受信した）ＳＣＳＭのＣＳ対向ＦＳＭ状態Ｃ１「ＣＳ制御空き（CS Control Idle）」 

    その他のＳＣＳＭ状態 状態遷移なし 

 

 ダイアログがアボートされた場合、ＳＣＦは全ての割り当てられたリソースを解放し、アボートを保守機

能に報告する。 

 ＳＣＦがエンティティ解放完了（EntitiyReleased）を受信した場合、ダイアログはアボートされず、エラー

処理はサービス論理に依存することに注意。 

 

13.2.2 Ｔａｃｋ（タイマ）の満了 ＊ 

13.2.2.1 一般記述 

13.2.2.1.1 エラー記述  

 ＳＣＦからの応答に関するタイムアウトがＳＳＦ内で発生する。 

 

13.2.2.2 ＳＳＦ→ＳＣＦ方向の手順 

13.2.2.2.1 起動エンティティでの手順（ＳＳＦ） 

 ＴａｃｋのタイムアウトがＳＳＦで発生する 

前条件： 

 ＳＳＦ ＦＳＭのＣＳＡ対応ＦＳＭ状態ｃ 「受信完了通知待ち（Waiting for Acknowledgement）」 

後条件： 

 ＳＳＦ ＦＳＭのＣＳＡ対応ＦＳＭ状態ａ 「空き（Idle）」 

 またはＳＳＦ ＦＳＭのＣＳＡ対応ＦＳＭ状態ｃ 「受信完了通知待ち（Waiting for Acknowledgement）」 

 

 タイムアウトが発生した場合、ＳＳＦ ＦＳＭはＢＣＳＭイベント報告（EventReportBCSM）オペレーショ

ンをＳＣＦに再度送出し、「受信完了通知待ち（Waiting for Acknowledgement）」状態に留まる。 

 再度タイムアウトが発生した場合、ＳＳＦ ＦＳＭはダイアログをアボートし、「空き（Idle）」状態へ
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遷移する。 アボートは保守機能に通知される。 

 

13.2.2.2.2 応答エンティティでの手順（ＳＣＦ） 

 ＳＳＦで再度タイムアウトが発生した時、ＳＣＦはダイアログアボートを受信する。 

前条件： 

 任意の状態 

後条件： 

 ＳＣＳＭ状態 もしアボートがＳＳＦダイアログに関連しているならば「空き（Idle）」 

 

 もしアボートがＳＳＦダイアログ上で受信されたならば、ＳＣＦは全ての割り当てられたリソースを解放

し、保守機能にアボートを報告する。 
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１４．ＡＳＮ．１定義 

14.1 データ型 

-- 以下はＳＳＦ－ＳＣＦデータ型の定義である。 

 

-- 網運用者特有または網運用者オプションと記述された部分については、特に説明が無い場合、 ＊ 

-- 網Ａ、網Ｂそれぞれの網運用者が協議の上で使用方法を決定するものとする。 ＊ 

 

TTC-IN-CS3-SSF-SCF-datatypes {itu-t administration japan(440) isdn(102) inapl(3) jt-q1238-b(5) modules(1)  ＊ 

in-cs3-ssf-scf-datatypes(6) version1(0)} ＊ 

 

DEFINITIONS IMPLICIT TAGS ::= 

BEGIN 

IMPORTS 

 common-classes, 

 common-datatypes, 

 ssf-scf-classes 

FROM TTC-IN-CS3-object-identifiers {itu-t administration japan(440) isdn(102) inapl(3) jt-q1238-b(5) modules(1)  ＊ 

in-cs3-object-identifiers(0) version1(0)} ＊ 

 

 COMMON-BOUNDS 

FROM TTC-IN-CS3-common-classes common-classes ＊ 

 

 SCF-SSF-BOUNDS 

FROM TTC-IN-CS3-SSF-SCF-classes ssf-scf-classes ＊ 

 

 Extensions{}, 

 Integer4 

FROM TTC-IN-CS3-common-datatypes common-datatypes ＊ 

; 

 

-- 次の２つの定義はローカルな短縮表記を示す。 ＊ 

B1 ::= COMMON-BOUNDS -- ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｑ１２３８．１－ｂで定義される。 

B2 ::= SCF-SSF-BOUNDS -- 本標準（ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｑ１２３８．２－ｂ）で定義される。 

 

AdditionalCallingPartyNumber {B2 : b2} ::= Digits {b2} 

-- 付加発番号を示す。符号化についてはＴＴＣ標準ＪＴ－Ｑ７６３を参照。 

 

ApplicationTimer ::= INTEGER (0..2047) 

-- ＳＳＦ内のタイマを設定するため、ＳＣＦにより使用される。タイマは秒単位。 

 

AssistingSSPIPRoutingAddress {B2 : b2} ::= OCTET STRING ＊ 

 (SIZE(b2.&minTtcASSPIPRoutingAddressLength .. b2.&maxTtcASSPIPRoutingAddressLength)) ＊ 

-- アシスト手順のためのＳＲＦへのルーチングアドレスを示す。 



 － 227 － ＪＴ－Ｑ１２３８．２－ｂ 

-- 符号化についてはＴＴＣ標準ＪＴ－Ｑ７６３汎用番号を参照。汎用番号の中の「番号情報識別子」 ＊ 

-- サブフィールドの符号化はＩＮＡＰに関係無く、しかもＡＳＮ．１タグにて当該パラメータは識別 ＊ 

-- 可能である。ＩＳＵＰフォーマット上このサブフィールド必須であるため、その値は網運用者特有 ＊ 

-- である。 ＊ 

 

BCSMEvent {B2 : b2} ::= SEQUENCE { 

 eventTypeBCSM [0] EventTypeBCSM, 

 monitorMode [1] MonitorMode, 

 legID [2] LegID OPTIONAL, 

 dpSpecificCriteria [30] DpSpecificCriteria {b2} OPTIONAL 

 } 

-- 監視のためのＢＣＳＭイベント情報を示す。 

 

BearerCapability {B2 : b2} ::= CHOICE { 

 bearerCap [0] OCTET STRING (SIZE(2..b2.&maxBearerCapabilityLength)), 

 tmr [1] OCTET STRING (SIZE(1)) 

 } 

-- ユーザへのコネクションの伝達能力の種別を示す。狭帯域の伝達能力（bearerCapability）には、 

-- ＤＳＳ１（ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｑ９３１）またはＩＳＵＰのユーザサービス情報（ＴＴＣ標準 

-- ＪＴ－Ｑ７６３）の符号化のいずれかを使用できる。 

-- 通信路要求表示（tmr）の符号化についてはＴＴＣ標準ＪＴ－Ｑ７６３ 通信路要求表示パラメータ 

-- を参照。 

 

CalledPartyNumber {B2 : b2} ::= OCTET STRING (SIZE 

   (b2.&minCalledPartyNumberLength..b2.&maxCalledPartyNumberLength)) 

-- 着番号を示す。符号化についてはＴＴＣ標準ＪＴ－Ｑ７６３を参照。 

-- イニシャルＤＰ（InitialDP）中の dialedDigits として使用される場合、ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｑ７６３に ＊ 

-- 規定される着番号において留保されている以下のコードが、それぞれ付記される意味を示すために ＊ 

-- 使用され得る。 ＊ 

--  d) 番号計画表示 ＊ 

--     000 留保（不定） ＊ 

--     101 国内使用のため留保（私設番号計画） ＊ 

 

CallingPartyNumber {B2 : b2} ::= OCTET STRING (SIZE (b2.&minCallingPartyNumberLength.. 

     b2.&maxCallingPartyNumberLength)) 

-- 発番号を示す。符号化についてはＴＴＣ標準ＪＴ－Ｑ７６３を参照。 

 

CallingPartySubaddress {B2 : b2} ::= OCTET STRING (SIZE (b2.&minCallingPartySubaddressLength.. 

      b2.&maxCallingPartySubaddressLength)) 

-- 発サブアドレスを示す。符号化についてはＴＴＣ標準ＪＴ－Ｑ９３１を参照。 ＊ 

 

CallingPartysCategory ::= OCTET STRING (SIZE(1)) 

-- 発信者の種別（例えば オペレータ、公衆電話、普通の加入者）を示す。 



ＪＴ－Ｑ１２３８．２－ｂ － 228 － 

-- 符号化についてはＴＴＣ標準ＪＴ－Ｑ７６３を参照。 

 

CallSegmentID {B2 : b2} ::= INTEGER (1..b2.&numOfCSs) 

 

Cause {B2 : b2} ::= OCTET STRING (SIZE (minCauseLength..b2.&maxCauseLength)) 

-- インタフェース関連情報の理由表示を示す。符号化についてはＴＴＣ標準ＪＴ－Ｑ７６３理由表示パラ 

-- メータを参照。 

-- 理由表示と生成源の値の使用についてはＴＴＣ標準ＪＴ－Ｑ８５０を参照。 

 

ChargingEvent {B2 : b2} ::= SEQUENCE { 

 eventTypeCharging [0] EventTypeCharging {b2}, 

 monitorMode [1] MonitorMode, 

 legID [2] LegID OPTIONAL 

 } 

-- このパラメータは、課金イベント種別と、対応する監視モードとレグＩＤを示す。 

 

CorrelationID {B2 : b2} ::= Digits {b2} 

-- 以前のオペレーションと相関を持たせるために、ＳＣＦにより使用される。このパラメータに関連 

-- する手順の記述は 11 章を参照。 

 

DestinationRoutingAddress {B2 : b2} ::= SEQUENCE SIZE(1) OF CalledPartyNumber {b2} ＊ 

-- 着番号を示す。 

 

Digits {B2 : b2} ::= OCTET STRING (SIZE (b2.&minDigitsLength..b2.&maxDigitsLength)) 

-- アドレスシグナリングディジットを示す。符号化についてはＴＴＣ標準ＪＴ－Ｑ７６３ 汎用番号と 

-- 汎用ディジットパラメータを参照。汎用番号の中の「番号情報識別子」と汎用ディジットの中の 

-- 「ディジット種別」のサブフィールドの符号化はＩＮＡＰに無関係であり、ＡＳＮ．１タグはパラ 

-- メータを識別するためには十分である。 

-- ＩＳＵＰフォーマットはこれらのサブフィールドを取り除くことは許容しない。従って値は 

-- 網運用者特有である。 

-- 次のパラメータは汎用番号を使うべきである： 

-- 付加発番号（addtionalCallingPartyNumber）。 

-- 次のパラメータは汎用ディジットを使うべきである： 

-- 接続（Connect）オペレーション、暫定接続確立（EstablishTemporaryConnection）オペレーション ＊ 

-- および暫定接続起動（InitiateTemporaryConnections）オペレーションの相関 ID（correlationID）。 ＊ 

 

DpSpecificCriteria::= CHOICE { 

 applicationTimer [1] ApplicationTimer 

 } 

-- ＳＣＦは無応答イベントのためにＳＳＦ内にタイマを設定してもよい。もしユーザが割り当て時間内に 

-- 呼に応答しない場合、ＳＳＦはＳＣＦにイベントを通知する。 

 

EventSpecificInformationBCSM {B2 : b2} ::= CHOICE { 
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 oCalledPartyBusySpecificInfo [3] SEQUENCE { 

   busyCause [0] Cause {b2} OPTIONAL, 

   ... 

   }, 

 oNoAnswerSpecificInfo [4] SEQUENCE { 

   -- 特定の情報は定義されていない 

   ... 

   }, 

 oAnswerSpecificInfo [5] SEQUENCE { 

    -- 特定の情報は定義されていない ＊ 

   ... 

   }, 

 oDisconnectSpecificInfo [7] SEQUENCE { 

   releaseCause [0] Cause {b2} OPTIONAL, 

   connectTime [1] Integer4 OPTIONAL, 

    ... 

   }, 

 tBusySpecificInfo [8] SEQUENCE { 

   busyCause [0] Cause {b2} OPTIONAL, 

   ... 

   }, 

 tNoAnswerSpecificInfo [9] SEQUENCE { 

   -- 特定の情報は定義されていない 

   ... 

   }, 

 tAnswerSpecificInfo [10] SEQUENCE { 

   -- 特定の情報は定義されていない 

   ... 

   }, 

 tDisconnectSpecificInfo [12] SEQUENCE { 

   releaseCause [0] Cause {b2} OPTIONAL, 

   connectTime [1] Integer4 OPTIONAL, 

   ... 

   }, 

 facilitySelectedAndAvailable [19] SEQUENCE { 

   -- 特定の情報は定義されていない 

   ... 

   }, 

 oAbandon [21] SEQUENCE { 

   abandonCause [0] Cause {b2} OPTIONAL, 

   ... 

   }, 

 tAbandon [22] SEQUENCE { 
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   abandonCause [0] Cause {b2} OPTIONAL, 

   ... 

   } 

 } 

-- イベントに特有な呼関連情報を示す。 

-- 接続時間（connectTime）の単位は１００ミリ秒である。 

 

EventSpecificInformationCharging {B2 : b2} ::= OCTET STRING (SIZE  

    (b2.&minEventSpecificInformationChargingLength..b2.&maxEventSpecificInformationChargingLength)) 

-- このパラメータはイベント特有の課金関連情報を示す。 

-- その内容はＴＴＣ特有または網運用者特有である。本 OCTET STRING 型内部の値フィールド部分 ＊ 

-- の符号化は付属資料Ｄを参照。  ＊ 

 

EventTypeBCSM ::= ENUMERATED { 

  origAttemptAuthorized(1), 

  analysedInformation(3), 

  oCalledPartyBusy(5), 

  oNoAnswer(6), 

  oAnswer(7), 

  oDisconnect(9), 

  oAbandon(10) 

  termAttemptAuthorized(12), 

  tBusy(13), 

  tNoAnswer(14), 

  tAnswer(15), 

  tDisconnect(17), 

  tAbandon(18), 

  facilitySelectedAndAvailable(26) 

  } 

-- ＢＣＳＭ検出ポイントイベントの名称を示す。 

-- 発呼分析完了（origAttemptAuthorized）、情報分析完了（analysedInformation）、着呼分析完了 ＊ 

-- （termAttemptAuthorized）の値はＴＤＰに対してのみ使用可能である。 ＊ 

-- 値 100～127 はベアラ関連イベントのために留保されている。 

 

EventTypeCharging {B2 : b2} ::= OCTET STRING (SIZE(b2.&minEventTypeChargingLength.. 

    b2.&maxEventTypeChargingLength)) 

-- このパラメータは課金イベント種別を示す。 

-- その内容はＴＴＣ特有または網運用者特有である。本 OCTET STRING 型内部の値フィールド部分 ＊ 

-- の符号化は付属資料Ｄを参照。 ＊ 

 

ForwardCallIndicators ::= OCTET STRING (SIZE(2)) 

-- 順方向呼表示を示す。符号化についてはＴＴＣ標準ＪＴ－Ｑ７６３を参照。 
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GenericNumber {B2 : b2} ::= OCTET STRING (SIZE(b2.&minGenericNumberLength.. 

    b2.&maxGenericNumberLength)) 

-- 符号化についてはＴＴＣ標準ＪＴ－Ｑ７６３汎用番号を参照。 

 

GenericNumbers {B2 : b2} ::= SET SIZE(1..b2.&numOfGenericNumbers) OF GenericNumber {b2} 

 

initialCallSegment INTEGER ::= 1 

-- イニシャル呼セグメント（ＣＳ）は、ＣＳＡが生成された時に存在したＣＳ、即ち、トリガが検出され 

-- たＣＳを表わす。 

 

ISDNAccessRelatedInformation {B2 : b2} ::= OCTET STRING (SIZE(b2.&minISDNAccessRelatedInfoLength.. 

    b2.&maxISDNAccessRelatedInformationLength)) 

-- 着側ユーザ網インタフェースに関連する情報を示す。符号化はＴＴＣ標準ＪＴ－Ｑ７６３アクセス 

-- 転送パラメータを参照。 

 

LegID ::= CHOICE { 

  sendingSideID [0] LegType, 

  receivingSideID [1] LegType 

 } 

-- 呼内の特定の話者への参照を示す。 

-- レグＩＤ（LegID）が OPTIONAL の場合は、以下のいずれかを意味する。 

-- 呼内に一者のみが存在する場合には、このパラメータは不要である（曖昧でないため）。 

-- 呼内に二者以上存在する場合には、次のいずれか１つを適用する。 

--   １．レグＩＤ（LegID）を指定し、どの話者が関与するかを示す。 

--   ２．レグＩＤ（LegID）を指定せず、デフォルト値が想定される。 

-- 上記１、２の適用に関しては、本標準においてデフォルト値が明確に規定されない場合は上記１を適用 ＊ 

-- するべきである。 ＊ 

-- 送信側ＩＤ（sendingSideID）は、レグＩＤ（legID）がＳＣＦからＳＳＦへ送信される場合に使用される。 

-- 受信側ＩＤ（receivingSideID）は、ＳＣＦがＳＳＦからレグＩＤ（legID）を受信する場合に使用される。 

 

LegType ::= OCTET STRING (SIZE(1)) 

 

leg1 LegType ::= '01'H 

 

leg2 LegType ::= '02'H 

 

MiscCallInfo ::= SEQUENCE { 

  messageType [0] ENUMERATED { 

    request(0), 

    notification(1) 

    }, 

  dpAssignment [1] ENUMERATED { 

    individualBased(0), 
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    switchBased(2) 

    } OPTIONAL 

  } 

-- 検出ポイント関連情報を示す。 

 

MonitorMode ::= ENUMERATED { 

  interrupted(0), 

  notifyAndContinue(1), 

  transparent(2) 

  } 

-- イベントが、ＳＳＰによって中継そして／または処理されるかを示す。 

 

OriginalCalledPartyID {B2 : b2} ::= OCTET STRING (SIZE  (b2.&minOriginalCalledPartyIDLength.. 

    b2.&maxOriginalCalledPartyIDLength))  

-- 第一着番号を示す。符号化については、ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｑ７６３第一着番号パラメータを参照。 

 

Reason {B2 : b2} ::= OCTET STRING (SIZE (b2.&minReasonLength..b2.&maxReasonLength)) 

-- その内容はＴＴＣ特有または網運用者特有である。 ＊ 

 

RedirectingPartyID {B2 : b2} ::= OCTET STRING (SIZE (b2.&minRedirectingPartyIDLength.. 

    b2.&maxRedirectingPartyIDLength)) 

-- 転送元番号を示す。符号化については、ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｑ７６３転送元番号パラメータを参照。 

 

RedirectionInformation ::= OCTET STRING (SIZE(2)) 

-- 着信転送情報を示す。符号化については、ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｑ７６３着信転送情報パラメータを参照。 

 

RedirectReason ::= OCTET STRING (SIZE (1)) 

-- リダイレクト理由情報を示す。符号化については、ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｑ７６３リダイレクション ＊ 

-- 起動理由パラメータを参照。 ＊ 

 

ScfID {B2 : b2} ::= OCTET STRING (SIZE (b2.&minScfIDLength..b2.&maxScfIDLength)) 

-- 網Ｂの網運用者により定義される。 ＊ 

-- ＳＣＦ識別子を示す。 

-- 要求したＦＥと指定されたＳＣＦの間のコネクションを確立するためのＳＣＦのＩＮＡＰアドレス 

-- を導き出すために使用される。 

-- 符号化については、ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｑ７１３発信アドレスパラメータを参照。それはＳＣＣＰ 

-- アドレスを示す（例えば、ＳＣＦのグローバルタイトル）。 

-- 網運用者オプションとして、他の符号化方式もまた可能である。 

 

SCIBillingChargingCharacteristics {B2 : b2} ::= OCTET STRING (SIZE (b2.&minSCIBillingChargingLength.. 

    b2.&maxSCIBillingChargingLength)) 

-- このパラメータは料金関連と課金関連の両方またはいずれかの特有情報を示す。 

-- その内容はＴＴＣ特有または網運用者特有である。本 OCTET STRING 型内部の値フィールド部分 ＊ 
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-- の符号化は付属資料Ｄを参照。 ＊ 

 

ServiceInteractionIndicatorsTwo ::= SEQUENCE { 

  allowCdINNoPresentaionInd [7] BOOLEAN OPTIONAL, 

-- 接続（Connect）オペレーションに適用される。 

-- ＩＳＵＰの「着ＩＮ番号」パラメータの表示識別が、表示可に設定すべき（TRUE にて指定）か、表示 

-- 不可に設定すべき（FALSE にて指定）かを示す。ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｑ１６０１参照。 

  calledINNumberOverriding [11] BOOLEAN OPTIONAL, 

-- 接続（Connect）オペレーションに適用される。 

-- このパラメータは、ＩＳＵＰの「着ＩＮ番号」パラメータの生成あるいは書き換えが許可される 

-- （TRUE にて指定）か、許可されない（FALSE にて指定）かを示す。 

-- FALSE に設定された場合、ＩＳＵＰは「着ＩＮ番号」パラメータの生成、または既に存在している 

-- 「着ＩＮ番号」パラメータの書き換えを行ってはならない。 

-- このパラメータが設定されない場合は、生成あるいは書き換えが許可される（TRUE が指定された 

-- 場合と同じ動作になる)。 

  redirectServiceTreatmentInd [12] SEQUENCE { 

   redirectReason [0] RedirectReason   OPTIONAL, 

   ... 

   } OPTIONAL, 

-- 接続（Connect）オペレーションに適用される。 

-- このパラメータの存在は、接続（Connect）オペレーションの中で指定された新しいルーチングアドレス 

-- に対して、ピボットルーチングまたはリダイレクション付加サービスが許可されるよう要求することを 

-- 示す。 

-- もし存在しない場合は、ピボットルーチングサービスもリダイレクションサービスも許可されない。 

-- リダイレクト理由（redirectReason）パラメータは、ピボットルーチング／リダイレクションサービスを 

-- 起動する理由を示す。 

-- ピボットルーチング／リダイレクションサービスが実際に起動されるかどうかは、ＳＳＰ条件にのみ 

-- 依存する。 

-- 本能力セットでは、ＳＣＰはＳＳＰ条件を全て知っている訳ではない。 

-- ＳＳＰ条件を送ることは、本能力セットの範囲外である。 

-- もしピボットルーチング／リダイレクションサービスが許可され、起動された場合は、リダイレクト 

-- 理由（redirectReason）パラメータは、ＩＳＵＰ－ＦＡＣメッセージ（ピボットルーチングの場合） 

-- またはＩＳＵＰ－ＲＥＬメッセージ（リダイレクションの場合）で送られなければならない。 

  ... 

  } 

-- 第二サービス相互動作表示（ServiceInteractionIndicatorsTwo）は、ＩＮベースサービスと網ベース 

-- サービス間、異なるＩＮサービス間の相互動作を解決するためにＳＳＰとＳＣＰの間で交換される 

-- 情報を示す。 

 

ServiceKey ::= Integer4 

-- ＳＣＦが適切なサービス論理を選択できるようにするための情報である。 

 

TerminalType ::= ENUMERATED { 
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  unknown(0), 

  dialPulse(1), 

  dtmf(2), 

  isdn(3), 

  spare(16) 

  } 

-- ＳＣＦがＳＲＦに対して適切な能力種別（音声認識、ＤＴＭＦ、表示能力など）を指定できるよう 

-- にするための端末種別を示す。現在の信号方式は端末種別を運ばないため、このパラメータは発信側 

-- または着信側の加入者線交換機に対してのみ適用される。 

 

-- ＴＴＣ固有の共通データ型 ＊ 

 

ITCParameters {B1 : b1, B2 : b2} ::= SEQUENCE {  ＊ 

 newCallSegment [0] CallSegmentID {b2},  ＊ 

 assistingSSPIPRoutingAddress [1] AssistingSSPIPRoutingAddress {b2}, ＊ 

 correlationID [2] CorrelationID {b2} OPTIONAL, ＊ 

 scfID [3] ScfID {b2} OPTIONAL, ＊ 

 releaseCondition [4] ReleaseCondition {b2} DEFAULT ＊ 

                                        specifiedCallSegmentID : initialCallSegment, ＊ 

 extensions [5] Extensions {b1} OPTIONAL, ＊ 

 ttcCarrierInformation [6] TtcCarrierInformation {b2} OPTIONAL, ＊ 

 ...   ＊ 

}   ＊ 

-- 暫定接続起動パラメータを示す。  ＊ 

 

ReleaseCondition {B2 : b2} ::= CHOICE { ＊ 

 specifiedCallSegmentID [0] CallSegmentID {b2} ＊ 

 }  ＊ 

-- 解放条件を示す。  ＊ 

 

TtcAdditionalPartysCategory {B2 : b2} ::= OCTET STRING (SIZE  ＊ 

  (b2.&minTtcAdditionalPartysCategoryLength..b2.&maxTtcAdditionalPartysCategoryLength)) ＊ 

-- 付加ユーザ種別を示す。符号化についてはＴＴＣ標準ＪＴ－Ｑ７６３付加ユーザ種別パラメータ ＊ 

-- を参照。   ＊ 

 

TtcCalledINNumber {B2 : b2} ::= OCTET STRING (SIZE  ＊ 

  (b2.&minCalledPartyNumberLength..b2.&maxCalledPartyNumberLength)) ＊ 

-- 着ＩＮ番号を示す。符号化についてはＴＴＣ標準ＪＴ－Ｑ７６３着ＩＮ番号を参照。 ＊ 

 

TtcCarrierInformation {B2 : b2} ::= CHOICE {  ＊ 

 ttcCarrierInformationTransfer [0] TtcCarrierInformationTransfer {b2} ＊ 

}     ＊ 
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TtcCarrierInformationTransfer {B2 : b2} ::= OCTET STRING (SIZE  ＊ 

  (b2.&minTtcCarrierInformationTransferLength..b2.&maxTtcCarrierInformationTransferLength)) ＊ 

-- 事業者情報転送を示す。符号化についてはＴＴＣ標準ＪＴ－Ｑ７６３事業者情報転送パラメータ ＊ 

-- を参照。   ＊ 

 

TtcCauseOfNoID {B2 : b2} ::= OCTET STRING (SIZE (1..b2.&maxTtcCauseOfNoIDLength)) ＊ 

-- 発信者番号非通知理由を示す。 符号化についてはＴＴＣ標準ＪＴ－Ｑ７６３発信者番号非通知理由 ＊ 

-- パラメータを参照。 ＊ 

 

TtcChargeAreaInformation {B2 : b2} ::= OCTET STRING (SIZE  ＊ 

  (b2.&minTtcChargeAreaInformationLength..b2.&maxTtcChargeAreaInformationLength)) ＊ 

-- 料金区域情報を示す。符号化についてはＴＴＣ標準ＪＴ－Ｑ７６３料金区域情報パラメータを参照。 ＊ 

 

TtcContractorNumber {B2 : b2} ::= OCTET STRING (SIZE  ＊ 

  (b2.&minTtcContractorNumberLength..b2.&maxTtcContractorNumberLength)) ＊ 

-- 契約者番号を示す。符号化についてはＴＴＣ標準ＪＴ－Ｑ７６３契約者番号パラメータを参照。 ＊ 

 

-- 定数範囲の定義は以下の通りである。 

minCauseLength  INTEGER ::= 2 

 

END 
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14.2 クラス 

TTC-IN-CS3-SSF-SCF-classes {itu-t administration japan(440) isdn(102) inapl(3) jt-q1238-b(5) modules(1)  ＊ 

in-cs3-ssf-scf-classes(7) version1(0)} ＊ 

 

DEFINITIONS IMPLICIT TAGS ::= ＊ 

 

BEGIN 

 

IMPORTS  ＊ 

 

 common-classes,  ＊ 

 ssf-scf-datatypes  ＊ 

FROM TTC-IN-CS3-object-identifiers {itu-t administration japan(440) isdn(102) inapl(3) jt-q1238-b(5) modules(1)  ＊ 

in-cs3-object-identifiers(0) version1(0)} ＊ 

 

 Extension { }  ＊ 

FROM TTC-IN-CS3-common-classes common-classes ＊ 

 

 AdditionalCallingPartyNumber{}, ＊ 

 TtcAdditionalPartysCategory{}, ＊ 

 TtcCalledINNumber{},  ＊ 

 TtcCarrierInformation{}, ＊ 

 TtcCarrierInformationTransfer{}, ＊ 

 TtcCauseOfNoID{}  ＊ 

 TtcChargeAreaInformation{}, ＊ 

 TtcConstractorNumber{}, ＊ 

FROM TTC-IN-CS3-SSF-SCF-datatypes ssf-scf-datatypes ＊ 

; 

 

-- 次の定義はローカルな短縮表記を示す。 ＊ 

B2 ::= SCF-SSF-BOUNDS -- 本標準（ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｑ１２３８．２－ｂ）で定義される。 ＊ 

 

-- ＴＴＣ固有の拡張を示す  ＊ 

 

connectExtension {B2 : b2} EXTENSION ::=  ＊ 

 {   ＊ 

 EXTENSION-SYNTAX ConnectExtension {b2}  ＊ 

 CRITICALITY ignore  ＊ 

 IDENTIFIED BY local : -1  ＊ 

 }   ＊ 

 

ConnectExtension {B2 : b2} ::= SEQUENCE {  ＊ 

 additionalCallingPartyNumber [0] AdditionalCallingPartyNumber {b2} OPTIONAL, ＊ 
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 ttcCarrierInformation [1] TtcCarrierInformation {b2} OPTIONAL, ＊ 

 ttcCauseOfNoID  [2] TtcCauseOfNoID {b2} OPTIONAL, ＊ 

 ...   ＊ 

 }   ＊ 

 

establishTemporaryConnectionExtension {B2 :b2} EXTENSION ::= {  ＊ 

 EXTENSION-SYNTAX EstablishTemporaryConnectionExtension {b2} ＊ 

 CRITICALITY ignore  ＊ 

 IDENTIFIED BY local: -3  ＊ 

}    ＊ 

 

EstablishTemporaryConnectionExtension {B2 : b2} ::= SEQUENCE {  ＊ 

 ttcCarrierInformation [0] TtcCarrierInformation {b2} OPTIONAL, ＊ 

 ...   ＊ 

}    ＊ 

 

initialDPExtension {B2 : b2} EXTENSION ::= {  ＊ 

 EXTENSION-SYNTAX InitialDPExtension {b2}  ＊ 

 CRITICALITY ignore  ＊ 

 IDENTIFIED BY local : -2  ＊ 

 }   ＊ 

 

InitialDPExtension {B2 : b2} ::= SEQUENCE {  ＊ 

 ttcContractorNumber [0] TtcContractorNumber {b2} OPTIONAL, ＊ 

 ttcChargeAreaInformation [1] TtcChargeAreaInformation {b2} OPTIONAL, ＊ 

 ttcCalledINNumber [2] TtcCalledINNumber {b2} OPTIONAL, ＊ 

 ttcCarrierInformationTransfer [3] TtcCarrierInformationTransfer {b2} OPTIONAL, ＊ 

 ttcAdditionalPartysCategory [4] TtcAdditionalPartysCategory {b2} OPTIONAL, ＊ 

 ttcSSPChargeAreaInformation [5] TtcChargeAreaInformation {b2} OPTIONAL, ＊ 

 ttcCauseOfNoID  [6] TtcCauseOfNoID {b2} OPTIONAL, ＊ 

 ...   ＊ 

 }   ＊ 

 

TTCSupportedExtensions {B2 : b2} EXTENSION ::=  ＊ 

 {   ＊ 

 connectExtension {b2} |   ＊ 

 establishTemporaryConnectionExtension {b2} |  ＊ 

 initialDPExtension {b2}   ＊ 

 }   ＊ 

 

SCF-SSF-BOUNDS ::= CLASS 

{ 

 &maxBearerCapabilityLength INTEGER OPTIONAL, 
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 &minCalledPartyNumberLength INTEGER OPTIONAL, 

 &maxCalledPartyNumberLength INTEGER OPTIONAL, 

 &minCallingPartyNumberLength INTEGER OPTIONAL, 

 &maxCallingPartyNumberLength INTEGER OPTIONAL, 

 &minCallingPartySubaddressLength INTEGER OPTIONAL, 

 &maxCallingPartySubaddressLength INTEGER OPTIONAL, 

 &maxCauseLength INTEGER OPTIONAL, 

 &minDigitsLength INTEGER OPTIONAL, 

 &maxDigitsLength INTEGER OPTIONAL, 

 &minEventSpecificInformationChargingLength INTEGER OPTIONAL, 

 &maxEventSpecificInformationChargingLength INTEGER OPTIONAL, 

 &minEventTypeChargingLength INTEGER OPTIONAL, 

 &maxEventTypeChargingLength INTEGER OPTIONAL, 

 &minGenericNumberLength INTEGER OPTIONAL, 

 &maxGenericNumberLength INTEGER OPTIONAL, 

 &minISDNAccessRelatedInfoLength INTEGER OPTIONAL, 

 &maxISDNAccessRelatedInfoLength INTEGER OPTIONAL, 

 &minOriginalCalledPartyIDLength INTEGER OPTIONAL, 

 &maxOriginalCalledPartyIDLength INTEGER OPTIONAL, 

 &minReasonLength INTEGER OPTIONAL, 

 &maxReasonLength INTEGER OPTIONAL, 

 &minRedirectingPartyIDLength INTEGER OPTIONAL, 

 &maxRedirectingPartyIDLength INTEGER OPTIONAL, 

 &minScfIDLength INTEGER OPTIONAL, 

 &maxScfIDLength INTEGER OPTIONAL, 

 &minSCIBillingChargingLength INTEGER OPTIONAL, 

 &maxSCIBillingChargingLength INTEGER OPTIONAL, 

 &numOfBCSMEvents INTEGER OPTIONAL, 

 &numOfChargingEvents INTEGER OPTIONAL, 

 &numOfCSs INTEGER OPTIONAL, 

 &numOfGenericNumbers INTEGER OPTIONAL, 

-- ＴＴＣ固有  ＊ 

 &minTtcAdditionalPartysCategoryLength INTEGER OPTIONAL, ＊ 

 &maxTtcAdditionalPartysCategoryLength INTEGER OPTIONAL, ＊ 

 &minTtcASSPIPRoutingAddressLength INTEGER OPTIONAL, ＊ 

 &maxTtcASSPIPRoutingAddressLength INTEGER OPTIONAL, ＊ 

 &minTtcCarrierInformationTransferLength INTEGER OPTIONAL, ＊ 

 &maxTtcCarrierInformationTransferLength INTEGER OPTIONAL, ＊ 

 &maxTtcCauseOfNoIDLength INTEGER OPTIONAL, ＊ 

 &minTtcChargeAreaInformationLength INTEGER OPTIONAL, ＊ 

 &maxTtcChargeAreaInformationLength INTEGER OPTIONAL, ＊ 

 &minTtcContractorNumberLength INTEGER OPTIONAL, ＊ 

 &maxTtcContractorNumberLength INTEGER OPTIONAL, ＊ 
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 &numOfInitiateTemporaryConnections INTEGER OPTIONAL ＊ 

} 

WITH SYNTAX 

{ 

 [MAXIMUM-FOR-BEARER-CAPABILITY &maxBearerCapabilityLength] 

 [MINIMUM-FOR-CALLED-PARTY-NUMBER &minCalledPartyNumberLength] 

 [MAXIMUM-FOR-CALLED-PARTY-NUMBER &maxCalledPartyNumberLength] 

 [MINIMUM-FOR-CALLING-PARTY-NUMBER &minCallingPartyNumberLength] 

 [MAXIMUM-FOR-CALLING-PARTY-NUMBER &maxCallingPartyNumberLength] 

 [MINIMUM-FOR-CALLING-PARTY-SUBADDRESS &minCallingPartySubaddressLength] 

 [MAXIMUM-FOR-CALLING-PARTY-SUBADDRESS &maxCallingPartySubaddressLength] 

 [MAXIMUM-FOR-CAUSE &maxCauseLength] 

 [MINIMUM-FOR-DIGITS &minDigitsLength] 

 [MAXIMUM-FOR-DIGITS &maxDigitsLength] 

 [MINIMUM-FOR-EVENT-SPECIFIC-CHARGING          &minEventSpecificInformationChargingLength] 

 [MAXIMUM-FOR-EVENT-SPECIFIC-CHARGING         &maxEventSpecificInformationChargingLength] 

 [MINIMUM-FOR-EVENT-TYPE-CHARGING &minEventTypeChargingLength] 

 [MAXIMUM-FOR-EVENT-TYPE-CHARGING &maxEventTypeChargingLength] 

 [MINIMUM-FOR-GENERIC-NUMBER &minGenericNumberLength] 

 [MAXIMUM-FOR-GENERIC-NUMBER &maxGenericNumberLength] 

 [MINIMUM-FOR-ISDN-ACCESS-RELATED-INFO &minISDNAccessRelatedInfoLength] 

 [MAXIMUM-FOR-ISDN-ACCESS-RELATED-INFO &maxISDNAccessRelatedInfoLength] 

 [MINIMUM-FOR-ORIGINAL-CALLED-PARTY-ID &minOriginalCalledPartyIDLength] 

 [MAXIMUM-FOR-ORIGINAL-CALLED-PARTY-ID &maxOriginalCalledPartyIDLength] 

 [MINIMUM-FOR-REASON &minReasonLength] 

 [MAXIMUM-FOR-REASON &maxReasonLength] 

 [MINIMUM-FOR-REDIRECTING-ID &minRedirectingPartyIDLength] 

 [MAXIMUM-FOR-REDIRECTING-ID &maxRedirectingPartyIDLength] 

 [MINIMUM-FOR-SCF-ID &minScfIDLength] 

 [MAXIMUM-FOR-SCF-ID &maxScfIDLength] 

 [MINIMUM-FOR-SCI-BILLING-CHARGING &minSCIBillingChargingLength] 

 [MAXIMUM-FOR-SCI-BILLING-CHARGING &maxSCIBillingChargingLength] 

 [NUM-OF-BCSM-EVENT &numOfBCSMEvents] 

 [NUM-OF-CHARGING-EVENT &numOfChargingEvents] 

 [NUM-OF-CSS &numOfCSs] 

 [NUM-OF-GENERIC-NUMBERS &numOfGenericNumbers] 

-- ＴＴＣ固有  ＊ 

 [MINIMUM-FOR-TTC-ADDITIONAL-PARTYS-CATEGORY &minTtcAdditionalPartysCategoryLength] ＊ 

 [MAXIMUM-FOR-TTC-ADDITIONAL-PARTYS-CATEGORY &maxTtcAdditionalPartysCategoryLength] ＊ 

 [MINIMUM-FOR-TTC-A-SSP-IP-ROUTING-ADDRESS &minTtcASSPIPRoutingAddressLength] ＊ 

 [MAXIMUM-FOR-TTC-A-SSP-IP-ROUTING-ADDRESS &maxTtcASSPIPRoutingAddressLength] ＊ 

 [MINIMUM-FOR-TTC-CARRIER-INFORMATION-TRANSFER &minTtcCarrierInformationTransferLength] ＊ 

 [MAXIMUM-FOR-TTC-CARRIER-INFORMATION-TRANSFER &maxTtcCarrierInformationTransferLength] ＊ 
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 [MAXIMUM-FOR-TTC-CAUSE-OF-NO-ID &maxTtcCauseOfNoIDLength] ＊ 

 [MINIMUM-FOR-TTC-CHARGE-AREA-INFORMATION &minTtcChargeAreaInformationLength] ＊ 

 [MAXIMUM-FOR-TTC-CHARGE-AREA-INFORMATION &maxTtcChargeAreaInformationLength] ＊ 

 [MINIMUM-FOR-TTC-CONTRACTOR-NUMBER &minTtcContractorNumberLength] ＊ 

 [MAXIMUM-FOR-TTC-CONTRACTOR-NUMBER &maxTtcContractorNumberLength] ＊ 

 [NUM-OF-INITIATE-TEMPORARY-CONNECTIONS &numOfInitiateTemporaryConnections] ＊ 

} 

 
-- 次のパラメータ領域（bound）のインスタンスはＴＴＣ標準で使用する値である。 ＊ 

ttcSpecificB2  SCF-SSF-BOUNDS ::=  ＊ 

{   ＊ 

 MAXIMUM-FOR-BEARER-CAPABILITY 10 -- ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｑ９３１ ＊ 

 MINIMUM-FOR-CALLED-PARTY-NUMBER 3 -- ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｑ７６３ ＊ 

 MAXIMUM-FOR-CALLED-PARTY-NUMBER 15 -- ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｑ７６３ ＊ 

 MINIMUM-FOR-CALLING-PARTY-NUMBER 2 -- ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｑ７６３ ＊ 

 MAXIMUM-FOR-CALLING-PARTY-NUMBER 12 -- ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｑ７６３ ＊ 

 MINIMUM-FOR-CALLING-PARTY-SUBADDRESS 1 -- ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｑ７６３ ＊ 

 MAXIMUM-FOR-CALLING-PARTY-SUBADDRESS 21 -- ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｑ７６３ ＊ 

 MAXIMUM-FOR-CAUSE 30  ＊ 

 MINIMUM-FOR-DIGITS 2 -- ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｑ７６３ ＊ 

 MAXIMUM-FOR-DIGITS 13 -- ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｑ７６３ ＊ 

 MINIMUM-FOR-EVENT-SPECIFIC-CHARGING 2 -- ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｑ７６３ ＊ 

 MAXIMUM-FOR-EVENT-SPECIFIC-CHARGING 50 -- 値は参考値である  ＊ 

 MINIMUM-FOR-EVENT-TYPE-CHARGING 2 -- ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｑ７６３ ＊ 

 MAXIMUM-FOR-EVENT-TYPE-CHARGING 20 -- 値は参考値である ＊ 

 MINIMUM-FOR-GENERIC-NUMBER 3 -- ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｑ７６３ ＊ 

 MAXIMUM-FOR-GENERIC-NUMBER 13 -- ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｑ７６３ ＊ 

 MINIMUM-FOR-ISDN-ACCESS-RELATED-INFO 1 -- ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｑ７６３ ＊ 

 MAXIMUM-FOR-ISDN-ACCESS-RELATED-INFO 100 -- 値は参考値である ＊ 

 MINIMUM-FOR-ORIGINAL-CALLED-PARTY-ID 2 -- ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｑ７６３ ＊ 

 MAXIMUM-FOR-ORIGINAL-CALLED-PARTY-ID 10 -- ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｑ７６３ ＊ 

 MINIMUM-FOR-REASON 1  ＊ 

 MAXIMUM-FOR-REASON 1  ＊ 

 MINIMUM-FOR-REDIRECTING-ID 2 -- ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｑ７６３ ＊ 

 MAXIMUM-FOR-REDIRECTING-ID 10 -- ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｑ７６３ ＊ 

 MINIMUM-FOR-SCF-ID 1  ＊ 

 MAXIMUM-FOR-SCF-ID 20  ＊ 

 MINIMUM-FOR-SCI-BILLING-CHARGING 2 -- ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｑ７６３ ＊ 

 MAXIMUM-FOR-SCI-BILLING-CHARGING 100 -- 値は参考値である ＊ 

 NUM-OF-BCSM-EVENT 14  ＊ 

 NUM-OF-CHARGING-EVENT 2 -- 値は参考値である ＊ 

 NUM-OF-CSS  4  ＊ 

 NUM-OF-GENERIC-NUMBERS 3  ＊ 
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-- ＴＴＣ固有   ＊ 

 MINIMUM-FOR-TTC-ADDITIONAL-PARTYS-CATEGORY 2 -- ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｑ７６３ ＊ 

 MAXIMUM-FOR-TTC-ADDITIONAL-PARTYS-CATEGORY 16 -- 値は参考値である ＊ 

 MINIMUM-FOR-TTC-A-SSP-IP-ROUTING-ADDRESS 2  ＊ 

 MAXIMUM-FOR-TTC-A-SSP-IP-ROUTING-ADDRESS 16  ＊ 

 MINIMUM-FOR-TTC-CARRIER-INFORMATION-TRANSFER 1 -- ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｑ７６３ ＊ 

 MAXIMUM-FOR-TTC-CARRIER-INFORMATION-TRANSFER 97 -- 値は参考値である ＊ 

 MAXIMUM-FOR-TTC-CAUSE-OF-NO-ID 1 -- ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｑ７６３ ＊ 

 MINIMUM-FOR-TTC-CHARGE-AREA-INFORMATION 1 -- ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｑ７６３ ＊ 

 MAXIMUM-FOR-TTC-CHARGE-AREA-INFORMATION 4 -- ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｑ７６３ ＊ 

 MINIMUM-FOR-TTC-CONTRACTOR-NUMBER 2 -- ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｑ７６３ ＊ 

 MAXIMUM-FOR-TTC-CONTRACTOR-NUMBER 10  ＊ 

 NUM-OF-INITIATE-TEMPORARY-CONNECTIONS 2  ＊ 

}    ＊ 

 

END 
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14.3 オペレーションとアーギュメント 

 

TTC-IN-CS3-SSF-SCF-ops-args {itu-t administration japan(440) isdn(102) inapl(3) jt-q1238-b(5) modules(1)  ＊ 

in-cs3-ssf-scf-ops-args(8) version1(0)} ＊ 

 

DEFINITIONS IMPLICIT TAGS ::=  

 

BEGIN 

 

IMPORTS 

 common-classes, 

 common-datatypes, 

 errortypes, 

 ssf-scf-classes, 

 ssf-scf-datatypes, 

 operationcodes, 

 ros-InformationObjects 

FROM TTC-IN-CS3-object-identifiers {itu-t administration japan(440) isdn(102) inapl(3) jt-q1238-b(5) modules(1)  ＊ 

in-cs3-object-identifiers(0) version1(0)} ＊ 

 

 OPERATION 

FROM  Remote-Operations-Information-Objects  ros-InformationObjects 

 

 COMMON-BOUNDS 

FROM  TTC-IN-CS3-common-classes  common-classes ＊ 

 

 SCF-SSF-BOUNDS 

FROM  TTC-IN-CS3-SSF-SCF-classes  ssf-scf-classes ＊ 

 

 opcode-activityTest, 

 opcode-connect, 

 opcode-continue, 

 opcode-disconnectForwardConnection, 

 opcode-dFCWithArgument, 

 opcode-entityReleased, 

 opcode-establishTemporaryConnection, 

 opcode-eventNotificationCharging, 

 opcode-eventReportBCSM, 

 opcode-initialDP, 

 opcode-initiateTemporaryConnections, ＊ 

 opcode-mergeCallSegments, 

 opcode-moveLeg, 

 opcode-releaseCall, 
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 opcode-requestNotificationChargingEvent, 

 opcode-requestReportBCSMEvent, 

 opcode-sendChargingInformation 

FROM  TTC-IN-CS3-operationcodes  operationcodes ＊ 

 

 Extensions {} 

FROM  TTC-IN-CS3-common-datatypes  common-datatypes ＊ 

 

 AssistingSSPIPRoutingAddress {}, 

 BCSMEvent {}, 

 BearerCapability {}, 

 CalledPartyNumber {}, 

 CallingPartyNumber {}, 

 CallingPartysCategory, 

 CallingPartySubaddress {}, 

 CallSegmentID {}, 

 Cause {}, 

 ChargingEvent {}, 

 CorrelationID {}, 

 DestinationRoutingAddress {}, 

 EventSpecificInformationBCSM {}, 

 EventSpecificInformationCharging{}, 

 EventTypeBCSM, 

 EventTypeCharging {}, 

 ForwardCallIndicators, 

 GenericNumbers {}, 

 initialCallSegment, 

 ISDNAccessRelatedInformation {}, 

 ITCParameters {}, ＊ 

 LegID, 

 MiscCallInfo, 

 MonitorMode, 

 OriginalCalledPartyID {}, 

 Reason {}, 

 RedirectingPartyID {}, 

 RedirectionInformation, 

 ScfID {}, 

 SCIBillingChargingCharacteristics {}, 

 ServiceInteractionIndicatorsTwo, 

 ServiceKey, 

 TerminalType 

FROM  TTC-IN-CS3-SSF-SCF-datatypes  ssf-scf-datatypes ＊ 
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 eTCFailed, 

 iTCFailed, ＊ 

 missingCustomerRecord, 

 missingParameter, 

 parameterOutOfRange, 

 systemFailure, 

 taskRefused, 

 unexpectedComponentSequence, 

 unexpectedDataValue, 

 unexpectedParameter, 

 unknownLegID 

FROM  TTC-IN-CS3-errortypes  errortypes ＊ 

; 

 

-- 次の２つの定義はローカルな短縮表記を示す。 ＊ 

B1 ::= COMMON-BOUNDS -- ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｑ１２３８．１－ｂで定義される。 

B2 ::= SCF-SSF-BOUNDS -- 本標準（ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｑ１２３８．２－ｂ）で定義される。 

 

-- オペレーションとアーギュメント： 

 

activityTest OPERATION ::= { 

 RETURN RESULT  TRUE 

ALWAYS RESPONDS FALSE 

 CODE   opcode-activityTest 

 } 

-- 方向：ＳＣＦ－＞ＳＳＦ、タイマ：Tat 

-- このオペレーションは、ＳＣＦとＳＳＦ間の相互関係が継続的に存在しているかをチェックするために 

-- 使用される。相互関係がまだ存在している場合、ＳＳＦが応答することになる。応答が受信されない 

-- 場合、ＳＣＦはＳＳＦで何らかの障害が発生しているものと見做し、適切な処置を取ることになる。 

 

connect {B1 : b1, B2 : b2} OPERATION::= { 

 ARGUMENT  ConnectArg {b1, b2} 

 RETURN RESULT  FALSE 

 ERRORS    {missingParameter | 

    parameterOutOfRange |   

    systemFailure | 

    taskRefused | 

    unexpectedComponentSequence | 

    unexpectedDataValue | 

    unexpectedParameter} 

 ALWAYS RESPONDS FALSE 

 CODE   opcode-connect 

 } 
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-- 方向：ＳＣＦ－＞ＳＳＦ、タイマ：Tcon 

-- このオペレーションは、指定された対地に呼をルーチングあるいは転送する呼処理動作を行うように 

-- ＳＳＦに要求するために使用される。そのために、ＳＳＦは、ＳＣＦによって提供された情報に依存し 

-- て、発信者からの着信先情報（例えば、ダイヤル数字）と存在している呼設定情報を使用することも 

-- あるし，使用しない場合もある。 

 

ConnectArg {B1 : b1, B2 : b2} ::= SEQUENCE { 

 destinationRoutingAddress [0] DestinationRoutingAddress {b2}, 

 correlationID  [2] CorrelationID {b2}  OPTIONAL, 

 iSDNAccessRelatedInformation [5] ISDNAccessRelatedInformation {b2} OPTIONAL, 

 originalCalledPartyID  [6] OriginalCalledPartyID {b2}  OPTIONAL, 

 scfID   [8] ScfID {b2}   OPTIONAL, 

 extensions   [10] Extensions {b1}   OPTIONAL, 

 redirectingPartyID  [29] RedirectingPartyID {b2}  OPTIONAL, 

 redirectionInformation [30] RedirectionInformation   OPTIONAL, 

 genericNumbers  [14] GenericNumbers {b2}  OPTIONAL, 

 serviceInteractionIndicatorsTwo [15] ServiceInteractionIndicatorsTwo OPTIONAL, 

 legToBeCreated  [21] LegID    OPTIONAL, 

 ... 

 } 

-- 基本呼処理の値を変更する場合のみオプションパラメータは提供される。 

-- ＴＴＣ標準として拡張（extensions）パラメータの拡張フィールド（ExtentionField）に 14.2 節にて定義 ＊ 

-- される connectExtension を設定することが可能である。 ＊ 

 

continue OPERATION::= {  

 RETURN RESULT  FALSE 

 ALWAYS RESPONDS FALSE 

 CODE   opcode-continue 

 } 

-- 方向：ＳＣＦ－＞ＳＳＦ、タイマ：Tcue 

-- このオペレーションは、ＤＰにおいて呼処理を中断しＳＣＦからの指示（すなわち、ＢＣＳＭに 

-- おける次のＰＩＣに進める指示）を待っているＳＳＦに対して、当該ＤＰから呼処理を続ける 

-- ことを要求するためにＳＣＦによって使用される。ＳＳＦはＳＣＦからの新たな情報を使用する 

-- ことなく呼処理を継続する。 

-- このオペレーションは複数ＣＳのＣＳＡに対しては使用不可である。 ＊ 

 

disconnectForwardConnection OPERATION ::= { 

 RETURN RESULT  FALSE 

 ERRORS    {systemFailure | 

    taskRefused | 

    unexpectedComponentSequence} 

 ALWAYS RESPONDS FALSE 

 CODE   opcode-disconnectForwardConnection 
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 } 

-- 方向：ＳＣＦ－＞ＳＳＦ、タイマ：Tdfc 

-- このオペレーションは、暫定接続を切断するために使用される。 

 

disconnectForwardConnectionWithArgument {B1 : b1} OPERATION ::= { ＊ 

 ARGUMENT  DisconnectForwardConnectionWithArgumentArg {b1} ＊ 

 RETURN RESULT  FALSE 

 ERRORS    {missingParameter | 

    systemFailure | 

    taskRefused | 

    unexpectedComponentSequence | 

    unexpectedDataValue | 

    unexpectedParameter | 

    unknownLegID} 

 ALWAYS RESPONDS FALSE 

 CODE   opcode-dFCWithArgument 

 } 

-- 方向：ＳＣＦ－＞ＳＳＦ、タイマ：Tdfcwa 

-- このオペレーションは、暫定接続を切断するために使用される。 

 

DisconnectForwardConnectionWithArgumentArg {B1 : b1} ::= SEQUENCE { ＊ 

 partyToDisconnect  CHOICE { 

  legID  [0] LegID 

    }, 

 extensions   [2] Extensions {b1}  OPTIONAL, 

 ... 

 } 

 

entityReleased {B2 : b2}  OPERATION ::= { 

 ARGUMENT  EntityReleasedArg {b2} 

 RETURN RESULT  FALSE 

 ALWAYS RESPONDS  FALSE 

 CODE   opcode-entityReleased 

 } 

-- 方向：ＳＳＦ－＞ＳＣＦ、タイマ：Ter 

-- このオペレーションは、ＳＣＦにエラー／例外を通知するため、ＳＳＦにより使用される。 

 

EntityReleasedArg {B2 : b2}  ::= CHOICE { 

 cSFailure  [0] SEQUENCE{ 

   callSegmentID [0] CallSegmentID {b2}, 

   reason  [1] Reason {b2} OPTIONAL, 

   cause  [2] Cause {b2} OPTIONAL, 

   ... 
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   } 

 } 

-- 網特有理由（reason）パラメータ値は以下の領域に基づいて付与される。 ＊ 

--  ‘00000001’B～’01111111’B：ＴＴＣ固有領域 ＊ 

--  ‘10000000’B～’11111111’B：網特有領域 ＊ 

--  ‘00000000’B：未使用 ＊ 

-- ＴＴＣにて規定される理由（reason）パラメータへの設定値は以下の通りである。 ＊ 

--  ‘00000001’B：アプリケーションタイマ満了 ＊ 

--  ‘00000010’B：処理異常 ＊ 

--  ‘00000011’B：他関連リソース消滅（ＩＴＣオペレーションの解放条件（releaseConbdition） ＊ 

--               パラメータに従って、関連レグが消滅した際に該当コールセグメントを解放 ＊ 

--               する場合に使用） ＊ 

-- 理由表示（Cause）パラメータのＯＰＴＩＯＮＡＬは、エンティティ解放完了を通知するコールセグ ＊ 

-- メント内のレグまたは暫定接続にて外部からの信号により理由表示（Cause）パラメータを受信した ＊ 

-- 場合に設定されることを示す。 ＊ 

 

establishTemporaryConnection {B1: b1, B2 : b2} OPERATION ::= { 

 ARGUMENT  EstablishTemporaryConnectionArg {b1, b2} 

 RETURN RESULT  FALSE 

 ERRORS    {eTCFailed | 

    missingParameter | 

    systemFailure | 

    taskRefused | 

    unexpectedComponentSequence | 

    unexpectedDataValue | 

    unexpectedParameter| 

    unknownLegID} 

 ALWAYS RESPONDS  FALSE 

 CODE   opcode-establishTemporaryConnection 

 } 

-- 方向：ＳＣＦ－＞ＳＳＦ、タイマ：Tetc 

-- このオペレーションは、ある限られた時間の間、リソースへのコネクションを生成するために使用 

-- される（例えば、アナウンスを流すあるいは、ユーザ情報の収集のため）。これはアシスト手順 

-- を使用することを意味する。 

 

EstablishTemporaryConnectionArg {B1 : b1, B2 : b2} ::= SEQUENCE { 

 assistingSSPIPRoutingAddress [0] AssistingSSPIPRoutingAddress {b2}, 

 correlationID  [1] CorrelationID {b2}  OPTIONAL, 

 partyToConnect  CHOICE { 

    legID  [2] LegID 

    }    OPTIONAL, 

 scfID   [3] ScfID {b2}   OPTIONAL, 

 extensions   [4] Extensions {b1}   OPTIONAL, 
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 ... 

 } 

-- 基本呼処理の値を変更する場合のみオプションパラメータは提供される。 

-- ＴＴＣ標準として拡張（extensions）パラメータの拡張フィールド（ExtensionField）に、14.2 節にて定義 ＊ 

-- される establishTemporaryConnectionExtension を設定することが可能である。 ＊ 

 

eventNotificationCharging {B1 : b1, B2 : b2} OPERATION ::= { 

 ARGUMENT  EventNotificationChargingArg {b1, b2} 

 RETURN RESULT  FALSE 

 ALWAYS RESPONDS FALSE 

 CODE   opcode-eventNotificationCharging 

 } 

-- 方向：ＳＳＦ－＞ＳＣＦ、タイマ：Tenc 

-- このオペレーションは、ＳＣＦからの課金イベント通知要求（RequestNotificationChargingEvent） 

-- オペレーションによって以前に要求された特定の課金イベント種別の発生をＳＣＦに報告する 

-- ために、ＳＳＦにより使用される。  

 

EventNotificationChargingArg {B1 : b1, B2 : b2} ::= SEQUENCE { 

 eventTypeCharging  [0] EventTypeCharging {b2}, 

 eventSpecificInformationCharging [1] EventSpecificInformationCharging {b2} OPTIONAL, 

 legID   [2] LegID  OPTIONAL, 

 extensions   [3] Extensions {b1} OPTIONAL, 

 monitorMode  [30] MonitorMode  DEFAULT notifyAndContinue, 

 ... 

 } 

-- ＯＰＴＩＯＮＡＬは網運用者オプションであることを示す。 

 

eventReportBCSM {B1 : b1, B2 : b2} OPERATION ::= { 

 ARGUMENT  EventReportBCSMArg {b1, b2} 

 RETURN RESULT  FALSE 

 ALWAYS RESPONDS FALSE 

 CODE   opcode-eventReportBCSM 

 } 

-- 方向：ＳＳＦ－＞ＳＣＦ、タイマ：Terb  

-- このオペレーションは、ＳＣＦからのＢＣＳＭイベント報告要求（RequestReportBCSMEvent）オペ 

-- レーションによって以前に要求された呼関連イベント（例えば、話中や無応答のようなＢＣＳＭ 

-- イベント）をＳＣＦに通知するために使用される。 

 

EventReportBCSMArg {B1 : b1, B2 : b2} ::= SEQUENCE { 

 eventTypeBCSM  [0] EventTypeBCSM, 

 eventSpecificInformationBCSM [2] EventSpecificInformationBCSM {b2} OPTIONAL, 

 legID   [3] LegID    OPTIONAL, 

 miscCallInfo  [4] MiscCallInfo   DEFAULT 
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        {messageType request}, 

 extensions   [5] Extensions {b1}   OPTIONAL, 

 ... 

 } 

 

initialDP {B1 : b1, B2 : b2}  OPERATION ::= { 

 ARGUMENT  InitialDPArg {b1, b2} 

 RETURN RESULT  FALSE 

 ERRORS   {missingCustomerRecord | 

    missingParameter | 

    parameterOutOfRange | 

    systemFailure | 

    taskRefused | 

    unexpectedComponentSequence | 

    unexpectedDataValue | 

    unexpectedParameter 

    } 

 ALWAYS RESPONDS FALSE 

 CODE   opcode-initialDP 

 } 

-- 方向：ＳＳＦ－＞ＳＣＦ、タイマ：Tidp 

-- このオペレーションは、ＴＤＰを検出した後でサービス要求を通知するために使用される。 

 

InitialDPArg {B1 : b1, B2 : b2} ::= SEQUENCE { 

 serviceKey  [0] ServiceKey   OPTIONAL, 

 dialledDigits  [1] CalledPartyNumber {b2}  OPTIONAL, 

 calledPartyNumber  [2] CalledPartyNumber {b2}  OPTIONAL, 

 callingPartyNumber  [3] CallingPartyNumber {b2}  OPTIONAL, 

 callingPartysCategory  [5] CallingPartysCategory  OPTIONAL, 

 callingPartySubaddress [6] CallingPartySubaddress {b2}  OPTIONAL, 

 miscCallInfo  [11] MiscCallInfo   OPTIONAL, 

 originalCalledPartyID  [12] OriginalCalledPartyID {b2}  OPTIONAL, 

 terminalType  [14] TerminalType   OPTIONAL, 

 extensions   [15] Extensions {b1}   OPTIONAL, 

 forwardCallIndicators  [26] ForwardCallIndicators  OPTIONAL, 

 bearerCapability  [27] BearerCapability {b2}  OPTIONAL, 

 eventTypeBCSM  [28] EventTypeBCSM  OPTIONAL, 

 redirectingPartyID  [29] RedirectingPartyID {b2}  OPTIONAL, 

 redirectionInformation [30] RedirectionInformation  OPTIONAL, 

 genericNumbers  [31] GenericNumbers {b2}  OPTIONAL, 

 ... 

 } 

-- その他呼情報（miscCallInfo）のＯＰＴＩＯＮＡＬは、網運用者オプションであることを示す。 
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-- 端末種別（terminalType）のＯＰＴＩＯＮＡＬは、たとえＳＳＦがこの情報を持っていても発側または 

-- 着側ローカル交換局でのみ適用されることを示す。 

-- ＴＴＣ標準として拡張（extensions）パラメータの拡張フィールド（ExtentionField）に 14.2 節にて定義 ＊ 

-- される initialDPExtension を設定することが可能である。 ＊ 

 

initiateTemporaryConnections {B1 : b1, B2 : b2}  OPERATION ::= { ＊ 

 ARGUMENT  InitiateTemporaryConnectionsArg {b1, b2} ＊ 

 RETURN RESULT  FALSE   ＊ 

 ERRORS    {iTCFailed |  ＊ 

    missingParameter |  ＊ 

    parameterOutOfRange | ＊ 

    systemFailure |  ＊ 

    taskRefused |  ＊ 

    unexpectedComponentSequence | ＊ 

    unexpectedDataValue | ＊ 

    unexpectedParameter  ＊ 

    }   ＊ 

 ALWAYS RESPONDS FALSE   ＊ 

 CODE   opcode-initiateTemporaryConnections ＊ 

 }      ＊ 

-- 方向：ＳＣＦ－＞ＳＳＦ、タイマ：Titc   ＊ 

-- このオペレーションは、ＳＳＦに対して起動ＳＳＦと網Ｂ内のアシストＳＳＦ間、あるいは起動ＳＳＦ ＊ 

-- と網Ｂ内のＳＲＦ間に暫定接続を設定し、それらを確保することを要求する。このオペレーションは、 ＊ 

-- 新規の呼セグメント（ＣＳ）の生成、およびそのＣＳ内の暫定接続の設定を行う。 ＊ 

 

InitiateTemporaryConnectionsArg {B1 : b1, B2 : b2} ::= SET SIZE ＊ 

   (1..b2.&numOfInitiateTemporaryConnections)  OF  ITCParameters {b1, b2} ＊ 

-- 暫定接続起動（InitiateTemporaryConnections）オペレーションは、必要により、複数の暫定接続を ＊ 

-- 同時に設定し確保することが可能である。この場合、ＳＳＦはＩＴＣパラメータ数に従い複数の ＊ 

-- 暫定接続を設定するため、複数のＩＳＵＰ－ＩＡＭメッセージを送出する。もし、その内の１つの ＊ 

-- 暫定接続の設定が何らかの理由により不可であった場合には、リターンエラー（ITCFailed）が ＊ 

-- 送出され、他の要求された暫定接続は解放されなければならない。 ＊ 

 

mergeCallSegments {B1 : b1, B2 : b2} OPERATION ::= { 

 ARGUMENT  MergeCallSegmentsArg {b1, b2} 

 RETURN RESULT  TRUE 

 ERRORS   {missingParameter | 

    systemFailure | 

    taskRefused | 

    unexpectedComponentSequence | 

    unexpectedDataValue | 

    unexpectedParameter 

    } 
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 CODE   opcode-mergeCallSegments 

 } 

-- 方向：ＳＣＦ－＞ＳＳＦ、タイマ：T mc 

-- このオペレーションは、関連する２つの呼セグメント（ＣＳ）を１つのＣＳに併合するために、 

-- ＳＣＦより送出される。 

 

MergeCallSegmentsArg {B1 : b1, B2 : b2} ::= SEQUENCE { 

 sourceCallSegment  [0] CallSegmentID {b2}, 

 targetCallSegment  [1] CallSegmentID {b2} DEFAULT initialCallSegment, 

 extensions   [2] Extensions {b1}  OPTIONAL, 

 ... 

 } 

 

moveLeg {B1 : b1, B2 : b2} OPERATION ::= { 

 ARGUMENT  MoveLegArg {b1, b2} 

 RETURN RESULT  TRUE 

 ERRORS    {missingParameter | 

    systemFailure | 

    taskRefused | 

    unexpectedComponentSequence | 

    unexpectedDataValue | 

    unexpectedParameter | 

    unknownLegID 

    } 

 CODE   opcode-moveLeg 

 } 

-- 方向：ＳＣＦ－＞ＳＳＦ、タイマ：T ml 

-- このオペレーションは、呼セグメント（ＣＳ）内のあるレグを関連する他ＣＳに移動するために、 

-- ＳＣＦより送出される。 

 

MoveLegArg {B1 : b1, B2 : b2} ::= SEQUENCE { 

 legIDToMove  [0] LegID, 

 targetCallSegment  [1] CallSegmentID {b2} DEFAULT initialCallSegment, ＊ 

 extensions   [2] Extensions {b1}  OPTIONAL, 

 ... 

 } 

 

releaseCall {B2 : b2}  OPERATION ::= { 

 ARGUMENT  ReleaseCallArg {b2} 

 RETURN RESULT  FALSE 

 ALWAYS RESPONDS FALSE 

 CODE   opcode-releaseCall  

 } 
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-- 方向：ＳＣＦ－＞ＳＳＦ、タイマ：Trc 

-- このオペレーションは、呼セグメントの中に含まれる全ての話者に対して、呼の任意のフェーズで、 

-- 指定した呼セグメントを解放する、または、呼セグメントアソシエーション内の全ての呼セグメン 

-- トを解放するためにＳＣＦによって使用される。 

 

ReleaseCallArg {B2 : b2} ::= CHOICE { 

 initialCallSegment  Cause {b2}, 

 callSegmentToRelease [1] SEQUENCE { 

  callSegment  [0] INTEGER (2..b2.&numOfCSs), ＊ 

  releaseCause  [1] Cause {b2}   OPTIONAL, 

  ... 

  }, 

 allCallSegments  [2] SEQUENCE { 

  releaseCause  [0] Cause {b2}  OPTIONAL, 

  ... 

  }, 

  ... 

 } 

-- １０進数３１のデフォルトの理由表示（Cause）値（その他の正常クラス(normal unspecified)）は適切に 

-- 符号化されるべきである。 

 

requestNotificationChargingEvent {B2 : b2} OPERATION ::= { 

 ARGUMENT  RequestNotificationChargingEventArg {b2} 

 RETURN RESULT  FALSE 

 ERRORS   {missingParameter | 

    parameterOutOfRange | 

    systemFailure | 

    taskRefused | 

    unexpectedComponentSequence | 

    unexpectedDataValue | 

    unexpectedParameter | 

    unknownLegID 

    } 

 ALWAYS RESPONDS FALSE 

 CODE   opcode-requestNotificationChargingEvent  

 } 

-- 方向：ＳＣＦ－＞ＳＳＦ、タイマ：Trnc 

-- このオペレーションは、サービス論理インスタンスの制御下にはない他の機能エンティティから受信 

-- した課金イベントの取扱いをＳＳＦに指示するために、ＳＣＦにより使用される。 

 

RequestNotificationChargingEventArg {B2 : b2} ::= SEQUENCE SIZE (1..b2.&numOfChargingEvents) OF  

                                            ChargingEvent {b2} 
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requestReportBCSMEvent {B1 : b1, B2 : b2} OPERATION ::= { 

 ARGUMENT  RequestReportBCSMEventArg {b1, b2} 

 RETURN RESULT  FALSE 

 ERRORS    {missingParameter | 

    parameterOutOfRange | 

    systemFailure | 

    taskRefused | 

    unexpectedComponentSequence | 

    unexpectedDataValue | 

    unexpectedParameter | 

    unknownLegID 

    } 

 ALWAYS RESPONDS FALSE 

 CODE   opcode-requestReportBCSMEvent  

 } 

-- 方向：ＳＣＦ－＞ＳＳＦ、タイマ：Trrb 

-- このオペレーションは、呼に関連したイベント（例えば、話中や無応答のようなＢＣＳＭイベント） 

-- を監視し、イベントが検出された時にＳＣＦに通知を返送する事をＳＳＦに要求する為に使用される。 

-- イベント検出ポイント（ＥＤＰ）処理は、常にＢＣＳＭイベント報告要求（RequestReportBCSMEvent） 

-- によって起動され、ＥＤＰはＢＣＳＭイベント報告（EventReportBCSM）によって報告される。 

-- 注：全てのＥＤＰは、ＢＣＳＭイベント報告要求（RequestReportBCSMEvent）を用いてＳＣＦから 

--     明示的に設定されなければならない。ＳＳＦが他のオペレーション（ＢＣＳＭイベント報告要求 

--     （RequestReportBCSMEvent）以外を）受信後に、暗にＥＤＰが設定されることは許されない。 

 

RequestReportBCSMEventArg {B1 : b1, B2 : b2} ::= SEQUENCE { 

 bcsmEvents  [0] SEQUENCE SIZE(1..b2.&numOfBCSMEvents) OF 

     BCSMEvent {b2}, 

 extensions   [2] Extensions {b1}   OPTIONAL, 

 ... 

 } 

-- 通知のためのＢＣＳＭ関連イベントを示す。 

 

sendChargingInformation {B1 : b1, B2 : b2}  OPERATION ::= { 

 ARGUMENT  SendChargingInformationArg {b1, b2} 

 RETURN RESULT  FALSE 

 ERRORS    {missingParameter | 

    unexpectedComponentSequence | 

    unexpectedParameter | 

    parameterOutOfRange | 

    systemFailure | 

    taskRefused | 

    unexpectedDataValue | 

    unknownLegID 
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    } 

 ALWAYS RESPONDS FALSE 

 CODE   opcode-sendChargingInformation  

 } 

-- 方向：ＳＣＦ－＞ＳＳＦ、タイマ：Tsci 

-- このオペレーションは、ＳＳＦにて送信すべき課金情報をＳＳＦに指示するために使用される。 

-- 課金情報は、ＳＳＦが加入者線交換機の場合は内部で処理され、加入者線交換機でなければ適切な 

-- 信号方式を介して返送される。加入者線交換機では、この情報は課金メータの更新または標準的な 

-- 呼レコードの生成に使用されるかも知れない。 

 

SendChargingInformationArg {B1 : b1, B2 : b2} ::= SEQUENCE { 

 sCIBillingChargingCharacteristics [0] SCIBillingChargingCharacteristics {b2}, 

 partyToCharge   [1] LegID, 

 extensions    [2] Extensions {b1}  OPTIONAL 

 ... 

 } 

 

END 

 

14.3.1 オペレーションタイマ 

 以下はＩＮＡＰにおけるオペレーション特有タイマに適用する値である。 

 short：  1 - 10 秒 

 medium： 1 - 60 秒 

 long：  1 秒 - 30 分 

 

 以下の表は全オペレーションタイマと各タイマ値のリストである。各オペレーションタイマの最終的な値

は網特有であり、網運用者によって定義される必要がある。 
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表１４－１／ＪＴ－Ｑ１２３８．２－ｂ＊ 

（ＩＴＵ－Ｔ Ｑ．１２３８．２） 

オペレーションタイマとその値の範囲 

 

オペレーション名 タイマ 値の範囲 

活性化試験（ActivityTest） Tat short 

接続（Connect） Tcon short 

継続（Continue） Tcue short 

順方向接続切断（DisconnectForwardConnection） Tdfc short 

アーギュメント付き順方向接続切断 

（DisconnectForwardConnectionWithArgument） 

Tdfcwa short 

エンティティ解放（EntityReleased） Ter short 

暫定接続確立（EstablishTemporaryConnection） Tetc medium 

課金イベント通知（EventNortificationCharging） Tenc short 

ＢＣＳＭイベント報告（EventReportBCSM） Terb short 

イニシャルＤＰ（InitialDP） Tidp short 

呼セグメント併合（MergeCallSegments） Tmc short 

レグ移動（MoveLeg） Tml short 

呼解放（ReleaseCall） Trc short 

課金イベント通知要求（RequestNortificationChargingEvent） Trnc short 

ＢＣＳＭイベント報告要求（RequestReportBCSMEvent） Trrb short 

課金情報送出（SendChargingInformation） Tsci short 

暫定接続起動（InitiateTemporaryConnections） Titc medium 
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14.4 パッケージ、コントラクト、アプリケーションコンテキスト、アブストラクトシンタクス 

14.4.1 ＡＳＮ．１モジュール 

 

TTC-IN-CS3-SSF-SCF-pkgs-contracts-acs {itu-t administration japan(440) isdn(102) inapl(3) jt-q1238-b(5)  ＊ 

modules(1) in-cs3-ssf-scf-pkgs-contracts-acs(9) version1(0)} ＊ 

 

DEFINITIONS ::= 

 

BEGIN 

 

-- このモジュールは、ＳＳＦ－ＳＣＦインタフェースで用いられるオペレーションパッケージ、 

-- コントラクト、アプリケーションコンテキスト、アブストラクトシンタクスを記述する。 ＊ 

 

IMPORTS 

 

 id-ac-cs3-ssf-scfGenericAC, 

 id-ttcInCs3SsfToScfGeneric,   ＊ 

 id-as-ssf-scfGenericAS, 

 id-package-scfActivation, 

 id-package-assistConnectionEstablishment, 

 id-package-genericDisconnectResource, 

 id-package-connect, 

 id-package-ttcCallHandling1,   ＊ 

 id-package-bcsmEventHandling, 

 id-package-chargingEventHandling, 

 id-package-ttcSsfCallProcessing1,   ＊ 

 id-package-signallingControl, 

 id-package-activityTest, 

 id-package-ttcCphResponse1,   ＊ 

 id-package-entityReleased, 

 id-package-ttcTemporaryConnectionsInitiation ＊ 

 ros-InformationObjects, 

 common-classes, 

 ssf-scf-classes, 

 ssf-scf-Operations, 

 tc-Messages, 

 tc-NotationExtensions 

FROM TTC-IN-CS3-object-identifiers {itu-t administration japan(440) isdn(102) inapl(3) jt-q1238-b(5) ＊ 

modules(1) in-cs3-object-identifiers(0) version1(0)} ＊ 

 

 ttcSpecificB1, ＊ 

 COMMON-BOUNDS, 

 emptyConnectionPackage ＊ 
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FROM TTC-IN-CS3-common-classes common-classes ＊ 

 

 ttcSpecificB2, ＊ 

 SCF-SSF-BOUNDS 

FROM TTC-IN-CS3-SSF-SCF-classes ssf-scf-classes ＊ 

 

 CONTRACT,  

 OPERATION-PACKAGE,  

 OPERATION 

FROM Remote-Operations-Information-Objects ros-InformationObjects 

 

 TCMessage {}  

FROM TCAPMessages tc-Messages 

 

 APPLICATION-CONTEXT, dialogue-abstract-syntax 

FROM TC-Notation-Extensions tc-NotationExtensions 

 

 activityTest, 

 connect {}, 

 continue, 

 disconnectForwardConnection, 

 disconnectForwardConnectionWithArgument {},  

 entityReleased {}, 

 establishTemporaryConnection {}, 

 eventNotificationCharging {}, 

 eventReportBCSM {}, 

 initialDP {}, 

 initiateTemporaryConnections {} ＊ 

 mergeCallSegments {}, 

 moveLeg {}, 

 releaseCall {}, 

 requestNotificationChargingEvent {}, 

 requestReportBCSMEvent {}, 

 sendChargingInformation {} 

FROM  TTC-IN-CS3-SSF-SCF-ops-args ssf-scf-Operations ＊ 

; 

 

-- 次の２つの定義はローカルな短縮表記を示す。 ＊ 

B1 ::= COMMON-BOUNDS -- ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｑ１２３８．１－ｂで定義される。 

B2 ::= SCF-SSF-BOUNDS -- 本標準（ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｑ１２３８．２－ｂ）で定義される。 

 

--  アプリケーションコンテキスト 
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cs3ssf-scfGenericAC  APPLICATION-CONTEXT ::= { 

 CONTRACT  ttcInCs3SsfToScfGeneric ＊ 

 DIALOGUE MODE  structured 

 ABSTRACT SYNTAXES {dialogue-abstract-syntax | 

    ssf-scfGenericAbstractSyntax} 

 APPLICATION CONTEXT NAME id-ac-cs3-ssf-scfGenericAC} 

 

-- コントラクト 

 

ttcInCs3SsfToScfGeneric CONTRACT ::= { ＊ 

-- イニシャルＤＰ（InitialDP）オペレーションを用いてＳＳＦにより起動されるダイアログ 

-- ttcInCs3SsfToScfGeneric コントラクトは、ＳＳＦ（ＲＯＳオブジェクトクラスとして規定される ssf） ＊ 

-- がジェネリックトリガリングアプローチコントラクトを起動するサービスの型を表す。ＲＯＳオブ 

-- ジェクトクラスとして規定される scf は、このコントラクトに応答する。 

 CONNECTION  emptyConnectionPackage ＊ 

 INITIATOR CONSUMER OF {exceptionInformPackage {ttcSpecificB2} | ＊ 

    scfActivationPackage {ttcSpecificB1, ttcSpecificB2} } ＊ 

 RESPONDER CONSUMER OF {activityTestPackage | 

    assistConnectionEstablishmentPackage {ttcSpecificB1, ttcSpecificB2} | ＊ 

    bcsmEventHandlingPackage {ttcSpecificB1, ttcSpecificB2} | ＊ 

    ttcCallHandlingPackage1 {ttcSpecificB2} | ＊ 

    chargingEventHandlingPackage {ttcSpecificB1, ttcSpecificB2} | ＊ 

    connectPackage {ttcSpecificB1, ttcSpecificB2} | ＊ 

    ttcCphResponsePackage1 {ttcSpecificB1, ttcSpecificB2} | ＊ 

    genericDisconnectResourcePackage {ttcSpecificB1}| ＊ 

    signallingControlPackage {ttcSpecificB1, ttcSpecificB2} | ＊ 

    ttcSsfCallProcessingPackage1 | ＊ 

    ttcTemporaryConnectionsInitiationPackage {ttcSpecificB1, ttcSpecificB2} ＊ 

    } 

 ID  id-ttcInCs3SsfToScfGeneric ＊ 

 } 

 

-- オペレーションパッケージ 

 

scfActivationPackage  {B1 : b1, B2 : b2}  OPERATION-PACKAGE ::= { 

 CONSUMER INVOKES { 

    initialDP {b1, b2} 

    } 

 ID   id-package-scfActivation} 

 

assistConnectionEstablishmentPackage  {B1 : b1, B2 : b2}  OPERATION-PACKAGE ::= { 

 CONSUMER INVOKES { 

    establishTemporaryConnection {b1, b2} 
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    } 

 ID   id-package-assistConnectionEstablishment} 

 

genericDisconnectResourcePackage  {B1 : b1}  OPERATION-PACKAGE ::= { ＊ 

 CONSUMER INVOKES { 

    disconnectForwardConnection | 

    disconnectForwardConnectionWithArgument {b1} ＊ 

    } 

 ID   id-package-genericDisconnectResource} 

 

connectPackage  {B1 : b1, B2 : b2}  OPERATION-PACKAGE ::= { 

 CONSUMER INVOKES { 

    connect {b1, b2} 

    } 

 ID   id-package-connect} 

 

ttcCallHandlingPackage1  {B2 : b2}  OPERATION-PACKAGE ::= { ＊ 

 CONSUMER INVOKES {  ＊ 

    releaseCall {b2} ＊ 

    }  ＊ 

 ID   id-package-ttcCallHandling1} ＊ 

 

bcsmEventHandlingPackage  {B1 : b1, B2 : b2}  OPERATION-PACKAGE ::= { 

 CONSUMER INVOKES { 

    requestReportBCSMEvent {b1, b2} 

    } 

 SUPPLIER INVOKES { 

    eventReportBCSM {b1, b2} 

    } 

 ID   id-package-bcsmEventHandling} 

 

chargingEventHandlingPackage  {B1 : b1, B2 : b2}  OPERATION-PACKAGE ::= { 

 CONSUMER INVOKES { 

    requestNotificationChargingEvent {b2} 

    } 

 SUPPLIER INVOKES {eventNotificationCharging {b1, b2} 

    } 

 ID   id-package-chargingEventHandling} 

 

ttcSsfCallProcessingPackage1  OPERATION-PACKAGE ::= { ＊ 

 CONSUMER INVOKES {  ＊ 

    continue  ＊ 

    }  ＊ 
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 ID   id-package-ttcSsfCallProcessing1} ＊ 

 

signallingControlPackage  {B1 : b1, B2 : b2}  OPERATION-PACKAGE ::= { 

 CONSUMER INVOKES { 

    sendChargingInformation {b1, b2} 

    } 

 ID   id-package-signallingControl} 

 

activityTestPackage  OPERATION-PACKAGE ::= { 

 CONSUMER INVOKES { 

    activityTest 

    } 

 ID   id-package-activityTest} 

 

ttcCphResponsePackage1  {B1 : b1, B2 : b2}  OPERATION-PACKAGE ::= { ＊ 

 CONSUMER INVOKES {  ＊ 

    mergeCallSegments {b1, b2} | ＊ 

    moveLeg {b1, b2} ＊ 

    }  ＊ 

 ID   id-package-ttcCphResponse1} ＊ 

 

exceptionInformPackage  {B2 : b2}  OPERATION-PACKAGE ::= { 

 CONSUMER INVOKES { 

    entityReleased {b2} 

    } 

 ID   id-package-entityReleased} 

 

ttcTemporaryConnectionsInitiationPackage  {B1 : b1, B2 : b2}  OPERATION-PACKAGE ::= { ＊ 

 CONSUMER INVOKES {  ＊ 

    initiateTemporaryConnections {b1, b2} ＊ 

    }  ＊ 

 ID   id-package-ttcTemporaryConnectionsInitiation} ＊ 

 

--  抽象構文（abstract syntax） 

 

ssf-scfGenericAbstractSyntax  ABSTRACT-SYNTAX ::= { 

 GenericSSF-SCF-PDUs 

 IDENTIFIED BY  id-as-ssf-scfGenericAS} 

 

GenericSSF-SCF-PDUs ::= TCMessage {{SsfToScfGenericInvokable}, {SsfToScfGenericReturnable}} 

 

SsfToScfGenericInvokable  OPERATION ::= { 

   activityTest | 
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   connect {ttcSpecificB1, ttcSpecificB2} | ＊ 

   continue | 

   disconnectForwardConnection | 

   disconnectForwardConnectionWithArgument {ttcSpecificB1} | ＊ 

   entityReleased {ttcSpecificB2} | ＊ 

   establishTemporaryConnection {ttcSpecificB1, ttcSpecificB2} | ＊ 

   eventNotificationCharging {ttcSpecificB1, ttcSpecificB2} | ＊ 

   eventReportBCSM {ttcSpecificB1, ttcSpecificB2} | ＊ 

   initialDP {ttcSpecificB1, ttcSpecificB2} | ＊ 

   initiateTemporaryConnections { ttcSpecificB1, ttcSpecificB2} | ＊ 

   mergeCallSegments {ttcSpecificB1, ttcSpecificB2} | ＊ 

   moveLeg {ttcSpecificB1, ttcSpecificB2} | ＊ 

   releaseCall {ttcSpecificB2} | ＊ 

   requestNotificationChargingEvent {ttcSpecificB2} | ＊ 

   requestReportBCSMEvent {ttcSpecificB1, ttcSpecificB2} | ＊ 

   sendChargingInformation {ttcSpecificB1, ttcSpecificB2} ＊ 

   } 

 

SsfToScfGenericReturnable  OPERATION ::= { 

   activityTest |  

   connect {ttcSpecificB1, ttcSpecificB2} | ＊ 

   disconnectForwardConnection | 

   disconnectForwardConnectionWithArgument {ttcSpecificB1} | ＊ 

   establishTemporaryConnection {ttcSpecificB1, ttcSpecificB2} | ＊ 

   initialDP {ttcSpecificB1, ttcSpecificB2} | ＊ 

   initiateTemporaryConnections { ttcSpecificB1, ttcSpecificB2} | ＊ 

   mergeCallSegments {ttcSpecificB1, ttcSpecificB2} | ＊ 

   moveLeg {ttcSpecificB1, ttcSpecificB2} | ＊ 

   requestNotificationChargingEvent {ttcSpecificB2} | ＊ 

   requestReportBCSMEvent {ttcSpecificB1, ttcSpecificB2} | ＊ 

   sendChargingInformation {ttcSpecificB1, ttcSpecificB2} ＊ 

   } 

 

END 
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１５．ＴＣから想定されるサービス 

15.1 はじめに 

 ＩＮＡＰとＴＣ間で適用される共通手順およびマッピングは、ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｑ１２３８．１－ｂで定

義される。 

 本章は、以降の節で定義されるようなＩＮＡＰ ＳＳＦ－ＳＣＦインタフェースのための特有手順および

マッピング則を記述する。 

 

15.1.1 ＳＳＦ－ＳＣＦインタフェース 

15.1.1.1 正常手順 

15.1.1.1.1 ＳＳＦからＳＣＦへのメッセージ 

 本節は、ＳＳＦからＳＣＦへのＴＣメッセージに対する正常手順を定義する。 

 

15.1.1.1.1.1 ＳＳＦ ＦＳＭ関連メッセージ 

 ダイアログは、ＳＳＦ ＦＳＭが「空き（Idle）」状態から「指示待ち（Waiting for Instructions）」状態に

遷移する際に確立されなければならない。関連するＩＮＡＰオペレーション、すなわちＴＤＰ－Ｒのための

イニシャルＤＰ（InitialDP）オペレーションは同一メッセージ内で送信されなければならない。 

 以下のケースを除き、ＳＳＦ ＦＳＭから送信されるその他の全てのオペレーションによって、ダイアロ

グは継続されなければならない。 

 ＳＳＦ ＦＳＭがエラーを伴わずに「空き（Idle）」状態に遷移し、１つ以上の保留オペレーションが存

在し、かつＴＣダイアログが確立されている場合には、ＴＣダイアログは１つ以上のコンポーネントを伴う

ＴＣ－終了プリミティブによって終了され得る。ＳＳＦが最後のＢＣＳＭイベント報告（EventReportBCSM）

オペレーションを送信する場合には、ダイアログは基本終了を伴うＴＣ－終了要求プリミティブによってＳ

ＳＦから終了されるかもしれない。ＳＳＦが最終切断ＥＤＰ－Ｎ以外をＳＣＦに通知する場合に、この ＊ 

手順が利用される。 ＊ 

 保留オペレーションが存在せず、ＴＣダイアログが確立されている場合には、ＴＣダイアログはコンポー

ネントを伴わない、あるいは先行終了を伴うＴＣ－終了プリミティブによって正常に終了され得る。ＳＳＦ 

ＦＳＭがエラーを伴わずに「空き（Idle）」状態に遷移し、送信されるオペレーションが存在しない場合に

は、ダイアログはコンポーネントを伴わないＴＣ－終了要求プリミティブ（基本）によって終了されるか、

あるいは、ダイアログは先行終了を伴うＴＣ－終了要求プリミティブによってローカルに終了される。 

 呼解放が他のエンティティから起動され、呼解放をＳＣＦに通知するためのＥＤＰが設定されていない

（他の方法は 15.1.1.2 節「異常手順」参照）場合、ＳＳＦは、ＴＣダイアログが確立されている場合にはコ

ンポーネントを伴わないＴＣ－終了要求プリミティブ、ＴＣダイアログが確立されていない場合には先行終

了を伴うＴＣ－終了要求プリミティブによって、ダイアログを終了することができる。 

 ＳＳＦが最後のＢＣＳＭイベント報告（EventReportBCSM）オペレーションを送信した場合、ダイアログ

は、基本終了を伴うＴＣ－終了要求プリミティブによってＳＣＦから終了されるかもしれない。ＳＳＦ ＊ 

が最終切断ＥＤＰ－ＮをＳＣＦに通知する場合には、この手順によりダイアログが終了されなければな ＊ 

らない。 ＊ 

 

15.1.1.1.1.2 アシスト／ハンドオフＳＳＦ ＦＳＭ関連メッセージ                   ＃ 

15.1.1.1.1.3 ＳＳＭＥ－制御関連メッセージ                            ＊ 

 以下の手順が適用される。 ＊ 

－ 活性化試験（ActivityTest）オペレーションの結果応答が送信される時、ダイアログは継続され ＊ 

なければならない。 ＊ 
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15.1.1.1.2 ＳＣＦからＳＳＦへのメッセージ 

 本節はＳＣＦからＳＳＦへのＴＣメッセージに対する正常手順を定義する。 

 

15.1.1.1.2.1 ＳＣＳＭ ＦＳＭ関連メッセージ 

 ＴＤＰ－ＲのためのイニシャルＤＰ（InitialDP）オペレーションの受信に伴い、ＳＣＳＭのＳＳＦ／ ＊ 

ＳＲＦインタフェース対向ＦＳＭが「空き（Idle）」状態から「ＳＳＦ／ＳＲＦ指示準備中（Preparing ＊ 

SSF/SRF Instructions）」状態に遷移する際に、ダイアログが確立されなければならない。 ＊ 

 ＳＣＳＭ ＦＳＭからの後続するオペレーションによって、ダイアログは以下のケースを除き保持される。

すなわち、他の全てのオペレーションは、ダイアログがＳＳＦから確立された後で送信される。（ＳＣＦは、

イニシャルＤＰ（InitialDP）オペレーションとともに、ＴＣ－開始指示プリミティブを以前に受信している。） 

 ＳＣＦにおいて先行終了条件が満たされた時、ダイアログはもはや継続されてはならない。ＳＣＦが、送

信したオペレーションに対する起こり得る拒否またはエラーメッセージ以外のあらゆるメッセージが送信

されることを期待せず、かつ、最後の当該オペレーションタイマが満了する時、ダイアログは先行終了を伴

うＴＣ－終了要求プリミティブによってローカルに終了される。 

 別の手段として、ＴＣ－終了要求プリミティブ（基本終了）による、関係の終了を導くオペレーションの

送信が可能である。 

 ＳＣＦが関係の終了を導くオペレーションを送信する場合、ＴＣ－終了要求プリミティブ（基本終了） ＊ 

によって終了される。 ＊ 

 

15.1.1.1.2.2 ＳＣＭＥ ＦＳＭ関連メッセージ 

 以下の手順が適用される。 

－ 活性化試験（ActivityTest）オペレーションが送信される時、ダイアログは継続されなければならない。 

 

15.1.1.1.2.3 ＳＣＦ－ＳＳＦ－ダイアログ処理サービスの利用 

 ダイアログ処理サービスはＩＮＡＰパッケージに含まれるオペレーションに関連したＡＰＤＵを送信す

る契機として用いられる。 

 コンポーネントのグループ化はＴＣ－開始やＴＣ－継続サービスの適切な利用を通してアプリケーショ

ンプロセスの制御下で実施される。 

 ＴＣ－終了サービスは単にダイアログを終了する手順をサポートするために用いられる（それは決してコ

ンポーネントを送信する契機としては用いられない）。 

 空きのＴＣ－継続要求プリミティブの受信時、ＦＥはそのプリミティブを無視しなければならない。 

 ＩＮＡＰ要求を伴うＴＣ－終了要求の受信時、ＦＥは要求を実施せず、要求されたＴＣ－終了サービスを

ダイアログ終了手順としてみなさなければならない。ダイアログはこの時終了される。 

 もしこのＦＥがＳＳ７網を通してアドレッシングされるならば、メッセージを適切なＦＥにルーチングす

るために下位のＳＣＣＰによって使われ得る着アドレスをＴＣ－開始要求プリミティブ内に提供するのは、

応用プロセスの責任である。 

 先行終了が利用可能である。 

 

15.1.1.2 異常手順 

15.1.1.2.1 ＳＣＦからＳＳＦへのメッセージ 

 ＳＳＦが、ＳＣＦ－ＳＳＦ間インタフェース上で検出されるエラーケースからの回復のための論理を持た

ないことを考慮すると、以下の事項が適用されなければならない。 
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－ オペレーションエラーとＴＣコンポーネントの拒否は、基本終了のＴＣ－終了要求プリミティブに

よって、当該ＳＳＦにそれぞれ転送されなければならない。 

 上記手順に背いて、エラーまたは拒否コンポーネントがＴＣ－継続指示プリミティブとともに受信される

ならば、当該ＳＳＦはＴＣ－Ｕ－アボート要求プリミティブを使ってダイアログをアボートしなければなら

ない。 

 

15.1.1.2.2 ＳＳＦからＳＣＦへのメッセージ 

 オペレーションエラーとＴＣコンポーネントの拒否は、以下の規則に従ってＳＣＦに転送されなければな

らない。 

－ 誤ったコンポーネントを含む先行するメッセージが、ダイアログは継続されなければならないことを

指示している場合には、ダイアログは継続されなければならない。すなわち、誤ったコンポーネント

がＴＣ－継続指示プリミティブとともに受信された場合は、それに対するエラーまたは拒否はＴＣ－

継続要求プリミティブとともに転送されなければならない。 

ＳＣＦは、エラーまたは拒否コンポーネントの受信時に以降の処理を決定する。それは、ダイアログ

の継続、明白な終了あるいはアボートのいずれかであろう。 

－ その他の全ての状況において、ダイアログはもはや継続されてはならない。すなわち、誤ったコンポー

ネントがＴＣ－開始指示プリミティブとともに受信された時には、それに対するエラーまたは拒否は、

基本終了のＴＣ－終了要求プリミティブとともに転送されなければならない。 

－ アプリケーションタイマＴＳＳＦの満了時あるいはＴａｃｋの二回目の満了時においては、ＴＣダイア ＊ 

ログの確立の有無に関わらず、ダイアログはアボート理由を伴うＴＣ－Ｕ－アボートプリミティブに

よって終了されなければならない。 

 ダイアログが継続されている間、ＳＳＦでのエラー処理が、後続のＳＣＦオペレーションを処理できない

状態となった場合には、ＳＳＦは、保留中のエラーまたは拒否コンポーネントが送信されるべきであれば基

本終了のＴＣ－終了要求プリミティブ、送信されるべきでなければＴＣ－Ｕ－アボート要求プリミティブを

用いてダイアログを終了する。 

 ＳＳＦは、呼解放が他のエンティティによって起動され、呼解放をＳＣＦに通知するためのＥＤＰが設定

されていない場合には、ＴＣ－Ｕ－アボート要求プリミティブを用いてダイアログを終了することができる。

（他の方法については、15.1.1.1 節の「正常手順」を参照のこと） 

 

15.1.1.2.3 ＳＣＦ－ＳＳＦ － ダイアログ処理サービスの利用 

 ＦＥ内でＴＣ－Ｕ－拒否指示を受信した時、このプリミティブは無視されるべきである。15.1.1.2 節に示

される規則に従って送信側の応用プロセスにより既に終了されていない限り、ダイアログをアボートするか、

継続するか、終了するかは応用プロセスに委ねられる。これは、クラス４の関連オペレーションに関する起

動問題に対しても適用される。 

 ＴＣ－Ｕ－拒否要求は、ＴＣ－継続要求にて送信されなければならない。 

 ＦＥ内でＴＣ－Ｒ－拒否指示を受信した時、このプリミティブは無視されるべきである。15.1.1.2 節に示

される規則に従って送信側の応用プロセスにより既に終了されていない限り、ダイアログをアボートするか、

継続するか、終了するかは応用プロセスに委ねられる。これは、クラス４の関連オペレーションに関する起

動問題に対しても適用される。ダイアログはＴＣ－Ｕ－アボート要求により解放されるべきである。 

 アクティブなオペレーションに関連づけられないＴＣ－Ｌ－拒否指示プリミティブの受信時（すなわち

ローカルＴＣエンティティによりプロトコルエラーが検出された時）、ダイアログを継続するか、終了して

暗黙のうちに拒否コンポーネントの送信の契機とするか、アボートするかの選択は応用プロセスに委ねられ

る。 
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 ＴＣ－通知指示の受信時、ＳＡＣＦはネットワークレイヤによりメッセージが配送できなかったことを知

らされる。これは、返送オプションが設定されている時に発生する。ダイアログを終了するか、リトライす

るかの決定は応用プロセスに委ねられる。 

 ＴＣ－Ｐ－アボートサービスとＴＣ－通知サービスの唯一のユーザは応用プロセスである。 

 ダイアログ上でのＴＣ－Ｕ－アボート指示もしくはＴＣ－Ｐ－アボート指示の受信は、すべての要求処理

を終了させる。 

 

15.1.1.3 ダイアログ処理 

 ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｑ１２３８．１－ｂで定義されている共通手順に従う。 

 

15.1.1.3.1 ダイアログ確立 

 ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｑ１２３８．１－ｂで定義されている共通手順に従う。 

 

15.1.1.3.2 ダイアログ継続 

 ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｑ１２３８．１－ｂで定義されている共通手順に従う。 

 

15.1.1.3.3 ダイアログ終了 

 ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｑ１２３８．１－ｂで定義されている共通手順に従う。 

 

15.1.1.3.4 ユーザアボート 

 ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｑ１２３８．１－ｂで定義されている共通手順に従う。 

 

15.1.1.3.5 プロバイダアボート 

 ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｑ１２３８．１－ｂで定義されている共通手順に従う。 

 

15.1.1.3.6 ＴＣダイアログプリミティブへのマッピング 

 ＳＳＦ－ＳＣＦ ＩＮサービスはＴＣサービスにマッピングされる。本節はＳＳＦ－ＳＣＦ ＩＮサービ

スのＴＴＣ標準ＪＴ－Ｑ７７１で定義されるＴＣダイアログ処理サービスへのマッピングについて定義す

る。 

ａ）ＴＣ－開始サービスは scfActivationPackage のオペレーションを起動するために用いられる。 ＊ 

ｂ）ＴＣ－継続サービスは、ＴＣ－開始サービス内で起動されたオペレーションの成功を報告するため、

および他のオペレーションを起動または応答するために用いられる。 

ｃ）ＴＣ－Ｕ－アボートサービスは、14 章にて規定されるオペレーションパッケージのオペレー ＊ 

ションの失敗等を報告するために用いられる。 

 ＴＣ－開始プリミティブへのパラメータマッピングは、以下の制限つきでＴＴＣ標準ＪＴ－Ｑ１２３８．

１－ｂ「ＴＣダイアログプリミティブへのマッピング」に定義されている。 

－ ＡＣ名パラメータは、もし起動側ＡＥがＳＳＦであれば、cs3ssf-scfGenericAC のオブジェクトにより、

ＡＣ名フィールドの値がとられなければならない。 

 ＴＣ－継続プリミティブへのパラメータマッピングは、ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｑ１２３８．１－ｂ「ＴＣダイ

アログプリミティブへのマッピング」に定義されている。 

 ＴＣ－Ｕ－アボートプリミティブへのパラメータマッピングは、以下の制限つきでＴＴＣ標準ＪＴ－Ｑ１

２３８．１－ｂ「ＴＣダイアログプリミティブへのマッピング」に定義されている。 

－ ＡＣ名パラメータは、ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｑ７７１に規定されるよう使われなければならない。応答側
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ＡＥが受信したＡＣをサポートしていないことによりダイアログを拒否する場合、このパラメータは、

応答側ＡＥがＳＣＦであれば、cs3ssf-scfGenericAC オブジェクトにより、ＡＣ名フィールドの値がと

られなければならない。 

 ＴＣ－終了サービスのパラメータの利用は、ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｑ１２３８．１－ｂ「ＴＣダイアログプリ

ミティブへのマッピング」に定義されている。 

 

15.1.1.4 コンポーネント処理 

15.1.1.4.1 ＩＮＡＰオペレーション手順 

 ＩＮＡＰ ＡＳＥは、応用プロセスにより使われるＴＣ－Ｌ－拒否およびＴＣ－Ｌ－取消サービスを除き、

ＴＣコンポーネント処理サービスのユーザである。ＴＣ－Ｌ－拒否指示の受信は、応用プロセスにダイアロ

グを放棄させる（すなわち、ＴＣ－Ｕ－アボート要求プリミティブを発行する）。 

 ＴＣ－Ｕ－取消サービスは決して使われることはない。 

 

15.1.1.4.2 ＴＣコンポーネントプリミティブへのマッピング 

 ＳＳＦ－ＳＣＦ ＩＮ ＡＳＥサービスはＴＣコンポーネント処理サービスにマッピングされる。オペ

レーションとエラーのＴＣサービスへのマッピングはＴＴＣ標準ＪＴ－Ｑ１２３８．１－ｂ「ＴＣコンポー

ネントプリミティブへのマッピング」に以下の条件つきで定義されている。 

 ＴＣ－起動要求プリミティブの「タイムアウト」パラメータは本標準 14 章に示される条件にしたがって

設定される。 
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付属資料Ａ ＩＮ能力セット３のコールパーティハンドリングのための SDL 図 ＃ 

付属資料Ｂ コールセグメント識別子（CSid）の付与規則 ＊ 

（本付属資料は本標準に不可欠な部分である） 

 

 ＩＮＡＰにおけるＣＳｉｄの付与規則を以下に記述する。 

 

 ＣＳｉｄ＝１は、ＴＤＰ－Ｒ検出時にＳＳＦ側にて付与され、ＳＣＦはＴＤＰ－Ｒ通知のためのイニシャ

ルＤＰ（InitialDP）オペレーション受信時に認識されなければならない。 

 ＣＳｉｄ＝２～ｎ（ｎは 14 章を参照）は、ＳＳＦからの初期信号送信後のＳＣＦからの指示によるコー

ルセグメント（CS）生成の際にＳＣＦにて付与され、ＳＣＦからの送信オペレーションにて陽にＳＳＦに通

知されなければならない。 

 ＳＣＦからの指示によりＣＳを生成する場合、必ず未使用中の値が付与されなければならない。ＳＳＦに

て既存のＣＳｉｄと同一の値が通知された場合には、適切なエラーが返送されなければならない。 
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付属資料Ｃ ＳＲＦ関連コネクションビューモデル ＊ 

（この付属資料は標準の不可欠な一部である） 

 

1 概要 

 コールパーティハンドリングのためのコネクションビュー状態アプローチの適用範囲は、基本的なイベン

ト処理に、ＳＲＦへの複数同時接続能力を加えたものである。本付属資料では、発着同時ユーザ相互動作の

ために必要なＳＲＦ関連コネクションビューモデルを説明する。 

 

2 ＳＲＦコネクションのためのコネクションビューモデル 

 ＩＮ呼／サービス処理の実行のために必要な遠隔の特殊リソースは、ＣＣＦ／ＳＳＦへアクセス可能であ

る。呼セグメントアソシエーションに関する特殊リソースの取り扱いを記述する。明示的に示される特殊リ

ソースのオブジェクトは、以下の様にモデル化される。 

 

2.1 コネクションビューオブジェクト 

 ＳＲＦコネクションビューのため、6.5.2.1 節に示されるＣＶオブジェクトに、以下のオブジェクトを追加

する。 

  ・ＳＲＦコネクション 

 

2.1.1 ＳＲＦコネクションオブジェクト 

 ＳＲＦコネクションは、特殊リソースへの通信パスを表現する。 

a. ＣＳＣＶ図解の部分的な取り決めとして、コネクションポイントの下側への接続線は、常に「ＳＲ

Ｆコネクション」と呼ばれ、「Ｒ１」又は「Ｒ２」のＳＲＦコネクションＩＤにより識別される。 

b. ＳＲＦコネクションの表記は、ＣＳＡ内でユニークであり、「Ｒ１」、「Ｒ２」、「Ｒ３」等のＳ

ＲＦコネクションＩＤにより識別される。 

「Ｒ１」、「Ｒ２」等のＳＲＦコネクション表記は、「Ｒ１」、「Ｒ２」、「Ｒ３」の様に増加順

に連続的な値で表現され、ＣＳＡ内のＣＳ＃１のＳＲＦコネクションから始まり、それらの最大Ｃ

Ｓ＃ｎまでである。 

従い、ＳＲＦコネクションの数は、ＳＲＦコネクション表記の番号の最大値より示される。 

c. ＳＲＦコネクションの「待ち（Pending）」あるいは「結合（Joined）」状態が「Ｒ１」、「Ｒ２」

等に割り当てられる。 

d. ＣＳＡのＳＲＦコネクション状態がＣＳＣＶ遷移の後「空き（Null）」に戻るとき、ＣＳＡ内の残

りのＳＲＦコネクションまで、ＣＳＡ内のＣＳ＃１内のＳＲＦコネクションからＣＳ＃ｎ内のＳＲ

Ｆコネクションは、「Ｒ１」、「Ｒ２」等の様に増加順かつ連続的に再割り当てされる。従い、Ｓ

ＲＦコネクションの数は、ＳＲＦコネクション表記の番号の最大値により示される。 

 呼セグメントの中のＳＲＦコネクションは、実線あるいは破線で表される。ＳＲＦコネクション状態はＣ

ＳＣＶの中のＳＲＦコネクションの状態を表し、ＳＲＦコネクションの終端を示す。 

a. ＳＲＦコネクションが実線である時は、ＳＲＦコネクションが「結合（Joined）」状態であること

を示す。 

ＣＳＣＶ内で「結合（Joined）」状態のＳＲＦは、コネクションポイントへ結合されているパスを

示し、ＳＲＦコネクションを介してＣＳ内のユーザとの相互動作できる。 

b. 破線は、ＳＲＦコネクション状態が「待ち（Pending）」であることを示す。 

ＣＳ内の「待ち（Pending）」のＳＲＦコネクション状態とは、パスが設定される処理中であること

を示す。 
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 コネクションビューモデルの中の、（アシストによる）アナウンス及び数字収集のＳＲＦコネクションは、

常にコネクションポイントから確立される。 

 ＳＲＦコネクションにおいて、ＣＰに結合されるレグは１つであり、情報は、ＳＲＦコネクションとレグ

間にベアラコネクションを持つ場合に、送出／受信することができる。ＣＳＣＶ内では、ベアラコネクショ

ンは対応するＢＣＳＭが発側－応答（O_Answer）ＤＰにあるレグに存在する。 

 ＳＲＦコネクションは呼処理が中断している間にのみ生成される。これは、ＴＤＰ－Ｒ及びＥＤＰ－Ｒで

許容されている。 

 

2.2 コネクションビュー遷移 

2.2.1 呼セグメントコネクションビュー（ＣＳＣＶ）遷移 

2.2.1.1 はじめに 

 本節では、プロトコルの観点から各状態での呼セグメントコネクションビュー（ＣＳＣＶ）処理を説明し、

新しいＣＳＣＶ状態の生成、ＣＳＣＶ状態の破棄、そしてある１つのＣＳＣＶ状態から他のＣＳＣＶ状態へ

の遷移を起こすイベントあるいはＳＣＦオペレーションの例について述べる。ＣＳＣＶ状態間の遷移は、エ

ンドユーザ動作（例えば切断）、交換処理によって、あるいはＳＣＦオペレーションの処理結果として起こ

る。本節の終わりの付図 C-2/JT-Q1238.2-b にこれら遷移イベントの簡潔なまとめと概要を示す。 

 この遷移図はすべての可能な遷移を網羅するのではなく単に概要を示すことを意図したものである。 

 ＩＮ起動による遷移はＣＳＣＶ状態への影響の仕方によって以下のように分類されるであろう。 

1. ＢＣＳＭのみ遷移：ＣＳＣＶ状態の明確な変化を伴わないでＢＣＳＭが状態変化する（あるいは通

常の処理を継続する）ときに生じる。ＢＣＳＭ要求の処理中には、非ＩＮ処理を通してＣＳＣＶ状

態に暗黙の変化が存在するかもしれないことに注意すること。 

2. ＳＣＦ要求接続関連変化：ＳＣＦが明確に接続性の変化を要求するときに生じる。本要求は、ＣＳ

ＣＶ状態遷移をもたらす場合もあるし、もたらさない場合もある。 

3. ＳＣＦ要求によるＳＲＦコネクション変化：ＳＣＦの要求により明確にＳＲＦコネクションの変化

を要求する場合に生じる。 

 上記の２、３のみを本節で説明する。 

 本節では、各々のＣＳＣＶ状態は以下に示す点から記述される。 

a. ＢＣＳＭとの相互関係：このＣＳＣＶ状態と関連する呼のポイント（ＰＩＣ）とＤＰのリストであ

る。ＰＩＣは、制御レグ（すなわち「レグ」ｃ）のみが存在する場合を除いては受動レグ（すなわ

ち「レグ」ｐ１）にのみ関連づけられることに注意すること。 

b. 入イベント：このＣＳＣＶ状態に関連する呼処理やＣＶ処理が起動される原因となるイベント。 

c. 出イベント：このＣＳＣＶ状態に関連する呼処理やＣＶ処理の正常終了に至るイベント。この項目

は、コールパーティハンドリングへのＣＳＣＶ状態アプローチに関連したＳＳＦイベント（すなわ

ち、ＴＤＰ、ＥＤＰ及びＢＣＳＭイベント）の要約で始まる。ＣＳＣＶ状態遷移をもたらすＳＣＦ

応答のリストがこれに次いで示される。 
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 付図 C-1/JT-Q1238.2-b はＣＶ処理によりサポートされるＳＲＦコネクション関連ＣＳＣＶ状態を示してい

る。以下に、ＢＣＳＭとのＣＳＣＶ状態相互関係およびＣＳＣＶ状態間の遷移イベントを含め、これらコネ

クションビュー状態（ＣＳＣＶ状態）の詳細を記述する。 

 

ＣＳＣＶ状態の定義： 

ＳＲＦコネクション設定： 

 暫定接続が設定段階にある呼を示し、この呼セグメントインスタンスには、「共有（Shared）」状態

の制御レグと、「待ち（Pending）」状態のＳＲＦコネクションが存在する。 

ＳＲＦコネクション留保： 

 暫定接続が留保されている状態を示し、この呼セグメントインスタンスには、「共有（Shared）」状

態の制御レグと、「結合（Joined）」状態のＳＲＦコネクションが存在する。 

制御レグ側ＳＲＦコネクション： 

 発信者と暫定接続が接続されている状態を示し、この呼セグメントインスタンスには「結合（Joined）」

状態の制御レグと、「結合（Joined）」状態のＳＲＦコネクションが存在する。 

受動レグ側ＳＲＦコネクション： 

 着信者と暫定接続が接続されている状態を示し、この呼セグメントインスタンスには「共有（Shared）」

状態の制御レグ、「結合（Joined）」状態の受動レグ及び「結合（Joined）」状態のＳＲＦコネクション

が存在する。 

 

2.2.1.2 発着同時ユーザ相互動作の手順 

 応答時に、二話者それぞれにユーザ相互動作をさせようとする場合で、特殊リソースが遠隔に存在するた

め、ＳＲＦコネクションの留保が必要な時、ＳＣＦは暫定接続起動（InitiateTemporaryConnections）オペレー

ションにより２つのＳＲＦコネクションを生成し、留保するよう指示し、接続（Connect）オペレーションに

より呼をルーチングする。着信者が応答すると、ＳＣＦはレグ移動（MoveLeg）オペレーションあるいは呼

セグメント併合（MergeCallSegments）オペレーションにより暫定接続を留保していた別々の呼セグメントへ

レグを移動するよう指示する。ユーザ相互動作が完了した後、そのリソースは解放され、レグ間の音声コネ

クションが呼セグメント併合（MergeCallSegments）オペレーションにより確立されうる。これは、他のレグ

待ち 
（Pending） 

ＳＲＦコネクション設定 

共有 
（Shared） 

結合 
（Joined） 

ＳＲＦコネクション留保 

共有 
（Shared） 

結合 
（Joined） 

受動レグ側ＳＲＦコネクション

共有 
（Shared） 

結合 
（Joined） 

結合 
（Joined） 

制御レグ側ＳＲＦコネクション

結合 
（Joined） 

付図Ｃ－１／ＪＴ－Ｑ１２３８．２－ｂ 

ＳＲＦコネクション関連呼セグメントコネクションビュー（ＣＳＣＶ）状態 
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が存在する同じＣＰへ分割レグを接続する。 

 

2.2.1.3 呼セグメントコネクションビュー（ＣＳＣＶ）状態の記述 

 以下の各ＣＳＣＶ状態遷移の記述と 11 章のオペレーション手順の記述との間に相違があった場合は、

オペレーション手順の記述が優先されなければならない。 

 

2.2.1.3.1 「ＳＲＦコネクション設定」呼セグメントコネクションビュー状態 

 「ＳＲＦコネクション設定」ＣＳＣＶは、暫定接続が設定段階にある呼を示す。 

 この呼セグメントインスタンスには、「共有（Shared）」状態の制御レグと、「待ち（Pending）」状態の

ＳＲＦコネクションが存在する。 

 「ＳＲＦコネクション設定」ＣＳＣＶ状態の特性を以下に示す。 

 

a. ＢＣＳＭとの関係： 

制御レグ = ｃ： 

レグ状態 = 共有（Shared） 

ＳＲＦコネクション = Ｒｎ： 

レグ状態 = 待ち（Pending） 

ＣＳＣＶ状態「ＳＲＦコネクション設定」には、次のＰＩＣとＤＰが含まれる。 

発側ＢＣＳＭ： 

ＰＩＣ：なし 

ＤＰ ：なし 

 

b. 入りイベント： 

「空き（Null）」ＣＳＣＶ状態の出イベント参照のこと。 

 

c. 出イベント： 

ＣＳＣＶ状態に関連するＳＳＦイベントの要約： 

－ 暫定接続を設定するためのＩＳＵＰ ＩＡＭ信号の応答としてのＡＣＭ信号、ＲＥＬ信

号の処理 

－ 同一ＣＳＡ内の関連するＣＳにおけるレグｃに対する発側－途中放棄（O_Abandon）の

検出 

「ＳＲＦコネクション設定」ＣＳＣＶ状態からの直接の遷移： 

i) 「ＳＲＦコネクション留保」ＣＳＣＶ状態への遷移 

－ ＳＲＦコネクションに対応する暫定接続を設定するためのＩＳＵＰ ＩＡＭ信号の応答と

してのＡＣＭ信号の処理 

ⅱ)「ＳＲＦコネクション設定」ＣＳＣＶ状態の削除（ＣＳインスタンスの削除） 

－ ＳＲＦコネクションに対応する暫定接続を設定するためのＩＳＵＰ ＩＡＭ信号に対する

ＲＥＬ受信 

－ 同一ＣＳＡ内の関連するＣＳが受信した、発側ＢＣＳＭから送出されたレグｃに対する発側

－途中放棄（O_Abandon）ＤＰの検出 

 

2.2.1.3.2 「ＳＲＦコネクション留保」呼セグメントコネクションビュー状態 

 「ＳＲＦコネクション留保」ＣＳＣＶは、暫定接続が留保されている状態を示し、この呼セグメントイン
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スタンスには、「共有（Shared）」状態の制御レグと、「結合（Joined）」状態のＳＲＦコネクションが存

在する。 

 「ＳＲＦコネクション留保」ＣＳＣＶ状態の特性を以下に示す。 

 

a. ＢＣＳＭとの関係： 

制御レグ = ｃ： 

レグ状態 = 共有（Shared） 

ＳＲＦコネクション = Ｒｎ： 

レグ状態 = 結合（Joined） 

ＣＳＣＶ状態「ＳＲＦコネクション留保」には、次のＰＩＣとＤＰが含まれる。 

発側ＢＣＳＭ： 

ＰＩＣ：なし 

ＤＰ ：なし 

 

b. 入りイベント： 

「ＳＲＦコネクション設定」ＣＳＣＶ状態の出イベント参照のこと。 

 

c. 出イベント： 

ＣＳＣＶ状態に関連するＳＳＦイベントの要約： 

－ ターゲットＣＳとしてのインポートレグ（ImportLeg）の処理 

－ 暫定接続に対するＲＥＬ信号の処理 

－ 同一ＣＳＡ内の関連するＣＳにおけるレグｃに対する発側－途中放棄（O_Abandon）、

レグｃ及びｐに対する発側－切断（O_Disconnect）の検出 

「ＳＲＦコネクション留保」ＣＳＣＶ状態からの直接の遷移： 

i) 「制御レグ側ＳＲＦコネクション」ＣＳＣＶ状態への遷移 

－ 同一ＣＳＡのＣＳから受信した発側－応答（O_Answer）ＤＰの応答として、ＳＣＦが起動し

た有効な（ターゲットＣＳとしての）呼セグメント併合（MergeCallSegments）又はレグ移動

（MoveLeg）オペレーションによる、レグｃに対するインポートレグ（ImportLeg）の処理 

ii)「受動レグ側ＳＲＦコネクション」ＣＳＣＶ状態への遷移 

－ 同一ＣＳＡのＣＳから受信した発側－応答（O_Answer）ＤＰの応答として、ＳＣＦが起動し

た有効な（ターゲットＣＳとしての）呼セグメント併合（MergeCallSegments）又はレグ移動

（MoveLeg）オペレーションによる、レグｐに対するインポートレグ（ImportLeg）の処理 

iii)「ＳＲＦコネクション留保」ＣＳＣＶ状態の削除（ＣＳインスタンスの削除） 

－ ＳＲＦコネクションに対応する暫定接続へのＲＥＬ受信 

－ 同じＣＳＡ内の関連するＣＳにおける、ＳＲＦコネクションに対応する暫定接続へのＲＥＬ

受信 

－ （同じＣＳＡ内の関連するＣＳが受信したＤＰに起因する）ＳＣＦから受信した呼解放

（ReleaseCall）の処理 

－ 同じＣＳＡ内の関連するＣＳが受信した、発側ＢＣＳＭから送出されたレグｃに対する発側

－途中放棄（O_Abandon）ＤＰの検出 

－ 同じＣＳＡ内の関連するＣＳが受信した、発側ＢＣＳＭから送出されたレグｃまたはレグｐ

に対する発側－切断（O_Disconnect）ＤＰの検出 
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2.2.1.3.3 「制御レグ側ＳＲＦコネクション」呼セグメントコネクションビュー状態 

 「制御レグ側ＳＲＦコネクション」ＣＳＣＶは、発信者と暫定接続が接続されている状態を示し、この呼

セグメントインスタンスには「結合（Joined）」状態の制御レグと、「結合（Joined）」状態のＳＲＦコネク

ションが存在する。 

 「制御レグ側ＳＲＦコネクション」ＣＳＣＶ状態の特性を以下に示す。 

 

a. ＢＣＳＭとの関係： 

制御レグ = ｃ： 

レグ状態 = 結合（Joined） 

ＳＲＦコネクション = Ｒｎ： 

レグ状態 = 結合（Joined） 

ＣＳＣＶ状態「制御レグ側ＳＲＦコネクション」には、次のＰＩＣとＤＰが含まれる。 

発側ＢＣＳＭ： 

ＰＩＣ：なし 

ＤＰ ：発側－応答（O_Answer） 

 

b. 入りイベント： 

「ＳＲＦコネクション留保」ＣＳＣＶ状態の出イベント参照のこと。 

 

c. 出イベント： 

ＣＳＣＶ状態に関連するＳＳＦイベントの要約： 

－ アーギュメント付き順方向接続切断（DisconnectForwardConnectionWithArgument）オペ

レーションの処理 

－ 暫定接続に対するＲＥＬ信号の処理 

－ レグｃに対する発側－切断（O_Disconnect）の検出 

「制御レグ側ＳＲＦコネクション」ＣＳＣＶ状態からの直接の遷移： 

i) 「一者（1_Party）」ＣＳＣＶ状態への遷移 

－ ＳＣＦから受信した有効なアーギュメント付き順方向接続切断（DisconnectForward- 

ConnectionWithArgument）オペレーションの処理 

－ ＳＲＦコネクションに対応する暫定接続へのＲＥＬ受信 

ⅱ)「制御レグ側ＳＲＦコネクション」ＣＳＣＶ状態の削除（ＣＳインスタンスの削除） 

－ 発側ＢＣＳＭから送出されたレグｃに対する発側－切断（O_Disconnect）ＤＰの検出 

 

2.2.1.3.4 「受動レグ側ＳＲＦコネクション」呼セグメントコネクションビュー状態 

 「受動レグ側ＳＲＦコネクション」ＣＳＣＶは、着信者と暫定接続が接続されている状態を示し、この呼

セグメントインスタンスには「共有（Shared）」状態の制御レグ、「結合（Joined）」状態の受動レグ及び

「結合（Joined）」状態のＳＲＦコネクションが存在する。 

 「受動レグ側ＳＲＦコネクション」ＣＳＣＶ状態の特性を以下に示す。 

 

a. ＢＣＳＭとの関係： 

制御レグ = ｃ： 

レグ状態 = 共有（Shared） 

受動レグ = ｐ： 
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レグ状態 = 結合（Joined） 

ＳＲＦコネクション = Ｒｎ： 

レグ状態 = 結合（Joined） 

ＣＳＣＶ状態「制御レグ側ＳＲＦコネクション」には、次のＰＩＣとＤＰが含まれる。 

発側ＢＣＳＭ： 

ＰＩＣ：なし 

ＤＰ ：発側－応答（O_Answer） 

 

b. 入りイベント： 

「ＳＲＦコネクション留保」ＣＳＣＶ状態の出イベント参照のこと。 

 

c. 出イベント： 

ＣＳＣＶ状態に関連するＳＳＦイベントの要約： 

－ アーギュメント付き順方向接続切断（DisconnectForwardConnectionWithArgument）オペ

レーションの処理 

－ 暫定接続に対するＲＥＬ信号の処理 

－ レグｐに対する発側－切断（O_Disconnect）の検出 

「受動レグ側ＳＲＦコネクション」ＣＳＣＶ状態からの直接の遷移： 

i) 「保留（On_Hold）」ＣＳＣＶ状態への遷移 

－ ＳＣＦから受信した有効なアーギュメント付き順方向接続切断（DisconnectForward- 

ConnectionWithArgument）オペレーションの処理 

－ ＳＲＦコネクションに対応する暫定接続へのＲＥＬ受信 

ⅱ)「受動レグ側ＳＲＦコネクション」ＣＳＣＶ状態の削除（ＣＳインスタンスの削除） 

－ 発側ＢＣＳＭから送出されたレグｐに対する発側－切断（O_Disconnect）ＤＰの検出 

 

2.2.1.4 発着同時ユーザ相互動作に関わるＣＳＣＶ状態に対する遷移イベントの要約 

 付図 C-2/JT-Q1238.2-b 及び付表 C-1/JT-Q1238.2-b は、発着同時ユーザ相互動作に関わる入りイベント及び

出イベントを要約している。より詳細には、個々のＣＳＣＶ配下の遷移イベントの詳細な記述を参照のこと。 

 以下の略語が、付図 C-2/JT-Q1238.2-b 及び付表 C-1/JT-Q1238.2-b の中で使用される。 

 

－ ＳＳＦにより受信されるＳＣＦからのメッセージ 

ＤＦＣＷＡ ＝ アーギュメント付き順方向接続切断（DisconnectForwardConnectionWithArgument） 

ＩＴＣ ＝ 暫定接続起動（InitiateTemporaryConnections） 

ＲＲＢ ＝ ＢＣＳＭイベント報告要求（RequestReportBCSMEvent） 

ＣＯＮ ＝ 接続（Connect） 

ＭＣ ＝ 呼セグメント併合（MergeCallSegments） 

ＭＬ ＝ レグ移動（MoveLeg） 

ＲＣ ＝ 呼解放（ReleaseCall） 

－ その他の表記法 

(c) ＝（制御レグの論理表記） 

(p1) ＝（受動レグの論理表記） 

(R1), (R2) ＝（ＳＲＦコネクションの論理表記） 
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注：この図はハイレベルな概観を提供する。示された

オペレーションがＳＣＦから送出されるかもし

れない状態の詳細は、関連する記述及び表を参照

のこと。 

呼設定要求 
（Setup.Ind）受信 

ＩＴＣ＋ 
ＲＲＢ＋ＣＯＮ 

ＳＲＦコネクション
R1 及び R2 に対する

ＡＣＭ受信 

呼経過要求表示（話者Ｂ

呼出）（CallProgress. 
Req.Ind（bptyAlert））

受信 

呼設定応答確認（Setup.
Resp.Conf）受信 

ＭＬ(p) 

ＭＣ 

ＤＦＣＷＡ(c) 

ＤＦＣＷＡ(p) 

ＭＣ 

空き（Null） 

発側呼設定 
（Originating_Setup） 

Joined Pending 
c p 

一者（1_Party） 

Joined 

Joined 

c 

p 

Shared 

Joined 
c 

R1 

SRF コネクション留保 

Shared 

Joined 
c 

R2 

受動レグ側 SRF コネクション 

安定二者 
（Stable_2_Party） 

Joined Joined 
c p 

Shared 

Joined 
c 

R1 

SRF コネクション留保 

Shared 

Joined 
c 

R2 

SRF コネクション留保 

発側呼設定 
（Originating_Setup） 

Joined Pending 
c p 

Shared 

Joined 
c 

R1 

SRF コネクション留保 

Shared 

Joined 
c 

R2 

SRF コネクション留保 

発側呼設定 
（Originating_Setup） 

Joined Pending 
c p 

Shared 

Pending 
c 

R1 

SRF コネクション設定 

Shared 

Pending 
c 

R2 

SRF コネクション設定 

Joined 
p 

Joined 

Joined 
c 

R1 

制御レグ側 SRF コネクション 

Shared 

Joined 
c 

R2 

受動レグ側 SRF コネクション 

Joined 
p 

Joined 
c 

一者（1_Party） 

Shared 

Joined 
c 

R1 

受動レグ側 SRF コネクション 

Joined 
p 

Joined 
c 

一者（1_Party） 

Shared 
c 

保留（On_Hold） 

安定二者 
（Stable_2_Party） 

Joined Joined 
c p 

付図Ｃ－２／ＪＴ－Ｑ１２３８．２－ｂ 

ＳＲＦコネクションに関わる入り及び出イベントの例 
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付表Ｃ－１／ＪＴ－Ｑ１２３８．２－ｂ 

ＣＳＣＶ状態に対するＳＳＦイベントの遷移 

ＣＳＣＶ状態→ 

ＳＳＦイベント↓ 

ＳＲＦコネクション 

設定 

ＳＲＦコネクション 

留保 

制御レグ側ＳＲＦ 

コネクション 

受動レグ側ＳＲＦ 

コネクション 

「ＳＲＦコネクションに 

対するＡＣＭ受信」 

ＳＲＦコネクション 

留保 

適用されない 適用されない 適用されない 

インポートレグ 

（ImportLeg） 

適用されない レグｃ：制御レグ側 

ＳＲＦコネクション 

レグｐ：受動レグ側 

ＳＲＦコネクション 

適用されない 適用されない 

発側－切断(c) 適用されない 適用されない ＣＳインスタンス削除 適用されない 

発側－切断(p1) 適用されない 適用されない 適用されない ＣＳインスタンス削除 

ＲＣ 

[ＳＣＦ起動] 

ＣＳインスタンス削除 ＣＳインスタンス削除 適用されない 適用されない 

ＤＦＣＷＡ 

[ＳＣＦ起動] 

適用されない 適用されない 一者（1_Party） 保留（On_Hold） 
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付属資料 D ＴＴＣ特有規定の OCTET STRING 内部構造定義 ＊ 

（本付属資料は本標準に不可欠な部分である） 

 

 本付属資料は、OCTET STRING 型で規定されるＩＮＡＰパラメータの内、ＩＴＵ－Ｔ勧告規定上明確な型

定義がされていないパラメータのための内部型定義を示すものである。 

 OCTET STRING 型は本来その内部構造を自由に規定できるものであるが、ＴＴＣ特有のパラメータを設定

する場合と網運用者特有のパラメータを設定する場合を考慮し、その使い分けについて明確な規定が必要で

ある。本付属資料は、ＴＴＣ標準としてその符号化を明確に規定することを目的とする。 

 14.1 節に規定される OCTET STRING 型のＩＮＡＰのデータ型の内、本付属資料においてその値フィール

ド部分を定義している型は、 

        ・EventSpecificInformationCharging 

        ・EventTypeCharging 

        ・SCIBillingChargingCharacteristics 

である。 

 

 本付属資料は、ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｘ．６８０で定められている抽象構文記法１（ＡＳＮ．１）を用いている。

符号化はＩＴＵ－Ｔ勧告Ｘ．６９０に基づいて行われ、その際の適用条件はＴＴＣ標準ＪＴ－Ｑ１２３８．

１－ｂの 7.3 節に従うものとする。 

 

TTC-IN-CS3-octetstringvalue-definitions { itu-t administration japan(440) isdn(102) inapl(3) jt-q1238-b(5)  

modules(1) octet-string-value(10) version1(0) } 

 

DEFINITIONS IMPLICIT TAGS ::= 

BEGIN 

 

-- 本モジュールは、以下のＩＮＡＰデータ型に対する内部型定義を規定している。各ＩＮＡＰデータ型の 

-- 先頭の OCTET STRING タグが、本モジュールで規定される内部型定義の使用により影響されないこと 

-- に注意。 

--   EventSpecificInformationCharging 

--   EventTypeCharging 

--   SCIBillingChargingCharacteristics 

 

 ssf-scf-classes, 

 ssf-scf-datatypes 

FROM  TTC-IN-CS3-object-identifiers { itu-t administration japan(440) isdn(102) inapl(3) jt-q1238-b(5) modules(1) 

in-cs3-object-identifiers(0) version1(0) } 

 

 SCF-SSF-BOUNDS, 

 ttcSpecificB2 

FROM  TTC-IN-CS3-SSF-SCF-classes  ssf-scf-classes 

 

 TtcCarrierInformationTransfer{},  

 TtcAdditionalPartysCategory{},  
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 TtcChargeAreaInformation{} 

FROM  TTC-IN-CS3-SSF-SCF-datatypes  ssf-scf-datatypes 

; 

-- 次の 2 つの定義はローカルな短縮表記を表す。 

B-1 ::= SCF-SSF-BOUNDS-1 

B2 ::= SCF-SSF-BOUNDS 

 

-- 以下は EventSpecificInformationCharging 型の値フィールド部分の型定義である。 

EventSpecificInformationChargingValueType  ::= CHOICE { 

 tTCNOSpecificParametersESIC [15] TTCNOSpecificParametersESIC{ttcSpecificB-1, ttcSpecificB2} 

} 

 

TTCNOSpecificParametersESIC {B-1 : b-1, B2 : b2} ::= SET  

   SIZE(1..b-1.&numOfTTCNOSpecificParametersESIC) OF TTCNOSpecificParameterESIC{b-1, b2} 

 

TTCNOSpecificParameterESIC {B-1 : b-1, B2 : b2} ::= CHOICE { 

 tTCSpecificEventSpecificInfo [0] TTCSpecificESIC{b-1, b2} 

--  nOSpecificEventSpecificInfo [1] NOSpecificESIC 

} 

 

TtcSpecificESIC {B-1 : b-1, B2 : b2} ::= CHOICE { 

 tTCSpecificChargeEvent [0] TTCSpecificChargeEvent{b-1, b2} 

} 

 

-- NOSpecificESIC ::= SEQUENCE { } 

-- 本パラメータは網運用者特有に規定される。SEQUENCE 型での規定は例である。 

 

TTCSpecificChargeEvent {B-1 : b-1, B2 : b2} ::= SEQUENCE { 

 ttcCarrierInformationTransfer  [0] TtcCarrierInformationTransfer{b2} OPTIONAL, 

  ttcAdditionalPartysCategory [1] TtcAdditionalPartysCategory {b2} OPTIONAL, 

 ttcBackwardCallIndicators [2] TtcBackwardCallIndicators  OPTIONAL, 

 ttcChargeAreaInformation [3] TtcChargeAreaInformation {b2} OPTIONAL, 

 ttcChargeInformationDelay [4] TtcChargeInformationDelay {b-1} OPTIONAL, 

 ... 

} 

 

TtcBackwardCallIndicators ::= OCTET STRING (SIZE(2)) 

-- 逆方向呼表示パラメータを示す。符合化についてはＴＴＣ標準ＪＴ－Ｑ７６３を参照。   

 

TtcChargeInformationDelay {B-1 : b-1} ::= OCTET STRING (SIZE(１..b-1.&maxTtcChargeInformationDelay)) 

-- 課金情報遅延パラメータを示す。符合化についてはＴＴＣ標準ＪＴ－Ｑ７６３を参照。 

 

-- 以下は EventTypeCharging 型の値フィールド部分の型定義である。 
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EventTypeChargingValueType ::= CHOICE { 

 tTCNOSpecificParametersETChg [15] TTCNOSpecificParametersETChg {ttcSpecificB-1} 

} 

 

TTCNOSpecificParametersETChg {B-1 : b-1} ::= SET SIZE 

 (1..b-1.&numOfTTCNOSpecificParametersETChg) OF TTCNOSpecificParameterETChg 

 

TTCNOSpecificParameterETChg ::= CHOICE { 

       tTCSpecificETChg [0]  TTCSpecificETChg 

--        nOSpecificETChg [1]  NOSpecificETChg 

} 

 

TTCSpecificETChg::= CHOICE｛ 

 tTCSpecificEventTypeCharging  [0] SET SIZE (1..5) OF ENUMERATED { 

  carrierInformationTransfer(0), 

  additionalPartysCategory(1), 

  backwardCallIndicators(2), 

  chargeAreaInformation(3), 

  chargeInformationDelay(4) 

  } 

} 

-- ＴＴＣ特有の課金イベント種別を示す。 

 

-- NOSpecificETChg ::= SEQUENCE { } 

-- 本パラメータは網運用者特有に規定される。SEQUENCE 型での規定は例である。 

 

-- 以下は SCIBillingChargingCharacteristics 型の値フィールド部分の型定義である。 

SCIBillingChargingCharacteristicsValueType ::= CHOICE { 

 tTCNOSpecificParametersSCIBCC  [15] TTCNOSpecificParametersSCIBCC {ttcSpecificB-1} 

} 

 

TTCNOSpecificParametersSCIBCC {B-1 : b-1} ::= SET SIZE 

 (1..b-1.&numOfTTCNOSpecificParametersSCIBCC) OF TTCNOSpecificParameterSCIBCC 

 

TTCNOSpecificParameterSCIBCC ::= CHOICE { 

     tTCSpecificSCIBCC [0] TTCSpecificSCIBCC  

--     nOSpecificSCIBCC [1] NOSpecificSCIBCC  

} 

 

TTCSpecificSCIBCC ::= SEQUENCE { 

     noChargeIndicator [0] BOOLEAN OPTIONAL, 

-- 非課金表示を示す。本パラメータを TRUE とした場合、非課金となる。 

     ... 
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} 

 

-- NOSpecificSCIBCC ::= SEQUENCE { } 

-- 本データ型は網運用者特有に規定される。SEQUENCE 型での規定は例である。 

 

SCF-SSF-BOUNDS-1 ::= CLASS 

{ 

&maxTtcChargeInformationDelay  INTEGER OPTIONAL, 

&numOfTTCNOSpecificParametersESIC  INTEGER OPTIONAL, 

&numOfTTCNOSpecificParametersETChg INTEGER OPTIONAL, 

&numOfTTCNOSpecificParametersSCIBCC INTEGER OPTIONAL 

} 

WITH SYNTAX 

{ 

[MAXIMUM-FOR-TTC-CHARGE-INFORMATION-DELAY &maxTtcChargeInformationDelay] 

[NUM-OF-TTC-NO-SPECIFIC-PARAMETERS-ESIC &numOfTTCNOSpecificParametersESIC] 

[NUM-OF-TTC-NO-SPECIFIC-PARAMETERS-ETCHG &numOfTTCNOSpecificParametersETChg] 

[NUM-OF-TTC-NO-SPECIFIC-PARAMETERS-SCIBCC &numOfTTCNOSpecificParametersSCIBCC] 

} 

 

ttcSpecificB-1 SCF-SSF-BOUNDS-1 ::= 

{ 

MAXIMUM-FOR-TTC-CHARGE-INFORMATION-DELAY 10 -- 値は参考値である 

NUM-OF-TTC-NO-SPECIFIC-PARAMETERS-ESIC 2 -- 値は参考値である 

NUM-OF-TTC-NO-SPECIFIC-PARAMETERS-ETCHG 2 -- 値は参考値である 

NUM-OF-TTC-NO-SPECIFIC-PARAMETERS-SCIBCC 2 -- 値は参考値である 

} 

 

END 



 － 281 － ＪＴ－Ｑ１２３８．２－ｂ 

付録Ｉ 優先度表示の実現方法 ＊ 

 

1 概要 

 本付録では優先度表示（ＰＲＩ）の実現方法について記す。 

 

2 ＰＲＩの有効性 

 輻輳を防止するために、各々のメッセージ（ＩＮＡＰオペレーション、ＴＣメッセージ等）ごとに優先度

を表示することは有効である。 

 

3 ＰＲＩ設定方法 

 ＰＲＩ設定の実現方法はインプリメントに依存する。 

 

4 設定されるＰＲＩ値 

 ＩＮＡＰオペレーションの活性化試験（ActivityTest）及びイニシャルＤＰ（InitialDP）に対してはＰＲＩ

として１を設定する。その他のメッセージについては、ＰＲＩとして２を設定する。 

 


	　　



